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はじめに

　米国では，学校教育の改善に資する教育行政機関によ

る支援・介入を実施するため，全ての州においてアカウ

ンタビリティ制度が整備されている．アカウンタビリ

ティ制度は，2002年に成立した No Child Left Behind Act

（NCLB 法）を契機として全米各州に定着したものであ

るが，近年では従来の「徐々に厳しくなる制裁措置を

規定することで学校改善を促進する」というアカウンタ

ビリティを画一的に適用することは適切でない1) として

学校への支援・介入の在り方には見直しも進められてい

る．例えば，2011年の「初等中等教育法の弾力化（ESEA 

Flexibility）」は，アカウンタビリティ制度の改革方針と

して，学校・地方教育当局の個別的なニーズに基づく支

援・介入システムの構築を提起していた2)．

　こうしたアカウンタビリティ制度の改革を先駆けて実

施していた州の1つとして，カリフォルニア州が挙げら

れる．カリフォルニア州は，全米の中でも早くからアカ

ウンタビリティ制度を構築していた州だが，2000年代半

ば頃からは，学校を支援するための州や学区レベルの

学校支援機能を重視した政策を打ち出すなど，連邦教
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要旨：本稿の目的は，ロサンゼルス郡教育局 (Los Angeles County Office of Education) における学校改善支援の

組織と実践を整理し，地方教育行政機関による学校支援の役割と特徴について明らかにすることである．ロサ

ンゼルス郡教育局は，学校改善の支援のために「学区能力開発センター（Center for District Capacity Building）」
を組織し，学区の教育行政スタッフに対する研修や職能開発を実施している．本稿では，ロサンゼルス郡教育

局への調査において入手した資料を基に，教育行政スタッフに対する職能開発の事例を分析し，ロサンゼルス

郡教育局の学校改善支援における役割を明らかにする．
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育政策とは異なる路線を採用してきた．例えば，オバマ

政権による「頂点への競争（Race to the Top）」の申請

では，「学区支援・介入チーム（District Assistance and 

Intervention Team）」（以下，DAIT と表記する）と呼ば

れる地方教育行政組織の学校支援能力を開発することに

重点を置く制度を，学校改善支援の重点政策として提起

していた．

　筆者がこれまでの研究3) で整理してきたように，カリ

フォルニア州では，テストへの依存の解消と成果指標の

多様化，学校や教育行政機関の改善機能（capacity）の

開発を行うための施策の整備が進められ，「テストと裁

定」から「支援と改善」への移行が目指された． これ

により同州では，褒賞と制裁による学校改善の誘発から，

学区教育委員会や学校の自律的な改善機能を開発するた

めの支援へとアカウンタビリティ制度の重点を移してき

た．

　このように，先行研究では，カリフォルニア州の州レ

ベルのアカウンタビリティ制度の改革や学校改善支援シ

ステムに着目し，その支援の内容やアカウンタビリティ

概念の特徴についての分析が行われてきた．しかし，地

方教育行政機関レベルでどのような学校支援を行ってい

るのか，教育行政機関自体がどのような学校支援機能を

備えているのかについては，十分に明らかにされている

とは言えない．

　そこで本稿では，ロサンゼルス郡教育局（Los Angeles 

County Office of Education，以下，LACOE と表記する）

における学校改善支援のための組織や実践を整理し，地

方教育行政機関による学校支援の役割とその特徴につい

て考察する．ロサンゼルス郡は，約140万人の児童・生

徒を擁し，全80学区，約2,200校の学校・チャータースクー

ル注１）が設置されている大規模な地域である．郡内の最

も大規模な学区はロサンゼルス統合学区（Los Angeles 

Unified School District）である．児童・生徒の人種構成

も多様であり，2021年時点で白人が14%（196,504人），

ラテン・ヒスパニック系が65%（940,398人），アフリカ

系が7％（103,205人）といった構成である．多くの家庭

が人種や経済的不平等の困難を抱えており，全体の約

70％の児童・生徒が社会経済的に不利な条件に置かれて

いる4)．LACOE は，この地域を管轄する大規模な教育

行政機関であり，郡内の学区の政策や予算執行を監督す

るとともに，教職員や教育行政職員への職能開発の機会

を提供している．本稿では，LACOE への調査において

入手した資料注２）をもとに，LACOE によって行われて

いる学校改善支援の仕組みや教育行政機関としての役割

についてみていく．

　本稿の構成は以下の通りである．1では，前提となる

州レベルのアカウンタビリティ制度と学校改善支援の基

礎的な枠組みについて整理する．これを踏まえて2では，

ロサンゼルス郡教育局における学校改善支援の方針や制

度，支援を担う組織についてみていく．3では，ロサン

ゼルス郡教育局が提供している職能開発の事例として，

学区教育委員会の教育行政スタッフを対象とした研修を

取り上げ分析する．以上の分析・整理を通じて，ロサン

ゼルス郡における学校改善支援の枠組みとロサンゼルス

郡教育局の役割について考察する．

1. 	 カリフォルニア州におけるアカウンタビリティ

制度改革と学校改善支援

(1) 	 カリフォルニア州におけるアカウンタビリティ制度

　カリフォルニア州では，2011年8月の「優れた学校に

向けた指針（A Blueprint for Great Schools）」の構想を基

盤として，学校改善の支援を学区や学校レベルの改善機

能を向上させることへと重点を移してきた．そこでは，

学区や学校の教育改善を継続的に促進するために必要

な資源やニーズに応じた支援を提供することに重点を置

き，報奨と制裁の規定によって改善を誘発しようとする

「テストと裁定」のアカウンタビリティ制度から，学区

教育委員会・学校の自律的な改善能力を開発する「支援

と改善」のアカウンタビリティ制度への転換が目指され

てきた．

　これにより成立したアカウンタビリティ制度の基盤

は，それぞれの学区の児童・生徒が抱える条件やニーズ

に合わせて資金配分を図る教育財政制度である「地方財

政管理方式（Local Control Funding Formula）」注３）（以下，

LCFF と表記する）である．これを基に「学校ダッシュ

ボード（The California School Dashboard）」注４）と呼ばれ

る児童・生徒の状況やニーズを把握するための指標と

データを整理し，学校の改善に向けた管理・運営計画を

策定していく．

　学校の改善に向けた管理・運営計画は「地方管理・ア

カウンタビリティ計画（LCAP）」（California Education 

Code（EDC）§52060（a））と呼ばれ，学区の児童・生

徒およびサブグループの児童・生徒が達成すべき目標と，

その目標を達成するための活動計画・予算を提示するこ

ととされる．目標設定においては，LCFF において設定

されている州の8つの重点事項，すなわち，①学校の基

礎的条件（教員の質，適切な教員配置，学校の施設・設

備，教材・教科書の活用状況），②主要教科におけるス
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タンダードの実施，③保護者の参加，④児童・生徒の学

業達成，⑤児童・生徒の参加，⑥学校文化，⑦多様な教

育課程の提供，⑧多様な課程における教育成果，を踏ま

える必要がある（EDC §52060　(d)）． 

　LCAP や学校ダッシュボードのデータを活用して，学

区や個別学校のニーズを特定し，改善が必要とされる場

合には教育行政による学校改善支援が提供される．カリ

フォルニア州の学区・学校支援システムの特徴は，2011

年以降のアカウンタビリティ制度改革の理念を踏まえ，

「教育を改善し，教育機会と成果の格差是正に有効に対

処できる地域の能力（local capacity）を開発することに

よって，地方教育当局や学校が，1人1人の児童・生徒の

ニーズに適した教育を行うこと」にある5)．

　この地方教育行政機関や個別学校に対する支援システ

ムは，当該学区・学校のニーズに応じて，①全ての地方

教育行政機関・学校への支援，②個別学区・学校の状況

やニーズに応じた支援（Differentiated Assistance），③

深刻とされる場合の強力な介入（Intensive Intervention）

という3つのレベルで実施される6)．そして地域や学校

の状況に応じて，学校改善に向けた支援機関である「カ

リフォルニア州教育卓越局（California Collaborative for 

Educational Excellence）」注５）に配置された教育支援ス

タッフによるものを中心として，地方教育行政が自ら担

う支援，州教育省のスタッフによる支援が学校に提供さ

れる．原則として，介入の度合いが強くなるほど，上級

の行政機関や州レベルの学校改善関係組織による関与が

なされることになる7）．

　以上のような州レベルのアカウンタビリティ制度の枠

組みを背景として，州内のそれぞれの地域では地方教育

行政自身の学校支援機能の開発や学校への支援・介入の

ための政策が打ち出されている．具体的な学区・学校へ

の支援は「多層的支援システム（Multi-Tiered System of 

Support）」という全州的な枠組みに沿って，各地方教育

行政機関が実施している．

(2) 	 カリフォルニア州における多層的支援システム

（Multi-Tiered System of Support）

　「カリフォルニア州多層的支援システム（California s 

Multi-Tiered System of Support」（以下，MTSS と表記す

る）は，2015年に成立した教育財政法（Assembly Bill 

104, Chapter 13）及び2016年の学校財政法（Senate Bill 

828, Chapter 29）を資金基盤とする学校改善支援システ

ムである．これらの法規には，地方教育行政がカリフォ

ルニアの多様な学習者のニーズをより効果的に満たすた

めに，学校全体を視野に入れた科学的な支援システムを

確立することを促進することを目的として，学区教育委

員会のスタッフやスクールリーダー，教員への職能開発

を提供することが位置付けられていた．

　MTSS は，以下のように州レベルの教育行政から児童・

生徒や家庭までを視野に入れつつ，学区・地方教育行政

機関を支援・介入の焦点として位置づけている．

　・児童・生徒，家庭：支援システムの起点であり，支

援による効果の終着点

　・学校：教育改善が達成される地点

　・学区・地方教育行政機関：地方教育行政機関や学区

自身が学校レベルの持続的な教育改善を促進できる

ようにするための介入の焦点

　・群・地方・州：学区や学校への支援・介入の提供や

支援メニューの整備

　

　MTSS の支援は概して以下の4つの領域に区分される．

第1に学校レベルのリーダーシップ開発や教員に対する

研修等を提供する教育行政のリーダーシップ，第2に学

校組織や学校文化の改善に主眼を置く総合的な教育支

援，第3に家庭・地域との連携・協働，第4に地方教育行

政機関と学校との関係構築を行う教育政策の構造・実践，

である．この枠組みは SWIFT 教育センターが考案した

学校支援の構想8) を採用したものとなっている注６）．

①教育行政のリーダーシップ

　MTSS では，教授・学習活動の改善に向けて教員や学

校のスタッフに積極的に関与するスクールリーダーを重

視している．学校のリーダー層は，以下の教授・学習活

動の改善に向けた活動の実施・継続を行うことが重要と

なる．

　・専門職としての成長

　・教育方法の指導

　・支援的・建設的な人事評価

　また，教職員には，人事評価が学校のリーダー層によっ

て一貫して実施され，自身の能力を高めるためのフィー

ドバックが提供されることが重要であるとする．それゆ

え，教職員に対する指導のデモンストレーションや支援

とフィードバック，専門職としての学習が重視されてい

る．

　これらの施策を実施するために，学校のリーダー層は，

学校の意思決定や人事評価の状況をモニタリングし，専

門職として成長する機会を提供することが求められる．

また，学校と地域が連携し，学校が抱える問題に対処す

米国カリフォルニア州ロサンゼルス郡における教育行政スタッフの職能開発
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るための議論の場が設けられる．

②総合的な教育支援

　全ての児童・生徒が分け隔てなく学校での学習活動に

アクセスできる学校の体制を整備するものである．その

ために，学校のスタッフは，様々な文化的背景を持つ児

童・生徒のニーズに応じた指導法や評価を実施する．イ

ンクルーシブ教育システムの観点からも複数の言語に応

じた指導や児童・生徒への案内（建物の看板・役職等）

を使用する．学校のリーダー層は，全ての児童・生徒が

これらの教育システムにアクセスできているかどうかを

評価・モニタリングすることになる．

③家庭・地域との連携・協働

　家庭や地域住民が学校とパートナーシップを形成し，

学校における MTSS の効果的な実施・継続を目指すも

のである．家庭・地域が学校の意思決定に参加し，学校

と共同する中で児童・生徒のニーズの特定や公平な資源

配分に資する．そのために，学校のスタッフは地域から

の要望を受け付け，学校の意思決定にフィードバックを

提供する．

　また，学校は次のような項目について，家庭と情報を

共有する．

　・教育指導・生徒指導や個別の支援に関するシステム

や実践

　・児童・生徒の学業成績・進捗状況

　・学校の評価や調査の結果

　・学校の意思決定に関する委員会のメンバー

　これらの学校・家庭・地域の協働や情報共有を通じて

良好な関係を構築するとともに，関係性の状況について

は定期的に評価が行われる．

④教育政策の構造と実践

　学校と学区教育委員会や地方教育行政機関との相互の

パートナーシップは，MTSS の長期的な実施にとって不

可欠な要素として位置づけられている．学校や地域への

支援においては，地方教育行政によるビジョンが重要で

あり，行政的には明確で文書化された政策プロセスや構

造，実践を行うための支援が必要となる．MTSS では，

こうした地方教育行政が学校レベルの委員会や活動を支

援するパートナーとなり，当該学校のデータや抱えてい

る課題，ニーズの評価を行い，これを基にした研修機会

を提供することが重要となる．

　以上の州レベルの MTSS の基本枠組みを踏まえて、

具体的な支援施策や組織は、各地域において整備されて

いくこととなる。

2. ロサンゼルス郡における学校支援システム

(1) 	 ロサンゼルス郡教育局（LACOE）における地方教

育行政機関への支援システム

　ロサンゼルス郡における地方教育行政機関（Local 

Education Agencies，学区教育委員会やチャータースクー

ルを含む．以下，まとめて LEA と表記する）への支援

システムは，LEA や学校自身が学校改善の活動を継続

し，課題に対応するための機能・能力を構築すること

に主眼を置き，最終的には管轄する地域の児童・生徒の

ニーズを満たせるようにすることを目的としている．こ

の目的を達成するために，LACOE では，学校への支援

を提供する機関・企業と LEA・学校が協働するための

支援，地域ごとのニーズと強みの分析，意思決定の一環

としてのコミュニティとの交流等を行い，LCAP に基づ

くリソースの調整，優先順位付け，および使用について

LEA の活動を支援している．

　LACOE は，こうした自らの支援システムの特徴と戦

略を以下のようにまとめている．すなわち，LEA への

支援に関して，州レベルと連邦レベルの教育プログラム

の重複を防ぎ，一貫した指導と資源を提供し，LEA が

LCAP の策定・実施のプロセスを通じて児童・生徒のニー

ズに応じた教育を提供できるよう支援すること，である．

そのために，LACOE は，教育行政機関同士の協働や情

報共有，個別の地域ごとのニーズに応じること，改善の

継続性を重視した仕組みを確立することを戦略として位

置づけている．これらを通じて，LACOE は学区教育委

員会やチャータースクール，各学校に対して一貫したア

プローチによる学校支援を提供するとしている．

(2) 	 学校改善支援を統括する行政組織

　上記の LEA への支援を運用し，LEA や学校，スクー

ルリーダー等への支援を提供したり管理したりして

いるのが，学区能力開発センター（Center for District 

Capacity Building， 以下 CDCB と表記する）である．

CDCB は，学校改善に向けた専門職能開発や学校・学区

への技術的支援を提供している．この部門は，学区やそ

の地域の学校における教育機会や教育成果の格差是正に

向けて，地域の改善機能・問題解決能力の開発を行うこ

とを目的としている．主な役割は以下の通りである．

　①学区や学校のリーダー層に対して，学校ごとのニー
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ズに基づく支援を提供する．

　②学区や学校の改革の実施の支援を実施する．

　③学校や学区の要改善点の特定を促進する．

　④専門職能開発や技術的支援による MTSS の実施を

通して，学区・学校を改善に導く．

　⑤ LACOE による職能開発を企画する．

　⑥学校と当該地方の教育行政スタッフが協働して改善

に取り組めるよう指導する．

　LACOE による職能開発とは，例えば次のようなもの

が挙げられる．すなわち，①学校のニーズのスクリーニ

ングや児童・生徒主体の教育実践等の多層的支援，②学

区・学校のニーズの特定とそれに対応した支援，③学区・

学校レベルでの省察と学校経営計画や LCAP における

アクションプランの策定のファシリテーション，④学校

ダッシュボードに関連した改革実施のための学区・学校

への技術的支援，⑤科学的アプローチによる必要な改善

策の研究と実施，である9)．

　CDCB による支援は，教育行政スタッフや学校のリー

ダー層に対する研修プログラムをはじめ，教員に対する

授業支援や学校・家庭・地域の連携の促進等，多岐に

わたる．この役割を遂行するため，CDCB には教育領域

の専門職学位（Ed．D）を持つ教育行政スタッフが配置

されており，教育学研究の知見に基づいた学校支援シス

テムの整備と研修プログラムの提供を行っている．さら

に，自前の研修プログラムだけでなく，「90日サイクル

（90-day cycle）」注７）と呼ばれる民間の財団が提起してい

る学校改善のフレームワークも活用するとしている．本

稿では，一例として LACOE によって行われる教育行政

スタッフへのリーダーシップ研修を以下に取り上げる．

3. 	 LACOE による教育行政スタッフへのリーダー

シップ研修

　ロサンゼルス郡教育局では様々な学区・学校への職能

開発の機会を提供している．本稿で事例として取り上げ

る研修は，LEA の教育行政スタッフを対象としたもの

である．研修は，(1) 研修の目的，(2) 学区レベルの学

校支援機能の理念，(3) リーダーシップの開発と計画プ

ロセス，(4) データの活用と資源配分の4つのセッショ

ンに分かれて実施されている．

(1) 	 研修の目的・焦点注８）

　教育行政スタッフへの研修の目的は，それぞれの学区

における教育改善のために，LEA と学校・校長とのパー

トナーシップを構築することを支援・促進することにあ

る．この研修では，LEA が各学校の校長に対してどの

ような研修を実施するか（職能開発，指導員の派遣，評

価とデータ分析，学区―学校―教室の一貫性の確保）を

整理している．また，学校組織が命令やスローガンによっ

て急速な変革を迫ることは効果的でないとして，LEA

と学校の協働の重視や期待の共有，学校評価の基準の調

整等を重視している．

　ここでいう研究的知見に基づいた支援戦略は，以下の

3点に整理される．

　第1に児童・生徒の学業成績を向上させるための明確

な焦点と計画の確立である．ここには，児童・生徒の学

業成績やその他の教育結果に対する具体的な目標と期

待，研究的知見に基づく改善の実践と学区の改善フレー

ムワーク，児童・生徒の成長度に焦点を当てたアカウン

タビリティ制度が位置付けられている．具体的な方策と

して，学校全体の課題の分析，学区のスタンダードと児

童・生徒の成績データの分析，教職員への職能開発計画

の策定，ベストプラクティスの共有，家庭・地域との連

携促進が挙げられている．

　第2に，LEA の改善課題の設定と課題解決に向けた関

与である．教育行政スタッフと校長との権限関係の調整，

学区のスタッフの支援能力を高めるための専門的な研修

とコーチング，教育行政スタッフのアカウンタビリティ

の確保が位置付けられており，具体的な方策としては教

育行政スタッフによる定期的な学校訪問，支援スタッフ

の派遣が挙げられる．

　第3に，効果的な教育実践のビジョンを確立と，カリ

キュラム・指導・評価に関する州や国のスタンダードと

の調整である．具体的には，校長への職能開発と成果の

評価，効果的な実践の校長と教職員間の共有，実践の改

善に関する校長と教員への褒賞システム，教員の指導改

善のためのプロジェクトの企画やプログラムの実施が挙

げられている．

　他方で，現場の校長が抱えている課題や不満も共有さ

れている．具体的なものとして，学校現場でのリソース

の不足や一過性の組織文化，児童・生徒の成績を最優先

するためのインセンティブの欠如，学区教育委員会と校

長の関係構築における困難，人事に関する限られた権

限，不十分なトレーニングと専門家によるサポート，校

長の責任の不明確さや非現実的な期待，等が挙げられる．

LEA には，これらの課題に対応し，各学校の校長の指

導的リーダーシップを開発していくことが課題とされて

いた．

米国カリフォルニア州ロサンゼルス郡における教育行政スタッフの職能開発
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(2) 	 学区レベルの学校支援機能の理念注９）

　LEA には，各学校の校長の教育指導上のリーダーシッ

プ（instructional leadership）の向上を，学区と校長の

パートナーシップを通じて達成していくことが求められ

る．そのために，校長のリーダーシップに関する研究蓄

積やモデルを援用し，校長を支援するツールや民間の支

援を仲介していくことが，LEA の役割として位置づけ

られてきた．リーダーシップ開発の理念は多岐にわたる

が，LACOE による研修で取り上げられていたのは，「教

育行政機関の変革のための5つの領域」という枠組みで

あった（表1）．この枠組みは，ワシントン大学の教育・

政策研究センター（Center for the Study of Teaching and 

Policy）が提示している教育行政機関の組織開発に関す

る研究に基づいている10)．

(3) 	 リーダーシップの開発と計画プロセス注10）

　このセッションは，LCAP の実施を LEA がどのよう

に支援していくかについて扱ったものである．参加者は，

リーダーシップの要素や学区としての戦略，学校を支援

するために備えておくべき LEA の条件や機能を学習す

ることが目的とされている．

　ここでは，LEA による指導性と学校の権限のバラン

スに配慮しながら，LEA と学校との協働による目標設

定と調整，LCAP の達成に向けた支援，学校の活動のモ

ニタリングを行うためのプロセスが述べられている．そ

の際，教育内容，教育方法，児童・生徒の特性，教員の

質・効果の測定に焦点を当てることが重視されている．

　上記の前提となる知見を踏まえて，教育行政スタッフ

には，①管轄する個別の学校の中で改善の焦点とするべ

き実践や領域の特定，②支援に必要なスタッフや組織の

改革・配置，現在の学校支援の仕組みやリソースの割り

当ての妥当性といった，各 LEA が備えている条件を自

ら分析することが求められていた．この教育行政スタッ

フに対する研修は，教育行政のこれまでの学校や校長へ

の関与・支援の在り方や自らの行政組織が抱える課題を

省察させるものであったと総括することができる．

(4) 	 データの活用と資源配分注11）

　第4のセッションにおいては，LCAP の達成要因や，

LCAP と LCFF・改正初等中等教育法（Every Student 

Succeed Act）との関連性を踏まえ，各学区におけるデー

タの活用や指導の優先度と児童・生徒への影響を考察す

ることが目的とされている．この目的のために，研修参

加者は，自身が LEA の業務の中で関わってきた学校改

表1：教育行政機関の変革のための5つの領域と求められる実践

5領域 求められる実践

1．校長の指導的リーダー
シップの実践を深めるた
めのパートナーシップ

　教育行政スタッフ（指導的リーダーシップ研修の統括者）は，校長と1対1の協働関係
を結び，校長の学習のためのネットワークコミュニティに参加する．具体的な実践は以
下のようなものである．
・校長の抱える課題に対応した支援
・指導的リーダーシップの思考と行動のモデル化
・指導的リーダーシップの向上を促進するツールの開発と使用
・外部・民間の支援機関の仲介
・校長同士のネットワーク化等による同僚同士の職能開発

2．学区と校長のパートナー
シップ

・教育行政スタッフに対する，学区と校長の協働関係の構築や改善に向けた定期的な研
修機会の提供

・教育行政スタッフ自身が抱える課題の分析，校長との協働に必要な時間の確保
・教育行政スタッフに対する校長の指導的リーダーシップに対する理解の向上
・校長への支援に関するアカウンタビリティの確保

3．教授・学習活動の改善
を支援する学区組織の整
備・開発

・ケースマネジメントや個別の課題解決を通じて校長に個別化された支援を提供できる
よう，学区内の校長支援部門を整備

・教授・学習活動の改善を支援するための学区の機能開発
・学校のリーダー層への支援に関する教育行政スタッフのアカウンタビリティの確保

4．学区の組織開発プロセ
スの管理

・学区自身の組織開発に関する研究
・実践と行動理論の往還
・組織開発を支援する外部機関との連携

5．学校の実践や学区―学
校との関係改善を促進す
るための基盤

・教授・学習活動を改善する方策に関する教育行政の実践の知見の収集
・得られた知見の教育政策への反映

（Meredith I． Honig， Michael A． Copland， Lydia Rainey， Juli Anna Lorton & Morena Newton， Central Office 
Transformation for District-wide Teaching and Learning Improvement， Center for the Study of Teaching and Policy (CTP) 
at the University of Washington， 2010及び LACOE による研修資料 “Central Office Support for Site Level Leadership 
Session 2， 2016” に基づき筆者作成）
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善プロジェクトの組織・運用の特徴について省察し，学

区における具体的な改善戦略を考案する．

　この研修を通じて，参加者は，LCAP の内容に応じた

教育行政スタッフ自身の学校支援のビジョンを構想する

とともに，学区の活動の計画や必要な組織・資源を明ら

かにすることが求められる．そして，学区の教育行政ス

タッフにとって必要な学区・学校との協働の創出，学校

支援に用いられるアカウンタビリティ制度の機能の理

解，児童・生徒の学業成績の改善への効果を再考させる

ものとなっている．

おわりに

　本稿では，ロサンゼルス郡教育局における学校改善支

援の組織と方策について整理してきた．カリフォルニア

州では，2011年以降のアカウンタビリティ制度改革によ

り，各学校の管理運営の方針・計画である「地方管理・

アカウンタビリティ計画（LCAP）」を策定し，これを

基に学校改善を促進することとなった．そして同州の学

校改善を促進する仕組みである「カリフォルニア州多

層的支援システム（California’s Multi-Tiered System of 

Support 」は，LEA レベルの組織に支援・介入の焦点を

当てている．そこでは，LEA が自律的に管轄地域の学

校の改善に寄与することが求められ，州や郡のような上

級の教育行政機関は，直接個別学校に関与するというよ

りも，LEA の学校改善機能の開発に重点を置くことと

されていた．それゆえ，カリフォルニア州の学校改善支

援は，制度上は学区レベルの教育の地方管理を重視した

制度であったと言える．

　こうした全州的な枠組みに基づいて，LACOE では，

LEA の教育行政スタッフが各学校の校長や教職員と

パートナーシップを結び，学校関係者の協働の中で学

校改善を達成できることを重視していた．これにより，

LEA と学校が LCAP の策定・実施のプロセスを通じて，

学校ごとの課題に応じた教育を提供できるよう促進しよ

うとしている．そのために，LACOE は LEA への支援

システムを運用する部門として，学区能力開発センター

（Center for District Capacity Building）を組織し，学校改

善に向けた専門職能開発や学区・学校への技術的支援を

提供していた．

　本稿で取り上げた LACOE の教育行政スタッフを対象

とした研修に見られたように，LACOE は，学区レベル

の改革に関する研究を蓄積し，それを基に学区の教育行

政スタッフをリードする役割を果たしていた．研修の中

では，現場の校長の具体的な不満や抱えている課題も確

認され，学区のこれまでの学校に対する関与の在り方や

教育行政スタッフ自身の省察を促すものでもあったと言

える．こうした研修は，個別の学校に直接介入すること

よりも，LEA レベルの支援機能を向上させることを重

視するという，カリフォルニア州の学校支援システムの

特徴を反映したものであった．

　しかし，こうした支援が学校の校長や教職員にどのよ

うに受け止められているのか，学校改善に寄与するもの

となっているのかについては，さらに検討が必要である．

本稿でも触れたように，現場レベルでは依然として校長

に対する支援の不足や学区―学校間のコミュニケーショ

ン不足といった困難を抱えていると考えられる．これら

の実態を明らかにすることが今後の課題である．

注

注1) チャータースクールは，民間の営利・非営利組織が，

学区や郡の教育行政による認可を受けて，学区から

相対的に独立して経営を行う公設民営型の学校であ

る．

注2) 2019年3月8日に，ロサンゼルス郡教育局学区能力

開発センター（Center for District Capacity Building）

への聞き取り調査及び資料収集を行った．本稿の分

析・記述は，調査により得られた学校改善支援シス

テムの概要を整理した資料や，ロサンゼルス郡教育

局によって行われている研修資料に基づいている．

注3) LCFF は，「基礎的補助金（base grant）」，「追加的

補助金（supplemental）」，特定の領域に対する「集

中的な補助金（concentration grant）」から構成され

る．「基礎的補助金」では，各学区・郡教育局・チャー

タースクールは，学校の教育活動や学校運営に必要

とされる基礎的な補助金を，児童・生徒1人当たり

受け取る．そして「追加的補助金」では，英語を母

語としない児童・生徒や経済的に不利な立場におか

れた児童・生徒，里子を対象として，基礎的補助金

に20% の上乗せがなされる．また，学区内で追加的

補助金の対象となる児童・生徒が55% を超えている

場合には基礎的補助金の50% 分が「集中的補助金」

として支給される．

注4) 州全体の指標として①ハイスクールの卒業率，②

児童・生徒の学業成績，③出席停止措置の実施率，

④英語学習者の進捗状況，⑤高等教育や就職へのレ

ディネス，⑥不登校率の6つの指標が設定されてい

る．また，地域レベルの指標として，( ⅰ ) 教育条

件（教員の質，学校の施設・設備の状況等），( ⅱ )

米国カリフォルニア州ロサンゼルス郡における教育行政スタッフの職能開発
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学業スタンダードの実施，( ⅲ ) 学校環境，( ⅳ )

保護者の参加の4つが設定される．

注5) 「カリフォルニア州教育卓越局」は教育長官や州教

育委員会の担当者に加え，郡教育局，学区教育委員

会，教員の各代表者が任命され，LCAP の策定をは

じめとした学校改善活動を支援することとされてい

る（EDC §52074）

注6) 以下の①～④の記述は，Guide to Understanding 

California MTSS に基づく．

注7) カーネギー財団の研究所が米国医療の質改善研究

所（Institute for Healthcare Improvement）が提唱す

る枠組みを応用したものであり，分析（Scan），焦

点化（Focus），総括（Summarize）を90日のスケジュー

ルで行い，中核となる90日の前後の実践と合わせ

て学校改善を促進しようとするものである（Park 

S, Takahashi S, 90-Day Cycle Handbook, Carnegie 

Foundation for the Advancement of Teaching (2013)．）

注8) 本節の内容は，特に注のない限り，LACOE によ

る研修資料“Central Office Leadership Collaborative 

(Day 1).”(2016)．に基づいている． 

注9) 本節の内容は，特に注のない限り，LACOE によ

る 研 修 資 料“Central Office Support for Site Level 

Leadership Session 2.”(2016)．に基づいている．　

注10) 本節の内容は，特に注のない限り，LACOE に

よる研修資料“Central Office Support for Site Level 

Leadership: Building Capacity and Using Planning 

Processes.” (2016)．に基づいている．

注11) 本節の内容は，特に注のない限り，LACOE に

よる研修資料“Central Office Support for Site Level 

Leadership: Using Data and Aligning Resources.”

(2016)．に基づく．
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１．はじめに

　2020年より COVID-19の蔓延に伴うかたちで，我が国

でもオンライン時代が本格的に幕を開けた．ビジネスで

はテレワークが進み，教育では小学校でもオンラインに

よる授業が一部始まる中，オンラインでのコミュニケー

ションと学びが注目されてきている．参加者の主体性

を重視した体験型講座としての学びの場である「ワー

クショップ」もまた，オンラインによる新しい取り組み

が必要になっている．これまでの対面型で実施されてき

たワークショップは，一般的に一つの場にファシリテー

ターおよび参加者が集合することで実施可能とされてき

たが，オンラインワークショップでは参加者・ファシリ

テーターが別の場所にてそれぞれが通信用のシステム

（デバイスおよびアプリケーション）を使って参加する．

アプリケーションは一般的な認知度の高いオンライン

会議システムである Zoom が使われることが多いが，マ

ナーとして発言者以外の参加者は自分のマイク出力をオ

フ（以下マイクオフ）にすることや，プライバシーの観

点から自分のカメラ出力をオフ（以下カメラオフ）にす

る参加者がいることは，これまでの対面型ワークショッ

プと比べると全く新しい状況である．

　これまでの対面型ワークショップについては文献や研

究も多く，有意義なコミュニケーションを誘発して成功

させてきた事例も多数存在するが，オンラインワーク

ショップについて，特に食の分野においては研究報告が

少なく，コンテンツとしては同じワークショップでもオ

ンライン用に新しく設計して準備しなければ，そのワー

クショップのねらいが参加者に伝わりにくいものになる

ことも考えられる．本稿では「参加者の主体的な参加」「コ

ミュニケーション」に留意したオンラインでの食のワー

オンライン時代における食のワークショップデザイン

Food Workshop Design in the Online Era

木村 亮介，平塚 弥生 (※ 1)，星 安澄 (※ 2)

Ryosuke KIMURA, Yayoi HIRATSUKA, Asumi HOSHI

 
要旨：本稿では，高校生・大学生を対象としたオンラインによる食のワークショップ実施および参加者の活動

について報告する．実施環境，ファシリテーション，参加者による活動の観点から，参加者の主体的な参加，

コミュニケーションの形成，また食のワークショップとしての学びの獲得を検証するために，オンラインでの

共食体験や協同調理体験を通して「おいしいとは何か」を考えるオンラインによる食のワークショップを実施

した．結果，参加条件の限定や参加者同士のコミュニケーション形成には課題が残る一方，対面型では実現し

得なかった新しい発見や学びが獲得できる可能性が示唆された．

Abstract: This paper reports on the implementation of an online food workshop for high school and university 
students and the activities of participants. In order to verify the participants' independent participation, communication 
formation, and acquisition of learning as a food workshop from the viewpoint of the workshop implementation 
environment, facilitation, and activities by the participants, a food workshop was held to think about "what is delicious" 
through online co-eating experience and collaborative cooking experience. As a result, it was suggested that while 
there are still issues in limiting participation conditions and forming communication between participants, it is possible 
to acquire new discoveries and learning that could not be realized by face-to-face type.

キーワード：オンライン，ワークショップ，フード，コミュニケーション

Keywords: online, workshop, food, communication
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クショップを企画・実施・検証することで，オンライン

時代のワークショップについて実践的に探る．

２．食のワークショップデザインする

2.1　これまでの対面型による食のワークショップ

　これまで（2019年までに）筆者が実施してきた対面型

での食のワークショップ事例の一つとして「サンドイッ

チワークショップ」がある．本ワークショップは協同調

理を主とした食のワークショップであるが，参加者に高

度な調理技術を取得してもらうことを目的とするもので

はなく，簡単な調理体験を通して参加者同士のコミュニ

ケーションを創出させることを目的としている．参加者

は通常5-6人程度で，主婦，こどものほか，普段料理を

あまりしない方を含め多様である．ファシリテーターは

基本の材料（食パン，卵，レタス，トマト，ハム）を準

備し，参加者には各自具材を一人一品持ち寄ってもらう．

また，準備された調味料と調理器具を使用し，卵は各々

自由に調理する．

　参加者同志は親密度が低いため，ワークショップの前

半の会話はファシリテーターからの発話をきっかけにご

く短い会話を始める程度であるが，調理を開始するにつ

れ，卵の調理方法についての相談や持ち寄った具材に対

しての質問や説明など参加者同士での会話が発生する．

調理道具は参加人数よりも減らしており，道具の貸し借

りによるコミュニケーションが誘発する仕組みをねらっ

ている．これにより調理の段取りや調理道具の使い方，

野菜などのカットの仕方など参加者同士が相互に教え合

う会話が発生すると同時に，道具の受け渡しなど参加者

同士の物理的な距離の接近が発生する．さらに，調理が

完成に近づく頃には，他の参加者同士お互いが作ったサ

ンドイッチの具材の組み合わせや出来栄えに関心を持ち

ながら，サンドイッチをカットする工程では，歓声が上

がったり，お互いのスマートフォンを渡し交代で写真を

撮る様子が見られ，親密度の低い関係の中にも関わらず

自らのスマートフォンを渡す行為の発生は相手に対して

の心理的な距離も縮まったと言える．また，完成したサ

ンドイッチを参加者同士で試食する時には，自分のサン

ドイッチだけでなく参加者全員のものを一緒に撮影する

様子が見られ，共に調理をすることによる一体感が生ま

れる．試食の際には，味や見栄え，組み合わせに関する

会話の他に「家族に食べさせたい」「子どもの部活のお

弁当に作ってみよう」など自らのプライベートを語る様

子も見られる．

　ワークショップの会場については，広い空間や人通り

が多い場所など第三者からの視線があるガラス張りの空

間で実施することにより，参加者，調理，外からの視線

など注視する情報が増え，参加者同士の会話が生まれに

くい．また，参加人数が多い場合は，参加者同士のコミュ

ニケーション量が減り，試食の際にも会話が生まれにく

い傾向にある．参加者同士のコミュニケーションの誘発

や活性化には，協同調理での調理道具の選定や参加者の

役割のほか，会場の空間デザインを考慮することが重要

である．

2.2　オンラインでの食のワークショップ

　ファシリテーターおよび参加者が一つの場所に集まる

ことで実行する対面型でのワークショップでは，ファシ

リテーターは参加者一人ひとりの作業の様子，表情，言

動を全体的に観察することができるので，それぞれの参

加者の性格や特性に合わせた助言や進行の調整，バック

アップがしやすい．また参加者はファシリテーターが目

の前にいる安心感や，参加者それぞれの作業状況を共有

することができるためモチベーションを継続しやすく，

参加者同士初対面でもコミュニケーションが自然発生し

やすい．ファシリテーターと参加者は，物理的に「目の

届く」範囲にいるからこそ，お互いを観察しながら短時

間でワークショップにおける信頼関係を構築できる．特

に，食のワークショップでは「作る（調理する）」こと

と「食べる」ことが伴う．参加者が共に作り，食べるだ

けでなく，同じ食べ物を分け合ったり，撮影し合ったり

することで一体感が生まれ，コミュニケーションの形成

が促進される．

　一方，オンラインでの食のワークショップでは，ファ

シリテーター及び参加者は別々の場所でオンラインシス

テムを用い参加する．参加者は自宅のキッチンで参加す

ることが想定されるが，調理を伴うワークショップの場

合，調理環境や調理器具の有無を参加条件として挙げる

必要がある．参加者それぞれの調理環境や調理器具を統

一させることは難しく，参加者の進行状況への影響や

不安にも繋がることが想定されるため，ファシリテー

ターと参加者の信頼関係構築のためには，スムーズにコ

ミュニケーションできる準備をしておく必要がある．ま

た，簡単な調理体験を通して参加者同士のコミュニケー

ションを創出することを目的とする食のワークショップ

をオンライン企画する場合，調理器具の貸し借りや調理

した食べ物を分け合うといった，これまで対面型のワー

クショップでコミュニケーションの誘発や形成を促進し

てきた参加者同士の物理的なやり取りが一切できなくな
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る．食のワークショップにおける要件としての「同じ場

所で共に作ったものを共に食べる」という認識にオンラ

インでは，どのような変化が発生するかが大きな懸念点

として挙げることができる．

2.3　オンラインワークショップの準備

　オンラインによる食のワークショップを準備するにあ

たり，ワークショップで使用するオンラインのシステム

設計は重要である．まず注意しなければならないのは，

参加者がオンラインで使用するデバイスと参加者それぞ

れの通信環境の確認である．オンラインワークショップ

では，一人の参加者の通信環境やデバイスによる不具合

等でファシリテーターが対応することは，他の参加者の

参加モチベーションの低下にも繋がる可能性を含むため

最小限にしなければならない．そのため，事前にワーク

ショップ実施者（ファシリテーター）が参加者の状況を

それぞれよく把握しておく必要がある．その上で，ワー

クショップではどのようなアプリケーションを使うの

か，どのような準備が必要なのかを決め，ワークショッ

プ各段階でのねらいと時間配分を考えていく．また，ワー

クショップで主として使うアプリケーションの他に，緊

急連絡として機能させることができる予備システム用ア

プリケーションを決め，ワークショップが始める前まで

に参加者全員でアカウントの共有と管理体制を準備する

必要がある．

　次に重要なのは，ファシリテーター側の収録環境の

セッティングである．ワークショップでは学校などと違

い，基本的に参加者同士は面識がない想定である．参加

者にとって，ファシリテーターの存在のみがオンライン

で唯一最初につくられる「信頼」であるため，ファシリ

テーターがどのような人物なのか，どのような表情をし

ているか，声はよく聞こえるか，今進めていることはしっ

かりと共有され誰でも理解できるものになっているか，

ということは参加者との信頼に直結しており，ファシリ

テーターの表情や現在の状況が参加者にとってしっかり

と把握でき，円滑に発信できているファシリテーター側

の収録環境の構築は，スムーズにワークショップを進め

る上で重要な要素といえる．

３．オンラインによる食のワークショップ実践

3.1　ワークショップの概要と運営

　高校生・大学生を対象に，全6回全てオンラインで完

結する食のワークショップを設計した．オンラインでの

共食体験，協同調理，また調理動画，訴求動画の制作を

を使用する．ファシリテーター側の収録環境としては，ファシリテーター�名が向かうテー
ブルを設置した上で，テーブル正面と上部（作業用スペース真上にアームにて固定）のカメ
ラ � 系統およびスライド表示用 3& の合計 � 系統の映像，また各ファシリテーターのマイ
ク � 系統の音声が入力系であり，それらをビデオスイッチャーに接続して集約したものを
=RRP配信用 3&に接続して出力・配信する．また，ビデオスイッチャーの出力モニターを
正面カメラ真後ろに設置することで，ファシリテーターが自分の配信している画面を確認
すると同時に参加者への目線が正面カメラに自動的に確保されるようにした．ファシリテ
ーターは，①ファシリテーターの表情および目線，②テーブルでの作業の状況，③ファシリ
テーター側 3& の説明画面の � つの映像出力をシームレスに切り替えることができ，参加
者側にとって調理工程の説明が理解しやすく，ファシリテーターから自然に話かけられな
がらコミュニケーションをとりやすい環境となるように構築し配信できるようにした（図
�，�）．�
�

図 �� ファシリテーター側の収録環境�図1　ファシリテーター側の収録環境

オンライン時代における食のワークショップデザイン
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通して「おいしいとは何か」についてディスカッション

して深め，食に対する考えや認識を拡張することで，メ

ディアとしての食の可能性を深めることを目的としてい

る．メインのアプリケーションとしては Zoom，また予

備システムおよびグループ連絡用アプリケーションとし

て LINE を使用する．ファシリテーター側の収録環境と

しては，ファシリテーター2名が向かうテーブルを設置

した上で，テーブル正面と上部（作業用スペース真上に

アームにて固定）のカメラ2系統およびスライド表示用

PC の合計3系統の映像，また各ファシリテーターのマイ

ク2系統の音声が入力系であり，それらをビデオスイッ

チャーに接続して集約したものを Zoom 配信用 PC に接

続して出力・配信する．また，ビデオスイッチャーの出

力モニターを正面カメラ真後ろに設置することで，ファ

シリテーターが自分の配信している画面を確認すると同

時に参加者への目線が正面カメラに自動的に確保される

ようにした．ファシリテーターは，①ファシリテーター

の表情および目線，②テーブルでの作業の状況，③ファ

シリテーター側 PC の説明画面の3つの映像出力をシー

ムレスに切り替えることができ，参加者側にとって調理

工程の説明が理解しやすく，ファシリテーターから自然

に話かけられながらコミュニケーションをとりやすい環

境となるように構築し配信できるようにした（図1，2）．

　参加者は各自別の場所にて協同調理を実施するため，

参加条件として調理環境が準備できること，オーブンが

あることとした．参加者として高校生3名（A さん，B

さん，C さん），大学生（本学フードビジネス学科学生）

2名（D さん，E さん），ファシリテーターとして筆者（木

村，平塚），オンライン補助スタッフ（星）1名，現場補

助スタッフ1名という計9名にて実施体制が決まった．本

ワークショップ全6回の概要は下記の通りである（図3）．

3.2　実施の流れ①　食というメディア

　第1回目は，ワークショップ参加者全員での挨拶と簡

単なアイスブレイクワークを実施した．参加者が使用

するデバイスは一部 PC だったが，ほとんどはスマート

フォンにて，それぞれ自宅から参加した．参加者は当

初 Zoom での自分のマイク，カメラを共にオフにしてい

たが，こちらが呼びかけることでカメラのみをオンにし

てもらった．環境音等のノイズ除去のため，発言者以外

は自分のマイクオフにすることはオンライン会議システ

ム利用時でのマナーにもなっているので，ファシリテー

ターは「ファシリテーターから全員に伝える」「特定の

人物との会話を全員に伝える」という2つを意識しなが

ら進める必要がある．この回では，メディアについて，

またメディアとして成立してきた食についての調査を次

回までの課題とした．

　第2回目は，私たちの生活の中に根付いている「食」

がメディアとして成立している例について話し合い，参

加者からは「インスタグラム」「郷土料理」などが出され，

なぜそれらはメディアとして認識でき，私たちの生活の

中で成り立っているかを確認し合った．後半では動画の

撮影および編集についての演習を実施し，参加者のうち

高校生は料理の経験がほとんどなかったが，それぞれ自

図2　ファシリテーターによる配信の様子
図 �� ファシリテーターによる配信の様子�
�
� 参加者は各自別の場所にて協同調理を実施するため，参加条件として調理環境が準備で
きること，オーブンがあることとした．参加者として高校生 � 名（$ さん，% さん，& さ
ん），大学生（本学フードビジネス学科学生）�名（'さん，(さん），ファシリテーターと
して筆者（木村，平塚），オンライン補助スタッフ（星）� 名，現場補助スタッフ � 名とい
う計 �名にて実施体制が決まった．本ワークショップ全 �回の概要は下記の通りである（図
�）．�
�

第 � 回� アイスブレイクワーク� 参加者の自己紹介と全体説明，簡単なアイ
スブレイクワークを実施�

第 �回� メディアとしての食／動画講座� メディアと食についての調査発表，動画制
作における基本講座を実施�

第 �回� オンライン共食／「おいしい」の記憶� オンラインでの共食体験，おいしい記憶に
ついてのディスカッションワークを実施�

第 �回� オンライン協同調理� オンラインでの協同調理，アレンジと共食
体験を実施�

第1回 アイスブレイクワーク
参加者の自己紹介と全体説明，簡単なアイスブレイクワークを
実施

第2回 メディアとしての食／動画講座
メディアと食についての調査発表，動画制作における基本講座
を実施

第3回 オンライン共食／「おいしい」の記憶
オンラインでの共食体験，おいしい記憶についてのディスカッ
ションワークを実施

第4回 オンライン協同調理 オンラインでの協同調理，アレンジと共食体験を実施

第5回 レビューとパーソナライゼーション パーソナライゼーションした食についてレビューワークを実施

第6回 考察発表／ディスカッション 学びの発表と参加者同士によるディスカッションを実施

図3　全6回ワークショップ概要
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身でつくる「料理動画の制作」を次回までの課題とした．

　次回に向けた準備として，材料が手に入りやすく調

理初心者でも味の変化を出しやすくシンプルな構造の

「ベーグル」をモチーフとし，ベーグルの材料（強力粉，

砂糖，塩，イースト）2セットとレシピ，オーブンシー

トなど簡単な調理器具のほか，ワークショップ参加者と

オンライン上で同じものを共食するための食材として食

品製造認可のあるキッチンで製造されたベーグル2つを

同梱したパッケージを事前に参加者全員に送付した（図

4）．

3.3　実施の流れ②　オンライン共食と協同調理

　ライフスタイルの多様化や感染症等拡大防止の観点か

ら，友人や同僚同士はもちろん家族間でも共に食事をす

る機会が少なくなっている中，共食とは何か，またその

重要性とは何か，第3回目，4回目はオンラインでの共食

体験と協同調理体験の実践を通して探った．本ワーク

ショップでの「オンライン共食」とは，同じものを離れ

た場所でオンライン会議システムを利用して共に食べる

ことと定義し，各々が別々のものをオンライン上で食べ

る「オンライン飲み会」とは区別する．

　第3回目は，参加者全員に送付したパッケージの中か

らすでに作られたベーグルを取り出し，再調理（温め直

し）から始めた．そこから各自，家の中にあるものを

使ったアレンジとオンライン上での共食を実施した．ア

レンジはベーグルの中に挟むもの，付け合わせ，皿など

を含め，短い時間内に取り揃えることができる物で準備

し，参加者は各自アレンジベーグルを Zoom の画面上で

披露した．この時，対面であれば「おいしそう」など，

他の参加者からの感嘆や驚きの声，笑い声などが生まれ

る可能性が高いが，参加者のマイク出力がオフになって

いるオンラインワークショップでの特性上，ファシリ

テーターが任意の参加者に意見を求め，そこでの会話を

全体で共有するため，他の参加者同士の自然発生的なコ

ミュニケーションが生まれにくい．全員の準備が揃った

ところで同時に食べ始めながら，「おいしい」という言

葉を使わない形容表現の練習，また送付パッケージの中

にあるポストイットとバインダーを使いながら「これま

で記憶に残っているおいしい体験」についてディスカッ

ションし，味だけではない「おいしいという記憶」につ

いて共有した．このワークで特定のアプリケーションを

使わなかった理由として，参加者の使用するデバイスの

ほとんどがスマートフォンであったこと，また食事をし

ながら食体験について話し合うことに重きを置いていた

ことから，一般的な文房具を使って簡単な作業にする

ことで小さな機器操作での煩わしさを避け，食べながら

図 �� 参加者に送付したパッケージ（一人分）�

3.3   実施の流れ② オンライン共食と協同調理 
� ライフスタイルの多様化や感染症等拡大防止の観点から，友人や同僚同士はもちろん家
族間でも共に食事をする機会が少なくなっている中，共食とは何か，またその重要性とは何
か，第 �回目，�回目はオンラインでの共食体験と協同調理体験の実践を通して探った．本
ワークショップでの「オンライン共食」とは，同じものを離れた場所でオンライン会議シス
テムを利用して共に食べることと定義し，各々が別々のものをオンライン上で食べる「オン
ライン飲み会」とは区別する．�
� 第 � 回目は，参加者全員に送付したパッケージの中からすでに作られたベーグルを取り
出し，再調理（温め直し）から始めた．そこから各自，家の中にあるものを使ったアレンジ
とオンライン上での共食を実施した．アレンジはベーグルの中に挟むもの，付け合わせ，皿
などを含め，短い時間内に取り揃えることができる物で準備し，参加者は各自アレンジベー
グルを =RRPの画面上で披露した．この時，対面であれば「おいしそう」など，他の参加者
からの感嘆や驚きの声，笑い声などが生まれる可能性が高いが，参加者のマイク出力がオフ
になっているオンラインワークショップでの特性上，ファシリテーターが任意の参加者に
意見を求め，そこでの会話を全体で共有するため，他の参加者同士の自然発生的なコミュニ
ケーションが生まれにくい．全員の準備が揃ったところで同時に食べ始めながら，「おいし

図4　参加者に送付したパッケージ（一人分）

オンライン時代における食のワークショップデザイン
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円滑にワークを進めることができるようにするためであ

る．

　第4回目はベーグルの協同調理を実施した．送付した

パッケージの強力粉，砂糖，塩，イーストを使い，ファ

シリテーターと同時並行で進めた．この回の目標として

は参加者全員が失敗しないようベーグルを完成させるこ

とでもあり，ファシリテーター側の状況を確実に参加者

に伝えて理解させることが求められる．参加者それぞ

れの調理環境やオーブンの機能，性能の違いから同じレ

シピでも異なる仕上がりになるため，それぞれの状況を

ファシリテーターが把握し，細かい質問やパン生地の状

態を目視で確認しながら，それぞれの環境下に応じた指

示を出して進めた．ファシリテーター側は正面のカメラ，

テーブル真上のカメラと適宜スイッチャーにて操作して

参加者に共有し，参加者は食材の捏ね具合など自身のカ

メラに都度映し出しながら，それらがファシリテーター

と参加者全員に共有される（図5）．捏ねる作業は通常立

ち上がって行うが，ファシリテーターが指示することな

く参加者はそれぞれデバイスの角度や位置を少し変える

など自身の状況を共有する工夫を見ることができた．こ

の時 Zoom の画面は参加者の顔ではなく手元であったり

上半身であったりするが，自身が作業している様子を全

員で共有しようとする主体的な動きとして捉えることが

できた（図6）．

　また調理中は両手が塞がるため，質問時等にマイクオ

フを解除した参加者がそのまま作業を進めることもあっ

たため，参加者の多数がマイクオフに対する認識が薄れ，

無駄話や笑い声，感嘆などを共有する場面を見受けるこ

とができた．その他，一部の参加者の Zoom の画面上に

その参加者の家族が作業を手伝ったり味見している様

子が映り込むこともあり，Zoom 上ではマイクオフの環

境下でも，画面の向こう側では自然発生的に別のコミュ

ニケーションが発生していることを垣間見ることができ

た．

　この回では最後に，参加者全員で「好きなもの」16種

をスプレッドシートに記入してもらい，参加者全員の「好

図 ��ファシリテーター側の出力モニター画面（上部カメラ切替時）�

図 �� オンライン協同調理での参加者の様子（=RRP画面）�

図 ��ファシリテーター側の出力モニター画面（上部カメラ切替時）�

図 �� オンライン協同調理での参加者の様子（=RRP画面）�
図6　オンライン協同調理での参加者の様子（Zoom 画面）図5　ファシリテーター側の出力モニター画面 

（上部カメラ切替時）　　　　　　　

図7　好きなものリスト

�
� また調理中は両手が塞がるため，質問時等にマイクオフを解除した参加者がそのまま作
業を進めることもあったため，参加者の多数がマイクオフに対する認識が薄れ，無駄話や笑
い声，感嘆などを共有する場面を見受けることができた．その他，一部の参加者の =RRPの
画面上にその参加者の家族が作業を手伝ったり味見している様子が映り込むこともあり，
=RRP上ではマイクオフの環境下でも，画面の向こう側では自然発生的に別のコミュニケー
ションが発生していることを垣間見ることができた．�
� この回では最後に，参加者全員で「好きなもの」�� 種をスプレッドシートに記入しても
らい，参加者全員の「好きなものリスト」として共有した（図 �）．そこから �名 �組のグ
ループをつくり，それぞれ相手のリスト内容を手掛かりに，相手が「食べたくなる」と感じ
るアレンジベーグルの訴求動画制作を課題にした．ここでは，ターゲットとする相手の好み
のベーグルにアレンジすることをパーソナライゼーションと定義し，パーソナライゼーシ
ョンした食を味覚・嗅覚を使わずに訴求する方法を考えてもらうことがねらいである．� �
�

図 �� 好きなものリスト�

3.4   実施の流れ③ レビューとディスカッション 
� 第 � 回目はレビューとコミュニケーションについて探った．本稿でのレビューとは，作
られたものに対して作り手へのレスポンスと第三者への発信の � つの目的がある．また，
レビューは作ったものに対する評価となるため，レビューがなければ作り手から受け手へ
の一方通行となり，コミュニケーションが成立しない．この回では，作られた料理をフック
としながらコミュニケーションを発生させ，レビューを通して作った人と作ってもらった
人との相互の関係が密になることをねらった．�
� まず，前回制作課題としていた，「好きなものリスト」をもとにパーソナライゼーション
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きなものリスト」として共有した（図7）．そこから2名

1組のグループをつくり，それぞれ相手のリスト内容を

手掛かりに，相手が「食べたくなる」と感じるアレンジ

ベーグルの訴求動画制作を課題にした．ここでは，ター

ゲットとする相手の好みのベーグルにアレンジすること

をパーソナライゼーションと定義し，パーソナライゼー

ションした食を味覚・嗅覚を使わずに訴求する方法を考

えてもらうことがねらいである． 

3.4　実施の流れ③　レビューとディスカッション

　第5回目はレビューとコミュニケーションについて

探った．本稿でのレビューとは，作られたものに対して

作り手へのレスポンスと第三者への発信の2つの目的が

ある．また，レビューは作ったものに対する評価となる

ため，レビューがなければ作り手から受け手への一方通

行となり，コミュニケーションが成立しない．この回で

は，作られた料理をフックとしながらコミュニケーショ

ンを発生させ，レビューを通して作った人と作っても

らった人との相互の関係が密になることをねらった．

　まず，前回制作課題としていた，「好きなものリスト」

をもとにパーソナライゼーションされたアレンジベーグ

ルの訴求動画を発表し合った．当人としてどのような気

持ちになるか，また第三者に勧めたくなるか，またそれ

は誰になぜ勧めたくなるかについて，相手が制作した動

画を見た後にレビューする形式で進めた．参加者はオン

ラインではアレンジされたベーグルを実際に相手に食べ

てもらうことができないため，味覚・嗅覚以外での「お

いしい」の訴求について様々な手法で表現する必要が

あった．しかし，制作された動画の中では，ベーグルの

アレンジだけでなく動画の中でのイラストやアイコン等

でのデザイン，また小物等で相手の「好きなもの」を表

現するなど「おいしそう」の印象を積極的に伝える工夫

が発見できた（図8）．相手のレビューコメントでの「お

いしそう，食べてみたい」という言葉には，これまでに

比べてより熱の込められた感嘆表現で強い印象を受ける

ことができた．このような食を介したコミュニケーショ

ンの本質は，人間が本来もつ仲間に食べ物を分与える本

能であり，共食することで培った共感能力や連帯能力が

高まり，仲間のために何かをしてあげたいという欲求に

起因しているともいえる．

　参加者には次回までの課題として「私の学んだおいし

いとは〇〇〇〇です」をテーマに3分程度の発表資料の

制作を指示し，映像，テキスト等，資料の表現形態は自

由とした．

　本ワークショップ最終回となる第6回目は，テーマに

対する参加者同士によるディスカッションを実施した

（C さん，D さんが欠席）．前回のアレンジベーグル訴求

動画に対するお互いに対するレビューの考察後，意見の

発想・思考の練習として，Zoom のチャット機能を使っ

て「シックスハッツ思考」を行った．シックスハッツ思

考とは，あるテーマに対して客観的・感情的・否定的・

肯定的・革新的・思考的の6つの観点から考える発想法

であり，平行思考によって思考の質を高めるものである．

最初の練習として「友達が作ってくれたおにぎり」を

テーマに，ファシリテーターが Zoom のバーチャル背景

をあらかじめ準備しておいた思考テーマの画像に変えな

がら，参加者に対してテキストチャットにて意見を募っ

た．ここではテーマに対して，感情的，否定的，革新的

の順で進めた（図9）．

　次に，ファシリテーター2名を除いた参加者とオンラ

イン補助スタッフ（星）のみによるディスカッションを

「オンライン共食」をテーマに実施した．ここでは，ファ

シリテーターのマイク・カメラはオフにした上で，オン

ライン共食に対する批判的意見・肯定的意見・革新的

意見について参加者同士で15分間という時間制限の中，

されたアレンジベーグルの訴求動画を発表し合った．当人としてどのような気持ちになる
か，また第三者に勧めたくなるか，またそれは誰になぜ勧めたくなるかについて，相手が制
作した動画を見た後にレビューする形式で進めた．参加者はオンラインではアレンジされ
たベーグルを実際に相手に食べてもらうことができないため，味覚・嗅覚以外での「おいし
い」の訴求について様々な手法で表現する必要があった．しかし，制作された動画の中では，
ベーグルのアレンジだけでなく動画の中でのイラストやアイコン等でのデザイン，また小
物等で相手の「好きなもの」を表現するなど「おいしそう」の印象を積極的に伝える工夫が
発見できた（図 �）．相手のレビューコメントでの「おいしそう，食べてみたい」という言
葉には，これまでに比べてより熱の込められた感嘆表現で強い印象を受けることができた．
このような食を介したコミュニケーションの本質は，人間が本来もつ仲間に食べ物を分与
える本能であり，共食することで培った共感能力や連帯能力が高まり，仲間のために何かを
してあげたいという欲求に起因しているともいえる．�
� 参加者には次回までの課題として「私の学んだおいしいとは〇〇〇〇です」をテーマに �
分程度の発表資料の制作を指示し，映像，テキスト等，資料の表現形態は自由とした．�
�

図 �� 参加者が制作した訴求動画（'さんから %さんへの訴求例）�
� �
� 本ワークショップ最終回となる第 � 回目は，テーマに対する参加者同士によるディスカ
ッションを実施した（&さん，'さんが欠席）．前回のアレンジベーグル訴求動画に対する
お互いに対するレビューの考察後，意見の発想・思考の練習として，=RRPのチャット機能
を使って「シックスハッツ思考」を行った．シックスハッツ思考とは，あるテーマに対して

図8　参加者が制作した訴求動画　　 
　　（D さんから B さんへの訴求例） 

 図9　テキストチャットによるシックスハッツ思考 
ディスカッション 　　　　　　　　　

客観的・感情的・否定的・肯定的・革新的・思考的の �つの観点から考える発想法であり，
平行思考によって思考の質を高めるものである．最初の練習として「友達が作ってくれたお
にぎり」をテーマに，ファシリテーターが =RRP のバーチャル背景をあらかじめ準備して
おいた思考テーマの画像に変えながら，参加者に対してテキストチャットにて意見を募っ
た．ここではテーマに対して，感情的，否定的，革新的の順で進めた（図 �）．�
� �

図 �� テキストチャットによるシックスハッツ思考ディスカッション�
� �
� 次に，ファシリテーター�名を除いた参加者とオンライン補助スタッフ（星）のみによる
ディスカッションを「オンライン共食」をテーマに実施した．ここでは，ファシリテーター
のマイク・カメラはオフにした上で，オンライン共食に対する批判的意見・肯定的意見・革
新的意見について参加者同士で ��分間という時間制限の中，ディスカッション形式で話し
合いながらドキュメントにまとめ，これまでの実践としてのオンラインでの共食，協同調
理，またパーソナライセーションとレビューについての考察を踏まえることで「共に食べる
ことの意味」を深め，食を媒介とした新しいコミュニケーションのあり方を探ることをねら
った．ファシリテーターがテキストチャットでのコミュニケーションを促したにも関わら
ず，参加者からの提案により全員がマイクオフとなって話し合いがスタートした．このディ
スカッションでは，ファシリテーターの不在により言葉が砕け，積極的な参加が確認でき
た．現在の社会的状況下に対するソリューションアイデアや共食についての意味を真撃に
意識している意見等が交わされる中，高校生参加者の一人がもう一人の高校生参加者の名

オンライン時代における食のワークショップデザイン

－ 19 －



ディスカッション形式で話し合いながらドキュメントに

まとめ，これまでの実践としてのオンラインでの共食，

協同調理，またパーソナライセーションとレビューにつ

いての考察を踏まえることで「共に食べることの意味」

を深め，食を媒介とした新しいコミュニケーションのあ

り方を探ることをねらった．ファシリテーターがテキス

トチャットでのコミュニケーションを促したにも関わら

ず，参加者からの提案により全員がマイクオフとなって

話し合いがスタートした．このディスカッションでは，

ファシリテーターの不在により言葉が砕け，積極的な参

加が確認できた．現在の社会的状況下に対するソリュー

ションアイデアや共食についての意味を真撃に意識して

いる意見等が交わされる中，高校生参加者の一人がもう

一人の高校生参加者の名前を初めて呼ぶ場面が見受けら

れ，親密度の接近を確認することができた．これは，参

加者同士の年齢が近いことも推定されるが，これまで数

回にわたりオンラインでの協同調理，共食を重ねたこと

も要因としてあげられる．

　最後に，前回課題としていた「私の学んだおいしいと

は〇〇〇〇です」をテーマにしたプレゼンテーションを

参加者が順番に画面共有にて行なった．プレゼンテー

ションはスライドが中心であったが，メモを図式化した

ものや3分程度の動画にまとめた参加者もいた．それぞ

れの個人的な観念を問う課題であったが，参加者の発表

からは，物理的な所在は違えど食べる「場」を共有する

こと，また「つくること」「つくられること」を意識し

て楽しむことが「おいしい」につながると認識できるよ

うになったと結ばれていたほか，人との関わりや気持ち

の渡し合い，また体験としての成立が「おいしい」であ

ると挙げられており，本ワークショップへ主体的な参加

の意識と食のワークショップとしての学びの獲得が確認

できた（図10）．

４．オンラインによる食のワークショップ考察

4.1　結果と考察

　本稿では「参加者の主体的な参加」「コミュニケーショ

ン」に留意したオンラインでの食のワークショップを

企画・実施・検証することで，オンライン時代のワーク

ショップについて実践的に探った．オンラインワーク

ショップでは，一つの場所に参加者が集合することに

よって実施が成立する対面型と違い，参加者の集合が天

候や交通状況等に影響されない点を利点として挙げるこ

とができるが，参加者のイベントとしての認識が希薄に

なり欠席や遅刻の心配があった．しかし，本ワークショッ

プでは，最終回のみ欠席があったが（連絡あり1名／連

絡なし1名），それ以外は全回全員が時間通りに Zoom へ

アクセスしており，本ワークショップ参加者である高校

生・大学生のオンライン時代に対するマナーの浸透が確

認できた．

　本ワークショップでは協同調理をしたが，参加者各自

の調理環境の違いによってベーグルの仕上がりと焼成時

間に差が生じ，適宜ファシリテーターがそれぞれの参加

者の仕上がりを画面で確認しながら参加者各自の調理器

具に合わせた温度，時間等を細かく指示する場面があっ

た．このように各参加者の調理環境下に合わせたレシピ

に更新することができたのはオンラインの利点として考

えることができる．このことにより参加者が自宅で同じ

調理をする際の安心材料となり再度ベーグルづくりをす

るモチベーションが生まれ，ワークショップへの主体的

な参加に繋げることができた．

　また，最終回での参加者のプレゼンテーションでは「共

食の重要性について普段の生活から見直すきっかけと

なった」「（普段料理をしたことがなかったが）食事を提

供する側の気持ちを考えることができるようになり，自

分も提供をしていきたいと考えるようになった」「協同

調理して共食したからこそ，初めておいしいと気づくこ

とができた」というコメントがあった．食のワークショッ

プにおける要件としての「同じ場所で共に作ったものを

共に食べる」という認識にオンラインではどのような変

化が生じるか懸念があったが，オンラインによる本ワー

クショップでも，共食と協同調理を通した体験型講座と

しての学びと理解に繋げることができたと言える．

4.2　課題と展望

　本稿で実践したワークショップは，オンラインワーク

ショップの一つの実践事例であるが，オンラインワーク

ショップにおける参加者それぞれの環境・事情等を含め

図10　高校生参加者 A による最終プレゼンテーション

前を初めて呼ぶ場面が見受けられ，親密度の接近を確認することができた．これは，参加者
同士の年齢が近いことも推定されるが，これまで数回にわたりオンラインでの協同調理，共
食を重ねたことも要因としてあげられる．�
� 最後に，前回課題としていた「私の学んだおいしいとは〇〇〇〇です」をテーマにしたプ
レゼンテーションを参加者が順番に画面共有にて行なった．プレゼンテーションはスライ
ドが中心であったが，メモを図式化したものや � 分程度の動画にまとめた参加者もいた．
それぞれの個人的な観念を問う課題であったが，参加者の発表からは，物理的な所在は違え
ど食べる「場」を共有すること，また「つくること」「つくられること」を意識して楽しむ
ことが「おいしい」につながると認識できるようになったと結ばれていたほか，人との関わ
りや気持ちの渡し合い，また体験としての成立が「おいしい」であると挙げられており，本
ワークショップへ主体的な参加の意識と食のワークショップとしての学びの獲得が確認で
きた（図 ��）．�
�

図 ��� 高校生参加者 $による最終プレゼンテーション�

4.  オンラインによる食のワークショップ考察 
4.1   結果と考察 
� 本稿では「参加者の主体的な参加」「コミュニケーション」に留意したオンラインでの食
のワークショップを企画・実施・検証することで，オンライン時代のワークショップについ
て実践的に探った．オンラインワークショップでは，一つの場所に参加者が集合することに
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たネットワーク環境，デバイス整備環境が違う中で，誰

もが簡単に参加できるシステムを選定し，ストレスなく

学びを共有できる方法を事前に確認・検証・整備するこ

とは，全てのオンラインワークショップを実施していく

上で必須である．本ワークショップでは，参加者が自宅

のキッチンを使用することが想定される協同調理を行う

ワークショップのため，調理機器の有無で参加条件が限

定されること，またプライベートの調理環境が他の参加

者に晒されるなど，参加へのハードルが上がることは課

題点である．また本ワークショップでは，オンラインで

の共食体験，協同調理を通して「おいしいとは何か」に

ついてディスカッションして深めること，そこからメ

ディアとしての食の可能性を深めることを目的としてい

たが，Zoom での参加者のマイクオフ状況からの参加者

同士によるコミュニケーションの誘発は困難を極めた．

「参加者の主体的な参加」「コミュニケーション」に留意

したオンラインでの食のワークショップとして全6回に

よる本ワークショップを企画・実施した中で，参加者同

士の積極的なコミュニケーションをさらに生み出すため

の仕掛けとして，参加者同士による共同作業の時間を他

にも確保すべきであったことは，ファシリテーションの

課題点として挙げられる．

　オンラインワークショップは，対面型ワークショップ

の代替と捉えられる事も多いが，本稿でも前述した通

り，参加者が表示される Zoom の画面の中に参加者の家

族が映り込み，作業を手伝ったり味見をしている場面が

少なからず見受けられた．このような間接的な参加での

コミュニケーションの発生は予期できないことであった

が，オンラインワークショップならではの特徴であると

も言える．また本ワークショップでは，岐阜県，愛知県

からの参加者によって実施したが，参加者がいる地域を

広範囲にした場合，地域ごとの価値観や味付けのアレン

ジなどを知り得る場となり，これはオンラインによる食

のワークショップならではの拡張性として期待できる．

これらのことを含め，オンラインワークショップは対面

型ワークショップの代替ではなく，対面型では実現し得

なかった新しい発見や学びが獲得できる可能性が示唆さ

れる．これからの新しい学びの環境をつくっていくため

に，誰一人として取り残さずに学びを追求できるような

コンテンツ設計と，その上で参加者のモチベーションを

高めながら質の高い学びをつくり出すファシリテーショ

ン計画による実践を通して，これからのオンラインワー

クショップを評価・検討していく必要がある．
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Ⅰ．緒言

　幼児期は，食嗜好や食習慣などの形成が行われる重要

な時期である．幼児の適切な食習慣形成には，母親の食

育に対する意識や態度が大きく影響を及ぼす1, 2）．我々

はこれまでに，食育実行度の高い母親は野菜や果実類の

摂取が多く，微量栄養素を有効に摂取している一方，食

育実行度の低い母親では，副菜の摂取頻度や野菜類の摂

取量が有意に低く，食習慣や食意識について多くの課題

があることを明らかにした3）．そのため，食育を十分に

実行できていない母親に対しても，食に関する正しい知

識を定着させ，適切な食習慣形成を促すことが重要であ

る．

　食生活の中でも，野菜や果物の摂取は，がんや循環器

疾患，肥満などの生活習慣病の予防に効果的に働くこと

が多くの研究で報告されている4, 5, 6, 7）．日本では2000年

から開始された「健康日本21」の中で，生活習慣病予防

の観点から，成人期における野菜摂取量の目標量として

350 g ／日が推奨され，2013年より開始された「健康日

本21（第2次）」においても引き続きこの目標量が推奨さ

れてきた8, 9）．この目標量をわかりやすく伝え，日本人

の野菜摂取量を増やすポピュレーションアプローチとし

て，アメリカの5 A DAY の取組みを参考に，1日に5皿分（1

皿約70 g）以上の野菜摂取を推奨する取組みもなされて

いる10, 11）．しかし，平成27年国民健康・栄養調査におけ

る野菜摂取量の平均値は294 g ／日であり，10年間で有

意な変化はみられていない12）．特に女性では20～40代の

子育て世代の野菜摂取量が低く，野菜摂取量の平均値は

20代が227 g ／日，30代が246 g ／日，40代が253 g ／日

幼稚園児の母親への食教育と教育介入方法の検討

The Efficiency of Intervention Method on Diet and Health Education 
 to Mothers of Kindergarten Children

北川　絵里奈，関　豪，辻　とみ子 *
Erina KITAGAWA, Takeshi SEKI, Tomiko TSUJI

要旨：幼稚園児の母親を対象に，母親の野菜摂取量の増加を目指した食教育（食育）を行った．対象者を介入群（n=53）

と非介入群（n=53）に分け，介入群には食育講演会，リーフレット配布，野菜摂取状況調査を行った．その結果，

介入群では非介入群と比較して，摂取量が低下した食品や栄養素が少なく，食育支援により緑黄色野菜やβカロテン，

αトコフェロール，総食物繊維などの摂取量の有意な低下が抑制された．副菜の摂取頻度や食意識・自己効力感な

どは介入前後で差は認められなかった．食育支援による野菜摂取量の増加には至らなかったため，食育支援の内容，

期間，実施方法などを改善し，効果的な食育支援を行うことが課題である．

Abstract: The purpose of this study was to clarify the effectiveness of intervention on dietary education to mothers of 
kindergarten children. We provided the dietary education support aimed to increase in vegetable intake to mothers. The 
subjects were divided into 2 groups, one for intervention group (IG) and the other for not intervention group (NG). We 
conducted lecture on dietary education, distribution of leaflet, survey of vegetable intake for IG. As a result, the number of 
foods and nutrients that reduced intakes were less IG than NG. These results suggested that dietary education inhibited 
significant reduction of green and yellow vegetables, β -carotene, α -tocopherol and total dietary fiber intakes. There were 
no significant differences side dish intake frequency, dietary awareness and self-efficacy on before and after intervention in 
both groups. In this study, support of dietary education couldn’t promote increase in vegetable intake. It is an issue in the 
future that give effective support of dietary education through improvement of contents, periods, implementation methods.

キーワード：食育，母親，幼稚園児，介入研究，野菜摂取量

Key words：dietary education, mothers, kindergarten children，intervention study, vegetable intake
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であり，目標量の350 g ／日と比較して，100 g 程度少な

いことが示された12）．横断研究では，食物摂取状況や栄

養素等摂取量が親子で正相関することが報告されている
13, 14, 15）．また，幼児期からの野菜摂取が重要であること

は国際的にも知られており，幼児期の野菜摂取量が成人

後の野菜摂取量に影響することが報告されている16）．し

たがって，幼児期の適切な食習慣形成のためにも，母親

の食生活を改善するための食教育（食育）を行い，行動

に繋げることが非常に重要である．

　幼児やその保護者への食育について，砂見らは幼稚園

児と保護者の野菜類・果実類の摂取量増加などを目指し

て，具体的な実践方法の提案，レシピの紹介，セルフモ

ニタリングシートの配布などの食育プログラムを実施し，

保護者の野菜摂取量が増加したことを報告している17）．

また，堀田らは幼稚園児と育児担当者に対して，食育だ

よりを活用して食育の効果を検討した結果，園児に対す

る「チェック表」を加えた食育だよりは，情報提供と行

動変容の双方の利点を持っており，食行動の改善に繋が

る効果を有することを報告している18）．

　そこで本研究では，子育て世代の母親の食生活の課題

の1つとして，野菜摂取量が少ないことに着目し，野菜

摂取量の増加を目的とした食育支援を行うこととした．

また，食育の効果を検討するために，対象者を介入群と

非介入群に分け，介入群には食育支援として食育講演会，

リーフレットの配布，野菜摂取状況調査を行い，介入前

後の比較からその効果を検討した．

Ⅱ．方法

1. 調査対象および研究デザイン

　愛知県西尾張地区 T 市の T 幼稚園に通園する年長児

および年中児の母親105名を調査対象とした．年長クラ

スと年中クラスをそれぞれ1クラスずつ介入群（n=53）

と非介入群（n=53）に割り付け，非ランダム化比較試

験により介入前後の効果を検討した．介入群には2016年

9月から1ヶ月間，野菜摂取に関する栄養教育を行った．

本研究では，介入前・後に食生活アンケートおよび食事

調査を実施した．2015年12月に行った調査を「介入前」，

2016年10月に行った調査を「介入後」とした．

2. 調査の実施および調査項目

1) 食生活アンケート

　調査項目は， 対象者特性（年齢，家族構成，居住形態，

就労状況），生活習慣（喫煙習慣，運動習慣）， 食習慣（栄

養バランス，主食・主菜・副菜の摂取頻度，脂質の摂取，

好き嫌い），食意識，子どもに対する食育（朝食摂取の

有無，食育の実行度，食生活評価）についての計26項目

とした．主食・主菜・副菜の摂取頻度については，朝食・

昼食・夕食のそれぞれにおいて，週に何回摂取している

か3択（週に5～7回，週に2～4回，週に1回以下）で回答

してもらった．また，副菜摂取の食意識については，「健

康のために副菜を1日2回以上食べることは重要なことだ

と思いますか」という質問に対し，「重要でない・あま

り重要でない・どちらともいえない・まあ重要・非常に

重要」の5段階で回答してもらった．副菜摂取の自己効

力感については，「副菜を1日2回以上食べることが自信

を持って出来ていると思いますか」という質問に対し，

「まったくできない・あまりできない・どちらともいえ

ない・少しできる・かなりできる」の5段階で回答して

もらった．

2) 食事調査

　食事調査は妥当性が検証，証明されておりかつ公衆衛生

の現場での使用実績もある簡易型自記式食事歴法質問票

（brief-type self-administered diet history questionnaire：

BDHQ）を用いた 19, 20, 21, 22）．BDHQ では過去1カ月間の

食事習慣を尋ね，専用の解析プログラムを用いて1日あ

たりの総エネルギー，栄養素，食品群別および食品別摂

取量を算出した．

　栄養素摂取量はエネルギー密度法を用いてエネルギー

調整を行った．エネルギー密度として，たんぱく質，脂質，

炭水化物にはエネルギー比率（％エネルギー）を，その

他の栄養素には総エネルギー1,000kcal あたりの摂取量

を用いた．食品別摂取量は BDHQ で解析可能である食

品について，総エネルギー1,000kcal あたりの摂取量を

示した．

3. 食育支援

1) 食育講演会

　2016年8月に講演会参加希望者を対象に食育講演会を

実施した．「野菜を食べて健康的な食生活を」をテーマに，

①対象者の野菜摂取量の現状，②適切な野菜摂取量，③

野菜摂取量の目安を手のひらで量る手ばかり法，④野菜

の加熱や冷凍，味付けのバリエーションを増やすことで

手軽に野菜を摂取する工夫など，食生活に取り入れやす

い食知識を伝えた．

2) リーフレット配布

　介入群を対象に，野菜摂取量の増加を促すリーフレッ
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トを配布した．2016年8月下旬から9月末にかけて，野菜

摂取量に関するリーフレット1部（図1），手軽に野菜を

摂取するための簡単レシピ4部を定期的に配布した．な

お，非介入群へのアフターフォローとして，介入群への

教育終了後に，非介入群にもリーフレットおよび簡単レ

シピの配布を行った．

3) 野菜摂取状況調査

　介入群を対象に，野菜摂取量を把握するセルフモニタ

リングツールとして，野菜摂取チェックシート（図2）

を配布した．小鉢1皿分（約70 g）の野菜を摂取するご

とに，トマトのイラストに色を塗ることとして，1日の

野菜摂取目標量である350 g（小鉢5皿分）以上の野菜を

摂取できるように促した．野菜摂取状況調査は2016年9

月の1カ月間実施した．

4. 解析対象者および解析方法

1）解析対象者

　対象者105名に食生活アンケートおよび BDHQ を配布

し，回答者は98名（回収率93.3％）であった．この中で，

介入前のデータがない者や明らかな矛盾が認められた

者を除外した．また，後述する方法で，BDHQ の回答

結果で信頼性が低いと判断された者を除外した．すなわ

ち，BDHQ から算出された個人のエネルギー摂取量が，

性・年齢階級ごとに求められる推定エネルギー必要量の

うち，身体活動レベルを「低い」と想定した場合の推定

エネルギー必要量の0.5倍未満，または身体活動レベル

を「高い」と想定した場合の推定エネルギー必要量の1.5

倍以上であった場合，過大申告または過少申告と判断

し，除外した23）．最終的な解析対象者は72名（有効回答

率68.6％，介入群：n=34，非介入群：n=38）であった．

2）解析方法

　データの解析は，統計ソフト IBM SPSS Statistics 22.0

を用いた．数量データはすべて平均値±標準偏差で示し

た．各群での介入前および介入後の数量データの比較

には Wilcoxon の符号付き順位検定を行った．群間の介

入前後の数量データの変化量の差の比較には対応のな

い t 検定を行った．各群での介入前および介入後の数量

データの比較には Wilcoxon の符号付き順位検定を行っ

た．各群での介入前および介入後のカテゴリーデータの

比較にはχ2 検定を行った．群間の介入前後のカテゴリー

データの変化量の差については，それぞれの群ごとに増

加（改善），維持，減少（減退）の割合を算出し， Mann-

Whitney U 検定を行った．すべての検定の有意水準を5％

とした．

5. 倫理的配慮

　本研究は名古屋文理大学倫理委員会の審査・承認を受

けて実施した（受付番号 第35番）．また，食生活アンケー

トおよび BDHQ の回答は保護者の自由意志であり，調

査趣旨および個人情報保護等の倫理的な配慮に関しては

配布資料に明記し，対象者から書面で同意を得た．

図1　野菜摂取に関する説明資料
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野菜摂取チェックシート（お母様用） ＩＤ：

9月1日 木 9月16日 金

9月2日 金 9月17日 土

9月3日 土 9月18日 日

9月4日 日 9月19日 月

9月5日 月 9月20日 火

9月6日 火 9月21日 水

9月7日 水 9月22日 木

9月8日 木 9月23日 金

9月9日 金 9月24日 土

9月10日 土 9月25日 日

9月11日 日 9月26日 月

9月12日 月 9月27日 火

9月13日 火 9月28日 水

9月14日 水 9月29日 木

9月15日 木 9月30日 金

その他

野菜摂取量野菜摂取量
日付日付

その他夜昼朝 朝 昼 夜

　毎日の野菜の摂取量をチェックするためのチェックシートです。小鉢1皿分（70ｇ）の野菜を食べたら、トマトマーク1つに色を塗ってください。野
菜摂取目標量は1日350ｇ（トマトマーク5つ分）以上です。意識的に野菜を食べて、健康的な食生活を目指しましょう！

このチェックシートはご提出いただける方のみ、10月以降に回収させていただきます。ご協力の程、よろしくお願い申し上げます。

図2　野菜摂取チェックシート

母親への食教育介入方法の検討
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Ⅲ．結果

1. ベースラインにおける介入群と非介入群の身体特性

および栄養素等摂取量（表1）

　介入前において，年齢，身長，体重，BMI などの身

体特性は群間で有意差は認められなかった．また，エネ

ルギー，たんぱく質，脂質，炭水化物などの栄養素摂取

量に有意差は認められなかった．さらに，野菜類（緑黄

色野菜，その他の野菜）および個々の野菜（にんじん・

かぼちゃ，トマト，レタス・キャベツ，大根・かぶ，根

菜など）の摂取量に有意差は認められなかった．

2. 介入前後の栄養素および食品摂取量の変化

1)　栄養素等摂取量（表2）

　介入群と非介入群ともに，介入前後でエネルギー，

たんぱく質，脂質，炭水化物摂取量に有意差は認めら

れなかった．非介入群では，介入後にレチノール当量

（p=0.045），βカロテン当量（p=0.007），αトコフェロー

ル（p=0.021），葉酸（p=0.013），ビタミン C（p=0.002），

食物繊維（水溶性（p=0.016），不溶性（p=0.005）およ

び総量（p=0.015））の摂取量が有意に低下した．介入

群では，介入後に葉酸（p=0.043），ビタミン C（p=0.021），

水溶性食物繊維（p=0.045）の摂取量が有意に低下した

が，その他の栄養素摂取量に差は認められなかった．群

間の介入前後の変化量については，カルシムの摂取量

が非介入群で18 mg ／1000 kcal 増加，介入群で23 mg ／

1000 kcal 低下し，群間で有意差が認められた（p=0.025）

が，その他の栄養素に差は認められなかった．

2) 野菜および果物摂取量（表3）

　非介入群では，介入後に緑黄色野菜（p=0.032）の

摂取量が有意に低下した．個々の食品では，にんじ

ん・かぼちゃ（p=0.032），緑葉野菜（p=0.049），だい

こん・かぶ（p=0.002）の摂取量が有意に低下した．ま

た，果物類（p=0.094）の摂取量は低下傾向を示し，柑

橘類（p<0.001），かき・いちご（p=0.027）の摂取量が

有意に低下した．介入群では，介入後にだいこん・かぶ

（p=0.005），柑橘類（p=0.012）の摂取量が有意に低下

したが，その他の食品の摂取量に差は認められなかった．

群間の介入前後の変化量については，いずれも差は認め

られなかった．

3. 介入群の野菜摂取状況

　介入群の対象者53名のうち24名（回収率45.3％）から

野菜チェックシートが提出された．このうち，解析対象

者は16名であった．解析対象者の1日当たりの平均野菜

摂取皿数は3.3±1.0皿であった．平均野菜摂取皿数の最

大値は4.7皿，最小値は1.3皿であり，平均値が目標量の5

皿を超えるものはいなかった．

表1　ベースラインにおける身体特性および栄養素等摂取量 
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表 1 ベースラインにおける身体特性および栄養素等摂取量 169 
（平均値±標準偏差）

p値 1)

身体特性

年齢　（歳） 36.8 ± 5.1 35.9 ± 4.0 0.700
身長　（cm） 157.9 ± 4.7 157.7 ± 5.8 0.808
体重　（kg） 50.9 ± 5.7 51.4 ± 7.8 0.782

BMI　（kg/ m2） 20.4 ± 2.1 20.6 ± 2.9 0.830

栄養素等摂取量

エネルギー　（kcal） 1679 ± 327 1827 ± 426 0.191
たんぱく質　（％エネルギー） 15.3 ± 2.1 15.5 ± 2.7 0.604
脂質　（％エネルギー） 27.3 ± 4.0 27.6 ± 4.6 0.813
炭水化物　（％エネルギー） 55.1 ± 6.0 54.5 ± 6.5 0.955
総食物繊維　（g/1000 kcal） 7.6 ± 2.2 7.8 ± 2.2 0.883
食塩相当量　（g/1000 kcal） 5.7 ± 0.9 5.6 ± 1.0 1.000

食品別摂取量

　緑黄色野菜　（g/1000 kcal） 65.0 ± 35.2 75.1 ± 42.5 0.470
にんじん・かぼちゃ　（g/1000 kcal） 17.0 ± 10.0 18.3 ± 7.8 0.367
トマト　（g/1000 kcal） 11.8 ± 10.7 18.3 ± 16.4 0.091
緑葉野菜　（g/1000 kcal） 29.3 ± 22.9 32.3 ± 24.8 0.644
漬物（緑葉野菜）　（g/1000 kcal） 3.5 ± 5.6 3.8 ± 5.4 0.567

　その他の野菜　（g/1000 kcal） 114.0 ± 50.4 116.3 ± 54.0 0.901
生（レタス・キャベツ）　（g/1000 kcal） 16.4 ± 13.7 17.8 ± 14.6 0.744
キャベツ　（g/1000 kcal） 30.4 ± 17.1 30.2 ± 18.3 1.000
だいこん・かぶ　（g/1000 kcal） 22.2 ± 15.4 21.6 ± 12.2 0.978
根菜　（g/1000 kcal） 24.9 ± 13.2 27.6 ± 14.4 0.542
漬物（その他）　（g/1000 kcal） 3.3 ± 6.1 2.8 ± 4.5 0.837

1)　Mann-Whitney U検定：介入群と非介入群の比較

非介入群（n=38）介入群（n=34）

 170 
 171 
2. 介入前後の栄養素および食品摂取量の変化 172 
1) 栄養素等摂取量（表 2） 173 
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食品別摂取量

　緑黄色野菜　（g/1000 kcal） 65.0 ± 35.2 75.1 ± 42.5 0.470
にんじん・かぼちゃ　（g/1000 kcal） 17.0 ± 10.0 18.3 ± 7.8 0.367
トマト　（g/1000 kcal） 11.8 ± 10.7 18.3 ± 16.4 0.091
緑葉野菜　（g/1000 kcal） 29.3 ± 22.9 32.3 ± 24.8 0.644
漬物（緑葉野菜）　（g/1000 kcal） 3.5 ± 5.6 3.8 ± 5.4 0.567

　その他の野菜　（g/1000 kcal） 114.0 ± 50.4 116.3 ± 54.0 0.901
生（レタス・キャベツ）　（g/1000 kcal） 16.4 ± 13.7 17.8 ± 14.6 0.744
キャベツ　（g/1000 kcal） 30.4 ± 17.1 30.2 ± 18.3 1.000
だいこん・かぶ　（g/1000 kcal） 22.2 ± 15.4 21.6 ± 12.2 0.978
根菜　（g/1000 kcal） 24.9 ± 13.2 27.6 ± 14.4 0.542
漬物（その他）　（g/1000 kcal） 3.3 ± 6.1 2.8 ± 4.5 0.837

1)　Mann-Whitney U検定：介入群と非介入群の比較

非介入群（n=38）介入群（n=34）

 170 
 171 
2. 介入前後の栄養素および食品摂取量の変化 172 
1) 栄養素等摂取量（表 2） 173 
 介入群と非介入群ともに，介入前後でエネルギー，たんぱく質，脂質，炭水化物摂取量に有意174 
差は認められなかった．非介入群では，介入後にレチノール当量（p=0.045），β カロテン当量175 
（p=0.007），α トコフェロール（p=0.021），葉酸（p=0.013），ビタミン C（p=0.002），食物繊維（水溶性176 
（p=0.016），不溶性（p=0.005）および総量（p=0.015））の摂取量が有意に低下した．介入群では，177 
介入後に葉酸（p=0.043），ビタミンC（p=0.021），水溶性食物繊維（p=0.045）の摂取量が有意に低178 
下したが，その他の栄養素摂取量に差は認められなかった．群間の介入前後の変化量について179 
は，カルシムの摂取量が非介入群で 18 mg/1000 kcal 増加，介入群で 23 mg/1000 kcal 低下し，180 
群間で有意差が認められた（p=0.025）が，その他の栄養素に差は認められなかった． 181 
 182 

183 
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表 1 ベースラインにおける身体特性および栄養素等摂取量 169 
（平均値±標準偏差）

p値 1)

身体特性

年齢　（歳） 36.8 ± 5.1 35.9 ± 4.0 0.700
身長　（cm） 157.9 ± 4.7 157.7 ± 5.8 0.808
体重　（kg） 50.9 ± 5.7 51.4 ± 7.8 0.782

BMI　（kg/ m2） 20.4 ± 2.1 20.6 ± 2.9 0.830

栄養素等摂取量

エネルギー　（kcal） 1679 ± 327 1827 ± 426 0.191
たんぱく質　（％エネルギー） 15.3 ± 2.1 15.5 ± 2.7 0.604
脂質　（％エネルギー） 27.3 ± 4.0 27.6 ± 4.6 0.813
炭水化物　（％エネルギー） 55.1 ± 6.0 54.5 ± 6.5 0.955
総食物繊維　（g/1000 kcal） 7.6 ± 2.2 7.8 ± 2.2 0.883
食塩相当量　（g/1000 kcal） 5.7 ± 0.9 5.6 ± 1.0 1.000

食品別摂取量

　緑黄色野菜　（g/1000 kcal） 65.0 ± 35.2 75.1 ± 42.5 0.470
にんじん・かぼちゃ　（g/1000 kcal） 17.0 ± 10.0 18.3 ± 7.8 0.367
トマト　（g/1000 kcal） 11.8 ± 10.7 18.3 ± 16.4 0.091
緑葉野菜　（g/1000 kcal） 29.3 ± 22.9 32.3 ± 24.8 0.644
漬物（緑葉野菜）　（g/1000 kcal） 3.5 ± 5.6 3.8 ± 5.4 0.567

　その他の野菜　（g/1000 kcal） 114.0 ± 50.4 116.3 ± 54.0 0.901
生（レタス・キャベツ）　（g/1000 kcal） 16.4 ± 13.7 17.8 ± 14.6 0.744
キャベツ　（g/1000 kcal） 30.4 ± 17.1 30.2 ± 18.3 1.000
だいこん・かぶ　（g/1000 kcal） 22.2 ± 15.4 21.6 ± 12.2 0.978
根菜　（g/1000 kcal） 24.9 ± 13.2 27.6 ± 14.4 0.542
漬物（その他）　（g/1000 kcal） 3.3 ± 6.1 2.8 ± 4.5 0.837

1)　Mann-Whitney U検定：介入群と非介入群の比較

非介入群（n=38）介入群（n=34）

 170 
 171 
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1) 栄養素等摂取量（表 2） 173 
 介入群と非介入群ともに，介入前後でエネルギー，たんぱく質，脂質，炭水化物摂取量に有意174 
差は認められなかった．非介入群では，介入後にレチノール当量（p=0.045），β カロテン当量175 
（p=0.007），α トコフェロール（p=0.021），葉酸（p=0.013），ビタミン C（p=0.002），食物繊維（水溶性176 
（p=0.016），不溶性（p=0.005）および総量（p=0.015））の摂取量が有意に低下した．介入群では，177 
介入後に葉酸（p=0.043），ビタミンC（p=0.021），水溶性食物繊維（p=0.045）の摂取量が有意に低178 
下したが，その他の栄養素摂取量に差は認められなかった．群間の介入前後の変化量について179 
は，カルシムの摂取量が非介入群で 18 mg/1000 kcal 増加，介入群で 23 mg/1000 kcal 低下し，180 
群間で有意差が認められた（p=0.025）が，その他の栄養素に差は認められなかった． 181 
 182 

183 
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4. 介入前後の主食・主菜・副菜摂取頻度（表4）

　朝食・昼食・夕食における副菜の摂取頻度を表4に示

した．夕食では，介入群，非介入群のいずれも介入前後

において85％以上が副菜を週に5～7回摂取していた．昼

食では，介入群で副菜を週に5～7回摂取した人の割合は

介入前36.4％，介入後45.5％であった．昼食での副菜摂

取頻度が増加した人の割合は，介入群で21.2％，非介入

群で13.5％であったが，介入前後の頻度の変化に有意差

は認められなかった．朝食では，介入群，非介入群のい

ずれも介入前後において副菜を週に5～7回摂取した人は

3割以下であった．

　主食の摂取頻度は，介入前後の各食事において約9割

が週に5～7回であった．主菜の摂取頻度は，夕食では介

入前後で90％以上が週に5～7回摂取していた．一方，朝

食と昼食では，週に5～7回主菜を摂取している人は4～6

割程度であった．7 
 

表 2 介入前後における栄養素等摂取量の変化 184 

（平均値±標準偏差）

エネルギー　（kcal） 1679 ± 327 1662 ± 387 0.663 1827 ± 426 1833 ± 453 0.690

たんぱく質　（％エネルギー） 15.3 ± 2.1 15.8 ± 2.5 0.467 15.5 ± 2.7 16.2 ± 2.4 0.073

脂質　（％エネルギー） 27.3 ± 4.0 27.9 ± 4.4 0.467 27.6 ± 4.6 28.4 ± 3.3 0.189

炭水化物　（％エネルギー） 55.1 ± 6.0 53.8 ± 6.4 0.369 54.5 ± 6.5 53.0 ± 5.3 0.141

水溶性食物繊維　（g/1000 kcal） 1.9 ± 0.6 1.7 ± 0.7 0.045 * 2.0 ± 0.6 1.8 ± 0.6 0.016 *

不溶性食物繊維　（g/1000 kcal） 5.4 ± 1.5 5.0 ± 1.6 0.054 5.6 ± 1.5 4.9 ± 1.4 0.005 **

総食物繊維　（g/1000 kcal） 7.6 ± 2.2 7.1 ± 2.3 0.074 7.8 ± 2.2 7.0 ± 2.1 0.015 *

食塩相当量　（g/1000 kcal） 5.7 ± 0.9 5.9 ± 1.0 0.191 5.6 ± 1.0 5.6 ± 0.8 0.766

ビタミン

レチノール当量　（μg/ 1000 kcal） 456 ± 200 419 ± 160 0.235 463 ± 216 396 ± 157 0.045 *

βカロテン当量　（μg/ 1000 kcal） 2628 ± 1386 2321 ± 1410 0.158 2872 ± 1386 2279 ± 1105 0.007 **

ビタミンＤ　（μg/ 1000 kcal） 6.2 ± 2.4 7.0 ± 3.4 0.417 6.7 ± 3.1 7.7 ± 3.9 0.189

αトコフェロール　（mg/ 1000 kcal） 4.2 ± 0.8 4.3 ± 1.0 0.804 4.5 ± 1.0 4.2 ± 0.8 0.021 *

ビタミンＫ　（μg/ 1000 kcal） 200 ± 113 183 ± 98 0.369 191 ± 99 172 ± 81 0.116

ビタミンＢ1　（mg/ 1000 kcal） 0.45 ± 0.07 0.43 ± 0.08 0.180 0.47 ± 0.10 0.46 ± 0.08 0.868

ビタミンＢ2　（mg/ 1000 kcal） 0.72 ± 0.15 0.70 ± 0.15 0.417 0.72 ± 0.18 0.75 ± 0.17 0.204

ナイアシン　（mg/ 1000 kcal） 9.2 ± 1.3 9.9 ± 2.5 0.144 9.5 ± 2.2 9.8 ± 2.1 0.482

ビタミンＢ6　（mg/ 1000 kcal） 0.69 ± 0.13 0.70 ± 0.16 0.939 0.73 ± 0.19 0.72 ± 0.16 0.733

ビタミンＢ12　（μg/ 1000 kcal） 4.5 ± 1.5 5.1 ± 2.4 0.663 4.7 ± 2.0 5.2 ± 2.1 0.286

葉酸　（μg/ 1000 kcal） 203 ± 65 185 ± 70 0.043 * 207 ± 75 183 ± 67 0.013 *

パントテン酸　（mg/ 1000 kcal） 3.67 ± 0.67 3.63 ± 0.61 0.739 3.71 ± 0.78 3.80 ± 0.63 0.237

ビタミンＣ　（mg/ 1000 kcal） 68 ± 23 59 ± 27 0.021 * 74 ± 27 61 ± 26 0.002 **

ミネラル

ナトリウム　（mg/ 1000 kcal） 2273 ± 336 2351 ± 405 0.191 2217 ± 391 2201 ± 337 0.733

カリウム　（mg/ 1000 kcal） 1469 ± 316 1392 ± 325 0.135 1530 ± 409 1484 ± 364 0.455

カルシウム　（mg/ 1000 kcal） 307 ± 87 285 ± 74 0.089 316 ± 94 334 ± 96 0.153

マグネシウム　（mg/ 1000 kcal） 142 ± 27 138 ± 26 0.467 142 ± 30 142 ± 31 0.994

リン　（mg/ 1000 kcal） 573 ± 84 580 ± 95 0.871 587 ± 110 619 ± 102 0.042 *

鉄　（mg/ 1000 kcal） 4.5 ± 1.1 4.3 ± 1.1 0.118 4.5 ± 1.1 4.3 ± 1.1 0.141

亜鉛　（mg/ 1000 kcal） 4.6 ± 0.6 4.7 ± 0.5 0.427 4.7 ± 0.7 4.8 ± 0.5 0.185

銅　（mg/ 1000 kcal） 0.65 ± 0.12 0.64 ± 0.10 0.675 0.64 ± 0.11 0.63 ± 0.10 0.328

マンガン　（mg/ 1000 kcal） 1.59 ± 0.41 1.60 ± 0.46 0.817 1.61 ± 0.41 1.59 ± 0.43 0.388
1)　Wilcoxonの符号付き順位検定：各群での前後の比較，* p<0.05,  ** p<0.01

介入後介入前

介入群（n=34） 非介入群（n=38）

介入前 介入後 p値 1)p値 1)

 185 

186 
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表3　介入前後における野菜と果物の摂取量の変化

8 
 

2) 野菜および果物摂取量（表 3） 187 
 非介入群では，介入後に緑黄色野菜（p=0.032）の摂取量が有意に低下した．個々の食品では，188 
にんじん・かぼちゃ（p=0.032），緑葉野菜（p=0.049），だいこん・かぶ（p=0.002）の摂取量が有意に189 
低下した．また，果物類（p=0.094）の摂取量は低下傾向を示し，柑橘類（p<0.001），かき・いちご190 
（p=0.027）の摂取量が有意に低下した．介入群では，介入後にだいこん・かぶ（p=0.005），柑橘191 
類（p=0.012）の摂取量が有意に低下したが，その他の食品の摂取量に差は認められなかった．192 
群間の介入前後の変化量については，いずれも差は認められなかった． 193 
 194 
表 3 介入前後における野菜と果物の摂取量の変化 195 

（平均値±標準偏差）

緑黄色野菜　（g/1000 kcal） 65.0 ± 35.2 57.9 ± 37.8 0.096 75.1 ± 42.5 60.5 ± 26.7 0.032 *

　にんじん・かぼちゃ　（g/1000 kcal） 17.0 ± 10.0 16.3 ± 10.0 0.447 18.3 ± 7.8 15.3 ± 7.8 0.032 *

　トマト　（g/1000 kcal） 11.8 ± 10.7 12.3 ± 11.8 0.688 18.3 ± 16.4 13.9 ± 9.6 0.365

　緑葉野菜　（g/1000 kcal） 29.3 ± 22.9 22.6 ± 21.6 0.130 32.3 ± 24.8 24.3 ± 18.0 0.049 *

　漬物（緑葉野菜）　（g/1000 kcal） 3.5 ± 5.6 3.5 ± 6.2 0.733 3.8 ± 5.4 2.3 ± 3.1 0.088

その他の野菜　（g/1000 kcal） 114.0 ± 50.4 106.9 ± 55.3 0.379 116.3 ± 54.0 104.7 ± 46.8 0.215

　生（レタス・キャベツ）　（g/1000 kcal） 16.4 ± 13.7 18.0 ± 15.7 0.898 17.8 ± 14.6 16.1 ± 11.3 0.868

　キャベツ　（g/1000 kcal） 30.4 ± 17.1 26.8 ± 19.2 0.242 30.2 ± 18.3 25.5 ± 16.3 0.215

　だいこん・かぶ　（g/1000 kcal） 22.2 ± 15.4 14.7 ± 11.9 0.005 ** 21.6 ± 12.2 15.1 ± 9.3 0.002 **

　根菜　（g/1000 kcal） 24.9 ± 13.2 26.3 ± 21.2 0.675 27.6 ± 14.4 26.8 ± 18.1 0.733

　漬物（その他）　（g/1000 kcal） 3.3 ± 6.1 2.0 ± 3.5 0.409 2.8 ± 4.5 2.3 ± 3.9 0.150

果実類　（g/1000 kcal） 61.7 ± 44.0 49.6 ± 28.4 0.222 67.0 ± 39.1 58.1 ± 47.4 0.094

　柑橘類　（g/1000 kcal） 21.6 ± 19.2 12.6 ± 11.4 0.012 * 24.1 ± 18.3 11.6 ± 11.3 <0.001 **

　かき・いちご　（g/1000 kcal） 10.1 ± 12.0 8.0 ± 12.8 0.221 11.6 ± 11.1 7.3 ± 10.2 0.027 *

　その他　（g/1000 kcal） 18.4 ± 14.8 18.4 ± 14.6 0.638 23.1 ± 12.8 22.8 ± 18.4 0.627
1)　Wilcoxonの符号付き順位検定：各群での前後の比較，* p<0.05, ** p<0.01

介入群（n=34） 非介入群（n=38）

介入前 介入後 介入前 介入後p値 1) p値 1)

 196 
 197 
3. 介入群の野菜摂取状況 198 

介入群の対象者 53名のうち 24名（回収率 45.3％）から野菜チェックシートが提出された．このう199 
ち，解析対象者は 16 名であった．解析対象者の 1 日当たりの平均野菜摂取皿数は 3.3±1.0 皿で200 
あった．平均野菜摂取皿数の最大値は 4.7 皿，最小値は 1.3 皿であり，平均値が目標量の 5 皿を201 
超えるものはいなかった． 202 
 203 
4. 介入前後の主食・主菜・副菜摂取頻度（表 4） 204 

朝食・昼食・夕食における副菜の摂取頻度を表 4 に示した．夕食では，介入群，非介入群のい205 
ずれも介入前後において 85％以上が副菜を週に 5～7 回摂取していた．昼食では，介入群で副206 
菜を週に 5～7 回摂取した人の割合は介入前 36.4％，介入後 45.5％であった．昼食での副菜摂207 
取頻度が増加した人の割合は，介入群で 21.2％，非介入群で 13.5％であったが，介入前後の頻208 
度の変化に有意差は認められなかった．朝食では，介入群，非介入群のいずれも介入前後にお209 
いて副菜を週に 5～7 回摂取した人は 3 割以下であった． 210 

主食の摂取頻度は，介入前後の各食事において約 9 割が週に 5～7 回であった．主菜の摂取211 

表4　介入前後の副菜の摂取頻度ならびに介入前後での変化

9 
 

頻度は，夕食では介入前後で 90％以上が週に 5～7回摂取していた．一方，朝食と昼食では，週212 
に 5～7 回主菜を摂取している人は 4～6 割程度であった． 213 

 214 
表 4 介入前後の副菜の摂取頻度ならびに介入前後での変化 215 

（％）

介入前 介入後 介入前 介入後 変化の区分 1) 介入群 非介入群 p値 2)

朝食

週に5～7回 21.2 21.2 27.0 26.3 増加 21.9 32.4 0.395

週に2～4回 33.3 42.4 27.0 47.4 維持 62.5 54.1

週に1回以下 45.5 36.4 45.9 26.3 減少 15.6 13.5

昼食

週に5～7回 36.4 45.5 54.1 39.5 増加 21.2 13.5 0.189

週に2～4回 42.4 39.4 37.8 55.3 維持 63.6 59.5

週に1回以下 21.2 15.2 8.1 5.3 減少 15.2 27.0

夕食

週に5～7回 85.3 84.8 91.9 97.4 増加 14.7 5.4 0.833

週に2～4回 14.7 12.1 8.1 2.6 維持 73.5 94.6

週に1回以下 0.0 3.0 0.0 0.0 減少 11.8 0.0
1)　介入群と非介入群における介入前後の頻度の変化
2)　Mann-Whitney U検定：介入前後の変化を介入群と非介入群とで比較

非介入群（n=38）介入群（n=34） 介入前後の変化

 216 
 217 
5. 介入前後の食意識と自己効力感の変化（表 5） 218 
 介入群と非介入群における介入前後の副菜摂取に対する食意識と自己効力感を表 5 に示した．219 
介入前，介入後のそれぞれの食意識，自己効力感について，いずれも群間に有意差は認められ220 
なかった．副菜を 1 日 2 回以上食べることに対する食意識について，「非常に重要」，「まあ重要」221 
と回答した割合の合計は，いずれの群においても約9割を占め，介入前後で大きな変化は認めら222 
れなかった．副菜を 1 日 2 回以上食べることに対する自己効力感については，「あまりできない」と223 
回答した割合が介入群で 5.9％から 17.6％に増加した． 224 
 225 
表 5 介入前後の副菜摂取の食意識と自己効力感，ならびにそれらの介入前後での変化 226 

（％）

介入前 介入後 介入前 介入後 変化の区分 1) 介入群 非介入群 p値 2)

食意識　

重要でない 0.0 0.0 0.0 0.0 改善 17.6 29.7 0.707

あまり重要でない 0.0 0.0 0.0 0.0 維持 67.6 48.6

どちらともいえない 2.9 8.8 8.1 5.3 減退 14.7 21.6

まあ重要 47.1 32.4 40.5 36.8

非常に重要 50.0 58.8 51.4 57.9

自己効力感

まったくできない 0.0 0.0 0.0 0.0 改善 23.5 27.0 0.883

あまりできない 5.9 17.6 2.7 2.6 維持 47.1 37.8

どちらともいえない 35.3 23.5 24.3 26.3 減退 29.4 35.1

少しできる 50.0 50.0 48.6 44.7

かなりできる 8.8 8.8 24.3 26.3
1)　介入群と非介入群における介入前後の頻度の変化
2)　Mann-Whitney U検定：介入前後の変化を介入群と非介入群とで比較

介入群（n=34） 非介入群（n=38） 介入前後の変化

質問「健康のために副菜を1日2回以上食べることは重要なことだと思いますか」
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表5　介入前後の副菜摂取の食意識と自己効力感，ならびにそれらの介入前後での変化

9 
 

頻度は，夕食では介入前後で 90％以上が週に 5～7回摂取していた．一方，朝食と昼食では，週212 
に 5～7 回主菜を摂取している人は 4～6 割程度であった． 213 

 214 
表 4 介入前後の副菜の摂取頻度ならびに介入前後での変化 215 

（％）

介入前 介入後 介入前 介入後 変化の区分 1) 介入群 非介入群 p値 2)

朝食

週に5～7回 21.2 21.2 27.0 26.3 増加 21.9 32.4 0.395

週に2～4回 33.3 42.4 27.0 47.4 維持 62.5 54.1

週に1回以下 45.5 36.4 45.9 26.3 減少 15.6 13.5

昼食

週に5～7回 36.4 45.5 54.1 39.5 増加 21.2 13.5 0.189

週に2～4回 42.4 39.4 37.8 55.3 維持 63.6 59.5

週に1回以下 21.2 15.2 8.1 5.3 減少 15.2 27.0

夕食

週に5～7回 85.3 84.8 91.9 97.4 増加 14.7 5.4 0.833

週に2～4回 14.7 12.1 8.1 2.6 維持 73.5 94.6

週に1回以下 0.0 3.0 0.0 0.0 減少 11.8 0.0
1)　介入群と非介入群における介入前後の頻度の変化
2)　Mann-Whitney U検定：介入前後の変化を介入群と非介入群とで比較

非介入群（n=38）介入群（n=34） 介入前後の変化

 216 
 217 
5. 介入前後の食意識と自己効力感の変化（表 5） 218 
 介入群と非介入群における介入前後の副菜摂取に対する食意識と自己効力感を表 5 に示した．219 
介入前，介入後のそれぞれの食意識，自己効力感について，いずれも群間に有意差は認められ220 
なかった．副菜を 1 日 2 回以上食べることに対する食意識について，「非常に重要」，「まあ重要」221 
と回答した割合の合計は，いずれの群においても約9割を占め，介入前後で大きな変化は認めら222 
れなかった．副菜を 1 日 2 回以上食べることに対する自己効力感については，「あまりできない」と223 
回答した割合が介入群で 5.9％から 17.6％に増加した． 224 
 225 
表 5 介入前後の副菜摂取の食意識と自己効力感，ならびにそれらの介入前後での変化 226 

（％）

介入前 介入後 介入前 介入後 変化の区分 1) 介入群 非介入群 p値 2)

食意識　

重要でない 0.0 0.0 0.0 0.0 改善 17.6 29.7 0.707

あまり重要でない 0.0 0.0 0.0 0.0 維持 67.6 48.6

どちらともいえない 2.9 8.8 8.1 5.3 減退 14.7 21.6

まあ重要 47.1 32.4 40.5 36.8

非常に重要 50.0 58.8 51.4 57.9

自己効力感

まったくできない 0.0 0.0 0.0 0.0 改善 23.5 27.0 0.883

あまりできない 5.9 17.6 2.7 2.6 維持 47.1 37.8

どちらともいえない 35.3 23.5 24.3 26.3 減退 29.4 35.1

少しできる 50.0 50.0 48.6 44.7

かなりできる 8.8 8.8 24.3 26.3
1)　介入群と非介入群における介入前後の頻度の変化
2)　Mann-Whitney U検定：介入前後の変化を介入群と非介入群とで比較

介入群（n=34） 非介入群（n=38） 介入前後の変化

質問「健康のために副菜を1日2回以上食べることは重要なことだと思いますか」

質問「副菜を1日2回以上食べることを自信を持って出来ていると思いますか」
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5. 介入前後の食意識と自己効力感の変化（表5）

　介入群と非介入群における介入前後の副菜摂取に対す

る食意識と自己効力感を表5に示した．介入前，介入後

のそれぞれの食意識，自己効力感について，いずれも群

間に有意差は認められなかった．副菜を1日2回以上食べ

ることに対する食意識について，「非常に重要」，「まあ

重要」と回答した割合の合計は，いずれの群においても

約9割を占め，介入前後で大きな変化は認められなかっ

た．副菜を1日2回以上食べることに対する自己効力感に

ついては，「あまりできない」と回答した割合が介入群

で5.9％から17.6％に増加した．

Ⅳ．考察

1. 対象者特性および食育支援について

　本研究では，平均年齢が30歳代の幼稚園児の母親を対

象に，野菜摂取量の増加を目指した食育支援を実施し，

その効果を評価した．食育支援として講演会の実施，リー

フレットの配布，野菜摂取状況調査を行った．対象者に

毎日の野菜摂取を意識付け，自身の野菜摂取状況を把握

し，野菜摂取を促すことを目的に1ヶ月間の食育支援を

行った．

　野菜チェックシートは介入群の対象者53名のうち24名

（回収率45.3％）から提出された．野菜チェックシート

では，1ヶ月間の野菜の摂取皿数を毎日記録してもらう

ため，対象者の負担が大きく，回収率が半数以下であっ

たと考えられる．野菜摂取増加のための栄養教育におい

ては，対象者自身による野菜摂取目標量と日常的な野菜

摂取状況を把握するスキルの習得が重要である．小澤ら

は，1日に350 g の野菜摂取を目指す野菜摂取皿数の目標

として，「5～6皿」とすることが妥当であることを報告

しており，自己申告による野菜摂取皿数が栄養教育の行

動目標として活用されることが期待されている24）．本研

究においては，野菜摂取皿数の目標として「1日5皿以上」

を周知したが，解析対象者16名の平均野菜摂取皿数は3.3

±1.0皿であり，平均野菜摂取皿数が目標量の5皿を超え

るものはいなかった．また，野菜摂取量の増加を促すた

めの簡単レシピを載せたリーフレットを週に1回，合計

4枚配布したが，習慣的な野菜摂取量の増加には至らな

かった．砂見らは幼稚園児と保護者を対象とした食育プ

ログラムを実施し，保護者の食物摂取状況を改善するた

めには，知識や情報提供のみならず，保護者自身による

食生活改善に向けた行動目標の設定とモニタリング，加

えて管理栄養士によるサポートが重要であると報告して

いる17）．また，澤田らは職域における野菜摂取増加を検

証したシステマティックレビューにおいて，栄養・健康

教育を実施する際には，環境支援や IT の使用も積極的

に取り入れ，行動科学理論を適用することが望ましいこ

とを報告している25）．今後は，対象者自身による行動目

標の設定とモニタリングの実施，環境支援の方法や内容

を検討することが必要である．

2. 食育支援の効果について

1) 栄養素および食品摂取量

　介入前後の栄養素および食品摂取量の変化について

は，非介入群ではにんじん・かぼちゃ，緑葉野菜，だい

こん・かぶなどの摂取量が有意に低下し，野菜に多く含

まれるβカロテン，αトコフェロール，葉酸，ビタミン C，

食物繊維などの摂取量が有意に低下した．一方，介入群

ではだいこん・かぶの摂取量が低下し，葉酸，ビタミン C，

水溶性食物繊維の摂取量が有意に低下したが，非介入群

ほど大きな変化ではなかった．また，柑橘類の摂取量が

両群で介入後に有意に低下した．本研究では，介入前の

調査を2015年12月，介入後の調査を2016年10月に実施し

た．調査した季節が冬と秋で旬の食材が異なるため，冬

が旬のみかんや大根などの摂取量が低下し，介入後に柑

橘類や大根の摂取量が両群で低下したと考えられた．介

入群では非介入群と比較して野菜摂取量の低下が抑制さ

れたことから，食育支援により野菜摂取に対する意識付

けがされたことが考えられるが，今後，摂取量の前後比

較をする際は，調査時期を統一する必要がある． 

2) 主食・主菜・副菜摂取頻度

　主食・主菜・副菜摂取頻度については，介入前後で差

は認められなかった．副菜については，夕食では85％以

上がほぼ毎日（週に5～7回）摂取していたが，昼食では

40～50％，朝食では20～30％しか副菜をほぼ毎日摂取し

ていなかった．そのため，特に朝食や昼食における副菜

摂取を促す支援を行うことで，1日の野菜摂取量の増加

に繋がる可能性が考えられた．また，主菜についても，

朝食と昼食で主菜をほぼ毎日摂取する人は半数程度であ

り，朝食や昼食は主食のみで簡単に済ませる日が多い人

が半数程度いることが考えられた．横断研究では，食物

摂取状況や栄養素等摂取量が親子で正相関することが既

に報告されている13, 14, 15）．母親が主食・主菜・副菜の揃っ

たバランスの良い食事を摂っていないと子にも影響し，

バランスの悪い食生活が子に定着する可能性が高い．また，

食育支援による食物摂取状況の変化においても保護者と園

児の摂取量は相関することが明らかにされている17）．保
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護者に適切な食育支援を行い，園児の望ましい食習慣形

成に貢献することが重要である．

3) 食意識および自己効力感

　副菜を1日2回以上摂取することに対して，いずれの群

においても約90% が重要と考えており，食意識が高い

集団であることが示された．一方，副菜を1日2回以上摂

取することができると回答した割合は，介入群では約

60%，非介入群では約70% であり，その内かなりできる

と回答した割合は，介入群では約10%，非介入群では約

25% であった．食意識は高いが，自信を持ってできる

と認識する自己効力感はそれほど高くないことが示され

た．社会的認知理論において，人が行動を起こすために

は，結果期待に加えて自己効力感が必要である．そのた

め，食生活改善には食生活上の課題を与えられるのでは

なく，母親自身が食生活上の問題点やその重大性を認識

し，自ら実現可能で具体的な目標を立て，毎日自己評価

することが大切である．スモールステップ法による目標

設定の支援やモニタリングやフィードバックの実施が必

要である．

　また，副菜を1日2回以上食べることに対する自己効力

感について，介入群において「あまりできない」と回答

した割合が5.9％から17.6％に増加した．野菜チェック

シートを使用したセルフモニタリングにより，自分の摂

取量について認識できたことが考えられるが，自信がな

くなったとも考えられる．副菜を手軽に摂取する工夫や

副菜摂取による効果などの情報提供，および副菜を十分

摂取している人の事例紹介などを行い，自己効力感を高

める支援が必要である．

3. 研究の限界

　本研究の限界として，対象者と対象地域が限られてい

たこと，介入期間が短いこと，アンケートが自記式であっ

たことから，結果の解釈には注意を要する．また，定量

的な習慣的野菜摂取量の調査ではないことにも留意する

必要がある．今後は，情報提供のみではなく，環境支援

や IT の使用も積極的に取り入れ，行動科学理論を適用

した支援が必要である．

Ⅴ．結論

　幼稚園児の母親を対象に，野菜摂取増加を目的とした

食育支援を1カ月間実施した．その結果，介入群におい

て非介入群と比較して，緑黄色野菜摂取量およびβカロ

テン，αトコフェロール，総食物繊維などの栄養素摂取

量の有意な低下が抑制された．しかし，食育支援による

野菜摂取量の増加には至らなかったため，食育支援の内

容，期間，実施方法などを改善し，効果的な食育支援を

行うことが課題である．
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１．緒言

　管理栄養士・栄養士がカバーする栄養管理，調理，健

康管理の分野の上流と下流，すなわち，マーケティング・

流通やフードサービス・経営などの分野に携わる人材を

育成することを目指し，名古屋文理大学は2005年にフー

ドビジネス学科を開設した1）．2012年，同学科では地域

のフードビジネスに対する意識を在学生にアンケート

し，地域ブランド食品の担い手を育成する教育カリキュ

ラムを作成した2）．さらに，地元の食品関連会社との商

品開発，近隣自治体での調理コンペティション，企業と

のコラボレーション企画を進めている3)，4)．しかしなが

ら，複数の専門領域を統合した課題解決能があり，現場

で即戦力として活躍できる人材を育成してゆくには，食

品，健康，調理，販売など異なる専門分野の教員が連携

することが必要であろう5)．その協働体制をどう構築す

るかは難しい問題であり，例えば，異分野の教員が参加

するプロジェクトを提起することが重要であろう．

　名古屋文理大学が位置する濃尾平野の北部には山岳

地帯があり，そこにはチョウセンゴヨウ6)，ハイマツ7)，

ゴヨウマツ8)，キタゴヨウといった，いわゆる五針葉マ

ツが観察される9)，10) ．チョウセンゴヨウなどの五針葉

マツの種子（松の実）は不飽和脂肪酸を多量に含むこと

松の実を用いた調理と食品表示ラベル作成を行う授業の
実践と学生からの反応

Responses from students who attended a class to cook pine nuts and to create food labels

河木 智規 1)＃，内田 英伸 1) 2) ＃＊，堤 浩一 1)，内田 美重 3)

Tomonori Kawaki 1) ＃ , Hidenobu Uchida 1) 2) ＃＊ , Koichi Tsutsumi 1), Yoshie Uchida 3）

要旨：　

本授業では，松の実という日本では使い慣れない食材を用いた調理品を自宅で試作後，大学の調理実習室で調理，フー

ドコーディネート，喫食，調理品の食品表示ラベル作成法を学習させた．これらの授業実践に対する学生の感想を

アンケート調査し，フードビジネスを教育する大学における今後の授業実施体制の改善策について検討した．

Abstract: 　
After students made dishes using pine nuts as an ingredient in their homes, they attended a class to cook, serve and 
eat these dishes, and then they created food labels for their dishes. Based on comments from the students, the authors 
discussed the future class, which should be conducted by the teaching staff in various fields of food business education.   

キーワード：松の実，調理実習，食品表示ラベル，フードコーディネート，授業アンケート

Kew words: pine nuts, school cooking class, food label, food coordination, responses from students
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が知られており11），中国東北部，朝鮮半島では“仙人の

料理”，イタリアではジェノベーゼの食材となる．日本

に自生する五針葉マツの実は野生動物の餌とはなるもの

の12)，食用に用いられていないようであるが，これらの

五針葉のマツは，盆栽等の母樹として，地元稲沢市の造

園業者から重視されている．

　本研究では，松の実という日本では馴染みのない食材

を利用した調理品を学生に考案，調理，コーディネート

させた．さらに，近年，新型コロナウィルスが蔓延する

ようになり，屋外の食堂で外食するよりパッケージ包装

された中食商品を家庭に持ち帰ることが増えた．この社

会状況下で注目されるようになった食品表示ラベルの作

成を学生に実践させることにし，複数の専門分野にまた

がる一連の授業を実践した．本研究ではこれらの教育に

対する学生の反応を記述式アンケートで調査し，今後の

授業改善について考察した．

２．授業の立案

（１）授業の目的

　日本では馴染みの薄い食材を用いた調理品を開発し，

その食品表示ラベルを自作する実習授業を実践する（表

１）．

３．授業の実践

（１）スタッフと学生

　本授業には , フードサービスに関する科目を担当する

教員１名，食品表示に関する科目を担当する教員１名，

食品表示診断士（中級）の資格をもつ食品科学の教員１

名，これらの教員が担当する専門ゼミ生（３年生）がそ

れぞれ４名，１名，１名参加した． さらに，フードコー

ディネートに関する科目を担当する教員１名も実習に参

加した．学生は，本授業実践に関連する調理学，食品表

示制度，フードサービス論，フードコーディネート論に

関する科目を履修済みである．

（２）授業の日程

　４月中旬に授業の概要を説明するキックオフミーティ

ングを行い，夏休み期間中の１日間に調理実習を実施，

その後半年程度おいて，食品表示ラベルの復習プリント

を配布し，学生の解答を添削した（表１）．その後，学

生に対し授業アンケートを実施した．

（３）キックオフミーティングと事前準備

　初めて集うキックオフミーティングでは，授業の目的

をフードサービスの教員が説明し，松の実の栄養素につ

いて食品学の教員が説明した．その後，フードサービス

のゼミ生５名が調理の前準備として自宅で調理品を考

案，輸入品（中国産） の松の実を含む食材を購入（表２），

試作品を調理，改良し，大学で実施する調理実習に備え

た． 

表１　授業概要

１) 調理はフードサービスの教員が指導し，栄養成分の解説と食

品表示は他の２名の教員が担当した．フードコーディネートは調

理実習室の管理教員が実施した． 
２) 脂肪酸を例に取り，パワーポイントで解説．

３)  パワーポイント動画を映写するプロジェクターを持参．

４) スクリーン，プロジェクター，テーブル，椅子，食器棚が備

え付けられている．

５) 調理をした学生は事前にレシピを考案，試作した．アシスト

の学生は，当日に同級生の調理を手伝った．

６) 調理実習台，製氷機，冷凍冷蔵庫，調理器具棚，食器棚がある．

７) 使用食材の書き出し．

８) 脂肪酸を例に取り，動画で解説．

９) 午後から新たに１名が参加．

10) 類似する市販品の食品ラベルを基に，調理品のラベルを試作

するプリント教材を学習．

11) アシストの学生が，市販品のラベル収集・プリント教材の作

成を手伝った．

表２　調理品の原材料一覧

・各学生が書き出した素材をそのまま表に示した．

・A ～ E は後述する図２に対応する調理品で，E（左）・E（右）

は E の写真中の左右を示す．

授業内容 担当教員 �) 参加学生 使用教室

キックオ
フミー
ティング

授業の目的
年次計画の説明
栄養成分のスライド解説
２)

調理指導１名，
栄養成分解説２名

4名 演習室 �)

実習概要の説明 調理指導１名 5名 調理演習室 4)

調理
調理指導１名

調理４名，調理ア
シスト１名 5) 調理実習室 6)

フードコーディネート コーディネート指導
１名

喫食
食材確認 �) 調理４名
栄養成分の動画解説 �)

講評
討論

6名 �)

調理実習

食品表示
に関する
学習

食品表示指導２名
On line、演
習室などプリント学習 ��)

調理演習室

上記の計5名

調理指導１名

調理指導１名，
栄養成分解説２名

調理４名，食品表
示アシスト１名 ��)

ピーマン �4J ホットケーキミックス 1袋 わらび餅粉 25J
松の実 50J 豆乳 110PO 水 100PO
にんじん 100J 溶かしバター 50J 上白糖 12J
きゅうり �5J 卵 1個 こしあん 15J
ハム 80J 松の実（はちみつ漬け） 20粒程度 松の実 3J
ごま油 3J くるみ 2J
赤味噌 5J きなこ 適量
うどん 2玉

うどん 1玉 チーズ 25J にんじん 1本
キムチ 20J 松の実 8粒 しょうゆ 大さじ2杯
きゅうり 1/3本 焼きのり 1/4枚 みりん 大さじ2杯
ゆでたまご 1個 豆板醤 大さじ2杯
ごま油 小さじ1/2 ごま油
豆乳 220FF
麺つゆ 大さじ2.5 ねぎ 2/3本
松の実 20粒程度

フライパンに敷
けるぐらい

Ｅ(左)．チーズせんべい

Ｂ．マフィン（４個）　Ａ．じゃじゃ麺（２人前）

Ｄ．コングクス

Ｃ．わらび餅

Ｅ(右)．野菜スティック
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（４）調理実習

　調理実習にはフードサービスのゼミ生４名と，食品表

示のゼミの学生１名も参加し，同級生の調理を手伝った．

計５名の学生は１～２名ずつに分かれ６台の調理台で調

理した（図１）．その際，フードサービスの教員は調理

実習室の中央から学生を指導した．フードコーディネー

トの教員の指導のもと，出来上がった調理品を，テーブル

クロスの上に置いた皿に盛り付け，写真を撮影した（図２）．

　喫食の後，調理を考案した各学生が調理品の原材料を

ホワイトボードに書き出した（表２）．午後に教員３名

から参加学生に対する講評があり，その後，全参加者で

授業を総括した． 

（５）食品表示ラベルの試作の指導

　半年後，食品表示の担当教員が，容器包装し加工した

場所以外で販売することを想定した食品表示ラベルの作

成法を教えるプリント教材を学生に配布した（資料１）．

さらに，食品表示ラベルのひな形（資料２）と，自作の

調理品によく似た市販品の食品表示ラベルを見本として

渡し，これらを用いて実習で調理した調理品のラベルを

作成するよう促した．例えば，わらび餅（図２C）を調

理した学生とチーズせんべい（図２E( 左 )）を調理した

学生には，スーパーで購入した生菓子（わらび餅），ナチュ

ラルチーズを主原料とする菓子の食品表示ラベルを手渡

した．さらに，食品表示ラベルを作成する際の一般的な

注意点を説明し，調理実習の食材の確認時に学生が書き

出した記載を添削，そのリストで確認できなかった事項

を再確認させるとともに，教員が作成した食品表示ラベ

ルの模範例も示した（図３）．
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図２．調理品のコーディネート． 
A. じゃじゃ麺．B. マフィン．C. わらび餅．D. コングクス．E.（左）チーズせ

んべい，（右）野菜のディップソース． 
 

 

 
 

 
図１．調理実習の様子． 
 
 

 

図１．調理実習の様子．

調理実習台には流し台・ガスコンロ・オーブンがある．
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図３．食品表示ラベル作成の教材プリント添削の例

(1) 一般的な注意．(2) 学生が書き出した食材リスト．必要な情報

の漏れ，不十分だった箇所に黄色の蛍光ペンを付した．例えば，？ｇ

［←適量］は，学生が書いた「適量」という記述を g 単位で書き直
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分を中心に，再確認させる．(4) 模範ラベルの作成例．
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図３．食品表示ラベル作成の教材プリント添削

の例 
(1)一般的な注意．(2)学生が書き出した食材リス
ト．必要な情報の漏れ，不十分だった箇所に黄
色の蛍光ペンを付した．例えば，？ｇ［←適
量］は，学生が書いた「適量」という記述をg単
位で書き直せ，という意味．(3)黄色マーカー部
分を中心に，再確認させる．(4)模範ラベルの作
成例．�

(1) 以下のレシピの内容を再確認してください．包装した加工食品として販売するための
ラベルを作成します．含量の多い順に並べ，最も多い原料原産地の情報を追加してくだ
さい．量は厳密である必要はありませんが，調理を再現できるように配慮してくださ
い． 
 
(2) わらび餅（１人分）  
わらび餅粉（○○国製造） 25g 
こしあん 15g 
上白糖 12g 
松の実 3g 
くるみ 2g 
きなこ ？ｇ［←適量］ 
 
(3) 確認事項 
・わらび餅粉の製造国 
・きなこ ？g くるみより少ない？ 
 
(4) わらび餅（１人分） ラベル作成例（栄養成分表を除く） 

名称 
原材料名 
 
内容量 
消費期限 
保存方法 
製造者 
         

生菓子 
わらび餅粉（○○製造），こしあん，砂糖，松の実，くるみ，きな
こ（一部に大豆，くるみを含む） 
45g 
21.  8.  25 
直射日光・高温多湿を避けて，常温で保存してください． 
株式会社 ○○屋 
○○県○○市○○町○○番地 

 

(1) 以下のレシピの内容を再確認してください．包装した加工食品として販売するため
のラベルを作成します．含量の多い順に並べ，最も多い原料原産地の情報を追加してく
ださい．量は厳密である必要はありませんが，調理を再現できるように配慮してくださ
い． 

 
(2) チーズせんべい（？枚）  
チーズ 25g（プロセスチーズ？ ○○国製造？） 
松の実 3.2ｇ［←8粒］ 
焼きのり 1/4枚 
 
(3) 確認事項 
・チーズせんべいは何枚分？ 
・チーズはプロセスチーズ？ ナチュラルチーズ？ 製造国？ 外袋などがあるとい

い． 
・松の実 全部で？ｇ  
・松の実は1粒0.4gで計算してください． 
 
(4) チーズせんべい ラベル作成例（栄養成分表示を除く） 

名称 
原材料名 
 
内容量 
賞味期限 
保存方法 
製造者 
         

菓子 
プロセスチーズ（○○製造），松の実，のり（一部に乳成分を含
む） 
34g 
21.  8.  31 
直射日光・高温多湿を避けて，常温で保存してください． 
株式会社 ○○屋 
○○県○○市○○町○○番地 

 

、

、

、、、 、

。

、 ・

、、

、 。

、

25g
3.2g
1/4枚

松の実を用いた調理と食品表示ラベル作成を行う授業の実践と学生からの反応
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４．　授業アンケート

（１）アンケート内容

　調理実習のすべての授業が終わった時点で学生に対し

授業に対するアンケートを行った．アンケートでは，学

籍番号，氏名，授業の良かった点，改善点，食品表示に

対する認識が深まったか，コーディネートは上手くでき

たか，さらに学びたいことを書いてもらった（表３）．

アンケートの結果は個人情報が出ないように集計し，学

術情報として報告して問題ないか確認し，全回答者から

了解を得た．

（２）アンケートの結果

　授業の一部または全部に参加した学生に授業全体の感

想を聞いた．「参加して良かったと思う点」をアンケー

トした結果，「自分が調理を作って（中略）参加して良かっ

た（学生１）」，「商品作りをしたりして，貴重な体験が

できた（学生２）」，「調理法への理解が深まった（学生

３）」，「調理することの大切さや難しさを知ることがで

きました（学生５）」，「調理を作るという経験が身になっ

た（学生６）」，「おいしさも追求する調理だったので刺

激を受けました（学生７）」と，本授業実践の主要部分

である調理実習への言及が，その他の部分より多かった．

次に，フードコーディネートに関する感想を聞いた．「松

の実を使った料理に上手くコーディネートができたと思

いますか」という問いに対し，ポジティブなコメントと

して「（調理品 B では）できた（学生３）」，「（調理品 E（左）

では）上手にできた（学生４）」，「（調理品 A では）で

きました（学生１）」というコメントが挙げられた．逆

に，「（調理品 C では）もう少し松の実が主張できたら

よかった（学生２）」，「（調理品 D では）あまりできた

とは思わない（学生３）」，「（調理品 E（右）では）上手

にできていない（学生４）」と自己評価したものもあった．

ポジティブな回答をした理由として，「（調理品 B では）

はちみつに松の実を漬け込んだことによりうまく光沢を

つけられた（学生３）」，「（調理品 E（左）では）松の実

の味がした（学生４）」と，自宅で前準備を行った調理

品を調理実習室でも調理した学生には，松の実を主役と

して表現できた様子が伺え，調理品に対し自信を持っ

ている様子が見て取れた．その一方，「（調理品 D では）

松の実の存在感がない（学生３）」，「（調理品 E（右）で

は）色が少ない（学生４）」など，松の実を調理品の中

の主役として十分表現できなかったり，松の実とその他

の食材のバランスが悪かったりするなどの問題点を感じ

たものもあった．

　本授業は自宅での前準備，実習室での調理実習（調理，

コーディネート，喫食，食材確認），遠隔ないし対面で

の食品表示学習の３つが行われた．３つの過程全てに参

加した学生と，この過程の少なくとも１つに不参加また

は欠席した学生を対比してみた（表３）．その結果，こ

れら３過程すべてに参加した学生４名の内３名（学生１，

２，３）から食品表示学習と調理実習の両方に前向きな

コメントが出てきた．調理に対するコメントとして「自

分が料理をつくって（中略）参加してよかった（学生

１）」，「普段使わない松の実を使って（中略）商品作り

をしたりして貴重な体験ができた（学生２）」，「種実類

について復習できた（中略）調理法への理解が深まった

（学生３）」とポジティブな印象が感じられた．一方，食

品表示に対するコメントとしては「どんな食品表示があ

るのか（中略）よくわかりました（学生１）」，「以前よ

りも表示を意識（学生２）」，「食品表示の大切さが改め

てわかった（学生３）」であった．これらのコメントか

ら，本授業の前まで調理のみのゼミ活動を行ってきた４

名の学生のうち３名から，食品表示の学習に対してもポ

ジティブな反応が得られた．これらに対し，調理実習に

欠席したフードサービスの学生５と，食品表示の学生６，

食品学の学生７は本授業の３過程のうち１過程のみに参

加していた．これらの学生は，「食品表示を意識しよう

という気持ちは高まったと感じる（学生５）」，「食品表

示は調理前の表示なのか調理によるロスを含んでいるの

か知りたい（学生６）」，「重量順に表示することで，何

が多く入っているかが良く分かりました（学生７）」と

一応，食品表示学習に前向きな反応を示したが，「身近

な食材（学生５）」，「さまざま食品（学生６）」と言及す

るなど，松の実に意識が向いていない様子が伺われた．

また，実習日のみに調理に参加した学生６の「限られた

具材で料理を作るという経験が身になった」，調理に全

く参加しなかった学生７の，「おいしさも追求する料理

だったので刺激をうけた」というコメントにも，松の実

に対する思い入れはあまり感じられず，授業活動の３過

程に参加した前述の３名とは対照的な反応であった．

　学生１～５はフードサービスのゼミ生であり，以前は

調理のみの実習を行ってきたが，本授業で初めてコー

ディネート，食品表示，栄養成分学習との連携を試みる

ことになった．「もう少し松の実を主張できたら」，「以

前より表示を意識」というコメントを見ると，本授業の

ような，調理以外の栄養成分，フードコーディネートの

教育も実施することは重要であると思われる．
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　キックオフミーティングや調理実習の栄養成分の説明

では脂肪酸を例として解説したため（表１），分析の「実

験のやり方」，「実験を（中略）やりたい」，「実験をした

い」ないし，「脂質の解析」に興味を示し，栄養素の分

析も重要であることが伺われた． 

５．考察

　テーマとした松の実という食材は，普段，馴染みのな

いものであるため，調理に気が乗らないのではないかと

想像していたものの，全調理活動に参加したほとんどの

学生から，想定した以上にポジティブな感想が引き出さ

れた（表３）．コーディネートした調理品で松の実の存

在感を強調するため，前準備を含め，繰り返し調理をし，

周りの人と調理品の見栄えを比較することで，さまざま

な側面から工夫することの重要性を理解したのではない

だろうか．

　食品表示に対しアンケートした結果，授業後その意識

が高まったと回答した学生が多かった．調理実習を受け

る前に比べ，原材料を重量順に表示し，その原産国・製

造国を記載するための正確な情報を把握する工程が必要

であると認識したものと思われる．これまでの研究報告

によると，大学生は加工食品などの食品購入のために食

品表示ラベルを見るものの13)，その関心は親世代よりも

低く14)，質にかかわる原産国の表示より製品の価格を重

視する傾向があるという15)．本研究の対象となった学生

も，今回の学習を経て食品表示をより意識するように

なったとコメントしていたことから，本授業で原材料の

表示法を学習させ，食品表示の注意を喚起させたことは

重要であったのではないだろうか．今後は，調理の前準

備とともに，食品表示ラベルも自宅の保護者に見てもら

い，アンケートを取り、その結果をまとめる授業を実践

すると面白いのではないだろうか．

　これまで各地の栄養士・管理栄養士養成の高等教育機

関において，地場産の農産品を用いた加工品の考案，調

理品の試作・調理，栄養成分表示を含む食品表示ラベル・

商品パッケージラベルが作成され，加工品の開発と販売を

体験した学生への教育効果が調査されている16)，17)，18)，19)．

また，経済学部の教育として地場産野菜を調理したラン

チメニュー開発を取り入れ，地域貢献活動を目指した事

例20) もある．前者の担い手は食品学，栄養学，健康管

理を教える教育機関，すなわち，食産業の中流を担う人

材を養成する短期大学・大学であり，後者は経済学を教

育する大学である．前者は食材を選定・発注する立場の

人材の育成を目指すところで，食品製造工場での活動を

重視している．後者は食品のビジネス展開につながるア

クティブラーニングを重視している．食品は工業製品と

異なり流通する商品の種類・規格が多いため，フードビ

ジネスを教える学科では，例えば，前述の前者と後者に

わたる幅広い分野を複合的に融合させた教育が必要であ

ろう．そのため，例えば，本報のようなフードサービス

と食品表示・食品科学の教員が協働した授業実践を先駆

モデルとし，さらに複合化のレベルを上げた実習教材を

開発，実践し，新たな教育体系を構築する必要がある．

　今後，栄養学，ビジネスモデル，パッケージデザイン，

食品流通，消費行動，食育，食文化，外国語を教える教

員も参加する実習へと多角化させた実習授業を開発，実

践し，参加学生の調理品を地元の食イベントに出品させ

るのみならず，市場にも流通させるため，地元の商工会

や農協の職員とのプロジェクトを立ち上げ，地域貢献へ

発展させ，ビジネス展開へと向かわせたい．
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１．皆さんが試作した松の実の調理品を中食商品として

販売する準備をしたいと思います．ラベルのひな形を
配布しますので，空欄に鉛筆で書き込みをして，ラベ
ルを完成させてください．必要に応じ，食品表示検定 
認定テキスト・中級（ダイヤモンド社）21)と下記 URL22）

を参照してください． 
https://www.caa.go.jp/policies/policy/local_cooperation
/local_consumer_administration/advancedmodel/asset
s/local_cooperation_cms201_210331_10.pdf 
後ほど，解答例を配りますので，自分のと比較してく
ださい．ラベルの作成は以下を前提条件としていま
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・株式会社○○屋：中が見える包装容器に入れ会社外で
販売． 

・今回，食品成分表は省略． 
 
２．正確なラベルの作成には配合表が必要です．蛍光ペ

ン（黄色）を付けた別紙（図３）の記述に問題がない
か再確認してください． 

・使用した食材の量をｇで表示してください．調理が再
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・最も多い原材料（水以外）の原産国，製造国を調べて
ください． 

・複合原材料（麺つゆ，豆板醬）などの組成を記述して
ください．メーカー，商品名が分かるパッケージがあ
るといいです． 

・内容量の表示は出来上がった包装容器に入れる商品の
重量などですが，今回は材料の重量の合計値としま
す． 

 
３．各自の食品ラベルにおいて適切に表記していた項目

を選び，□内に✓を入れてください． 
□ 製品に占める重量割合が上位１位の原材料に原料原産

地の情報を表示． 
□ 表示に用いる文字は，８ポイント以上． 
□ 原料原産地表示は国別重量順． 
□ 内容量は，g， mlなどの法定計測単位で表示． 
□ 内容量は，個数，枚数などの単位で表示． 
□ 構成要素となる加工食品A，Bに区分けして原材料を表

示． 
□ 複合原材料の名称の次の( )内に，重量の割合の高いも

のから順に一般的な名称を表示． 
□ 特定原材料 7 品目（えび，かに，小麦，そば，卵，
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び，いか，いくら，オレンジ，カシューナッツ，キウ
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１．Introduction

　It is widely accepted that Old Norse is the most 

influential language in the history of English. Old English 

borrowed such functional words as pronouns and prefixes 

from Old Norse, which suggests that the relation between 

the two languages was very close. During the third period 

of the Viking Age (878–1042), speakers of Old Norse 

occupied certain northern parts of Britain and cohabited 

with speakers of Old English. As their languages were still 

similar, and their cultures were also on proximate levels, 

the influence of Old Norse on Old English was extensive 

and pervaded throughout all parts of English. Hotta (2009: 

154-73),1) who discussed the Old Norse effect on the 

spread of s-plural, lists nine morphological features and five 

syntactic features which have been attributed to Old Norse 

contact.

　This paper focuses on the leveling of inflectional 

endings and the fixing of the word order, both of which 

were carried out during the transitional period from Old to 

Middle English. In Old English, inflectional endings were 

extensively used, and they indicated whether a noun had 

the role of a subject, a direct object, or an indirect object, 

but word order was not fixed. In Middle English, however, 

these grammatical distinctions were conveyed using fixed 

word order, and case endings had become much simplified. 

A clear correlation appears between lower degrees of 

inflection and greater degrees of fixed word order, and both 

changes are partly due to language contact between Old 

Norse and Old English. 

　According to Osawa (2021),2) the word order of a 

language is determined in the first instance by the language s 

stress assignment rules. The word order of English shifted 

from a subject-object-verb pattern to a subject-verb-object 

pattern when the Germanic Stress Rule for Old English was 

replaced by the Romance Stress Rule, introduced by the 

influx of French loanwords after Norman Conquest of 1066. 

It might be thought that this explanation is inconsistent 

with our view that the leveling of inflection and the fixing of 

word order were in part results of the contact between Old 

Norse and Old English. If we take the Middle English stress 

retraction into consideration, however, some questions 

regarding the historical period related to the leveling of 

inflection and the fixing of word order can be solved.

　This paper argues that English stress system underwent 

a major transformation before it came into contact with 

Anglo-French. The remainder of the paper is organized 

as follows. In section 2, following studies by Jespersen 

(1909–49)3) and Brown (1970),4) we review the leveling 

of inflection and the fixing of word order in English. Then, 

after a review of Osawa s analysis, section 3 introduces two 
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questions on the correlation between word order and stress 

assignment rules in Old English. Section 4 is devoted to a 

generative analysis of historical changes in stress from Old 

to Middle English. Concluding remarks will be presented in 

section 5.

２．The loss of case endings and the fixing of word 

order

　One outstanding characteristic of Present-day English is 

its inflectional simplicity, which was historically acquired. 

As the paradigm for the strong masculine noun dōm ‘doom’ 

below indicates, Old English inherited a rich inflectional 

system from Proto-Germanic, but a number of originally 

distinct endings, such as -a, -u, -e, -an, and -um were 

reduced to a uniform -e in Middle English.

Table 1. The paradigms for doom < doom < dōm ‘doom’

Late Middle 
English

Early Middle 
English

Old English

Sg. Nom doom < doom < dōm

Gen. doomes < doomes < dōmes

Obj. doom
  Dat. < doome < dōme

  Acc. < doom < dōm

Pl. Nom. doomes < doomes < dōmas

Gen. doomes < doom < dōma

Obj. doomes
  Dat. < doome(n) < dōmum

  Acc. < doomes < dōmas

Nakao (1972: 154)5)

Old English manuscripts show that nouns began to lose 

their inflectional endings as early as the tenth century. 

These changes seem to have been complete by the end of 

the twelfth century.

　As inflectional endings of nouns and adjectives marked 

distinctions of number and case, as well as gender, word 

order is not completely fixed in Old English. A range of 

possible order types for major constituents, subject (S), 

verb (V), object (O), are presented in the following 

examples from the ninth-century Martyrology fragment 

cited by Lass (1994: 224).6) 

(1) a.  mīne englas ðec lǣdað in hiofonlican Hierusalem

  S        O     V

  ‘my angels thee lead in heavenly Jerusalem’

 b. hē geðrowade eft in Rome martyrdom for Crīste

  S     V    O

  ‘he suffered again in Rome martyrdom for Christ’

 c. gemyne ðū mec on ðǣre ēcean reste

 V            S  O

 ‘remember thou me in eternal rest’

During the transition from Old English to Middle English 

in this period, however, the word order of the language 

began to shift to a SVO pattern, which became dominant 

in Modern English. Following the description by Jespersen 

(1909–49 VII: 59–60),3) we summarize the historical 

change in word order, as follows.

Table 2. Historical change in word order

The incidence of SVO pattern

Prose Verse

Old 
English

Beowulf － 16%

Alfred 40% －

Middle 
English

Ancrene Riwle 66% －

Chaucer 84% 51%

Early 
Modern 
English

Shakespeare 93% 86%

Milton 88% 71%

Modern 
English

Carlyle 87% －

Tennyson － 88%

Dickens 91% －

(cf. Nakao: 1979: 205)7)

　Note that the SVO pattern was among the basic orders as 

far back as Old English. According to Brown (1970: 89),4) 

the occurrence of a possible word order can be summarized 

in Table 3 with the ratio of incidence in main clauses to that 

in subordinate clauses. ＊

Table 3. Occurrence of the six possible word orders in 
Old English

Word order Occurrences 
Incidence in main 

clauses

Incidence in 
subordinate 

clauses

SVO 368 38 62

SOV 606 5 95

VSO 83 61 39

VOS 17 47 53

OSV 292 2 98

OVS 39 3 97

(cf. Ono and Nakao 1980: 493)8)

Old English word order showed a transition from the SOV 

pattern of Proto-Germanic to the SVO pattern of Modern 
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English.

３．Contact between Old English and Old Norse

　Because the Germanic languages place the stress on 

the initial syllable of the word, the ends of words are less 

prominent and tend to be pronounced less distinctively than 

the beginnings of words. A weakening of the inflectional 

system is inevitable, as these languages make the final 

weak syllable the primary site for shortening of long 

vowels, deletion of short ones, simplification of clusters, 

and the loss of segments. As we have noted in the previous 

section, however, the vowels in the inflectional endings 

changed to -e in Middle English and dropped out completely 

in Modern English. While other Germanic languages have 

not lost most of their inflections, in English, nouns lost 

their inflectional endings in Early Middle English as Table 1 

shows, and then adjectives and determiners also lost their 

inflectional endings in Late Middle English.

　Some scholars, such as O Neil (1980),9) attribute the 

complete loss of inflectional marking to language contact. 

During the third period of the Viking Age, northern parts 

of Britain were occupied by the Danes, who were speakers 

of Old Norse. The language is closely related to Old 

English, in that both languages go back to a common origin, 

Proto-Germanic, they share lexical items, and they have 

a similar case and gender system. There must have been 

considerable bilingualism between the Old Norse and Old 

English communities. As the paradigm for strong feminine 

noun bōt ‘remedy’ exemplifies, the two languages differ 

mainly in inflectional endings.

	 Table 4. The paradigms for bōt ‘remedy’

Old English Old Norse

Sing. Nom. bōt bót

Acc. bōte bót

Gen. bōte bótaR

Dat. bōte bót

Plur. Nom. bōta bótaR

Acc. bōta bótaR

Gen. bōtena bóta

Dat. bōtum bótom

(O Neil 1980: 257-59)9)

Some scholars hypothesize, therefore, that speakers of 

both languages dropped inflectional endings that caused 

confusion. As a result, inflectional endings were rapidly 

and radically neutralized, at least in the northern parts of 

Britain that were exposed to Old Norse.

　As the vowels -a, -o, -u, -e in inflectional endings were 

reduced to a single sound /ə/, English came to express 

the relationship between words by means of word order 

and prepositions. That is, the fixing of word order was 

partly due to the contact between Old English and Old 

Norse, whose speakers were ethnically close and had 

similar cultural levels. One might think that the leveling 

of inflectional endings does not explain why English chose 

an SVO pattern rather than an SOV pattern. A typological 

study suggests, however, that the shift to an SVO pattern 

was also driven by language contact.

　Following Tokizaki (2011),10) Osawa (2021)2) ascribed 

the variation of word order in language to the head 

directionality parameter, defined by Tokizaki as follows: 

stress falls on the initial syllable of the word in head-initial 

languages while stress goes to the right edge of the word 

in head-final languages. This correlation is consistent with 

Cinque s (1993: 245)11) stress assignment rule, which 

states that the main stress is found in the most deeply 

embedded constituent of a phrase. The stress assignment 

rule is in turn based on Chomsky and Halle s (1968)12) 

proposal requiring that a sentence receive main stress. As 

Figure 1 illustrates, a head-final language is left-branching, 

and the lef tmost constituent A is the most deeply 

embedded constituent, while a head-initial language is 

right-branching and the rightmost constituent D is the most 

deeply embedded constituent. 

Figure 1. Left-branching and right-branching languages
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Figure 1. Left-branching and right-branching languages

(Osawa 2021: 23)2)

Stress in Old English invariably falls on the first syllable of 
the word unless the word is prefixed, in which case the prefix is 
root-like and stressed in nouns and adjectives but not in verbs. In 
other words, Old English manifests root-initial stress.This can be 
seen in the examples below.

(2) a. bó̄c ‘book’ círps ‘curly’ fó̄n ‘take
ǽcer ‘field’ átol ‘terrible’
ádesa ‘hatchet’ ǽþele ‘noble’

b. begángan ‘visit’ oþgá̄n ‘escape’
cf. bí̄gènga ‘inhabitant’ ú̄þgènge ‘alien’

(Nakao 1985: 474-5)13)

English inherited this left-prominent and morphologically 
governed stress pattern, the Germanic Stress Rule, from Proto-
Germanic. As Figure 1a illustrates, a language with initial stress 
is head-final, which means that Old English had the SOV pattern.
After the Norman Conquest, many words entered English, 
mainly from Latin and French, which place stress on one of the 
final three syllables of the word depending on their syllable 
weight. The right-to-left and phonologically governed stress 
pattern of these languages, also known as the Romance Stress 
Rule, had a significant effect on the stress system of English. The 
following line from Chaucer’s Friar’s Tale (III 1486),14) first 
noted by Jespersen (1909: 161)3) in this connection, is often cited 
as an example of the vacillation between the Germanic stress 
pattern and the Romance stress pattern.

(3) Foot
w s w  s w s w s   w s Position
In dívers art and in divérse figures
‘In various methods and in various appearances’

The poet places the word divers(e), whose final -e was not 
pronounced, so that the strong position of the verse (the S-
position) could be filled by the stressed syllable, which 
demonstrates the Romance Stress Rule was introduced in

English. As Figure 1b illustrates, a language with final or 
penultimate stress is head-initial, which indicates that Middle 
English had an SVO pattern. Osawa thus concludes that the shift 
from an SOV pattern to an SVO pattern was driven by the 
historical change in English stress placement.

Two questions remain unsolvedhere, as Osawa herself notes.
First, as we observe in section 1, the SVO pattern was among the
basic word orders even in Old English, which featured a 
Germanic vocabulary. In addition, surveys by Jespersen (1938:
87)15) and Koszul (1937)16) show that few French words had 
entered English even as late as a century after the Norman 
Conquest. Following Nakao (1972: 426-7),5) who summarizes 
their joint research, we show the historical change in the intake 
of French loanwords as below.

Figure 2. Intake of French loanwords from 1000 to 1900

(cf. Nakao 1972: 426-7)5)

It is highly questionable whether the impact that French 
loanwords had upon English could have prompted the 
replacement of the Germanic Stress Rule with the Romance 
Stress Rule before the fourteenth century. Was the shift from an 
SOV pattern to an SVO pattern solely driven by the intake of 
French loanwords after the Norman Conquest? Second, some 
researchers argue that Middle English inherited some of the 
general principles governing Old English stress, although others 
consider, with Halle and Keyser (1971),17) whose work was a 
milestone in the study of English historical phonology, that the 
Germanic Stress Rule was displaced by the Romance Stress Rule
after Norman Conquest. Minkova (2007: 173),18) for example, 
indicates that the English stress pattern began to shift in favor of 
non-Germanic patterns during the Renaissance, when a great
number of words were borrowed from Latin. When did English 
transform from a left-branching language to a right-branching 
one?
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 (Osawa 2021: 23)2)

　Stress in Old English invariably falls on the first syllable 

of the word unless the word is prefixed, in which case the 

prefix is root-like and stressed in nouns and adjectives but 

not in verbs. In other words, Old English manifests root-

initial stress. This can be seen in the examples below. 

Old Norse Influence on English Word Order and English Word Stress

－ 43 －



(2)  a. bó̄c ‘book’  　　círps ‘curly’  　fon ‘take

 ǽcer ‘field’  　　átol ‘terrible’

 ádesa ‘hatchet’ 　　ǽþele ‘noble’

　    b. begángan ‘visit’  　　oþgá̄n ‘escape’

　    cf. bí̄gènga ‘inhabitant’　 ú̄þgènge ‘alien’

(Nakao 1985: 474-5)13)

English inherited this left-prominent and morphologically 

governed stress pattern, the Germanic Stress Rule, from 

Proto-Germanic. As Figure 1a illustrates, a language with 

initial stress is head-final, which means that Old English 

had the SOV pattern. After the Norman Conquest, many 

words entered English, mainly from Latin and French, 

which place stress on one of the final three syllables of 

the word depending on their syllable weight. The right-to-

left and phonologically governed stress pattern of these 

languages, also known as the Romance Stress Rule, had 

a significant effect on the stress system of English. The 

following line from Chaucer s Friar’s Tale (III 1486),14) 

first noted by Jespersen (1909: 161)3) in this connection, 

is often cited as an example of the vacillation between the 

Germanic stress pattern and the Romance stress pattern.

(3)

The poet places the word divers(e), whose final -e was not 

pronounced, so that the strong position of the verse (the 

S-position) could be filled by the stressed syllable, which 

demonstrates the Romance Stress Rule was introduced 

in English. As Figure 1b illustrates, a language with final 

or penultimate stress is head-initial, which indicates that 

Middle English had an SVO pattern. Osawa thus concludes 

that the shift from an SOV pattern to an SVO pattern was 

driven by the historical change in English stress placement.

　Two questions remain unsolved here, as Osawa herself 

notes. First, as we observe in section 1, the SVO pattern 

was among the basic word orders even in Old English, 

which featured a Germanic vocabulary. In addition, surveys 

by Jespersen (1938: 87)15) and Koszul (1937)16) show 

that few French words had entered English even as late 

as a century after the Norman Conquest. Following Nakao 

(1972: 426-7),5) who summarizes their joint research, 

we show the historical change in the intake of French 

loanwords as below.

Figure 2. Intake of French loanwords from 1000 to 1900
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Stress in Old English invariably falls on the first syllable of 
the word unless the word is prefixed, in which case the prefix is 
root-like and stressed in nouns and adjectives but not in verbs. In 
other words, Old English manifests root-initial stress.This can be 
seen in the examples below.

(2) a. bó̄c ‘book’ círps ‘curly’ fó̄n ‘take
ǽcer ‘field’ átol ‘terrible’
ádesa ‘hatchet’ ǽþele ‘noble’

b. begángan ‘visit’ oþgá̄n ‘escape’
cf. bí̄gènga ‘inhabitant’ ú̄þgènge ‘alien’

(Nakao 1985: 474-5)13)

English inherited this left-prominent and morphologically 
governed stress pattern, the Germanic Stress Rule, from Proto-
Germanic. As Figure 1a illustrates, a language with initial stress 
is head-final, which means that Old English had the SOV pattern.
After the Norman Conquest, many words entered English, 
mainly from Latin and French, which place stress on one of the 
final three syllables of the word depending on their syllable 
weight. The right-to-left and phonologically governed stress 
pattern of these languages, also known as the Romance Stress 
Rule, had a significant effect on the stress system of English. The 
following line from Chaucer’s Friar’s Tale (III 1486),14) first 
noted by Jespersen (1909: 161)3) in this connection, is often cited 
as an example of the vacillation between the Germanic stress 
pattern and the Romance stress pattern.

(3) Foot
w s w  s w s w s   w s Position
In dívers art and in divérse figures
‘In various methods and in various appearances’

The poet places the word divers(e), whose final -e was not 
pronounced, so that the strong position of the verse (the S-
position) could be filled by the stressed syllable, which 
demonstrates the Romance Stress Rule was introduced in

English. As Figure 1b illustrates, a language with final or 
penultimate stress is head-initial, which indicates that Middle 
English had an SVO pattern. Osawa thus concludes that the shift 
from an SOV pattern to an SVO pattern was driven by the 
historical change in English stress placement.

Two questions remain unsolvedhere, as Osawa herself notes.
First, as we observe in section 1, the SVO pattern was among the
basic word orders even in Old English, which featured a 
Germanic vocabulary. In addition, surveys by Jespersen (1938:
87)15) and Koszul (1937)16) show that few French words had 
entered English even as late as a century after the Norman 
Conquest. Following Nakao (1972: 426-7),5) who summarizes 
their joint research, we show the historical change in the intake 
of French loanwords as below.

Figure 2. Intake of French loanwords from 1000 to 1900

(cf. Nakao 1972: 426-7)5)

It is highly questionable whether the impact that French 
loanwords had upon English could have prompted the 
replacement of the Germanic Stress Rule with the Romance 
Stress Rule before the fourteenth century. Was the shift from an 
SOV pattern to an SVO pattern solely driven by the intake of 
French loanwords after the Norman Conquest? Second, some 
researchers argue that Middle English inherited some of the 
general principles governing Old English stress, although others 
consider, with Halle and Keyser (1971),17) whose work was a 
milestone in the study of English historical phonology, that the 
Germanic Stress Rule was displaced by the Romance Stress Rule
after Norman Conquest. Minkova (2007: 173),18) for example, 
indicates that the English stress pattern began to shift in favor of 
non-Germanic patterns during the Renaissance, when a great
number of words were borrowed from Latin. When did English 
transform from a left-branching language to a right-branching 
one?
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(cf. Nakao 1972: 426-7)5)

It is highly questionable whether the impact that French 

loanwords had upon English could have prompted the 

replacement of the Germanic Stress Rule with the 

Romance Stress Rule before the fourteenth century. Was 

the shift from an SOV pattern to an SVO pattern solely 

driven by the intake of French loanwords after the Norman 

Conquest? Second, some researchers argue that Middle 

English inherited some of the general principles governing 

Old English stress, although others consider, with Halle and 

Keyser (1971),17) whose work was a milestone in the study 

of English historical phonology, that the Germanic Stress 

Rule was displaced by the Romance Stress Rule after 

Norman Conquest. Minkova (2007: 173),18) for example, 

indicates that the English stress pattern began to shift in 

favor of non-Germanic patterns during the Renaissance, 

when a great number of words were borrowed from Latin. 

When did English transform from a left-branching language 

to a right-branching one?

　It seems that we must await further studies of both 

Old English word order and Middle English word stress. 

However, the second question might be solvable, and we 

might be able to support Osawa s theory on stress change 

and word order shift if we ascribe the stress change to 

the leveling of inflectional endings, that is, to the contact 

between Old English and Old Norse.
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Stress in Old English invariably falls on the first syllable of 
the word unless the word is prefixed, in which case the prefix is 
root-like and stressed in nouns and adjectives but not in verbs. In 
other words, Old English manifests root-initial stress.This can be 
seen in the examples below.

(2) a. bó̄c ‘book’ círps ‘curly’ fó̄n ‘take
ǽcer ‘field’ átol ‘terrible’
ádesa ‘hatchet’ ǽþele ‘noble’

b. begángan ‘visit’ oþgá̄n ‘escape’
cf. bí̄gènga ‘inhabitant’ ú̄þgènge ‘alien’

(Nakao 1985: 474-5)13)

English inherited this left-prominent and morphologically 
governed stress pattern, the Germanic Stress Rule, from Proto-
Germanic. As Figure 1a illustrates, a language with initial stress 
is head-final, which means that Old English had the SOV pattern.
After the Norman Conquest, many words entered English, 
mainly from Latin and French, which place stress on one of the 
final three syllables of the word depending on their syllable 
weight. The right-to-left and phonologically governed stress 
pattern of these languages, also known as the Romance Stress 
Rule, had a significant effect on the stress system of English. The 
following line from Chaucer’s Friar’s Tale (III 1486),14) first 
noted by Jespersen (1909: 161)3) in this connection, is often cited 
as an example of the vacillation between the Germanic stress 
pattern and the Romance stress pattern.

(3) Foot
w s w  s w s w s   w s Position
In dívers art and in divérse figures
‘In various methods and in various appearances’

The poet places the word divers(e), whose final -e was not 
pronounced, so that the strong position of the verse (the S-
position) could be filled by the stressed syllable, which 
demonstrates the Romance Stress Rule was introduced in

English. As Figure 1b illustrates, a language with final or 
penultimate stress is head-initial, which indicates that Middle 
English had an SVO pattern. Osawa thus concludes that the shift 
from an SOV pattern to an SVO pattern was driven by the 
historical change in English stress placement.

Two questions remain unsolvedhere, as Osawa herself notes.
First, as we observe in section 1, the SVO pattern was among the
basic word orders even in Old English, which featured a 
Germanic vocabulary. In addition, surveys by Jespersen (1938:
87)15) and Koszul (1937)16) show that few French words had 
entered English even as late as a century after the Norman 
Conquest. Following Nakao (1972: 426-7),5) who summarizes 
their joint research, we show the historical change in the intake 
of French loanwords as below.

Figure 2. Intake of French loanwords from 1000 to 1900

(cf. Nakao 1972: 426-7)5)

It is highly questionable whether the impact that French 
loanwords had upon English could have prompted the 
replacement of the Germanic Stress Rule with the Romance 
Stress Rule before the fourteenth century. Was the shift from an 
SOV pattern to an SVO pattern solely driven by the intake of 
French loanwords after the Norman Conquest? Second, some 
researchers argue that Middle English inherited some of the 
general principles governing Old English stress, although others 
consider, with Halle and Keyser (1971),17) whose work was a 
milestone in the study of English historical phonology, that the 
Germanic Stress Rule was displaced by the Romance Stress Rule
after Norman Conquest. Minkova (2007: 173),18) for example, 
indicates that the English stress pattern began to shift in favor of 
non-Germanic patterns during the Renaissance, when a great
number of words were borrowed from Latin. When did English 
transform from a left-branching language to a right-branching 
one?
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４．Stress retraction in Middle English 

　Let us return to the examples in (2), reproduced in (4). 

(4)  a. bó̄c ‘book’ 　　　　　círps ‘curly’　fon ‘take’

 ǽcer ‘field’ 　　　　   átol ‘terrible’

 ádesa ‘hatchet’　　　  ǽþele ‘noble’

　    b. begángan ‘visit’ 　　　oþgá̄n ‘escape’

　    cf. bí̄gènga ‘inhabitant’　  ú̄þgènge ‘alien’

(Nakao 1985: 474–5)13)

As seen in section 3, Proto-Germanic developed a stress 

accent that fell on the first syllable of words. Old English 

preserves this stress accent, and all words manifest root-

initial stress. No less important is the fact that primary 

stress always goes to the initial syllable and secondary 

stress falls on the penultimate syllable when there are 

two stressed syllables in a word. According to Campbell 

(1959/1991: 34–5),19) heavy stem-final syllables and heavy 

derivational syllables receive secondary stress after a heavy 

syllable or its equivalent when followed by an unaccented 

syllable through the addition of an inflectional ending. Some 

examples of double-stressed words drawn from Nakao 

(1985: 476–8)13) are given in (5). 

(5)  a. Héngèstes　 <　Héngest ‘Hengest s’

 ǽ̄ghwèlcne　<　ǽ̄ghwelc  ‘each’

　　b. rǽ̄dèlsas　　< rǽ̄dels ‘riddle’

 ǽþelìnges　  <  ǽþeling  ‘prince

　　cf. cýninges　　<  cýning  ‘king’

 wésende　　<  wésan  ‘be’

Note also that neither stem-final heavy syllables in (5a) 

nor heavy derivational suffixes in (5b) receive stress in 

the word-final position, regardless of whether they are 

preceded by a heavy syllable or its equivalent. Old English 

has a strong tendency to avoid final stress. 

　According to Nakao (1972: 455–6),5) the general 

principles that govern Old English stress assignment 

were inherited by Middle English, but the scope of their 

application was quite limited, as many words became 

monosyllabic at the beginning of Middle English where 

the final -e was ignored. Here follow some examples of 

the stress patterning of simple words, suffixed words, and 

prefixed words of native origin. 

(6)  a.  níht   mýlke   fóurty

　　b. wómanhòod  fréndshìpe  wísdòm

　　c. bilývef  orsáke

(Nakao 1972: 455–6)5)

The only syllable of a root receives stress by default, which 

obscures the tendency to avoid final stress. In addition, 

there is no environment for the Germanic Stress Rule, 

although metrical subordination continues to be realized in 

the same manner as in Old English. It is still too early, of 

course, to conclude that the contact between Old English 

and Old Norse has transformed English from a language 

with initial stress to one with final stress. However, it is 

quite probable that the SVO pattern was chosen as a result 

of the stress assignment rules for Old English, which were 

no longer active in the period of transition from Old to 

Middle English. 

　Nakao (1978),20) who conducted a detailed study of the 

prosodic phonology of Late Middle English, provides an 

extensive body of examples regarding stress pattern in 

that period and also provides a precise explanation for the 

observed patterns within the framework of the generative 

phonology developed by Chomsky and Halle (1968),12) 

Halle and Keyser (1971),17) and Ross (1972).21) As noted 

in section 2, in Middle English, one and the same word may 

manifest final or initial stress at different times. Halle and 

Keyser (1971: 101–2)17) postulate that the Middle English 

inherited the Initial Stress Rule, as seen in (7), from Old 

English and the Romance Stress Rule, as seen in (8), from 

Norman French. 

(7) Initial Stress Rule (ISR)
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 It seems that we must await further studies of both Old 
English word order and Middle English word stress. However, 
the second question might be solvable, and we might be able to 
support Osawa’s theory on stress change and word order shift if 
we ascribe the stress change to the leveling of inflectional 
endings, that is, to the contact between Old English and Old 
Norse. 
 
4. Stress retraction in Middle English  
 Let us return to the examples in (2), reproduced in (4).  
 
 (4) a. bó̄c ‘book’  círps ‘curly’  fó̄n ‘take 
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  b. begángan ‘visit’  oþgá̄n ‘escape’ 
  cf. bí̄gènga ‘inhabitant’ ú̄þgènge ‘alien’ 

(Nakao 1985: 474–5)13) 
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that fell on the first syllable of words. Old English preserves this 
stress accent, and all words manifest root-initial stress. No less 
important is the fact that primary stress always goes to the initial 
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heavy syllable or its equivalent when followed by an unaccented 
syllable through the addition of an inflectional ending. Some 
examples of double-stressed words drawn from Nakao (1985: 
476–8)13) are given in (5).  
 
 (5) a. Héngèstes < Héngest ‘Hengest’s’ 
   ǽ̄ghwèlcne  <  ǽ̄ghwelc  ‘each’ 
 b. rǽ̄dèlsas < rǽ̄dels ‘riddle’ 
  ǽþelìnges  <  ǽþeling  ‘prince 
  cf. cýninges  <  cýning  ‘king’
   wésende  <  wésan  ‘be’ 
   
Note also that neither stem-final heavy syllables in (5a) nor heavy 
derivational suffixes in (5b) receive stress in the word-final 
position, regardless of whether they are preceded by a heavy 
syllable or its equivalent. Old English has a strong tendency to 
avoid final stress.  
 According to Nakao (1972: 455–6),5) the general principles 

that govern Old English stress assignment were inherited by 
Middle English, but the scope of their application was quite 
limited, as many words became monosyllabic at the beginning 
of Middle English where the final -e was ignored. Here follow 
some examples of the stress patterning of simple words, suffixed 
words, and prefixed words of native origin.  
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  b. wómanhòod  fréndshìpe  wísdòm 
  c. bilývef orsáke 

(Nakao 1972: 455–6)5) 
 
The only syllable of a root receives stress by default, which 
obscures the tendency to avoid final stress. In addition, there is 
no environment for the Germanic Stress Rule, although metrical 
subordination continues to be realized in the same manner as in 
Old English. It is still too early, of course, to conclude that the 
contact between Old English and Old Norse has transformed 
English from a language with initial stress to one with final stress. 
However, it is quite probable that the SVO pattern was chosen as 
a result of the stress assignment rules for Old English, which 
were no longer active in the period of transition from Old to 
Middle English.  
 Nakao (1978),20) who conducted a detailed study of the 
prosodic phonology of Late Middle English, provides an 
extensive body of examples regarding stress pattern in that period 
and also provides a precise explanation for the observed patterns 
within the framework of the generative phonology developed by 
Chomsky and Halle (1968),12) Halle and Keyser (1971),17) and 
Ross (1972).21) As noted in section 2, in Middle English, one and 
the same word may manifest final or initial stress at different 
times. Halle and Keyser (1971: 101–2)17) postulate that the 
Middle English inherited the Initial Stress Rule, as seen in (7), 
from Old English and the Romance Stress Rule, as seen in (8), 
from Norman French.  
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   ǽ̄ghwèlcne  <  ǽ̄ghwelc  ‘each’ 
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Middle English, but the scope of their application was quite 
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words, and prefixed words of native origin.  
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  b. wómanhòod  fréndshìpe  wísdòm 
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(Nakao 1972: 455–6)5) 
 
The only syllable of a root receives stress by default, which 
obscures the tendency to avoid final stress. In addition, there is 
no environment for the Germanic Stress Rule, although metrical 
subordination continues to be realized in the same manner as in 
Old English. It is still too early, of course, to conclude that the 
contact between Old English and Old Norse has transformed 
English from a language with initial stress to one with final stress. 
However, it is quite probable that the SVO pattern was chosen as 
a result of the stress assignment rules for Old English, which 
were no longer active in the period of transition from Old to 
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 Nakao (1978),20) who conducted a detailed study of the 
prosodic phonology of Late Middle English, provides an 
extensive body of examples regarding stress pattern in that period 
and also provides a precise explanation for the observed patterns 
within the framework of the generative phonology developed by 
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Ross (1972).21) As noted in section 2, in Middle English, one and 
the same word may manifest final or initial stress at different 
times. Halle and Keyser (1971: 101–2)17) postulate that the 
Middle English inherited the Initial Stress Rule, as seen in (7), 
from Old English and the Romance Stress Rule, as seen in (8), 
from Norman French.  
 
 (7) Initial Stress Rule (ISR) 

  [−stress
V ] ⟶ [1 stress] ∕ [(X #) C0 __Y] 

 
 (8) Romance Stress Rule (RSR) 
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1) [−tns
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The application of the above rules produces the stress 

doublets shown below.
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The application of the above rules produces the stress doublets 
shown below. 
 
 Figure 3.  Figure 4. 
 
 
 
 
Nakao (1978)20) casts doubt on the traditional view that final 
stress is of French origin, but initial stress is of native origin. In 
that publication, Nakao presents a strong argument that both 
initial and final, or penultimate, syllables are simultaneously 
stressed at the phonetic level. According to Nakao (1972: 456–
7),5) French loanwords originally had stress on one of the last two 
syllables, and after it was retracted leftward, secondary stress 
survived there. The English stress system, as illustrated by Nakao 
(1985: 488–9),13) indicates that secondary stress is deleted in 
Modern English. This development in stress patterning is 
exemplified below, where we assume, with Pope (1934/66: 437–
438),22) that Anglo-Norman words have already lost their final 
unstressed vowel. 
 
 (9)  honóur  > hónòur  > hónor  ‘honor’ 
  natúre  > nátùr  > nátur  ‘nature’ 
  advèrsité  > advérsitè  > advérsity ‘adversity’  
  astrònomíe > astrónomìe > astrónomy  ‘astronomy’  

Nakao (1972: 456–7) 5) 
 
Final stress is allowed in Middle English, and main stress is not 
assigned to the initial syllable but is retracted one or two syllables 
to the left of originally stressed syllable. 
 Here, it is important that the primary stress of these double-
stressed words is not initial stress but retracted stress. Nakao 
regards the modified versions of Romance Stress Rule and the 
independently motivated Stress Retraction Rule as central rules 
and explains stress contours of such double-stressed words by the 
sequential application of the two rules. The later rule is formally 
stated as (10).** 
 
 (10) Stress Retraction Rule (SRR) 

V ⟶ [1 stress] ∕ [{ X__
C0__X =} C0(VC0) [1 stress

V ] C0(E)] 

(Nakao 1978: 161)20) 
 

This rule retracts primary stress from the word-final syllable by 
one or two syllables to the left. While the Stress Retraction Rule 
for Old English retracts stress on the root-initial syllable to the 
first syllable of the prefixed word or compound word, the Stress 
Retraction Rule for Middle English covers the stress patterning 
of both lexical category words and complex words. Derivations 
of some representative examples follow. 
 
 Figure 5.  Figure 6.  
 
 
 
 
Nakao’s study makes it clear that Late Middle English did not 
inherit the Initial Stress Rule for Old English. Instead, it was the 
Stress Retraction Rule that Old English handed down to Late 
Middle English.  
 
5. Conclusion 
 Following Nakao, Tanaka (2014)23) points out that Middle 
English did not inherit the principle of initial stress from Old 
English, but it did inherit the principle of leftward main stress, 
which in turn triggered the shift from isochronic to isosyllabic 
rhythm. If we recall that the contact between Old English and Old 
Norse rapidly and drastically neutralized inflectional endings and 
obscured the role played by the principle of initial stress, it 
appears highly probable that English no longer places stress on 
the initial syllable by the beginning of the Middle English period. 
That is, English language might have shifted from having a left-
prominent and morphologically governed stress pattern to one 
with a right-to-left phonologically governed stress pattern during 
the transitional period from Old English to Middle English, 
although the language had to wait for the surface manifestation 
of the Romance Stress Rule until the Renaissance. It is thus of 
great importance to examine when English word order began to 
shift from an SOV pattern to an SVO pattern, in connection with 
the contact between Old English and Old Norse, as well as the 
contact between Old English and Norman French.  
 This paper discusses why, how, and when the word order of 
the English language shifted from an SOV pattern to an SVO 
pattern with special consideration for the loss of inflectional 
endings and a change in stress assignment rules. There are 
several ways to consider the problem, and we developed our 
argument by balancing natural phonological processes and 
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The application of the above rules produces the stress doublets 
shown below. 
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for Old English retracts stress on the root-initial syllable to the 
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of both lexical category words and complex words. Derivations 
of some representative examples follow. 
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the English language shifted from an SOV pattern to an SVO 
pattern with special consideration for the loss of inflectional 
endings and a change in stress assignment rules. There are 
several ways to consider the problem, and we developed our 
argument by balancing natural phonological processes and 

divers 

1         ISR 
divers(e) 

1        RSR 

honour 

1       RSR 
1  2       SRR 

astronomie 

          1 RSR 

1   2 SRR 

Nakao s study makes it clear that Late Middle English did 

not inherit the Initial Stress Rule for Old English. Instead, 

it was the Stress Retraction Rule that Old English handed 

down to Late Middle English. 

５．Conclusion

　Following Nakao, Tanaka (2014)23) points out that Middle 

English did not inherit the principle of initial stress from 

Old English, but it did inherit the principle of leftward main 

stress, which in turn triggered the shift from isochronic to 

isosyllabic rhythm. If we recall that the contact between Old 

English and Old Norse rapidly and drastically neutralized 

inflectional endings and obscured the role played by the 

principle of initial stress, it appears highly probable that 

English no longer places stress on the initial syllable 

by the beginning of the Middle English period. That is, 

English language might have shifted from having a left-

prominent and morphologically governed stress pattern 

to one with a right-to-left phonologically governed stress 

pattern during the transitional period from Old English to 

Middle English, although the language had to wait for the 

surface manifestation of the Romance Stress Rule until 

the Renaissance. It is thus of great importance to examine 

when English word order began to shift from an SOV 

pattern to an SVO pattern, in connection with the contact 

between Old English and Old Norse, as well as the contact 

between Old English and Norman French. 

　This paper discusses why, how, and when the word order 

of the English language shifted from an SOV pattern to 

an SVO pattern with special consideration for the loss of 
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inflectional endings and a change in stress assignment rules. 

There are several ways to consider the problem, and we 

developed our argument by balancing natural phonological 

processes and contact-induced innovations. The contact 

between Old Norse and Old English neutralized inflectional 

endings, which were gradually being simplified by that time 

due to their phonological weakness during a short period; 

the neutralization of inflectional endings then provided the 

creation of stress change and the need to fix the word order, 

so English came to exhibit a fixed SVO pattern, as it was no 

longer a language with word-initial stress. 

　What makes this problem so difficult is the fact that the 

inflectional endings survived during the period of Middle 

English, although they were greatly simplified compared 

to those of Old English. Language changes because it 

belongs to groups of people, who change. Both language-

internal factors and language contact factors play an equally 

important role in language change, but sometimes one of 

the factors produces a rapid and drastic change. In general, 

the leveling of inflection began in the middle of the eleventh 

century and continued, step by step, until the middle of the 

thirteenth century, but this might not be the case, at least in 

northern parts of Britain, where speakers of Old Norse and 

of Old English lived together. We depend for the solution of 

this problem on our further study of Middle English dialects 

and Early Middle English word stress.
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はじめに

　本稿の目的は，米国におけるスクールソーシャルワー

カー（以下，SSW と表記する）の養成課程，雇用の際

の資格要件，および学区における配置システムを整理・

検討することを通じて，米国の学校における SSW の活

用に関する基礎的な枠組みを明らかにすることである．

　日本の学校組織体制を巡る改革の1つとして，「チーム

としての学校」が挙げられる．2015年12月の中央教育審

議会答申「チームとしての学校の在り方と今後の改善方

策について」では，心理や福祉等の「専門スタッフ」を

学校組織の中に位置付け，教員との連携・分担を進める

「専門性に基づくチーム体制」の構築を提起した．これ

らの専門スタッフについては，2017年の学校教育法施行

規則一部改正により，スクールカウンセラーとスクール

ソーシャルワーカー（以下，SSW と表記）が，2021年

の改正により「医療的ケア看護職員」，「情報通信技術支

援員」等の専門職が，法令上も規定されることとなった．

　「チームとしての学校」の下では，教職員と新しく導

入された専門スタッフによる連携・分担，あるいはその

ためのマネジメントが必要となる．こうした施策には，

従来教員では十分な専門性をもって対処できなかった生

徒指導課題のより良い解決という側面と，連携・分担に

米国におけるスクールソーシャルワーカーの養成・ 
配置システムに関する検討

A Study of the Preparation and Assignment System for School Social Workers 
in the United States

濱口　輝士

Hamaguchi Koshi

概要：本稿の目的は，米国におけるスクールソーシャルワーカーの養成課程，雇用の際の資格要件，および学

区における配置システムを整理・検討することを通じて，米国の学校における SSW の活用に関する基礎的な枠

組みを明らかにすることである．特に，カリフォルニア州における SSW の養成・配置システムの基本枠組みを

明らかにする．日本においては，心理や福祉等の「専門スタッフ」を学校組織の中に位置付け，教員との連携・

分担を進める「チームとしての学校」が提起され，学校における多職種協働の実現が目指されている．他国の

システムを日本の学校組織にそのまま適用することはできないことに留意しつつ，多職種協働を巡る日米比較

研究の一部として，スクールソーシャルワーカーの養成・配置プロセスを整理する．

Abstract: The purpose of this paper is to develop some implications for interprofessional collaboration among 
personnel with different specialties in schools through a review of preparation programs for school social workers, 
qualification requirements for employment, and the system of assignments in school districts in the United States. In 
particular, this paper clarifies the basic framework of the preparation and assignment system for SSWs in California. 
In Japan, under the "school as a team" policy, profession such as psychologists and social workers are assigned within 
schools and interprofessional collaboration in schools is currently at issue. While the systems of U.S. cannot be directly 
applied to Japanese school, I analyze the system of preparation and assignment for school social workers as part of a 
Japan-U.S. comparative study of interprofessional collaboration.

キーワード：チームとしての学校，スクールソーシャルワーカー，多職種協働

Key words：School as a Team　School Social Worker　 Interprofessional Collaboration 
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よる教員の業務改善・働き方改革という側面がある．い

ずれにせよ，「チームとしての学校」を推し進めていく

にあたっては，教員とスクールカウンセラーや SSW 等

の専門性が異なるスタッフによる「多職種協働」が志向

される．

　先行研究では，「チームとしての学校」の提起を受け

て，特に SSW の学校への配置に関する事例研究が進め

られてきた．例えば，日本教育経営学会研究推進委員

会（2015-2018）による課題研究では，「教育の専門性」

という観点から，学校における SSW の活用や制度状況

についての事例研究が行われた1)．そこでは，先進的に

SSW を導入している自治体の事例を基に，SSW の資格

や配置，各自治体の業務の特徴とともに，教育と福祉の

連携の困難が指摘されている．しかし，「チームとして

の学校」において，教育と福祉という異なる専門性を有

するスタッフによる多職種協働の実態や課題・障壁につ

いては，教育領域においては導入されて間もないことも

あり，未だ十分な蓄積があるとは言えない．また，ソー

シャルワーク研究の領域からも，スクールソーシャル

ワーカーの配置に多くの学校が困惑し，有効活用しきれ

ていないという課題が指摘されている2)．

　以上のことから，他国のシステムを日本の学校組織に

そのまま適用することはできないことに留意しつつ，米

国における SSW の養成・配置システムの整理・検討を

行う．米国においては，教員とスクールソーシャルワー

カーの役割が明確に規定され，円滑な協働が可能である

と言われており3)，日本の学校における多職種協働の実

現にも示唆を得ることができると考えられる．そこで，

米国におけるスクールソーシャルワーカーの養成及び配

置システムを分析し，学校における多職種協働の問題を

巡る日米比較を進めるための基礎的な作業として位置づ

けることとする．

　本稿では，米国における SSW 養成の概要を整理した

うえで，カリフォルニア州における SSW の養成・採用・

配置についてみていく．本稿の構成は以下の通りである．

1では，米国全体のソーシャルワーカー養成課程のスタ

ンダードや目標について整理する．これを踏まえて，2

では，SSW カリフォルニア州における SSW を含む「生

徒支援系職員」の資格要件について整理する．3では，

学区レベルの SSW の配置システムの例として，サンフ

ランシスコ統合学区，ロサンゼルス統合学区のシステム

を整理する．以上を基に，米国，特にカリフォルニア州

における SSW の養成・配置システムの基本枠組みを明

らかにする．

１． 米国におけるソーシャルワーカー養成と州の

資格要件

(1) 米国におけるソーシャルワーカー養成課程の概要

　米国のソーシャルワーカー養成は，「ソーシャルワー

ク教育評議会（Council on Social Work Education，以下

「CSWE」と表記）」が策定したスタンダードに基づく課

程認定を受けた養成課程において行われる．養成課程

は，ジェネラリストプログラムとしての学部レベルの課

程（A bachelor’s degree in social work: BSW）と，スペ

シャリストプログラムとしての大学院レベルの課程（A 

master’s degree in social work: MSW）に区分される．一

般的に「ソーシャルワーク専門職」とされるのは修士課

程修了以上であり，学士課程修了者は準専門職と位置付

けられる．

　BSW プログラムでは，一般的なソーシャルワークの

知識・技能に加え，社会の多様性，人間の行動，社会福

祉政策，ソーシャルワーク倫理等の授業が行われる．ま

た，学生はスーパービジョンを受けながら，基礎実習と

してのフィールドワークを行う．実習時間は大学によっ

て異なるが，多くの大学では560時間程度の実習が必要

となる．MSW プログラムは，学生が専門分野を選択し，

ジェネラリストプログラムの上に積み上げる形で実施さ

れる．大学院レベルの課程では，一般的に2年間で1100

時間から1200時間程度の実習が行われる．ここでは，臨

床を重視したケースマネジメント技術を学ぶことによ

り，受講者がソーシャルワーカーとしてセラピーやカウ

ンセリングを提供することができるようになるプログラ

ム構成となっている4)．

(2) CSWE の課程認定スタンダード

　CSWE は，高等教育機関におけるソーシャルワーカー

の課程認定の基準として，BSW プログラム・MSW プロ

グラムに関する「教育方針および認可基準」（Educational 

Policy and Accreditation Standards，以下「EPAS」と表

記）を定めている．EPAS は，2001 年に初版（EPAS2001）

が発表され，その後7年ごとに EPAS 2008，EPAS 2015

と改訂が行われており，最新版は2022年版である．

このうち，EPAS 2008 においては，「力量基盤教育

（Competency-based education）」の考え方が提起され5)，

EPAS 2022においても引き継がれている．

　EPAS は，①ソーシャルワーカーに求められる9つの

コンピテンシーと，それらを身に着けるための②養成課

程の方針・カリキュラムの基準を定めている．
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①ソーシャルワークの9つのコンピテンシー

　EPAS 2015はソーシャルワーク養成教育において獲得

すべき「ソーシャルワークの9つのコンピテンシー」を

提示した．ソーシャルワークのコンピテンシーは，「人

間と地域社会の福祉を促進するために，目的的，意図的，

専門的方法を用いて実践するためにソーシャルワークの

知識，価値，技術を統合し適用する能力」とされ，この

コンピテンシーを身に着けさせるために養成教育におけ

る基準が設定されている6)．EPAS 2022でも，9つのコン

ピテンシーは若干記述の修正があるものの，基本的な枠

組みは2015年版と同様である．

②養成課程の方針と基準

　各養成校においては，CSWE の認定を受けるために，

上記の9つのコンピテンシーに対応した養成課程を整備

する必要がある．EPAS 2022は，①プログラム方針（EPAS 

1.0），②反人種差別，多様性，公平性，包括性 (EPAS 2.0)，

③顕在的カリキュラム（EPAS 3.0），④潜在的カリキュ

ラム（EPAS 4.0），⑤評価 (EPAS 5.0) の5つの要素から

構成され，それぞれの項目につき養成の方針と認定基準

が定められている．

　養成校が認定を受けるためには，各校の養成課程にお

けるミッションステートメントや近年の重点である「反

人種差別，多様性，公平性，包括性」への対応の他，ス

クールソーシャルワーカーとしての実践に必要とされる

知識・技術，ソーシャルワークの目標や価値について扱

うこと，そして学生に対する評価の適切性が担保されて

いることが要件となる．また，養成課程における科目や

実習課程の規定に加えて，「潜在的カリキュラム (implicit 

curriculum)」として，養成校における学生へのサポー

トや学生による養成校・部局の意思決定への参加等，養

成校による学校環境の整備が規定されている．

　日本の社会福祉士や精神保健福祉士の養成課程と比較

して顕著なのは，実習時間である．EPAS では，学士課

程では400時間以上，修士課程では900時間以上の実習を

行うことが定められている．修士課程における実習時間

は，米国内の一般労働者の年間平均労働時間1,766時間

（2015 年）の半分以上（実際には2年間に分けて実習を

行うため4分の1から3分の1）にあたる．実習は，一般的

に学期中の平日を使って1年間（2学期分）から2年間（4

学期分）にわたって行われる7)．また，実習にあたっては，

必要な学位と実務経験を持つスーパーバイザーが，実習

生に対する指導助言を行う．

　以上のスタンダードを満たした養成課程を修了するこ

とで，学生はソーシャルワークの学位を得，ソーシャル

ワーカーとして実践を行うための専門性を身に着ける．

これを基に各州の群や学区，教育機関に雇用されること

で，SSW として実践を行うことになる．最終的に州や

学区等に雇用される際の要件や手続きは，州ごとの制度

による．

(3) 各州におけるスクールソーシャルワーカーの資格要件

　米国では，日本の社会福祉士国家試験のような試験制

度はなく，各州の SSW に必要な資格要件を満たしたう

えで州のソーシャルワーカーに認定される．一般的には，

表1：ソーシャルワークの9つのコンピテンシー

コンピテンシー 身に着けさせる能力

1. 倫理的・専門

職的行動

・専門職としての職業観や倫理基準，および関

連する政策・法令に関する理解

・専門職としての自覚を持った行動とコミュニ

ケーション

・通信技術の倫理的・適切な利用

・スーパービジョンとコンサルテーションの利用

2. 人権と社会

的・人種的・経

済的・環境的正

義の推進

・個人・家族・集団・組織・コミュニティにお

ける人権擁護

・社会的・人種的・経済的・環境的正義を促進

するための人権擁護のための活動

3. 反人種差別，

多様性，公平性，

包括性の実践

・個人・家族・グループ・組織・コミュニティ・

研究・政策のレベルにおける反人種差別的・

反抑圧的なソーシャルワーク

・省察により偏見，権力，特権，価値観の影響

に対処するための意識

4. 実践に基づく

研究と研究に基

づく実践

・実践・政策・プログラムの改善のための研究

的知見の活用

・量的・質的調査における，倫理的・文化的・

反人種主義的・反抑圧的な，固有のバイアス

に対処する

5. 政策への関与 ・社会福祉政策による社会サービスの提供とア

クセスへの影響を評価するために，社会正義

や反人種差別的・反抑圧的分析視角を用いる

・人権と社会的，人種的，経済的，および環境

的正義を促進する政策の分析・考案・提唱

6. 個人，家族，

グループ，組織，

コミュニティへ

の関与

・人間の行動理論を踏まえ，他の専門職との協

働により，クライアントや関係者に関与する

・共感，内省，対人関係のスキルを用いて，クライ

アントや構成員との文化に配慮した実践を行う

7. 個人，家族，

グループ，組織，

コミュニティの

アセスメント

・人間の行動理論を踏まえ，他の専門職との協

働により，クライアントや関係者にアセスメ

ントを実施する

・クライアントの自己決定を尊重し，クライア

ントや関係者と協働して，相互に合意した計

画を立案する

8. 個人，家族，

グループ，組織，

コミュニティへ

の介入

・文化に対応したエビデンスに基づく介入を選

択・実施するために，クライアントおよび構

成員に関与する

・クライアントや有権者に代わって交渉，調停，擁

護するために，文化に対応した方法を取り入れる

9. 個人，家族，

グループ，組織，

コミュニティの

実践の評価

・文化に対応した方法を選択し，使用する

・個人，家族，集団，組織，コミュニティへの

実践効果を高めるために，成果を批判的に分

析・評価する

出典：CSWE, Educational Policy and Accreditation Standards for Baccalaureate 
and Master's Social Work Programs, p.8-13 (2022). に基づき筆者作成
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BSW または MSW 取得，認定ソーシャルワーカーによ

るスーパーバイズ，州が行う試験への合格等が必要にな

る．また，認定を受けた後も，ライセンスを更新するた

めの継続教育を受けることが求められる．

　ただし，最終的な資格要件の詳細については州あるい

は学区の権限により設定されるため，そのあり様は地域

により多様である．特定の学位や養成課程の修了を要件

としない州もあれば，MSW の保持やスクールソーシャ

ルワーカー専門のプログラムを修了していることを求め

ている州もある．また，資格を取得したうえでスクール

ソーシャルワーカーとしての研修を受けることが必要に

なる場合もある8)．

　近年では，SSW に対してより高い資格要件を設定

する州・特別区が，数の上では増えている．Brandon 

Mitchell らの整理によれば，2009年時点では，SSW の要

件としてMSWの取得を定めていた州・特別区は20（39%）

であったが，2020年には32（62%）に増加した．さらに，

SSW として採用されるために，教育領域での科目・コー

スの受講や実習が必要とされる場合もある注１．また，

実習・インターンシップが要件となっている州・特別区

が32に増えているが，教育機関での実習を含むことが要

件になっているのは10の州・特別区のみである9)．

表2：州・自治区レベルの SSW の資格要件の変化

2009年 2020年

要件無し 18 15

学位

　・学士 11 4

　・修士 20 32

教育関連の専門科目・コース

　・追加科目の受講 18 5

　・専門コース／資格取得 該当なし 13

　・実習／インターンシップ 24 32

　・試験への合格 11 23

出典：Brandon Mitchell, Andy Frey, Michael S Kelly, "Certification and 
Professional Preparation of School Social Workers, School Psychologists, 
and School Counselors," Children & Schools, Volume 43, Issue 3, p.169 
(2021) より筆者作成 .

２．カリフォルニア州におけるスクールソーシャル

ワーカー養成システム

(1) カリフォルニア州の「生徒支援系職員」の概要と資

格要件

　カリフォルニア州では「カリフォルニア州教育職員

資格認定委員会（Commission on Teacher Credentialing，

以下「CTC」と表記する）」が，教育関係職員の資格要

件や養成課程のスタンダードの策定，養成機関の認証

を管轄している．資格は大別すると教員資格（Teaching 

図1：カリフォルニア州の教育関係職員の資格
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・普通教育 
・特別支援教育 
・特定領域（キャリア教

育・成人教育等） 
・その他 
 

 学校管理 
Administrative Services 

 生徒支援 
Pupil Personnel Services 

 学校管理職（校長，副校長

等），学区・群の教育行政

スタッフ 

 スクールカウンセラー，ス

クールソーシャルワーカ

ー，スクールサイコロジス

ト，児童生徒の出席管理 
    

 特別支援 
Speech Services 

 その他 

 言語聴覚士，臨床・リハビ

リテーションスタッフ（視

覚・聴覚障害を持つ児童生

徒の学校適応） 

 学校看護師 
学校図書館司書 

管理・生徒支援関連資格 教員資格 

出典：Teaching Credentials Requirements(https://www.ctc.ca.gov/credentials/req-teaching，9月30日閲覧），Services Credential 
Requirements(https://www.ctc.ca.gov/credentials/req-services，9月30日閲覧 )を基に筆者作成．なお，図の作成・訳出にあたっ

て，小松明希子，橋本明彦「アメリカ合衆国の公立学校における教育補助スタッフの配置状況」『Co-teaching スタッフや

外部人材を生かした学校組織開発と 教職員組織の在り方に関する総合的研究（外国研究班） 最終報告書』，国立教育政策

研究所，11頁（2013年）を参照した．
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Credential） と 管 理・ 生 徒 支 援 関 連 資 格（Service 

Credential）の2つの系統がある（図1）．また，これらの

資格を必要とする職員以外にも，教育補助スタッフ，事

務スタッフ，その他のスタッフ（バスの運転手，食堂職

員等）が存在する10)．

　「生徒支援系職員（Pupil Personnel Services）」として

位置づけられているのは， SSW の他，スクールカウンセ

ラー，スクールサイコロジスト，児童生徒の出欠管理を

行う福祉職員である．それぞれの職の業務は以下の通り

である．SSW は，生徒に対する福祉サービスに関する

業務に従事し，家庭・学校・コミュニティへのアセスメ

ントやカウンセリング，ケース管理，福祉的介入を行う．

その他，スクールカウンセラーは，児童生徒の学校生活

全般の相談，進路やキャリアに関する相談や指導・助言

を行う．スクールサイコロジストは，児童生徒の心理・

発達面におけるアセスメントと援助プログラムの策定を

行うとともに，児童生徒個人や集団，家庭に対して心理

的なカウンセリングを行う．

(2) 州の養成スタンダードとスクールソーシャルワー

カーに期待される能力

　CTC が定めるカリフォルニア州の SSW の基礎的な要

件は以下の通りである（California Code of Regulations, 

§80049-80049.1）．

　・学士号以上の学位

　・学部教育終了後，学齢期の子供を対象とする施設で

の実習を含むスクールソーシャルワークの専門プロ

グラム（”post baccalaureate degree study”）におい

て，45単位以上の単位を取得すること

　・CTC の承認を受けた大学・高等教育機関の推薦

　・基礎学力試験（California Basic Education Skills Test)

の合格

　・犯罪歴がないことの証明（指紋採取・証明書の提出）

　また，CTC が定める養成課程のスタンダードは以下

の通りである．

表3：CTC が定める養成課程のスタンダード

①プログラムの設計，理論的根拠，組織，および背景
カリフォルニア公立学校制度の法律，方針，手順，お
よび独自のサービス環境の理解に関連するスキルを
開発および実践する機会を提供する．養成課程には，
各養成機関のソーシャルワークプログラムの使命と
目標に従い，専門職の目的・専門職の価値に基づい
た科目と実習が組み込まれている．

②スクールソーシャルワークに必要な能力の習得
「養成課程において修得することが期待される能力
（School Social Work Performance Expectations，以下 SSWPEs
と表記する．内容は後述）」として，スクールソーシャ
ルワーカーを目指すものに期待される一連の専門知識，
スキル，および能力を策定する．養成課程において受
講する科目や実習においては，この期待される能力に
対応した学習機会を提供する．
③資格要件を満たすための監督・支援・評価
　教員，プログラムのスーパーバイザー，学区のスー
パーバイザーは，SSWPEsの習得に向けて学生を監督・
支援する．養成課程では，エビデンスに基づく評価
を行い，スクールソーシャルワーカーとしての役割
を果たすために必要な知識，技術，資質，能力を身
に着けられるよう支援する．
④実習
　養成課程では，公立幼稚園，小学校，中学校，高
等学校，オルタナティブスクール等において最低450
時間の実習を含め，計1000時間以上の実習を行う必
要がある．学生は複数の学校段階で実習を行う必要
があり，時間の配分は学生，現場のスーパーバイザー，
大学のスーパーバイザーと協議の上決定する．実習
を提供する要件として，a. 教員は学生の進捗状況を評
価し，必要に応じた支援を行うために，学生や現場
のスーパーバイザーと学期中少なくとも2回の情報共
有を行うこと，b. スーパーバイザーや指導者にも継
続教育が行われ，スーパーバイザーや指導者は実習
の内容・計画，学生への評価に対して責任を負うこと，
が定められている．なお，スーパーバイザーは，ス
クールソーシャルワークに必要な資格や MSW，およ
び MSW 取得後2年以上の実務経験を持つこととされ
る．学生は，このスーパーバイザーにより週に最低1
時間のスーパーバイズを受ける．
⑤学生の評価
　SSW 資格者としての推薦に先立ち，養成プログラ
ムの担当者により，学生が必要な能力を身に着けて
おり，州の SSW 資格要件を満たしていることが判定
される．判定は，学区のスーパーバイザー，施設のスー
パーバイザーのそれぞれ少なくとも1人ずつが検証す
る．

（出典：Commission on Teacher Credentialing, Pupil Personnel Services: 
School Social Work Preconditions, Program Standards, and Performance 
Expectations, p.4-6 (2020). に基づき筆者作成）

　上記のスタンダードを満たした上で，カリフォルニ

ア州の SSW 養成課程では「養成課程において修得する

ことが期待される能力（School Social Work Performance 

Expectations: SSWPEs）」として10の項目を挙げている．

内容的には EPAS 2022における9つのコンピテンシーと

ほぼ同様（表1）であるため，以下では項目のみ紹介す

る11)．

1. 倫理的・専門職的行動／2. 多様性を踏まえた実践／3. 

社会正義と公正／4. 実践に基づく研究と研究に基づく実

践／5. 政策への関与／6. 個人，家族，グループ，組織，

コミュニティへの関与／7. 個人，家族，グループ，組織，

米国におけるスクールソーシャルワーカーの養成・配置システムに関する検討
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コミュニティのアセスメント／8. 個人，家族，グループ，

組織，コミュニティへの介入／9. 個人，家族，グループ，

組織，コミュニティに対する実践の評価／10. 児童生徒

の発達と心理の理論を踏まえた実践

　なお，上記はカリフォルニア州内の養成課程における

スタンダードであり，カリフォルニア州外で養成を受け

た，または州外での実務経験がある場合については，別

に法定されている．

３．カリフォルニア州における SSW の採用・配置

システム

　SSW の採用・配置は，学区や学校の予算計画・教

員係数に応じて行われる．カリフォルニア州では，学

区ごとの教育の管理・運営計画・予算計画として「地

方管理・アカウンタビリティ計画（Local Control and 

Accountability Plan）」を策定する（California Education 

Code（EDC）§52060（a））．この予算計画を基に，学区は，

学校規模に応じた係数を算出し，基本的な教職員配置を

決定する．また，学校は，自校の児童生徒の個別的なニー

ズに応じて配置を組み替えるとともに，特定の補助金プ

ログラムへの申請を行うことで生徒支援系スタッフの雇

用を行うことができる．このように，各学区は州の要件

を前提として，それぞれ独自に教育関係職員の配置や雇

用条件を定めている．

(1) サンフランシスコ統合学区

　サンフランシスコ統合学区（San Francisco Unified 

School District，以下 SFUSD と表記）では，基本的に2

において整理したカリフォルニア州の教育関係職員の資

格の区分に基づいた職員配置が行われている．SFUSD

における教育関係職員は以下のように整理できる．

・学校管理職員　：校長，副校長

・教育職員　　　：教員，教員助手，キャリア教育職員，

　　　　　　　　　特別支援教育職員

・事務系職員　　：事務職員，保守・安全管理職員，フー

　　　　　　　　　ドサービス職員，設備管理職員

・生徒支援系職員 ：ガイダンスカウンセラー，学校心理

　　　　　　　　　士，スクールソーシャルワーカー，

　　　　　　　　　児童生徒出席管理職員，学校看護師，

　　　　　　　　　作業療法士・理学療法士・言語聴覚士

　SFUSD 管轄の学校は，各校が自校のニーズを分析し，

必要な生徒支援系職員を学校の経営判断で雇用するため

の予算計画を策定する．SSW の資格要件としては，カ

リフォルニア州の「生徒支援系職員（Pupil Personnel 

Services）」の基礎資格と，MSW を保有していることを

定めている．そのほか，ケース管理，生徒支援における

コーディネート，学校内のチームとしての支援において

実績を有することが要請される12)．配置にあたっては，

SSW の年間勤務日数の基準を184日とし，各校の経営判

断により，勤務日を半数程度としたり，あるいは2人以

上雇用したりと，人員配置を決定していく．

(2) ロサンゼルス統合学区

　ロサンゼルス統合学区（Los Angeles Unified School 

District，以下 LAUSD と表記）でも，学校ごとに必要な

人員配置・予算計画を策定する．LAUSD における主な

職員の種別は以下の通りである．

・学校管理職員　：校長，副校長

・教育職員　　　：教員，教員助手，キャリア教育職員，

　　　　　　　　　特別支援教育職員，図書館職員

・事務系職員　　：事務職員，保守・安全管理職員，フー

　　　　　　　　　ドサービス職員

・生徒支援系職員 ：作業療法士，理学療法士，精神保健

　　　　　　　　　福祉士（Psychiatric Social Worker），

　　　　　　　　　生徒サービス＆出席カウンセラー，

　　　　　　　　　スクールカウンセラー，学校看護師，

　　　　　　　　　言語聴覚士

　LAUSD においても，それぞれの学校が自校のニーズ

を分析し，必要な生徒支援系職員を学校の経営判断で

配置する．生徒支援系職員の内，スクールソーシャル

ワーカーに該当するのは「精神保健福祉士（Psychiatric 

Social Worker，以下 PSW と表記）」である．学校は，予

算状況・計画に応じて，1週間の内0.5日から5日フルタ

イムまでの雇用を選択できる．

　PSW は，学校の管理者およびスタッフと協力して，学

校の精神衛生上のニーズを評価し，学区や学校の計画に

基づく支援を実施する．雇用は LAUSD により行われ，州

の「生徒支援系職員」の基礎資格と MSW を有すること

が要件である．PSW の主な業務は以下の通りである13)．

SFUSD における SSW の業務と比較すると，メンタルヘ

ルス面での支援・介入が重視されている．

・児童生徒が抱える困難やニーズのアセスメント

・スクリーニングと心的外傷や感情面，学校環境に関す

る分析により，適切なサービスにつなげる．
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・教室での介入活動の実施

・学校環境の改善に向けた学校組織への働きかけ

・メンタルヘルス／自殺予防と介入／自傷行為への対応

／リスクマネジメント／個人の安全と児童虐待の防止

の各項目に関する，児童生徒，家庭，学校の職員への

トレーニング

　・学校のチームに対するメンタルヘルスの視点の導入

おわりに

　以上本稿では，米国，特にカリフォルニア州における

SSW の養成課程と資格要件，雇用・配置システムにつ

いてみてきた．本稿で確認してきたように，米国のソー

シャルワーカー養成課程では，CSWE が策定したスタ

ンダードに基づいたソーシャルワーカー養成が行われて

いる．養成レベルは学部レベル・大学院レベルに区分さ

れるが，一般的に「ソーシャルワーク専門職」とされる

のは修士課程修了以上である．しかし最終的な資格要件

の詳細については州あるいは学区の権限により設定され

るため，地域により様々なレベルの SSW の採用・活用

が行われている．さらに，州や養成校によっては，一般

的なソーシャルワーカーの資格に関する科目に加えて，

SSW の養成を重視した教育領域の科目を含んだ養成プ

ログラムも存在している．

　また，カリフォルニア州では，CSWE のスタンダー

ドに準拠しつつ，州の独自の項目も加えた養成基準を定

めている．同州の「教育職員資格認定委員会」が定める

SSW の学位要件は MSW ではないものの，修士課程相

当の養成課程（“post baccalaureate degree study”）にお

いて45単位を取得することが必要であり，実質的には修

士課程レベルの養成と同等の要件を定めている．ただし，

最終的に SSW を雇用するのは学区であるため，学区は

州の枠組みの中で独自に雇用のための条件や資格要件を

設定しうる．本稿で確認してきたSFUSD及びLAUSDは，

いずれも MSW を資格要件としていた．

　同州のスクールソーシャルワーカーの養成スタンダー

ドは，修士課程レベルの養成プログラムにおいて，教育

機関での実習を含め1000時間以上の実習を行うこととさ

れており，CSWE が策定しているスタンダードよりも

厳格なものを採用している．他方でカリフォルニア州の

教員養成は，学部段階で600時間以上の実習を含む養成

課程を経て「予備免許状」を授与し，5年の間に「正規

免許状」への更新が必要な制度となっている注２．この

ように，カリフォルニア州の SSW は，教員と比較すると，

学位の面でも養成課程における要件の面でも，より厳し

い条件が課されていると考えられる注３．

　本稿は，SSW 養成・配置の基礎的な整理・分析を行

うものであり，養成課程のスタンダードや期待される能

力について確認することはできたが，大学等の養成課程

の科目の詳細や SSW 養成プログラムにおける実習等，

養成課程の詳細な実態については十分調査できていな

い．大学の養成課程では，スクールソーシャルワーカー

を専門として選択した際に必要な科目が設定されている

場合もある．そのため，本稿において整理した SSW 養

成の基本枠組みを踏まえ，養成プログラムを提供してい

る大学等の養成課程・科目に関する事例検討を行うこと

を，今後の課題としたい．

注１）ソーシャルワーカーの資格自体はジェネラルな資

格であり，教育機関でソーシャルワーカーとして勤

務するにあたって，教育領域に関する学修が追加で

必要となる場合がある．

注２）カリフォルニア州の教員資格システムは2段階に

分かれる．第1段階では学士号及び教科領域での養

成課程を修了していることを最低要件とし，5年間

の予備資格を得る．第2段階では，予備資格の5年間

の間に大学院等で追加の養成プログラムを受講した

り，全米教職専門職基準委員会 (National Board for 

Professional Teaching. Standards) からの認定を受け

たりすることで，正式な教員資格を得ることになる．

注３）日本の教員の実習時間の基準は120時間（3週間）

または80時間（2週間），社会福祉士は240時間（旧

カリキュラムでは180時間），精神保健福祉士は210

時間 であるから，米国のいずれの専門職について

も，日本と比較して非常に長い実習時間を要件にし

ているといえる．
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１．はじめに

　日本において，学校教育の場で真正面に知的財産（知

財）を据えた教育実践研究は世界的に見ても画期的であ

る .1)　 学校教育における知財教育の始動は，1998 年に

特許庁によって，工業高校に向けて『工業所有権標準テ

キスト特許編』が工業高校を中心に配布されたことにあ

る．また，2000 年からは「工業所有権標準テキスト（特

許編）の有効活用を図るための実験協力校事業」が実施

されたことが挙げられる．その後，2002 年に内閣総理

大臣によって知財立国宣言2）がなされ，2003 年公布の

知的財産基本法第 21 条に「国は，国民が広く知的財産

に対する理解と関心を深めることにより，知的財産権が

尊重される社会を実現できるよう，知的財産に関する教

育及び学習の振興並びに広報活動等を通じた知的財産に

関する知識の普及のために必要な施策を講じるものとす

る」との記述が知財教育の起源となった．以降，特許庁

と（独）工業所有権情報・研修館による推進事業などに

よって，授業実践が進み，さらには，文部科学省が告示

する中学校や高校の学習指導要領への導入などによって

学校教育における学習対象として位置づいてきた．

　こうして今日，知財教育研究者や教育実践者らによる

教育研究が進みつつあり，「知財教育学」3）が構築され

る趨勢にある．「知財教育学」としての学術的研究は，

2007 年の日本知財学会に知財教育分科会4) の設置によ

るところが大きい．「知財教育政策が始動し，2007 年は

知財教育研究の学術的な研究体制が整備された記念すべ

日本の知財教育学構築の経過と展望

―日本知財学会と知財創造教育連絡協議会をめぐって―

The Progress and Prospects of Japanese Intellectual Property Pedagogy Construction
―Regarding the Intellectual Property Association of Japan and the Liaison Council 　　 
　　　　　　　　　　　　　　　for Intellectual Property Creation and Education―

世良　　清

Kiyoshi SERA

概要：日本で「知財教育学」という概念が構築されてきた経過を、内閣府知的財産戦略本部による年次の「知

的財産推進計画」の動向を概括するとともに、日本知財学会による「知財教育」と知財創造教育コンソーシア

ムによる「知財創造教育」が混在していることを指摘した．さらに他の関連団体の状況を挙げ、2つの用語の使

い分けを提案した。

Abstract: In addition to summarizing the trend of the annual "Intellectual Property Promotion Plan" by the Intellectual 
Property Strategy Headquarters of the Cabinet Office on the process of the development of the concept of "IP 
education" in Japan, he pointed out that "IP education" by the Japan Society of Intellectual Property and "IP creation 
education" by the IP Creation Education Consortium are mixed, and further cited the situation of other related 
organizations and proposed the use of the two terms differently.

キーワード：知財教育学，知財教育，知財創造教育，知的財産推進計画

Keywords: Intellectual Property Pedagogy, Intellectual Property Education, Intellectual property Creation Education, 
Intellectual property Promotion Project
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き年である」として，筆者は「知財教育研究の萌芽期」5）

と位置づけた．以降，進展期や低迷期の複数の波を経て，

「知財創造教育」6）の概念が発生し新展開期を迎えてい

る．2017年には内閣府が中心になって知財創造教育推進

コンソーシアムが創設されるに至り，全国で普及推進に

動き始めた．2021年からは，「知財創造教育連絡協議会」7）

をはじめとする自立組織が立ち上がっている．

　筆者は，これまでに「知財教育学」の上位概念として「知

財学」の不明確さ，知財教育学を研究対象としている日

本知財学会が，日本学術会議では法学に分類されている

ことの問題点，学術振興会による科学研究費の分類にお

いても，知財学が明確に定義されていないことを指摘し

てきた5）。また，教育学における体系にも言及する必要

性もある。これら状況を背景に，本稿では，日本の知財

教育の動向を概括した上で，課題を顕在化によって，今

後の方向性見いだすと共に，さらなる発展に向けて考え

ることとしたい．

２．日本の知財教育の動向

2.1.「知的財産推進計画」による知的財産の教育・学習

　日本の知財政策は，2001年に特許庁長官の呼びかけで

「知的財産国家戦略フォーラム」が結成されたことに端

を発し，2002年には「知財立国宣言」がなされた．2003

年には「内外の社会経済情勢の変化に伴い，わが国産業

の国際競争力の強化を図ることの必要性が増大している

状況にかんがみ，知的財産の創造，保護及び活用に関す

る施策を推進する」ため，内閣官房（現内閣府）に知的

財産戦略本部が設置された．以来，年次の「知的財産推

進計画」が公表されてきた．同計画には，知財政策全般

に及ぶが，そのなかで，知財教育に関する記述も具体的

に示される．2017年までは，「知財教育」という用語が

使われ，2018年からは「知財創造教育」という用語が使

われることとなった．

2.2. 2017年以前の知的財産推進計画

　『知的財産推進計画2003』8) には「知的財産教育に関

する児童生徒向け教育及び教員向け教育を推進」が挙げ

られ，2006年の「知的財産人材育成総合戦略」には「子

供から社会人にいたるまで，知的財産に関する教育・啓

発を受ける機会を拡大することにより，あらゆる人が知

的財産マインドを持ち，知的創造を行い，他人の知的創

造を尊重する」とされた．人材育成策として求められる

知識・能力は「知的財産マインドや知的財産制度に関す

る基本的な知識を備え，活用できること」，「多くの一般

消費者に知的財産が認識されているわけではなく，模倣

品・海賊版の購入が後を絶たないので，社会全体に知的

財産を尊重するマインドが行き渡り，あらゆる人が知的

財産に係わる一定の教養を身につけることが望まれる」

とあり，『知的財産推進計画2007』9) では，「学校におけ

る知的財産教育を推進させる」とされた．

　『知的財産推進計画2016』10) では，「知財教育・知財

人材育成の充実」として，「知財戦略を推進するあらゆ

る場面において鍵となるのは，それを実行する人材であ

る．これらの人材を育てる基盤となるのは教育である」

とあり，今後取り組むべき施策として「初等，中等，高

等教育の各段階に応じ，社会と協働した知財教育を推進

する」とされた．「小中高等学校における知財教育の推

進」として，「次期学習指導要領の方向性に沿って，各

学校において知財に関する資質・能力を育む中核的な教

科を明確にする等した上で，創造性の涵養及び知財の保

護・活用とその意義の理解の増進に向けた教科横断的な

カリキュラム・マネジメントの実現を図る」こと，「先

進的な理数教育を実施する高等学校等に対し，今後は，

大学や企業等の知見を活用しながら，原理や法則等の知

識を実社会と関わり得る形にまで具現化することができ

る「創造性の発展」を目指し，その資質・能力が将来的

な知財の積極的活用・事業化へとつながる取組を併せて

実施する」ことなど，学校段階に応じた内容が示され，「知

財創造教育推進コンソーシアム」の創設を挙げた．

　『知的財産推進計画2017』11) では，「国民一人ひとり

が知財人材」を目指した知財教育・知財人材育成の推進」

を挙げ，現状と課題として，①知財創造教育の体系化，

②教育プログラム（題材）の収集・作成，③「地域コン

ソーシアム」の支援，また今後取り組むべき施策として，

①小中高等学校，大学における知財教育の推進，②地域・

社会と協働した学習支援体制の構築，③知財教育・知財

啓発を進めるための基盤整備が挙げられた．

　2016年までの知的財産推進計画では，「知的財産教育」

「知財教育」あるいは「知財人材育成」との表現が用い

られている．しかし，2017年には「知財教育」と「知財

創造教育」の用語の混在が見られる．

2.3. 2018年以降の知財推進計画

　その後，『知的財産推進計画2018』12) では，「知財創

造教育・知財人材育成の推進」が挙げられた。「イノベー

ションの創出のためには，新しいものを創造する人材や，

創造されたものを活用したり他の様々なものと組み合わ

せたりして，新しい価値を生み出す仕組みをデザインで
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きる人材が必要である」として，内閣府に設置された知

財創造教育推進コンソーシアムでは，「新しい創造をす

ること」，「創造されたものを尊重すること」を子どもた

ちに理解させ，育むことを柱として，知財創造教育を推

進するための取組が行われてきた。2017年3月に公示さ

れた学習指導要領においては，「創造性の涵養を目指し

た教育を充実させていくこと」が示されたことを踏まえ，

知財創造教育を学校教育の中に取り入れやすくするよう

に，知財創造教育と新学習指導要領との対応関係等を整

理することを通じて，知財創造教育推進コンソーシアム

では，小中学校における知財創造教育の体系化が行われ

た．施策の方向性として，①教材の収集，小中学校にお

ける実証，高校における体系化，成功事例の発信，教育

現場に知財創造教育を浸透，②地域コンソーシアムの拡

充検討，③新学習指導要領の趣旨徹底，④教育現場の教

職員が必要性を理解し，実施できるような教材の作成の

4点が挙げられている．

　その後，『知的財産推進計画2019』13) においては， 「尖っ

た才能を開花させる」とされたが，「知財創造教育」に

触れられることはなかった．しかし，2019年末に発生し

た新型コロナウイルスのパンデミックは，社会に様々な

混乱を生じ，企業活動の在宅勤務や学校の授業のオンラ

イン実施は , 著作権教育を含めて知財創造教育の必要性

が再認識された契機になった .　

　その上で，『知的財産推進計画2020』14) は，「創造性

の涵養／尖った人材の活躍」を引き継ぎながらも，新型

コロナウイルス感染症による社会の生活様式の変化に伴

い，「知財創造教育に関連する教育プログラムの収集・

作成を行い，活用を促進するため，これら教育プログラ

ムの効果的な発信方法を検討する」として，「知財創造

教育を推進するため，実証授業を全国で実施するととも

に，知財創造教育を実践する教員を後押しする仕組みや，

地域で知財創造教育の普及の拠点となる学校を後押しす

る仕組みの検討を行う」こと，さらには「地域主体で知

財創造教育を実施するための持続的な推進体制（地域コ

ンソーシアム）を全国で整えるとともに，構築された地

域コンソーシアムのフォローアップを行うこと」とされ，

知財創造教育連絡協議会が生まれる機会となった。ま

た，「創造性の涵養及び知的財産の意義の理解等に向け

て，小中高等学校等において，発達の段階に応じた知的

財産に関する教育が行われるよう，新学習指導要領の趣

旨の周知・徹底を図る」，「将来の教員を志す教育学部の

学生等が，知財創造教育を理解し実践できるようにする

ため，カリキュラムへの導入等に向けた検討を行う」と

され，「知財創造教育」に用語が統一されることとなった．

さらには，教員養成課程において，知財創造教育の重要

性がクローズアップしたことも特筆できる。

　『知的財産推進計画2021』15) においては，「知財を創

造する人材の育成」に向けて，「知財創造教育推進コン

ソーシアムによって，知財創造教育が全国に広がりつつ

ある」とあり．「2021 年からは全国８地域で地域主導型

の地域コンソーシアムの運用が開始することを受け，各

地域コンソーシアムが主体となって知財創造教育を推進

するという新たなフェーズに入った」と記されている．

　知財創造教育推進コンソーシアムには，2020 年７月

に，各学校段階の有識者からなる「普及実践ワーキング

グループ」が設置され，知財創造教育をより一層普及さ

せ，持続的な実践につなげていくための方策について議

論が行なわれた。普及・実践の段階別（①「知る」，②「実

践する」，③「実践を継続する」）に，知財創造教育の関

係者が取り組むべき具体的なアクションプランが取りま

とめられ，「今後はこのアクションプランに沿った形で，

各地域コンソーシアムが主体的な役割を果たしつつ，知

財創造教育の普及・実践が進んでいくことが期待される」

としている．

　最新の『知的財産推進計画2022』16) においては，「知

財を創造・活用する人材の育成」として，「我が国のイ

ノベーションを社会実装していく上で，知的財産に関す

る知識を持つことは必要不可欠であり，初等教育から高

等教育，社会人教育に至るまで，知的財産を創造し，活

用できる人材を継続的に育成していくことが重要とな

る」として，小中高等学校及び高等専門学校において

は，『新しい創造をする』こと，及び『創造されたもの

を尊重する』ことを楽しく学び育む教育である知財創造

教育の普及を目的とした知財創造教育推進コンソーシア

ムにおいて，2021 年 3 月に，知財創造教育の関係者が

取り組むべき具体的なアクションプランが取りまとめら

れた」ことを挙げ，2021 年からは地域主導型の地域コ

ンソーシアムの運用が本格的に開始され，今後は各地域

コンソーシアムが主体的な役割を果たしつつ，知財創造

教育の普及・実践が進んでいくことが期待される」とし

ている．

　このように，2016年から2017年にかけて見られた「知

財教育」と「知財創造教育」の用語の混在は，2018年以

降は，小・中・高校に向けては後者に統一されることに

なった．「知財創造教育推進コンソーシアム」の設置に

よって収束してきたものと言える．

　また，「知的財産学の教育課程を編成する際の参考と

「日本の知財教育学構築の経過と展望
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することを目的とした『知的財産学における教育課程編

成上の参照基準』を2022年に作成して公表する動きも見

られる」と，知的財産推進計画に初めて「知的財産学」

との記述もみられることとなった．この参照基準は，主

として大学教育を対象とするものであるが，大学などの

高等教育における「知財教育」と，高等学校までの初・

中等教育では「知財創造教育」と概ね区別されているこ

とがわかる．

2.4. 日本知財学会知財教育分科会

　「知財教育」については，日本知財学会の動向を把握

しておくことが必要である．

　日本知財学会は，「知財を生み出す研究者やそれを利

用する企業の経営者が中心になって，ニーズ指向の知財

学を振興するため」に2002年に設立され，「幅広い層の

知財に関心を持つ関係者に参加を求め，科学技術やコン

テンツにかかる創造，保護，活用について，法律，経済，

経営，国際関係論など学際領域を中心に研究活動を振興

していくことを目指します」としている。学会員には，

研究者のほか，産業界や行政関係者が多く，政策提言を

発するなど，学術団体でありながら，国家施策の企画立

案に大きく影響を持つユニークな学会である。筆者らは，

そのなかに「知財教育分科会」を設置し，知財教育につ

いての学術研究を推し進めている．

　知財教育分科会は，学会設立から5年を経て，2007年2

月に知財教育を推進していた松岡，片桐，岡田，世良の

４名が発起人となって，学会理事の井口とによって，政

策研究院でのキックオフミーティングで産声を上げた．

それまでは日本知財学会には知財教育という研究領域は

存在していなかった．年次学術発表会でも，知財教育に

関する研究報告のセッションは存在せず，人材育成セッ

ションの片隅で細々と息づいていた．知財人材育成と知

財教育は，知財を人々に知らしめるという共通面はある

が，しかし，その対象は知財の専門家や高度な知財オペ

レーションを担当する者を対象とするのか，それとも広

く，あらゆる人々に知財意識を醸成する教育する者を対

象にするのか，大きな差異がある．人材育成セッション

のなかに紛れ込んだ知財教育に関する研究・実践報告は，

聴取者多数の興味と関心を得て，それが分科会の設置の

原動力となった．知財教育分科会は，「技術者教育，産

業教育，起業家教育あるいは教員養成などの今日の教育

に求められる新しい側面を多く取り入れ，初等中等教育

段階を含めた，専門家養成に捕らわれない知財教育の普

及推進を目的に，教育学の研究者のほか，学校現場の教

職員や生涯学習・社会教育などに携わる人々の連携を深

め，わが国の知財教育の発展を目指している」とし，「技

術者教育，産業教育，起業家教育あるいは教員養成など

の今日の教育に求められる新しい側面を多く取り入れ，

全国を縦断し活動を広げていく予定です」としている．

以降，年次を追って新幹事に加わり，毎年1-2月には年

間報告と計画立案する会をもち，その際，幹事から推薦

のあった分科会員を新たに幹事の就任を依頼し，分科会

表1　日本知財学会年次学術研究発表会の知財教育セッション　　（注）筆者作成

回 開催日 会場 テーマ

5 2007.6.30 東京大学 知財教育の方向性を探る

6 2008.6.29 日本大学 知財教育を推進するために

7 2009.6.14 東京工業大学 知財教育の進展　－学習指導要領と知財教育

8 2010.6.19 東京工科大学 知財教育における課題の所在

9 2011.6.25 専修大学 アジア知財教育ネットワークの構築に向けて

10 2012.12.9 大阪工業大学 知財教育とは何か。何が問題か。

11 2013.11.30 青山学院大学
知財教育担当者の育成と研修　－知財教育人材育成
のルール形成－効果的な知財教育実践のために－

12 2014.11.30 東京理科大学 知財教育研究の課題と展望

13 2015.12.6 東京大学
知財（教育）研究の質的向上　－知財（教育）研究
論文の執筆に向けて－

14 2016.12.4 日本大学 知財教育とアクティブラーニング

15 2017.12.2 国士館大学 次の10年の知財教育の推進に向けて

16 2018.12.2 大阪工業大学 知財教育の新展開・中学校から高校への知財教育

17 2019.12.7 東京工業大学 知的財産推進計画と知財創造教育

18 2020.11.29
電気通信大学
（オンライン）

ニューノーマルにおける知財教育学を俯瞰する

19 2021.11.28
電気通信大学
（オンライン）

世界の知財教育

20 2022.11.6
電気通信大学
（オンライン）

知財学会20年，知財教育分科会15年の節目に考える
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運営がなされてきた．理事・幹事は，北海道・東北地区

から九州・沖縄地区までくまなく分布することが特徴で

あり，また，分科会の登録会員は，知財人材育成や知財

教育に造詣の深い研究者や教育実践者を中心に100名を

超えている．

　分科会の活動は，全国各地のユニークな知財教育・実

践を掘り起こし，ネットワーク化を図るため，設置以来，

年間4回の知財学の教育研究会を全国で巡回開催するこ

とと，年次学術研究発表会とで情報を共有しネットワー

ク構築を図り，知財教育の確立を進めてきた．2022年９

月現在，全国巡回の知財教育研究会は63回を数えている．

また，年次学術研究発表会の分科会セッションは，ラウ

ンドテーブル形式をとり，参加者が同じテーブルについ

て議論を深め，課題解決に向けて，今後の方向性を見定

めるものとして位置付け，共通認識に持って参加者全員

で討議を行ってきた（表1）．これら活動を通して，日本

全国各地の学校教育や地域での知財教育の優れた教育研

究や教育実践を相互に情報共有し，普及推進を図ること

を目指している．

　しかし，知財教育分科会では，「知財教育」とは何か，

明文化した定義を定めなかったことが，今日，「知財創

造教育」との区別が曖昧となっている要因と言える .

３．「知財創造教育」の概念形成

3.1. 内閣府知財創造教育推進コンソーシアム

　こうして日本知財学会によって「知財教育」の概念形

成が進んできた一方，「知財創造教育推進コンソーシア

ム」が設置されて「知財創造教育」という概念が形成さ

れることになった．知財創造教育推進コンソーシアムは，

2006年2月と3月の2回にわたり「知財教育タスクフォー

ス」が開催され，それを受けて，2007年1月に知財創造

教育推進コンソーシアム推進委員会と検討委員会の第1

回会合が開催された．推進委員会は上の階，検討委員会

は下の階と呼ばれ，推進委員会は，知的財産戦略推進担

当大臣をはじめ，関係省庁，産業界，教育関係団体の代

表者で構成され，これまでに4回の開催がある．一方，

検討委員会は，知財創造教育にかかわる団体や教育の実

務者で構成され，これまでに10回開催されてきた．

　タスクフォースの段階では「知財教育」とされていた

が，その後「知財創造教育」とされたのは，その対象と

して小中学校・高校教育現場では，「知財教育」が，一

般に受け入れられにくい現状があった．知的財産基本法

では，「知的財産」と「知的財産権」は厳然と区別され

ているが，一部では「知財教育」は，「知的財産権の教

育」と捉えられたこともあり，「知的財産の教育」であ

ることを明示的にするためであった．その結果，「知財

教育」と「知財創造教育」の区別が問題となった．その

後，2020年7月から2021年3月にかけて4回の普及実践ワー

キンググループによって，知財創造教育は「「新しい創

造をする」及び「創造されたものを尊重する」ことを，

楽しみながら育む教育」と定義された17). 

3.2. 地域知財創造教育推進コンソーシアム

　内閣府本府で開催される推進委員会・検討委員会とは

別に，「教育現場と地域社会との効果的な連携・協働を

図りながら，地域が一体となって知財創造教育を推進さ

せるための基盤」となる「地域コンソーシアム」の構築

が図られた．これは，「地域・社会と協働した「知財創

造教育」に資する学習支援体制の調査事業」として実施

されたものである．地域コンソーシアムは，2017年に開

始した北海道，中部，近畿，九州の先発4地域と，1年遅

れて2018年に開始した東北，関東，中国，四国の後発4

地域で，それぞれ，将来，自立した組織を構築すること

を目指して，それぞれ3年間にわたって実施された．

　その後，先発地域は2020年3月に，後発地域は2021年3

月に地域コンソーシアムの設置期限を迎え，自立を求め

られて結成されたのが，知財創造教育連絡協議会をはじ

めとする地方知財創造教育推進コンソーシアム後継組織

である．中部地方と近畿地方を対象に，2021年1月に知

財創造教育連絡協議会のキックオフミーティングが行な

われ，1年後には，東北地方と関東地方が対象地域に加

わり，さらには2021年7月には，遅れて北海道も対象地

方に加わった．中国，四国，九州地方は，それぞれ独立

した後継組織が結成されている．

3.3. 知財創造教育連絡協議会

　知財創造教育連絡協議会は，従前の地域コンソーシア

ムで構築された産官学のネットワークを継承しつつ，学

校教育現場の教職員のネットワークを強化して，今後の

知財創造教育の進展を目指すものとして，活動としては

次の3層構造を挙げている．第1層は，気軽にコミュニケー

ションが図れるようにSNS(スラック)を活用すること．

第2層としては，月例の「知財創造教育サロン例会」で，

エリア内で話題提供者をリレーしながら，オンラインで

ディスカッションを行うことにし，すでに15回を超える

開催となっている（表2）．

　知財創造教育連絡協議会は，さらに第3層として，教

育実践の高度化を進めるために，全国の産学官の各分野

「日本の知財教育学構築の経過と展望
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から時宜を得た講演会を開催している（表3）．

　これら知財創造教育サロン例会や講演会の活動は，コ

ロナ禍にあって，初回から現在に至るまで，全ての回で

オンラインによる開催により，キックオフ以来，毎月欠

かさず開催してきた．オンライン開催は，会場開催に比

して，移動のための時間や費用を要しないことなどの利

点もあり，着々と開催を続けてこられたことは，研究費

予算を持たない学校教職員，あるいは教職を目指す学生

にとっては，どこにいても多くの費用を要さず参加でき

る機会は，大きな存在価値として捉えることができる．

こうして，着々と歩みを進める一方で，課題も散見され

る．サロン例会や講演会の話題・演題から見ると，「知

財教育」と「知財創造教育」が混在していること．学校

教育現場での共通認識がまだ十分に浸透していないこと

が課題として認識できる．さらには国の施策と協働する

民間組織としての在り方やその役割，資金や人材などの

運営資源の確保など列挙に暇がない．さらには，知財創

造教育連絡協議会は北海道から近畿までの広範囲を対象

表3　知財創造教育講演会

（注）筆者作成

回 開催日 講演者と所属 演題

1 2021.1. 6
澤井智毅（世界知的所有権機
関日本事務所）

高校生に伝えたいイノベーションと知的財産

2 2021.7.20
浜岸広明（内閣府知的財産戦
略推進事務局参事官）

変革する知財創造教育

3 2022.3.29
石橋一郎（福岡県発明協会 /
（株）安川電機）

私の知財教育実績と講義内容のご紹介

4 2022.7.28
横井巨人，田中麻衣（(一財 )
工業所有権協力センター）

学生時代からの J-PlatPat デビューで知財リテラシーは決
まる！　～特許検索競技大会についてでステップアップ～

表2　知財創造教育サロン例会

（注）話題提供者の所属名は開催日のものである．筆者作成

回 開催日 話題提供者と所属 話題

1 2021.3.26
𠮷田拓也
（四天王寺東高等学校中学校）

知財創造教育に関する授業の実践について

2 2021.4.18
渥美勇輝
（鈴鹿市立天栄中学校）

技術教育と知財教育

3 2021.5.6
上野翼
（三菱 UFJ リサーチ＆コンサ
ルティング（株））

知財創造教育の普及に向けて

4 2021.6.20
光明寺大道
（日本弁理士会関西会）

日本弁理士会関西会での小中高等学校での知財授業の紹介

5 2021.8.22
後安美紀
（（一財）たんぽぽの家）

人間の発達段階に応じた知財創造教育について

6 2021.9.19
原口直

（東京学芸大こども未来研究所）
知財創造教育への第一歩 教員へのアプローチ～

7 2021.10.17 世良清（名古屋文理大学）
日本学術振興会（JSPS）科学研究費（奨励研究）による
商業高校での知財教育実践の総括

8 2021.11.21 角田正芳（東海大学） 知的財産創造教育東海大学モデル

9 2021.12.19 山田繁和（大阪工業大学） 関西での知的財産教育の実施状況

10 2022.1.9 片桐昌直（大阪教育大学） 高校理科と知財教育について

11 2022.2.20
小山和美
（（一社）発明推進協会）

発明推進協会の知財創造教育事業

12 2012.4.17
大津孝佳
(沼津工業高等専門学校)

沼津高専に於ける地域特性を活かした知財創造教育

13 2022.5.15
貝原巳樹雄
(一関工業高等専門学校)

地域の知財創造教育活性化とモデリング・インタビューの
推進

14 2022.6.19
大塚裕一
（(独 )工業所有権情報・研修館）

知財を通じた，輝ける場の創出

15 2022.7.17
辰巳育夫
(大阪工業大学 )

東工大附属科学技術高校でのパテントコンテストの取り組
み

16 2022.9.25
川俣純
（つくば市立大穂中学校）

中学生だからこそできる知財創造の授業展開
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地域としているのは，本来の趣旨を達成しているとは言

えないので，支部分割が検討されている．また，知的教

育を支援する他の関連団体との一層の連携も重要であ

る．これらの課題解決を経て，一層の活性化，将来にわ

たる継承が望まれる．

４．知財教育を支援する関連団体の存在

　知的財産推進計画に伴って，学習指導要領による学校

教育における知財教育・知財創造教育の普及進展は，支

援する関係団体の存在によるところが大きい．知財教育

学の基盤整備に当たり，知財教育と密接な関係のある諸

団体の教材や人材などの資源の状況などを情報共有する

などの貢献が見られる．

4.1.（独法）工業所有権情報・研修館 （INPIT） 18)

　特許庁の独立行政法人である（独法）工業所有権情報・

研修館（INPIT）は，産業財産権の学習を支援する事業

を展開している．近い将来，企業等で活躍することが見

込まれる「明日の産業人材」である児童生徒の総合的な

知財マインドを育むため，平成23年度から「知的財産に

関する創造力・実践力・活用力開発事業」を実施し，令

和2年度から，この事業に代わり「知財力開発校支援事

業」を実施している．また同様に，平成14年度から「パ

テントコンテスト」を実施し，平成22年度からは「デザ

インパテントコンテスト」を実施して，特許権又は意匠

権の取得までの手続を実体験してもらうなど，知的財産

マインド及び知的財産権制度への理解向上を目指してき

た．また，HP から自由にダウンロードできる電子版な

どの知的財産に関する学習用資料の提供も行っている．

さらに，IP・e ラーニングの提供方式を大幅に刷新し，「IP 

ePlat」として正式にサービスを開始した．これにより，

無料で様々な知財に関する内容を，動画により学習が可

能でとなっている．「知財の世界へようこそ！」などの

初学者向けのコンテンツもあり，児童生徒や教師におい

ても有用な内容を提供している．

4.2. 日本弁理士会 知的財産支援センター19)

　日本弁理士会は，産業財産権にかかわる専門家の組織

であり，社会貢献活動の一つとして，20年以上に亘り全

国の小中高校，高専，大学向けに知的財産を教える知財

授業を，現地に赴き対面で実施してきた．また，従来か

ら，小中学生，高校生向けの知財学習用の動画コンテン

ツや教材，知財コラム等を多数作成し，オンラインで提

供し，コロナ禍の子どもたちの学習状況を踏まえ，「日

本弁理士会としても，全国の子どもたちに向けて，発明

工作を行う知財授業を，動画配信にとどまらず，先生役

の弁理士と話しながら授業を受けられる双方向のオンラ

イン知財授業（「おうちで発明」）実施に向けて立証授業

を行っている」としている． 

4.3.（一社）知的財産研究教育財団 知的財産教育協会20)

　（一社）知的財産研究教育財団 知的財産教育協会は，

知的財産管理技能検定の実施と，それに伴う教育事業を

展開している．「グローバル化やデジタル化，技術革新

による第4次産業革命により，社会人に求められる知的

財産に関する知識やスキルも，20世紀型から21世紀型へ

変化しているなかで，知的財産基本法において知的財産

は「ビジネスに有用な情報」と捉えることができる．そ

して，21世紀型への変化の中で，知的財産の領域が従来

の知的資産の領域まで拡張してきていることは，ビジネ

スモデルやデータの重要性がますます高まっていること

からも明らかである」とし，「そこで，重要なのは，知

的財産に関する関係者が広がっていることである．20世

紀型では，事後的な権利化を前提として知財部門とＲ＆

Ｄ部門が中心であった．21世紀型では，ビジネスに有用

な情報つまり知的財産が全社に存在し，それを全社で共

有し戦略的活用することが重要となることで，関係者は

経営者を含む全社に広がった．知財教育の対象者と内容

もこれに対応して変化するのが自然である」と述べてい

る．

4.4.（公財）発明推進協会21)・（一社）発明協会22)

　公益社団法人発明協会が実施している全国発明表彰，

地方発明表彰，全日本学生児童発明くふう展，未来の科

学の夢絵画展，少年少女発明クラブ事業などの発明奨励

事業がある．また，一般社団法人発明推進協会における

知財 ist 研修等の知財教育事業のコロナ禍での取り組み

や知財創造教育関係の図書刊行事業がある．

５．まとめ

　「知財教育」と「知財創造教育」の共通点や相違点に

ついて，厳然とした区別がなされているとも言えない状

況を背景に，本稿では，課題を顕在化によって，今後の

方向性見いだすと共に，さらなる発展に向けて考えるこ

ととした．知財教育は，内閣府の「知的財産推進計画」

のなかでその施策が記され，また日本知財学会知財教育

分科会による研究推進体制の構築と，それを支援する各

種関連団体によって，学術研究の対象としての「知財教

「日本の知財教育学構築の経過と展望

－ 63 －



育学」が確立される趨勢にあること，また，教育実践関

係者の交流を主とする知財創造教育連絡協議会の動きを

報告した．これまで混在していた「知財教育」と「知財

創造教育」は，行政と学術研究・教育実践団体との間で

「知財教育研究」の定義をより明確化したうえで，今後

は主として前者は専門教育の場で使用し，後者は基礎教

育，教養教育で使用するなどの整理が必要であることを

提言したい．

　学校教育の場で知財教育・知財創造教育の実践は，近

隣国の中国や韓国でもみられる23) が，知財教育学とし

て学術研究の体制が構築されているのは日本だけであ

り，これは，特許庁による調査研究事業による，欧米中

韓諸国へのヒアリング24)や，2022年11月に開催される「国

際シンポジウム－若者と知財－」25）に向けて，世界知

的所有権機関（WIPO）日本事務所長の澤井智毅氏と筆

者とのディスカッションでも明らかになっており，画期

的であることは間違いない．今後，コロナ禍後は，世界

知的所有権機関（WIPO）など連携し，世界各国との国

際的な知財教育研究の交流が広がることを期待したい．
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１．はじめに

　いわゆるコロナ禍によりフードビジネスは未曾有の転

換点を迎えたといえよう . コロナ禍をチャンスと捉え ,

バネとして飛躍することがこれからのフードビジネスに

求められるだろう .

　そのエネルギーとなるのが , 自社の存在意義を明確に

し ,経営目的となる思想を社内外に発信することである .

経営目的を達成し , 経営を成功裏に収めるには , 上位目

的から下位目的へと整合性のある階層を形成する手順体

系が必要である .

　最上位の経営目的は経営理念である . 経営方針 , 経営

ビジョン , 経営ポリシー , 経営パーパスなどと称される

場合があるが , 要するに経営における最上位の概念であ

る .

　一般的な企業では経営目的を達成するための手順体系

内に , 外部環境での競争に勝利するための経営戦略が必

要となる .

　経営理念は , 経営はこうあるべきであり , こういう目

的達成のために経営戦略を実行すると組織の内外に明確

に示す経営の核である . つまり経営戦略は , 経営理念と

フードビジネスにおける経営理念・経営戦略・ 
経営システムの策定

ワークデザインにおける目的展開とシステム設計の応用

Formulation of Management Philosophy, Management Strategy and 
Management System in the Food Business

Application of Purpose Development and System Design in Work Design

阿部川勝義 *
Katsuyoshi Abekawa

要旨：経営目的を達成し , 経営を成功裏に収めるには , 上位目的から下位目的へと整合性のある階層を形成する

手順体系が必要である . 経営理念という最上位の目的を実現する手段としての基本設計図が経営戦略であり , 詳
細設計図が経営システムである . 実際のビジネスでは経営理念・経営戦略・経営システムを論理的に一貫させ

る必要がある . 本論ではワークデザインにおける目的展開とシステム設計を応用しフードビジネスに焦点をあ

て経営理念・経営戦略・経営システムの策定を考察する .

Abstract : In order to achieve management purpose and succeed in management, it is necessary to have a consistent 
system of procedures that forms a hierarchy from higher-level purposes to lower-level purposes. Management 
strategy is the overview blueprint as a mean to realize the top-level purpose which is management philosophy and 
management system is the detailed blueprint. In the actual business, management philosophy, management strategy 
and management system must be logically consistent. In this paper, we focus on the food business and examine 
the formulation of management philosophy, management strategies and management systems by applying Purpose 
Development and System Design in Work Design.

キーワード：経営理念 , 経営戦略 , 経営システム , ワークデザイン , フードビジネス

Key words: management philosophy, management strategy, management system, Work Design, food business
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いう最上位の目的を実現するための手段であり , 基本設

計図である .

　経営戦略は , 企業の外部環境と内部環境との整合性に

おいて優位性を発揮する . よって外部・内部環境と整合

するように経営戦略を設計し , これに整合するように経

営システムを設計する . そして経営理念と経営戦略およ

び経営システムを論理的に一貫させることが必要であ

る [ 注1～3].

　では , 経営理念・経営戦略・経営システムはどのよう

に策定するのだろうか . 本論ではワークデザインにおけ

る目的展開とシステム設計を応用し , フードビジネスに

焦点をあて考察する .

２．先行研究

2.1 	経営理念・経営戦略・経営システムを一貫的に機能

させる有効性

　山根節 (2003)[1] は経営戦略について , 次の内容を述

べている . 経営戦略を事業戦略 , 競争戦略 , 機能別戦略

の3つに分けると設計しやすい . 事業戦略は , 展開する事

業領域 ( ドメイン ) を明確化する基本設計図である . ど

こで戦うのかを具体的に示す . 複数の事業からなる規模

の企業では , 全社の事業領域 ( ドメイン ) をどの範囲に

するかを全社戦略として定める . 競争戦略は , 競争相手

を負かす手段を明確化する設計図である . ライバルを相

手にいかに有利に競争を勝ち抜くかを示す . 機能別戦略

は , 各事業に対応した研究開発・購買・生産・販売・マー

ケティング・財務・人事などの各機能別レベルでの戦略

である .

　佐竹恒彦(2018)[2]は ,既存研究の「理念→戦略→計画」

型とは異なる「計画→戦略→理念」型の経営理念創成プ

ロセスの有効性について検証し , 中小企業再生に有効な

経営者のリーダーシップが開発される可能性があるとし

経営理念の有効性を述べ , 山根節 (2003) と同様に , 経営

理念・経営戦略に続く経営システムを一貫的に機能させ

る有効性について述べている .

　また , 伊吹英子・古西幸登 (2022)[3] は , 企業の根源

的な存在意義や存在価値をパーパス ( 目的 ) とし , 経営

戦略との一貫性が必要であると述べている .

2.2 	高い理想と現実的な自己利益を同時に追求

　ジム・コリンズ＆ジェリー・ボラス (2020)[4] は ,700

社の CEO アンケート調査 [ 注4] から「ビジョナリー・

カンパニー選択基準」[ 注5] により抽出した優れた18社

に「ビジョナリー・カンパニーの8つの生存の法則」[ 注

6] を見出している . その中で「高い理想と現実的な自己

利益を同時に追求」することを「現実的な理想主義」と

位置づけている .

　そして ,「いくつもの側面で両極になるものをどちら

も追及する .『A か B』を選ぶのではなく ,『A と B の両

方』を実現する方法を考える .目的と利益 ,持続性と変化 ,

自由と責任などである .」として ,「AND の才能」の必

要性と「基本理念をゆるぎない土台にするとともに , 基

本理念以外のすべての点では変化 , 改善 , 革新 , 若返り

を促す . 慣行や戦略は変えていくが , 基本的価値観と目

的は維持する .」ことの必要性を述べている .

　伊吹英子・古西幸登 (2022)[3] は , ソニーのパーパス

(目的 )について ,「クリエイティビティとテクノロジー

の力で , 世界を感動で満たす」を優れたケースとして挙

げ ,「激しい環境変化のなかでも長い時間軸で経営・事

業の方向性や戦略がぶれずに一貫性が保たれることや ,

唯一無二のゆるがない存在としての自社の存在価値や存

在意義が社内外に伝わること」の有効性を述べている .

同様にジム・コリンズ＆ジェリー・ボラス (2020)[4] は ,

ソニーをビジョナリー・カンパニーである優れた企業と

して挙げ , ソニーは高い理想と現実的な自己利益を同時

に追求している旨を述べている .

2.3 	経営理念・経営戦略・経営システムの一貫的な策定

法

　経営理念・経営戦略・経営システムを個々に策定する

方法は散見されるが , これらを一貫的に策定する方法は

見当たらない .

　代表的な問題解決技法である QC (Quality Control)は ,

企業経営における多くの問題解決に適している .しかし ,

最上位概念の経営理念から下位の経営戦略・経営システ

ムに至る一貫的な策定には , 帰納的な分析的アプローチ

による各階層での矛盾が生じる可能性があると考えられ

る .

　ワークデザイン [ 注7～9] は , システムを最適なもの

にするための手法である . 本来の理想的な目的を利他的

発想にもとづき探索し , これを達成する新たなシステム

を設計することによって , 問題の解決を図っていく発想

法である .

　目的の探索では , 現状の枠組み・制約をはずして自由

に発想する . 一方 , システム設計においては現実的なシ

ステムへと集約して発想する .

　同法の目的展開では演繹的発想により理想的な経営

理念を , システム設計では帰納的発想により現実的な経

営戦略および経営システムを探索することに適してい

る . したがって , 経営理念・経営戦略・経営システムの
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一貫的な策定に応用することができると考えられる .

　高い理想的な経営理念を自己利益の追求をせずに上位

概念として探索した上で , 自己利益の追求も含む現実的

な経営戦略および経営システムをその下位概念にて探索

することは , ジム・コリンズ＆ジェリー・ボラス(2020)[4]

の「高い理想と現実的な自己利益を同時に追求」する「現

実的な理想主義」の探索につながる . さらに「目的はさ

まざまで ,利益を得ることはそのなかのひとつにすぎず ,

最大の目標であるとはかぎらない .」はワークデザイン

との共通点であると考えられる .

　本論では上記の先行研究を踏まえて , ワークデザイン

を応用し , 経営理念・経営戦略・経営システムの一貫的

な策定をフードビジネスに焦点を当て考察する .

３．経営理念の策定

　最上位の経営目的である経営理念をいかにして策定す

るか . それにはまず , これから始めようとする事業を何

のために行うのかという当該事業の目的を示す必要があ

る . ここには , 企業トップの思いや , 企業として将来こ

う在りたいという未来像が描かれるべきである . ここで

は経営理念を次のように定義する .

　「経営理念とは ,組織の目的を示し ,理想 ,信念 ,価値観 ,

行動規範を含む組織の中核となる思想である .」

3.1 	ワークデザインの目的展開による経営理念の策定

　経営理念を策定するのに有用な , 目的を上位概念に求

めるワークデザインの目的展開の特徴を示す .

(1) 最初に小さな目的から出発し , 次に , その目的は何

かとできるだけ少しずつ細かく上位の目的を探索す

る . これを繰り返し下位概念から上位概念となる理想

的な目的を探索する .

(2) 利己的発想による目的の探索を行わない . 他者の利

益や他者の幸福といった利他的発想 [ 注10] により目

的展開を行う .

(3) 目的の探索では固定観念や既成概念にとらわれず未

来志向で自由に発想する .

　例えば , 料理を作るにあたり「魚をおろす」目的は何

かと考える . 次にその上位の目的は何かと少しずつ階段

を登るように探索する . これを繰り返すことにより , 事

業を遂行する本来の目的は何かと , 事業目的を上位概念

へと未来思考で展開することにより経営理念を探索する

（表3-1）.

　例えば , この企業が「Ｐ19 人々の健康で幸せな食生活

を創造する .」を上位の事業目的として選択すると ,「当

社は , 人々の健康で幸せな食生活を創造します .」と組

織の内外に経営理念としてかかげ発信することができ

る .

４．経営戦略の策定

　経営戦略は ,“経営理念という最上位の目的”を達成

するための手段であり基本設計図である . この目的達成

のために経営戦略を実行に移すと組織の内外に明確に示

す経営の核としての役割がある .

4.1 	経営理念と経営戦略との関係

　目的展開 ( 表3-1) の上位目的から下位目的を眺める

と , 下位は上位を達成するための手段としての展開 ( 表

4-1) になっていることが分かる .

　「Ｐ19 人々の健康で幸せな食生活を創造する .」とい

表3-1　経営目的の上位概念への目的展開例

出所 )筆者作成

P1 魚をおろす

　　　　↓　目的　

P2 魚の食用に適さない部位を切除する

　　　　↓　目的

P3 魚の食用に適した部位を残す

　　　　↓　目的

P4 正味の食材をポーション化する

　　　　↓　目的

P5 食材を食品化する

　　　　↓　目的

P6 食品を作る

　　　　↓　目的

P7 食品に調味料を染み込ませる

　　　　↓　目的

P8 食品を水 , 油脂 , 熱 , 圧 , 味覚成分で変性する

　　　　↓　目的

P9 食品を人々の味覚細胞に受容可能とする

　　　　↓　目的

P10 食品を人々の味蕾 * １で膜電位の活性化が起こるようにする

　　　　↓　目的

P11 美味しい料理を作る

　　　　↓　目的

P12 美味しい料理を人々に食べてもらう

　　　　↓　目的

P13 料理で人々の脳のニューロン *2の活動電位を変化させる

　　　　↓　目的

P14 料理で人々の脳からドーパミン・エンドルフィン・セロトニ

ン * ３などを放出させる

　　　　↓　目的

P15 料理で人々の大脳皮質味覚野が選好する味覚と合致させる

　　　　↓　目的

P16 料理で人々の情動に作用する神経伝達物質を放出させる

　　　　↓　目的

P17 料理で人々の嗜好を満たす

　　　　↓　目的

P18 人々の幸せな食生活を創造する

　　　　↓　目的

P19 人々の健康で幸せな食生活を創造する

　　　　↓　目的

P20 人々に健康で幸せに生活してもらう

*1：舌や軟口蓋にある味を感じる器官
*2：情報処理・伝達に特化した神経系を構成する動物に特有の物質
*3：ドーパミン・セロトニン =ニューロン間の伝達物質
　　( 幸福感の脳内ホルモン )

フードビジネスにおける経営理念・経営戦略・経営システムの策定
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う経営理念を選択した企業があるとしよう . この目的の

展開では「Ｐ1 魚をおろす」から出発している . さて ,

その上位目的であるＰ19から下位目的を見下ろすと , こ

の目的を達成するためには必ずしも魚をおろす必要が無

いことに気付くであろう .「人々の健康で幸せな食生活

を創造する .」ためには , 下位目的である「Ｐ6食品を作

る」事業でも ,「Ｐ12 美味しい料理を人々に食べてもら

う」事業でもＰ19を達成することができる . すなわちＰ

19からＰ1は , 上位目的であるＰ20を達成するための事

業手段の展開 (表4-1) であることが分かる .

　経営戦略の策定にあたっては , この視点から俯瞰し ,

上位目的である経営理念を達成するための手段としての

経営戦略の候補を , 下位目的の中から選択することがで

きる .

　Ｐ6ならば「食品の製造→食品製造業」, Ｐ12ならば「料

理の販売・提供・サービス→フードサービス」などの事

業を候補にできる . つまり ,「Ｐ19 人々の健康で幸せな

食生活を創造する .」ための事業領域および経営戦略の

候補を探索することが出来る . ここでは外部・内部環境

分析から , いかにして持続的に競争優位性を発揮できる

かが焦点となる .

５．経営システムの策定

　経営理念・経営戦略との一貫性を損なわないように ,

内部環境の人・モノ・情報（カネを含む）といった経営

資源を , 統括的にコントールする経営システムの策定が

必要となる .

5.1 	経営戦略と経営システムとの関係

　経営戦略の策定に続くプロセスである経営システムの

策定は , 基本設計図である経営戦略をより具体化する詳

細設計図に該当する . 経営戦略に整合するように経営シ

ステムを設計する .

　そして , 一般的に用いられる ,(1) 経営目標 ,(2) 組織

文化 ,(3) 組織構造 ,(4) 計画・予算 ,(5) リーダーシッ

プ ,(6) コントロール ,(7) 評価と動機付け ,(8) 育成・人

事を明確化し , このシステムに落とし込む .

5.2 	ワークデザインのシステム設計による経営システム

の策定

　ワークデザインのシステム設計の特徴は , インプット

(I)・アウトプット (O)・システム (S) によって発想し ,

帰納的に現実的なシステムへと落とし込むことである .

ここで , 例示のために経営理念と事業戦略との関係を単

純化する .「Ｐ17 料理で人々の嗜好を満たす」を経営理

念とし ,「Ｐ12 美味しい料理を人々に食べてもらう」を

経営戦略とする .この事業領域は「料理の販売・提供・サー

ビス」である「フードサービス」とする .

　このシステム (5.5ラインシステム ) のインプットは

「人々 ( 顧客 )」,「食材」アウトプットは経営理念の達

成による「料理で嗜好を満たされた人々 ( 顧客 )」, シ

ステムは経営戦略が中核に組み込まれた「美味しい料理

を人々に食べてもらう (システム )」とする .

5.3 	ワークデザインのシステム設計におけるマネジメン

ト・システムとライン・システムの分割

　経営システムを , 事業の現場をバックアップし , ヒト・

モノ・情報を適切に管理するマネジメント・システムと ,

現場で作業を実践するライン・システムに分けることが

できる .

　マネジメント・システムとライン・システムの概略関

係は , 図5-1である .

表4-1　経営目的から下位概念への手段展開例

出所 )筆者作成

P1 魚をおろす

　　　　↑　手段

P2 魚の食用に適さない部位を切除する

　　　　↑　手段

P3 魚の食用に適した部位を残す

　　　　↑　手段

P4 正味の食材をポーション化する

　　　　↑　手段

P5 食材を食品化する

　　　　↑　手段

P6 食品を作る

　　　　↑　手段

P7 食品に調味料を染み込ませる

　　　　↑　手段

P8 食品を水 , 油脂 , 熱 , 圧 , 味覚成分で変性する

　　　　↑　手段

P9 食品を人々の味覚細胞に受容可能とする

　　　　↑　手段

P10 食品を人々の味蕾 * １で膜電位の活性化が起こるようにする

　　　　↑　手段

P11 美味しい料理を作る

　　　　↑　手段

P12 美味しい料理を人々に食べてもらう

　　　　↑　手段

P13 料理で人々の脳のニューロン *2の活動電位を変化させる

　　　　↑　手段

P14 料理で人々の脳からドーパミン・エンドルフィン・セロトニ

ン * ３などを放出させる

　　　　↑　手段

P15 料理で人々の大脳皮質味覚野が選好する味覚と合致させる

　　　　↑　手段

P16 料理で人々の情動に作用する神経伝達物質を放出させる

　　　　↑　手段

P17 料理で人々の嗜好を満たす

　　　　↑　手段

P18 人々の幸せな食生活を創造する

　　　　↑　手段

P19 人々の健康で幸せな食生活を創造する

　　　　↑　手段

P20 人々に健康で幸せに生活してもらう
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5.4 	マネジメント・システムの設計

　5.1の (1) から (8) を組込んだマネジメント・システ

ムが図5-2である．経営理念・経営戦略は S12情報シス

テムの中核に組込まれる．

　目的展開 ( 表3-1) から ,「Ｐ17 料理で人々の嗜好を満

たす」を経営理念「(○○は)料理で人々の嗜好を満たす」

とし，「Ｐ12 美味しい料理を人々に食べてもらう」を経

営戦略「( ○○は ) 美味しい料理を人々 ( 顧客 ) に食べ

てもらう」として，S12情報システムの中核に其々「経

営理念 (目的 )*1」と「経営戦略 *2」として組込み，マ

ネジメント・システムの中核情報とする．

　そして，次に同システムのアウトプット(O)である「顧

客満足に最適な情報」の中核として変換する．

　続くライン・システムに，ライン・システム要素とし

   10 
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て横から投入し，両システムにおいて経営理念が中核情

報として一貫的に機能するよう設計する．

5.5 	ライン・システムの設計

　フードサービスでは一般的に，調理を主体とする製造

機能，流通を主体とする小売機能，接客を主体とする

サービス機能 , 飲食空間の提供を主体とする空間提供機

能の4機能を発揮しているといえよう．これらの4機能を

発揮している事業の現場を例としたライン・システムが

図5-3である．

　同システムでは , マネジメント・システムに組込んだ

「経営理念 ( 目的 )*1」と「経営戦略 *2」を中核情報と

して一貫的に機能させ，アウトプットである「料理で嗜

好が満たされた人々 (顧客 )」に変換させる．

5.6 	トータル・システムの設計

　マネジメント・システムとライン・システムを統合し

たトータル・システムが図5-4である．

　このようなトータル・システムを構築することにより，

経営理念・経営戦略・経営システムにおいて経営理念の

一貫性を発揮させることができるといえよう．
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６．おわりに

　実際のビジネスは , 順風満帆のときばかりではない．

外部環境の変化により，逆境に陥り，自らの意思に反し

て，客足が遠のき売上が低迷し利益が減少し続ける局面

に遭遇することがある．

　先の見えない困難な局面に立っても，目指すべき方向

を指し示す道標，あるいは北極星のような役割，また，

本来の目的を思い起こさせ自らを鼓舞させるといった，

いわば，しっかりとすえられ，ぶれることなく回転する

コマの軸の役目を果たすのが経営理念である．社内外に
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発信される経営理念は自社の存在意義を明確にし，経営

目的となる中核的思想として有効性を発揮する．

　理想的な経営理念をきちんと軸にすえた経営戦略・経

営システムは，時の経過にかかわらず，色あせない評価

に値するビジネスとなるであろう．したがって，経営理

念・経営戦略・経営システムを一貫的に策定し機能させ

る有効性は高いと言えよう．

注

[1] 企業の優位性を外部環境における外的要因分析から

求める手法と , 内部環境における内的要因分析から求

める手法がある .前者の代表であるマイケル・ポーター

（1980）[ 注2] の手法は , 経済学的な市場競争原理に着

眼し競争相手や産業構造などの外的要因分析から , 企

業の優位性を構築するポジショニング戦略を提示して

いる .

　　後者の代表であるバーニー（1991）[ 注3] の手法は ,

経済価値（Value）, 希少性（Rarity）, 模倣困難性（In-

imitability）, 組織（Organization）の内的要因分析から ,

企業の優位性を構築する VRIO フレームワークをリ

ソース・ベースド・ビューにおいて提示している .

　　経営の外部・内部環境の各要因分析により , 優位性

を発揮する整合性のとれた経営戦略を構築すること

は , 経営理念と経営戦略および経営システムを論理的

に一貫させるために必要となる .

[2] Porter, M.E.（1980）Competitive Strategy, FREE 

PRESS.

[3] Barney, J. B.（1991）Firm Resources and Sustained 

Competitive Advantage, Journal

of Management, 17（１）.

[4] 700社のサンプル企業より CEO アンケート調査を行

い ,18社を最終調査企業 とした .

[5]「ビジョナリー・カンパニーの選択基準」

　①業界で卓越した企業である

　②見識のある経営者や企業幹部の間で , 広く尊敬され

ている

　③私たちが暮らす社会に , 消えることのない足跡を残

している

　④最高経営責任者 (CEO) が世代交代している

　⑤当初の主力商品のライフサイクルを超えて繁栄して

いる

　⑥1950年以前に設立されている

[6]「ビジョナリー・カンパニーの8つの生存の法則」

　①製品ではなく企業そのものが究極の作品と考える

　②現実的な理想主義

　③基本理念を維持し , 進歩を促す

　④社運を賭けた大胆な目標

　⑤カルトのような文化

　⑥大量のものを試して , うまくいったものを残す

　⑦生え抜きの経営陣

　⑧決して満足しない

[7] ワークデザインは , アメリカ・ウィスコンシン大学

のジェラルド・ナドラー博士が創案した技法 . 思考の

哲学を加え , ブレイクスルー思考としてまとめてい

る . 同法は理想システムを手順に沿って設定し , 現状

を理想システムに合うよう変えていくことを目指すの

で , 抜本的な新システムを考えるときに特に有効であ

る .

　　ワークデザインの手順を ,ナドラーは ,次の10ステッ

プで説明している .

　1. 機能決定

　2. 理想システムの展開

　3. 情報収集

　4. 複数案の提出

　5. 実行可能案の選択

　6. システムの詳細設計

　7. システム設計案の再検討

　8. システム設計案のテスト

　9. システムの実施

　10. 実施評価基準の作成

　( 出典 : 日本創造学会「主要な創造技法」より筆者編

集　http://www.japancreativity.jp) 

[8]  Nadler，G.（1981）The Planning and Design 

Approach，John Wiley & Sons. p.85

[9] Nadler，G. and S, Hibino.(1998）Breakthrough 

Thinking, Prima Publishing & Communications.

[10] ワークデザイン [ 注7～9] の特徴の一つである「理

想システムの展開」では , 究極の理想システムを探索

するために目的展開を行う．この展開における究極の

目的は他者の利益や他者の幸福といった利他的な理想

概念となる．そして ,「実行可能案の選択」および「シ

ステムの詳細設計」では , 自己利益の追求をも含む現

実的な設計を行う . したがって ,2.3 の「同法の目的展

開では演繹的発想により理想的な経営理念を , システ

ム設計では帰納的発想により現実的な経営戦略および

経営システムを探索することに適している .」に合致

すると考えられる .
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【はじめに】

　解剖生理学は，ヒトの正常な構造と機能を学ぶこと

を目的とする基礎医学に属する科目である．この学問

は，高校までに学ぶ理科的要素のいくつかを基礎知識と

して，人体における動的あるいは静的な成り立ちを学修

する．動的な成り立ちとは，種々の組織や器官内あるい

は器官どうしの生理学的な働きのことである．静的な成

り立ちとは，人体（部位）を系統的な分類，組織・器官

の形態やつながりのことである．人体の中に存在する約

37兆個1）・200種類2）の細胞は，同じ形態と機能どうしが

群をなし，組織を形成する．種々の組織がより集まって

一つの大きな器官や臓器が形成される．さらに，機能的

に同類の器官同士はつながりをもってより大きなシステ

ム，すなわち器官系を構築する．器官系は大まかに植物

機能を営むものと動物機能を営むものに分類され，前者

は，消化器系，呼吸器系，循環器系，泌尿器系，自律神

経系，内分泌系，免疫系，生殖器系に，後者は，骨格系，

筋系，中枢神経系，末梢神経系，感覚器系に分類される3）．

こうして人体を系統的に細分化していくと，最もマクロ

レベルの個体から始まり，器官系，器官（臓器），組織，

細胞，細胞小器官，分子，原子へと各階層に分けられる．

本稿は，上述の階層の中で「組織」に着目する．組織

血液・リンパの結合組織分類における一考察

Consideration of Histological Classification of Blood and Lymph

川畑　龍史

Ryuji Kawabata

【要旨】人体の構造と機能を学ぶ学問（解剖生理学）は，医学の基礎（基礎医学）であり，医療系職種を目指す

教育機関の必須科目となる．解剖生理学では，最初に人体にまつわる用語の使い方や方向を表す言い方などを

学修する．そして，解剖という名称が示すように，人体の構造を細分すれば，各レベルにおける階層が観察で

きる．つまり，個体，器官系，器官，組織，細胞，細胞小器官などである．このうち，組織は大きく４つに分

類できる．すなわち，上皮組織，支持組織，筋組織，神経組織である．本稿は，血液・リンパの組織学上の分

類法の文献による差異に着目した．

　血液・リンパは体内を循環し，栄養素や老廃物などの各種有機物やガスを運搬するが，これが支持組織の一

つとして扱われる文献もあればそうでないものもあり，文献により扱いが異なる．本論文では，血液・リンパ

の生理学的特性を詳述した上で，血液・リンパの組織分類の考え方を種々の教科書を用いて調査し，組織の中

の位置づけの一考察を行うものである．

【Abstract】The study of learning the structure and function of the human body (anatomical physiology) is the basis 
of medicine (basic medicine) and is an essential subject of educational institutions aiming for medical occupations. 
In anatomical physiology, students first learn terms and directions for each part of the human body. Also, as the name 
"anatomy" suggests, the hierarchy at each level can be observed as the human body is subdivided. That is, individuals, 
organ systems, organs, tissues, cells, organelles, etc. The tissues can be classified into four types. That is, epithelial 
tissue, supporting tissue, muscle tissue, and nervous tissue. This paper focuses on the differences in the histological 
classification of blood and lymph from the literature.
　Blood and lymph circulate in the body and carry various organic substances such as nutrients and waste products 
and gas. Some literature treats blood and lymph as one of the supporting tissues, while others do not. In this paper, 
after detailing the physiological characteristics of blood and lymph, the concept of tissue classification of blood and 
lymph is investigated using various textbooks, and the position in the tissue is considered.

【Key Words】解剖学 Anatomy，支持組織 Supporting tissue，結合組織 Connective tissue，血液 Blood，リンパ 
Lymph，分類 Classification
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は主に以下の4つに大別される4）．すなわち，上皮組織，

支持組織，筋組織，神経組織である．もっとも，支持組

織については様々な見解があり，広義の結合組織とよ

ぶ教科書も存在する．この用語の使用は主に，洋書の

和訳本で多く見られる．洋書では支持組織を意味する

supporting tissue という用語はなく，connective tissue つ

まり結合組織と呼ぶ．つまり，洋書の場合は暗黙に結合

組織は広く組織を包含する考え方が主流となっている．

また，日本結合組織学会5）という学術団体は存在するも

のの，日本支持組織学会なる組織団体は存在しない．さ

て，組織の４大分類の異同の他にも，血液・リンパをど

の組織に位置づけるのかについても従来より見解が分か

れることが指摘されてきた6)．この実態を調べるために，

川畑7）は，コメディカル（医療職種）分野で一般に用い

られている教科書を調査し，血液・リンパについての分

類を調べたところ，血液・リンパについての支持組織へ

の内包の有無は見解が分かれることを見いだした．具体

的には，調査した12種類の教科書のうち，血液・リンパ

を支持組織に含めるものが５件，積極的とはいえないが

どちらかといえば支持組織に含めるものが４件，支持組

織に含めないものが３件という3つの見解が存在した．

　本稿は，なぜそのような異同が生じ得るのか，その理

由について解剖生理学より一層組織学的専門性が高い教

材である『組織学』の教科書を用いて結合組織や血液・

リンパの性状を，さらに，疾患・病態学の教科書を用い

て結合組織に関する疾患を調査し，血液とリンパの解剖

生理学的位置付けの妥当性について筆者の見解を述べる

こととする．

【支持組織（広義の結合組織）の成分】

　結合組織は人体の器官・臓器の形成や，器官や組織・

細胞の支持および物理的な結合にはたらく組織である．

結合組織は他の３組織（上皮組織，筋組織，神経組織）

と異なり，主な構成成分は，細胞外基質（細胞外マトリ

クス；ECM）である．ECM はまた，線維（コラーゲン，

弾性線維）と基質より構成される．

　すべての結合組織は発生期における胚の中間層，すな

わち中胚葉から主に発生する間葉（間充織ともいう）に

由来する（ただし，一部の支持組織は神経堤に起源をも

つ．頭部・顔面の骨は神経堤（神経外胚葉）から由来す

る8））．胚性間充織は，数あるすべての結合組織やその

特殊化した形の骨，軟骨を作りだし，また幹細胞を含ん

でいるので，血液や血管の内皮細胞などに分化する．

　結合組織の細胞成分は，表1のような細胞が存在する．

　線維芽細胞は結合組織の中でも最も多く，かつ主要な

細胞である．ECM のほとんどを産生し，維持する．また，

線維芽細胞は，細胞の増殖や分化に関与する増殖因子の

標的にもなる．成人では，結合組織内の線維芽細胞はほ

とんど分裂しない．しかし，組織の損傷を被った場合の

その器官の修復の際は，細胞分裂を開始する．

　結合組織の線維については，次の３つの主成分からな

る．すなわち，コラーゲン線維（膠原線維），細網線維，

弾性線維である．膠原線維と細網線維は主にコラーゲン

タンパク質によって，弾性線維はエラスチンタンパク質

によって構成される．血管の硬化やもろさ，皮膚がごわ

ごわしてしわがよるなどの組織の老化は，弾性線維の変

化によるところが大きい．弾性線維の弾性体としての性

能は，25歳頃から断裂したり，粒状に集合したり，一部

だけ肥厚してくるなど衰えがみえはじめる9）．

　結合組織の型によってこれらの線維の含まれる量が異

なり，不均等に分布する．結合組織の特性は，どの種類

の線維が主に含まれるかによって決定される．

　ECM の基質は主にグリコサミノグリカン（GAG），

プロテオグリカン，多接着性糖タンパク質の３種類の巨

表1．結合組織の細胞成分とその主な働き

細胞の種類 主な役割

線維芽細胞
膠原線維と弾性線維の前駆物質の産生（それぞれプロコラーゲンとトロポエラスチン），
基質（プロテオグリカン）の産生

形質細胞 B 細胞が免疫芽細胞を経て形質細胞になる．抗体の産生

リンパ球 免疫や生体防御機構に関与．T リンパ球と B リンパ球に大別される．

好酸球 寄生虫への防御機構，アレルギー反応に関与

好中球 細菌などの外来微生物への食作用

マクロファージ
異物や ECM 成分，細胞の死骸や破片，寿命を終えた細胞の食作用，抗原提示，サイトカ
インなどの生理活性物質の分泌に関与

樹状細胞 T 細胞への強い抗原提示能力をもつ．

マスト細胞と好塩基球 IgE と強く結合し，ヒスタミン放出によるアレルギー発生に関与．組織の修復や吸収に関与

脂肪細胞
血液中から取り込んだ脂肪酸を素材として中性脂肪を合成し，貯蔵．必要に応じて脂肪酸
に再分解し血中に放出する．
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大分子の複合体が混ざり合ってできている．基質は，結

合組織内に存在する細胞と線維の間隙を満たし，その存

在によって小分子が拡散し，細胞表面受容体などへの増

殖因子の結合に役立つ．その他，粘性による潤滑油，防

護機能，細胞活動への影響などを及ぼす．

　グリコサミノグリカンは，二糖の繰り返しにより，長

く連結した多糖鎖である．ヒアルロン酸，コンドロイチ

ン硫酸，デルマタン硫酸，ヘパラン硫酸，ケラタン硫酸

などの種類があり，滑液，軟骨，骨，皮膚，腱，髄核，

線維輪などに分布する．

　プロテオグリカンは，コアタンパク質とそれに共有結

合した種々の組み合わせのグリコサミノグリカン（ヒア

ルロン酸以外）からなる．コアタンパク質は線維芽細胞

の粗面小胞体で合成され，ゴルジ装置で GAG 側鎖が付

加される．パールカン，アグリカン，デコリン，シンデ

カン，グリピカンなどがある．

　多接着性糖タンパク質は，細胞表面の受容体（インテ

グリンなど）や他のマトリックスの巨大分子との結合部

位を複数持っている．例としては，ラミニン，フィブロ

ネクチンなどがある．フィブロネクチンは，細胞やコラー

ゲンとの接着に大きな役割を演じている．インテグリン

は細胞接着分子として働くほか，細胞間質の組み立て，

細胞の移動，細胞内外での情報の伝達に不可欠な働きを

演じる．

　

【血液・リンパの働きと成分】

　血液は主に血球と血漿の二大要素に大別され，存在割

合はそれぞれ約45％，55％を占める．血液は体内で体重

の約1/13（8％）存在し，成人男性で平均約５L，女性で

はややこれより少ない．血液は，主に心臓の拍出や筋の

収縮運動によって閉鎖循環系を一定方向に流れている．

血液の働きは，酸素と二酸化炭素の運搬，ホルモンの運

搬，異物の処理，栄養素や代謝産物の運搬，生体防御に

関わる細胞や抗体の輸送などに関わる．血球は，赤血球，

白血球，血小板に大別され，白血球はさらにその形態や

機能により様々な種類がある．血液から血球（細胞成分）

を除いたものが血漿である．血漿の主成分は水で，90％

を占める．タンパク質は9％，残りの1％はイオン，無機

質，窒素化合物，栄養物とガス，老廃物などである．血

漿中には種々のタンパク質が含まれる．約2/3がアルブ

ミン，1/3がグロブリンである．肝臓で産生されるフィ

ブリノゲンは血漿中に含まれる線維素原であり，血清に

はない．血液凝固の主役となる．その他血液凝固に必要

な因子は，血小板に由来するものをのぞきすべて血漿に

含まれる10）．

　何らかの要因でひとたび血液が循環外に出ると，試験

管内であれ，体表外であれ，血管周囲の細胞外マトリク

スであれ，血漿タンパク質が互いに反応し血餅を生じる．

血餅形成後は，有形成分と淡黄色の液体である血清に分

離する．血清は，血餅形成時に血小板から放出される増

殖因子やその他のタンパク質を含むため，血漿とは生理

活性が非常に異なる11）．

　リンパは主に，細胞成分（多くはリンパ球）とリンパ

漿の二大要素より構成される．リンパはリンパ管を流れ

る無色透明ないし白色の液体で，組織液に由来し，最終

的に血液（静脈）にもどる．流れは一方通行である．細

胞成分の大部分がリンパ球で，ほかに小数の顆粒白血球

や単球が含まれる．腸管で吸収された脂肪はおもに腸の

リンパ管に入るため，食後に腸管から流れるリンパは白

濁している．このリンパをとくに乳びと呼んでいる12）．

【血液・リンパの分類上の位置付けについての各専

門書による見解】

1）『入門組織学　牛木辰男著　第2版　南江堂』13）

　支持組織の章に血液とリンパについての記載がない．

2）『医療従事者のための解剖生理学　Jahangir Moini 著

松本純夫監訳　第１版　東京化学同人』

　「液状結合組織は水性マトリックス中に特有な細胞集

団が浮遊しているものである．この組織には溶解したタ

ンパク質が含まれ，二つのタイプ，すなわち血液あるい

はリンパが含まれる．血液およびリンパは流状のマト

リックス中に特有の細胞集団を含む液状結合組織であ

る．体内の細胞と，外部環境と物質交換を行う他の細胞

との間で多くの物質を輸送し，安定した体内環境を維持

する．血液は血漿として知られている液状細胞外マトリ

クスに浮遊した有形成分と血漿が一緒になって血液を構

成する．多くの血液細胞は赤色骨髄で形成される．赤血

球は血液細胞の中で最も数が多いタイプである．血液は

間葉細胞から発生するため，結合組織に分類される．血

液が凝固している間に，血液の線維（可溶性タンパク質

分子）は目に見える線維様構造物を形成する．リンパは

リンパ管に入る間質液として形成され，リンパ管はリン

パを心血管系に戻す．他の結合組織とは異なり，血液お

よびリンパは構造物を結びつけたり，機械的な支持機能

を提供するものではない．」14）

3）『ガートナー / ハイアット組織学　アトラスとテキス

ト Leslie P. Gartner and James L. Hiatt 著 川上速人　松

村讓兒監訳　第３版』

血液・リンパの結合組織分類における一考察
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　「結合組織の多くは中胚葉 mesoderm に由来し，それ

が多能性の間充織となって，骨，軟骨，腱，靱帯，皮膜，

血液，造血細胞，リンパ性細胞などに分化していく．（中

略）結合組織の分類には諸説あるが，最も一般的に受け

入れられている分類を以下に示す．

・胎生期の結合組織

　■間葉性結合組織

　■粘液性結合組織

・成人の結合組織

　■固有結合織

　　疎性結合組織，細網組織，脂肪組織，密性不規則性

結合組織，密性規則性結合組織（膠原線維性結合組

織，弾性結合組織）

　■特殊な結合組織

　　支持組織（軟骨，骨），血液」15）

　「血液は，成人で平均約５L に及ぶ特殊結合組織で，

細胞とその分画，そして液状の細胞間質である血漿から

構成される．血液は全身を循環し，栄養分や酸素，老廃

物，二酸化炭素，ホルモン，各種細胞やその他の物質輸

送など，多様な機能を担うとともに，体温の維持にも働

いている．」16）

4）『最新カラー組織学 L.P. ガートナー　J.L. ハイアット

著　石村和敬　井上貴央監訳　西村書店』

　「結合組織は，その名の通り，上皮組織，筋組織，神

経組織，結合組織どうしを結合して身体を構築する組

織である．大部分の結合組織は中胚葉 mesoderm に由来

する．この中胚葉から，胎児性多能性細胞の集団である

間葉が生じる（中略）．間葉細胞は全身に遊走して，骨，

軟骨，腱，皮膜，血液と造血細胞，リンパ系細胞などの

結合組織とその細胞を作る．完成した結合組織は狭義の

結合組織と特殊結合組織（軟骨，骨，血液）に分類され

る．」17）

　「血液は，血漿という液体中に細胞成分が浮遊する結

合組織の特殊型と見なすことができる．血漿は結合組織

の細胞外基質に当たり，細胞成分としては赤血球，白血

球，血小板が含まれる．」18）

5）『ジュンケイラ組織学 Anthony L. Mescher 著　坂井

建雄・川上速人監訳　第５版　丸善出版』

　「血液は，細胞と液状の細胞外物質である血漿からな

る特殊な結合組織である．」19）

6）『標準組織学 総論　藤田尚男　藤田恒夫著　第５版

　医学書院』

　「組織は次ぎの４つに大別される．

①上皮組織

②支持組織：結合組織，軟骨組織，骨組織，血液とリンパ

③筋組織

④神経組織

（中略）支持組織の分類も，研究者・書籍によってかな

り異なる．たとえば，結合組織のなかから脂肪組織を独

立させることもある．血液とリンパは液体であるので，

別に扱うこともあるが，細胞成分が少なく細胞間質が圧

倒的に多いという点では，支持組織に入れることに抵抗

はない．」20）

　「ときに血液とリンパを支持組織のなかまに加えるこ

とがあるが，それは①血球（またはリンパ球）という細

胞の間に血漿（またはリンパ漿）という多量の“細胞間

質”が存在するとみなしうること，②発生学的に，間葉

組織に由来することに基づいている．」21）

　「血球もリンパ球も間葉に由来する．血漿とリンパ漿

を細胞間質，血球とリンパ球を結合組織細胞に相当する

と考えると，血液とリンパは，一種の結合組織というこ

とになる．一般の結合組織と違って液状を呈するが，こ

れは線維性の要素が，血液やリンパの凝固が起こるとき

以外は，有形の線維として存在しないためである．すな

わち，血漿とリンパ漿はフィブリノゲン（線維素質）を

含んでおり，これが凝固にさいして有形のフィブリンと

なる．線維素原を潜在的な結合組織線維成分にあたると

考えると，血液とリンパは結合組織の全要素を含んでい

ることになる．」22）

7）『ナーシンググラフィカ解剖生理学　林正健仁著　第

４版　メディカ出版』

　「血液を液性の結合組織に分類することがある．血液

は数種の細胞と血漿からなり，血漿には線維成分（フィ

ブリノゲン）をはじめ種々の物質が溶けている．フィブ

リノゲンは無形であるが，血液はまがりなりにも線維を

もっていることになり，これを含む血漿が細胞外基質と

みなされる．」23）

8）『ヒューマンボディ　第３版 Barbara Herlihy 著 片桐

康雄　飯島治之　片桐展子　尾岸恵三子監訳　エルゼ

ビア・ジャパン』

　「血液とリンパ液は水溶性の細胞間基質をもつ液性の

結合組織である．血液は血液細胞と液性基質である血漿

からなる．血漿は非線維性の血漿タンパク質を含んでお

り，膠原線維や弾性線維を含む他の結合組織の細胞間質

とは異なる．リンパ液とはリンパ管内にある液体のこと

である．」24）
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【結合組織に関する疾患と臨床上の見解】

　結合組織自体または結合組織に関連した組織がおかさ

れる疾患を調査することで，血液・リンパの結合組織の

分類上の関連に何らかの示唆を与える情報となりうるこ

とを期待し，以下の見解を得た．

　結合組織への非感染性，非腫瘍性の炎症が起こり，多

臓器に障害が現れる疾患群に膠原病がある．膠原病の病

態は何らかの自己免疫反応が関わっているとされる．結

合組織が全身に存在するため，一旦この疾患に罹患する

と多くの臓器が障害され，様々な症状が出現する．膠原

病の概念は種々の変遷を経て，現在は，病因論的には自

己免疫疾患，臨床的（症候学的）にはリウマチ性疾患，

病理学的には結合組織疾患といった３つの側面を合わせ

もつ疾患との概念が定着している．25）

　現在，膠原病および膠原病類縁疾患として考えられて

いる疾患は，混合性結合組織病，シェーグレン症候群，

全身性強皮症，多発性筋炎 / 皮膚筋炎，血管炎症候群（側

頭動脈炎，高安動脈炎，川崎病，好酸球性多発血管炎性

肉芽腫症（アレルギー性肉芽腫性血管炎），多発血管炎

性肉芽腫症（ウェゲナー肉芽腫症）），サルコイドーシス，

再発性多発軟骨炎，好酸球性筋膜炎，抗リン脂質抗体症

候群，HLA-B27関連関節炎（強直性脊椎炎，乾癬性関節

炎，潰瘍性大腸炎およびクローン病に伴う関節炎，ライ

ター症候群など），リウマチ性多発筋痛症，回帰性リウマ

チ，フェルティ症候群，ベーチェット病などがある．26）

　結合組織への炎症性疾患すなわち膠原病では多臓器に

渡り障害を呈する．例えば，皮膚・関節・腎臓・肺・心

臓・神経・筋・消化器・眼・血液などがおかされる27）．

　

【考察】

　人体の構造と機能を系統立てて理解するには，人体を

階層に分けて考える方法（縦の分類）と，階層ごとに細

分化して考える方法（横の分類）が重要となる．個体，

器官系，器官，組織，細胞，細胞小器官，分子，原子と

いった縦の階層の中で，組織は4つに大別される．そして，

その各々に対して横の分類をしていくわけであるが，人

体の構成は複雑であり，また未解明のことも多く存在す

るため，どうしても明確に分類できないものも存在する．

　その中で，本稿では，従来より見解の分かれる血液・

リンパについて，組織学的・解剖学的観点から，人体の

4組織分類の中の位置付けについて専門書籍を用いた見

解を列挙してきた．

　結合組織は細胞成分および間質（線維成分と基質）か

ら構成され，それらの成分や所在の違いによって多様な

種類が生み出される．それらのすべてが機能面でみると合

理的に作り上げられている．血液も血球と血漿から構成さ

れる．血球を細胞成分，血漿を間質と認識すれば，詳細な

構成成分レベルで観察すれば多少の違いはあれども，機

能的には結合組織の一定の条件を満たしているといえる．

事実，組織学や，より詳しい解剖学の教科書14）23）24）に

記載された内容を調査すれば血液を結合組織の中の特に

「特殊な結合組織」に分類することが大概の見解である．

一方，『入門組織学』13）のように支持組織の中には血液・

リンパを含めていない文献が存在することも事実であ

る．

　支持組織や結合組織という名称にも注目する必要があ

る．“支持”や“結合”という用語は血液やリンパのイメー

ジと合わない．事実，血液やリンパが支持や結合的役割

を担うとは言いがたい．つまり，支持組織や結合組織と

いった名称が血液とリンパの位置付けに少なからず混乱

を生じさせていることは否めないであろう．

　発生学的観点から結合組織に血液・リンパを含めるか

いなかを考える視点も重要である．結合組織に存在する

成分は中胚葉から発生する間葉系の細胞・間質である．

血液・リンパについても同様に中胚葉由来であり，この

ことからも一般の結合組織と類似した性質をもつことが

わかる．

　結合組織に関する疾患に注目すれば，その概念は多岐

にわたり，疾患の種類も非常に多い．本稿の中で，結合

組織性の疾患の中には血液がおかされるものが存在する

ことも判明した．このことも，血液を結合組織の一種に

含めることの可能性を大きくしているといえる．

【結語と今後の展望】

　本稿では，人体を系統的に分類するための「組織」に

着目し，その分類方法の異同および血液・リンパについ

ての位置付けを考察してきた．

　結合組織は細胞成分と間質からなる．一方の血液は血

球と血漿からなる．血球を細胞成分，血漿を細胞間質と

扱えば結合組織と類似する性質を保持するため，結合組

織の一組織とみなすことは可能である．しかし，血液が

他の結合組織と大きく異なる部分は，常に体内を循環す

る流体であることである．すなわち，間質とみなすため

の線維成分（フィブリン線維）も血液凝固といった特殊

な状況下でないと現れてこない．また，血液およびリン

パは構造物を結びつけたり，機械的な支持機能を提供す

るものではない14）．そのため，明らかに他の組織とは物

性が異なる．さらに，組織学の専門書においても概ね血

血液・リンパの結合組織分類における一考察
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液については結合組織に内包する考えが主となるが，明

らかな物性の違いに鑑みれば，血液・リンパを結合組織

とみなすか否かについては意見の違いが表われることは

容易に想像できる．しかし，人体の構成要素を4大組織

の中のいずれかに分類せねばならないと考えた場合，組

織学の本では概ね血液・リンパを結合組織に内包する状

況に鑑みれば，他の結合組織との物性との違いはあれど

も血液・リンパを結合組織の一組織として分類すること

に妥当性を感じる．すなわち，筆者は，血液・リンパも

結合組織の一組織として考えることが適当と考える．

　今後，結合組織や血液・リンパの組織学的な解明が一

層進み，さらに詳細な成分についての実態が明らかにな

れば，血液・リンパの組織学上の分類もより明確になる

ことが予想される．それまではこれからも血液・リンパ

についての分類の見解の分かれる状況は継続するかもし

れない．

【利益相反】

　本研究に関して，開示すべき利益相反関連事項はない．

【参考文献】

1)  Eva Bianconi, Allison Piovesan, Federica Facchin, 

Alina Beraudi, Raffaella Casadei, Flavia Frabetti, 

Lorenza Vitale, Maria Chiara Pelleri, Simone Tassani, 

Francesco Piva, Soledad Perez-Amodio, Pierluigi 

Strippoli, Silvia Canaider, An estimation of the number 

of cells in the human body, Ann Hum Biol, 40(6), 463-

71 (2013)

2)  松村讓兒，人体の構造と機能，第1版，医学評論社，

2（2003）

3)  坂井建雄，岡田隆夫，系統看護学講座　人体の構造

と機能 [1] 解剖生理学，第9版，医学書院，45-48（2015）

4)  林正健仁，ナーシンググラフィカ　人体の構造と

機能①　解剖生理学，第4版，メディカ出版，51-61

（2022）

5)  藤田尚男　藤田恒夫，標準組織学 総論，第５版，

医学書院，6（2015）

6） 日本結合組織学会～ JSMBS~，https://jsmbm.org/ よ

り2022年4月22日検索

7） 川畑龍史，人体の組織分類と結合組織について，形

態・機能，17(2), 54-64 (2019)

8） 藤田尚男　藤田恒夫，標準組織学 総論，第５版，

医学書院，114（2015）

9） 藤田尚男　藤田恒夫，標準組織学 総論，第５版，

医学書院，122（2015）

10） 藤田尚男　藤田恒夫，標準組織学 総論，第５版，

医学書院，195（2015）

11） Anthony L. Mescher 著　坂井建雄・川上速人監訳，

ジュンケイラ組織学，第５版，丸善出版，257（2018）

12） 藤田尚男　藤田恒夫，標準組織学 総論，第５版，

医学書院，195-196（2015）

13） 牛木辰男，入門組織学，第2版，南江堂，45-67（2015）

14） Jahangir Moini　松本純夫監訳，医療従事者のため

の解剖生理学，第1版，東京化学同人，88-89（2020）

15） Leslie P. Gartner and James L. Hiatt，川上速人　松

村讓兒監訳，ガートナー / ハイアット組織学　アト

ラスとテキスト，第３版，57（2014）

16） Leslie P. Gartner and James L. Hiatt，川上速人　松

村讓兒監訳，ガートナー / ハイアット組織学　アト

ラスとテキスト，第３版，106（2014）

17） L.P. ガートナー　J.L. ハイアット　石村和敬　井上

貴央監訳，最新カラー組織学，第1版，西村書店，

95（2007）

18） L.P. ガートナー　J.L. ハイアット　石村和敬　井上

貴央監訳，最新カラー組織学，第1版，西村書店，

189（2007）

19） Anthony L. Mescher 著　坂井建雄・川上速人監訳，

ジュンケイラ組織学，第５版，丸善出版，257（2018）

20） 藤田尚男　藤田恒夫，標準組織学 総論，第５版，

医学書院，6（2015）

21） 藤田尚男　藤田恒夫，標準組織学 総論，第５版，

医学書院，114（2015）

22） 藤田尚男　藤田恒夫，標準組織学 総論，第５版，

医学書院，181（2015）

23） 林正健仁，ナーシンググラフィカ　人体の構造と機

能①　解剖生理学，第4版，メディカ出版，55（2022）

24） Barbara Herlihy　片桐康雄　飯島治之　片桐展子　

尾岸恵三子監訳，ヒューマンボディ，第３版，エル

ゼビア・ジャパン，98（2010）

25） 医療情報科学研究所，病気がみえる免疫・膠原病・

感染症，第2版，MEDIC MEDIA，61（2019）

26） 岩田健太郎，系統看護学講座　成人看護学11　アレ

ルギー 膠原病 感染症，第14版，医学書院，91（2018）

27） 岩田健太郎，系統看護学講座　成人看護学11　アレ

ルギー 膠原病 感染症，第14版，医学書院，90（2018）

－ 80 －



１．はじめに

　令和元年の国民健康・栄養調査において , 1ヶ月のう

ち週3回以上 , 「日中眠気を感じる人」の割合が , 20～50

歳代の男性は平均35.4%, 女性は平均42.9% と「睡眠の質」

に関する項目のうち最も高い結果を示した1). 慢性的な

睡眠不足は精神機能の低下ばかりでなく , 生活習慣病の

リスクを上げることが報告され2,3) ている．また , 睡眠と

アルツハイマー病（AD）の関連を示す報告も蓄積され4,5)，

睡眠不足は我が国における大きな社会問題となりつつあ

る . 

　AD の病因の一つは , 脳実質でのアミロイド βペプチ

ド（Aβ）の蓄積とされ，その毒性から神経細胞死 , 老人

斑及び神経原線維の変化が広範囲に出現する神経変性疾

患であり，結果として脳が萎縮し，認知機能障害や心

理・行動症状を呈する6)．発症する20～30年前から少し

ずつ蓄積が始まった Aβによる脳神経の細胞死であるこ

睡眠とアルツハイマー病

― アミロイド β 蓄積の観点から ―

Sleep and Alzheimer's disease
― From the perspective of amyloid β accumulation ―

岡田　瑞恵 *，岡田　悦政 **
Mizue Okada*，Yoshinori Okada**

要旨；令和3年の国民健康・栄養調査において , 「昼間に眠気を感じる人」の割合が20~50歳代の男性は平均

35.4%, 女性は平均42.9% を示している . 慢性的な睡眠不足は精神機能の低下ばかりでなく , 生活習慣病のリスク

を上げることが報告されている . また , 睡眠とアルツハイマー病（AD）の関連を示す報告も蓄積されている . 利
便性や安全性の向上に伴って夜間勤務やシフトワーク等の増加により , 現代人の抱える睡眠事情は , 将来的な

AD 発症のより高い懸念因子となりうる可能性がある . 本稿では , 睡眠不足と AD の関係に焦点を当てた . 特に , 
AD の病因の一つとされる Aβの視点から , Aβ排出経路であるグリンパティック系排出路について , 老化や睡眠

不足による機能低下を論じた . また , 互いに密接に関係する概日リズムのずれと Aβ蓄積の関係 , さらに , 食成分

による概日リズムの修正という視点から概説した .
Abstract; In the 2021 National Health and Nutrition Survey, the percentage of people who feel sleepy during the 
daytime averaged 35.4% for men and 42.9% for women in the 20-50 age group. Chronic sleep deprivation has been 
reported to cause a decline in mental function and to increase the risk of lifestyle-related diseases. In addition, there 
are accumulating reports showing the relationship between sleep and Alzheimer's disease (AD). With the increase of 
night work and shift work due to the improvement of convenience and safety, the sleep situation of modern people may 
become a higher concern factor for the development of AD in the future. In this paper, we focused on the relationship 
between sleep deprivation and AD. In particular, from the viewpoint of Aβ, which is considered to be one of the 
etiological factors of AD, we discussed the functional decline of the glymphatic system, which is an Aβ efflux pathway, 
due to aging and sleep deprivation. In addition, the relationship between the accumulation of Aβ and the deviation of 
circadian rhythms, which are closely related to each other, was discussed. Furthermore, we discussed the modification 
of the circadian rhythm by dietary components.

キーワード；睡眠不足 , アルツハイマー病 , アミロイド β，グリンパティック系排出路，概日リズム 
Key words; sleep deprivation, Alzheimer's disease, amyloid β, glymphatic drainage, circadian rhythm
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とが AD 仮説の主流としてある7). その中でも新しい知見

は , 例えば , 一晩の睡眠不足によって , Aβの負荷が有意

に増加すること8) や , さらに , 発症の前段階から睡眠障

害が起こされ , この睡眠障害によってさらに Aβの蓄積

を引き起こすという悪循環に陥ることが報告されている
9). 超高齢社会を迎えている日本は , 5人にひとりが認知

症を発症し , うち半数以上（67.6%）がアルツハイマー

型であることが示され10) ている．また , 現状の患者数を

ふまえ , 将来の患者数を推計した場合 , 2025年には認知

症の有病者数が約700万人に昇ることが示されている11).

　一方 , 夜間勤務やシフトワークのある職種は , 社会の安

全整備や経済 , 利便性の追求などに伴い増加している12). 

特に , 医療に関連する仕事 , 社会の安全に関わる仕事 , 

ライフラインの維持管理に携わる仕事 , 国外および国内

における運輸に関わる仕事など , 多岐にわたる . このよ

うな夜間業務やシフトワークにおいて , 昼夜逆転による

睡眠時間の不足 , 睡眠リズムの乱れによる睡眠の質の低

下13) が問題になっている . ピッツバーグ睡眠質問表を用

いた調査報告は , シフトワーカーの約半数（48.8%）に , 

何らかの睡眠障害があることを示している10). さらに , 

医療従事者のコロナ禍による超過勤務が問題となり , 時

間配分的な仮眠（短時間の仮眠15～30分 , 長時間の仮眠

1.5時間）を取ることが奨励されている14). このように現

代人の睡眠事情は , 将来的な AD 発症のより高い懸念因

子となりうる可能性がある . よって , 本稿では , 睡眠不

足と AD の関係に焦点を当て , Aβの排出路への影響 , 概

日リズムのずれと Aβの蓄積 , 食成分による概日リズム

の修正という視点から睡眠とアルツハイマー病について

概説する .

２．アミロイド β ペプチド（Aβ）

　Aβは , 情報伝達受容体として活動する膜タンパク質

のアミロイド前駆体タンパク質（APP）から生成される . 

APP は , AD の発症に関与する100－140 kDa の大きさの

膜貫通型糖タンパク質であり , 健常者では , 最初に α- セ

クレターゼによって切断され , カルボキシ末端フラグメ

ント (C83) と , 正常なシナプス伝達に関与する可溶性

APP を産生する . その後，γ- セクレターゼにより分解さ

れて P3となり , アミロイド βは作られない . 一方 , 病理

状態にある場合 , APP はまず β- セクレターゼによって , 

続いて γ- セクレターゼによって切断を受け , Aβ40およ

び Aβ42が産生される . 特に , Aβ42は神経毒性を持つペ

プチドであり , オリゴマー形成や凝集が起こり , その結

果プラークが形成される15, 16).

　すなわち , Aβは APP が β- セクレターゼによって切断

され , その結果として生じたカルボキシ末端フラグメン

ト (C99) が , さらに γ- セクレターゼによって切断され

ることで生成される . 

　正常状態であれば , この Aβ は3章で示すグリンパ

ティック系排出路を介したクリアランス17) 以外に , 細胞

内の Aβは , ユビキチン - プロテアソーム経路で , 細胞

外ではネプリライシンを介した経路で , それぞれプロテ

アソームや Aβ分解酵素によって分解される16).  つまり , 

細胞内・外のそれぞれの分解酵素の働きによって Aβ形

成が抑制されるが , これらの酵素は , 老化によって機能

低下18) が生じた結果として , Aβは APP から産生される

ことになる . Aβは約40のアミノ酸が結合したペプチド

であり , 親水性アミノ酸残基と疎水性アミノ酸残基の両

方を持っている . また , Aβの一部分が真っ直ぐに伸び , 

近くに存在する別の Aβと水素結合しやすく , Aβが互い

に引き合って並び , またさらに , それらが次々につなが

り大きな凝集体となり19, 20), 神経細胞に毒性を示す21) こ

とになる .

３．睡眠不足とグリンパティック系排出路の機能低下

　アルツハイマー病を含む多くの神経変性疾患は , 神経

細胞内老廃物の誤蓄積に関連している可能性があり，こ

れらのうち脳が処理することが最も困難なものの1つと

して , タウタンパク質および Aβがあり , アルツハイマー

病などでは , 神経毒性のある安定した凝集体として蓄積

している . これらの状態に対して細胞内プロテアソーム

による分解とオートファジーは , 中枢神経系において毒

性タンパク質を除去するための主要な手段であり , これ

らの機能障害は神経変性と関連性が高いと考えられる．

しかしながら , 多くの細胞質タンパク質が脳の間質腔に

放出され , 細胞外の排出経路も廃棄物を排除する可能性

がある22)．

　この排出経路のうち「グリンパティック系排出路」は , 

アストロサイト（グリア細胞の一種）によって形成され

る血管周囲トンネルの独自システムを利用して , 中枢神

経系から可溶性のタンパク質および代謝産物の効率的な

除去を促進する排出経路であり , 廃棄物除去システムで

ある . このシステムは，老廃物の除去に加え，グルコー

ス , 脂質 , アミノ酸 , 成長因子 , 神経調節物質など , いく

つかの化合物の脳全体への分布も促進している . この経

路は主に睡眠中に機能しており , 覚醒中にはほとんど働

いていない . それ故 , すべての動物種における睡眠の生

物学的な必要性は , 潜在的に神経毒性のある老廃物を排
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除できるような活動状態（「グリンパティック系排出路」

が働くよう）に脳が入る必要があることも一つとして考

えられる23).

　上述のように脳脊髄液の体液クリアランス経路とし

て , グリンパティック系排出経路が知られ , この排出機

能はアクアポリン4によって促進されている24). この排

出機能を助けるアクアポリン4は , 特にアストロサイト

に多く発現し , 脳内および脳外において , 選択的に水を

通す恒常的な輸送に関わっている水チャンネルであり , 

代謝や情報の伝達にも関わっている . アクアポリン4の

ノックアウトマウスにおいては , 野生型のコントロール

マウスと比較して , 約65％の脳脊髄液の流動減少が明ら

かになっており25), このことからもアクアポリン4の排出

機能への寄与は大きいことが分かる . この体液クリアラ

ンス経路は , 脳脊髄液が動脈血管周囲腔に沿って脳に , 

そして , 続いて脳間質に流れるのに役立っており , 近年 , 

AD の病因とされる Aβが , グリンパティック系排出路

によって排出されることが明らかになっている17)（図1）. 

　脳への Aβ蓄積の原因は , Aβ産生とその排出バランス

の不均衡 , グリンパティック系排出路の機能低下が考え

られている26). グリンパティック系排出経路は , 加齢や

睡眠 , アルコールによって影響を受けることが報告され

ている . 特に , 認知症は , 加齢に伴うアクアポリン4の極

性低下 , および睡眠障害と関連している27). 興味深いこ

とに , 睡眠時の姿勢 , アルコール摂取量 , 運動 , ω -3系

脂肪酸の摂取 , 断食 , 慢性的なストレスなどのライフス

タイルの選択が , 脳内クリアランスに影響を及ぼす可能

性が示唆されている27). 脳内クリアランスの大部分は睡

眠中に行われている . げっ歯類において , 覚醒状態と比

較すると , 深い睡眠状態にある徐波睡眠中にリンパの流

入が95% 増加し , Aβが皮質で2倍速く除去されることが

報告されている28, 29). このような睡眠によって誘発され

るグリンパティック系排出路増強の基礎は , 中枢ノルエ

ピネフリン（ノルアドレナリン）の緊張と活動に密接に

関係していることが推察されている29). 主として , ノル

エピネフリン作動性神経細胞の核が青斑核であり , 青斑

核が含まれる脳幹部は , 脳の覚醒に関与し , また , 睡眠

と覚醒の交代性の出現は，視床下部前部と後部との間に

存在する相互抑制機構によって行われている30). 睡眠中

枢の活性化は , γ-アミノ酪酸（GABA）とガラニンによ

り覚醒系を抑制し，睡眠を発現・維持している . 一方 , 

覚醒刺激は , 青斑核のノルエピネフリン神経系と縫線核

のセロトニン神経系からもたらされ , 結節乳頭核のヒス

タミン作動性神経系の働きを増強するとともに , 睡眠中

枢としての GABA 作動性神経活動を抑制しているため , 

睡眠不足は , ノルエピネフリン優位になる . 近年の報告

は , 脳梗塞後に , ノルエピネフリンの受容体を阻害する

と , アクアポリン4の局在確保および K ＋濃度の正常化が

促進されることにより , 神経保護と脳機能の回復効果が

あることを示している31). このことから , 睡眠不足によ

るノルエピネフリン優位の状態は , アクアポリン4の局

在確保および K ＋濃度の正常化が失われることによっ

て , グリンパティック系排出路からの排出機能低下の一

因となる可能性が示唆される . 

          

         

               

        

           

         

     

        

Fig. 1. Perivascular clearance is composed of 
perivascular drainage and lymphatic pathways.

	 Abbrev ia t ion  ISF :  i n te rs t i t i a l  f l u id ,  CFS: 
cerebrospinal fluid, AQP4: aquaporin 4

４．概日リズムと Aβ
　概日リズムは , 約24時間毎に繰り返されている . 脳の

視床下部の視交叉上核（SCN）は , 睡眠と覚醒 , 体温 , 

摂食 , 神経内分泌 , 自律神経の影響など , 周囲の生理的

および行動的リズムを環境の明暗サイクルに一致する24

時間の周期で同期させている32). これにより秩序化され

た内部環境が保たれる . 睡眠や覚醒などの体内概日リズ

ムの調節を行っているメラトニンは , 催眠作用を持つ33). 

メラトニンはアミンホルモンで , 4段階の酵素反応によ

り , L- トリプトファンからセロトニンを経て松果体で合

成され , 夜間に高く昼間に低い概日リズムを示す．また , 

光によって分泌が抑制される特徴を持つ . 松果体から血

中と髄液中に放出されたメラトニンは , 全身に時刻を伝

え , さらに , SCN には脳脊髄液を介して，体内時計の微

調整を行う34)．夜間のメラトニン上昇は , 交感神経末端

から放出されるノルエピネフリンによって開始される . 

そして , 目覚める時間が近づくと , 覚醒を準備するため , 

副腎皮質からコルチゾールが分泌され , 血圧や血糖値を

睡眠とアルツハイマー病
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上昇させる . 不眠が継続し , 交感神経が刺激され続ける

と , 本来 , 夜間に減少するコルチゾールの分泌が減少し

ないために , 血糖値が上昇する . 従って , シフトワーク

等によりこれらの秩序が撹乱されると , 関連する様々な

疾病の発症リスクが上昇することになる . 

　一方 , AD の極初期の段階では , メラトニンの産生が

低下することが知られており32), このことからも , AD に

おける睡眠障害が推察される . また , AD では就寝時刻

と起床時刻が後退する傾向にある . 日が傾く頃になると

不安 , 混乱 , 焦燥に陥る日没症候群や夜間せん妄・興奮

につながる場合があり , 概日リズムを司る視床下部にあ

る視交叉上核の変性や睡眠調節機構の障害が認められ20)，

概日リズムの「ずれ」が明らかにされつつある .

　概日リズムは , 時計遺伝子によってコントロール

されている . 時計遺伝子の中心的な役割を演じる

Period(Per), Cryptochrome(Cry), Clock, Bmal の4つ は , 

約24時間のフィードバックループによる連続的な遺伝子

発現の繰り返しを刻んでいる . 転写因子である PER と

CRY は複合体を作り , 転写因子 CLOCK と BMAL を抑

制する . 一方 , 転写因子 CLOCK と BMAL も複合体を作

り , E-Box(CACGTG,CACGTT) に結合して転写を活性化

し , 転写因子 PER と CRY が作られる . このように持続

的かつ循環的な繰り返しを刻んでいる . また , これら時

計遺伝子を制御する遺伝子として SIRT1の存在が知られ

ている .

　時計遺伝子によってコントロールされている概日リズ

ムは , 24時間の生理学的および行動的プロセスを制御す

る内因性の振動子により刻まれている . この振動子は , 

加齢において , さらに AD において , 同調の合図に対す

る反応が弱く遅くなり , 概日同調の撹乱と振幅の減弱が

著しくなる35). このことにより , 代謝の低下はもとより , 

メラトニンやコルチゾール等のホルモン分泌 , 睡眠の

質 , 体温維持等の減衰を招く . 実際 , 時計遺伝子 Bmal1

のノックアウトマウスの研究は , 老化と概日機能との

強い相関を示し , 活性酸素種レベルの上昇と早老化 , 寿

命の短縮を示した36). 特に , 中枢の概日リズムの損失は , 

AD の病因とされるアミロイドプラークの蓄積を加速さ

せることが証明されている36). さらに , 特筆すべきこと

は , Aβ自身もまた概日リズムの撹乱を誘導することで

ある36). すなわち , 概日リズムのずれがAβの蓄積を招き , 

そのことがさらに , 概日リズムのずれを招くという悪い

ループを繰り返すことで , AD 症状の進行が進むことが

推察される .

５．概日リズムの修正と食成分

　この章においては，Aβの蓄積にも関与している概日

リズムのずれの修正について食成分からその可能性を探

る . 

　近年は , これら時計遺伝子発現に対して , 食由来成分

が影響を与えるという報告が示されている . Okada ら37)

は , 若齢細胞または老齢細胞において , ケルセチン , レ

スベラトロール , カフェ酸が Bmal1, Per1 および Sirt1

の発現を高め , さらにケルセチンは Bmal1, Sirt1, Sirt6

を , カフェ酸は Per1, Sirt6の発現を高めることを報告し

た（Fig. 2）. Sirt1と Sirt6は , 老化抑制マーカーとしても

よく知られている . この報告37) は , これらポリフェノー

ルに対する若齢細胞と老齢細胞の感受性の違いが理解さ

れ , 発現のために必要なシグナルの伝達性の差によるも

の , すなわち , 老化によるレセプター数の減少や関与す

る酵素活性の低下等が推察される . 加齢とともに機能が

失われていく遺伝子発現に対し , 異なる遺伝子が機能を

代替して発現している可能性もあるのかも知れない . ま

た , Ribas-Latre ら38) は , ブドウ種子から抽出したプロア

ントシアニジンの長期にわたる摂取が , 肥満ラットの肝

臓 , 腸 , そして腸間膜の白色脂肪組織における時計遺伝

子および時計制御遺伝子の発現を調節することを報告し

ている . さらに , Sun ら39) は , レスベラトロールが , 高脂

肪食によって誘導された脂質代謝の概日リズム (Clock, 

Bmal1, Per2) の乱れを修復することを示した . これらの

報告は , 共にポリフェノ－ル成分が , 脂質代謝を司る時

計遺伝子の撹乱を修正する報告である . また , レスベラ

トロールは , Sirt1のアクティベーターでもある40). Sirt1

の働きは , 脱アセチル化酵素活性により , 時計遺伝子の

発現を抑え , CLOCK-BMAL1の複合体を調節するという

機構が示されている41) ため , レスベラトロールは , Sirt1

のこの働きを促進するのではないかと推察される . 

　Shinozaki ら42) は , フラボノイド（フラボン類 , フラボ

ノイド類 , イソフラボン類 , カテキン類 , ポリメトキシ

フラボン類）をマウスの胚由来線維芽細胞へ連続的に , 

または一時的に投与すると , 概日時計の振幅 , 周期 , お

よび位相に様々な変化を与えたことを報告した . フラボ

ン類のうち , 5- ヒドロキシフラボンと7- ヒドロキシフラ

ボンの両者は , 組成式が同じであるが , ヒドロキシ基の

位置が異なり , この違いによって , 7- ヒドロキシフラボ

ンは最初の概日リズムのピークを遅らせている . すなわ

ち , 「1つのヒドロキシ基の位置の違い」が , 概日リズム

に変化を与えているのである . 離れやすいヒドロキシ基

の一つだけの存在によって , これだけ異なることは , 驚
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くべきことと考える . さらに , Fiala ら43) は , AD 治療薬

であるコリンエステラーゼ阻害薬の効果が限定的なこと

から , 認知症患者に対し , この治療に ω-3系脂肪酸の摂

取の追加を試みている . その結果 , ω-3系脂肪酸が , 抗炎

症に関与する時計遺伝子 Clock と Bmal2の発現に変化を

与え , Aβの食作用についても改善したことを報告して

いる (Table 1). 

　以上のように , 複数の食由来成分は , 時計遺伝子の発

現に影響を与え , 概日リズムを変動させる可能性を持っ

ている . その多くは , 抗酸化 , 抗老化 , 抗炎症効果等の機

能性を同時に有していることが多い . また , これら幾つ

かの成分は，Aβによる細胞毒性を抑制する報告44, 45) も

されている．未だ決定的に , 食成分によって概日リズム

を操り，Aβの蓄積を回避できるものはないが , 近年 , そ

の片鱗が少し見えてきた印象がある . 概日リズムのずれ

は , 多くの疾病の起因であり , また , 本稿で述べたよう

に , AD の起因となりうる . また , 病因とされる Aβ自身

も概日リズムの撹乱を招くという , 悪循環の最初のシナ

リオでもある . 寝不足による概日リズムを日常の食から

基底状態に戻し , 健康維持できることを期待したい .

６．おわりに

　本稿では , 睡眠不足と AD の関係に焦点を当て , Aβの

排出路への影響 , 概日リズムのずれと Aβの蓄積 , 食成

分による概日リズムの修正という視点から概説した . Aβ

排出経路であるグリンパティック系排出路の存在が明ら

かになって以降 , この排出路の機能と AD, Aβの蓄積と

いう面からの研究報告が増加している . また , 概日リズ

ムのずれと Aβの関係は互いに密接で , 老化や睡眠不足

によって悪循環に陥ることになる . 最後の章では , 日常

の「食事から摂取できる食成分の可能性」について触れ

た . 睡眠を取り , 心身の回復に努め , 明日への活力を養

うことは重要なことである . 休養できる環境を整えるこ

とは必須であるが , 現実的には困難な場合が多い . 近い

将来 , 夜間勤務やシフトワークによる概日リズムの撹乱

が , 食成分によって容易に修正できるようになることを

　Table 1 Expression of clock genes, their regulatory genes, and transcription factors by food-derived components.

Materials Transcription factors
Clock genes, 
Clock regulatory genes

Authors Years

Quercetin (Young cells) BMAL1, PER1 Bmal1, Sirt1, Sirt6 Okada & Okada 202037)

　　　　　(Old cells) BMAL1 Bmal1, Per1, Sirt1
Resveratrol (Young cells) BMA1, PER1, SIRT1 Bmal1, Sirt1
　　　　　(Old cells) - Bmal1, Per1, Sirt6
Caffeic acid (Young cells) BMAL1, PER1 Per1, Sirt6
(Old cells) BMAL1 Bmal1, Per1, Sirt6

Proanthocyanidin BMAL1 Per2 Ribas-Latre et al. 201538)

Resveratrol Clock, Bmal1, Per2 Sun et al. 201539)

Resveratrol SIRT1 Oike & Kobori 201440)

Flavone (7- Hydroxyflavone) PER2 Shinozaki et al. 201742)

Polymethoxyflavone (Nobletin) PER2
(Tangeretin) PER2
Omega-3 fatty acid Clock, Bmal2 Fiala et al. 202043)

Fig. 2-1. Correlation map of gene expression and 
protein levels on caffeic acid, quercetin, and 
resveratrol treatment in young fibroblasts.

	 The orange line shows a positive correlation, 
and the blue line shows a negative correlation.

Fig. 2-2. Correlation map of gene expression and protein 
levels on caffeic acid, quercetin, and resveratrol 
treatment in old fibroblasts.

	 The orange line shows a positive correlation, and the 
blue line shows a negative correlation.

	 （Okada & Okada　Mol Biol Rep 2020引用文献37) 
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【緒言】

　20～30歳代の「若い世代」（以下，「若い世代」は20～

30歳代のことを指す）は，全世代と比較して，食品の選

択や調理についての知識がないと考える者が多く1)，健

全な食生活や栄養バランスに配慮した食生活を心がける

者も少ない2) など他の世代より課題が多いことから，第

３次食育推進基本計画では，20～30歳代をターゲットと

した「若い世代を中心とした食育の推進」が重点課題と

され3)，各自治体で，大学と連携した若い世代への食育

推進事業や若い世代向けの料理教室など様々な取り組み

が実施された4)．

　若い世代の食生活上の課題のひとつに，朝食欠食率の

高さがある．若い世代は男女ともに朝食の欠食率が他年

代と比較して高く，第３次食育推進基本計画では，20～

30代男女の朝食欠食率を15% 以下に減らすことが目標

として掲げられていた3)．第３次食育推進基本計画の最

終評価年である令和2年度の朝食欠食率は21.5% という

結果となり5)，若い世代の朝食欠食率の低下という目標

女子高校生における朝食欠食と睡眠の関連

Association between Skipping Breakfast and Sleep among  
Female High School Students

内田　あや，山本　ちか，渡辺　和代 *，冨田美菜子 **，小濵　絵美，加藤　恵子

Aya UCHIDA, Chika YAMAMOTO, Kazuyo WATANABE, Minako TOMIDA, Emi OBAMA, Keiko KATO

【要旨】本研究は，女子高校生における睡眠と朝食欠食の関連を明らかにし，食育のための基礎資料を得ること

を目的とした．4校の女子高校生1,720人を本研究の解析対象とした．朝食欠食の有無と，就寝時刻，起床時刻，

睡眠充足感，目覚めの気分の関連の解析を行った．

多変量ロジスティック回帰分析の結果，朝食欠食の有無と，就寝時刻，起床時刻，目覚めの気分との間に有意

な関連が認められた．就寝時刻については，「10時以前・10時台」を基準とし朝食欠食のオッズ比を算出すると，

「午前１時以降」や「決まっていない」ではオッズ比が有意に高かった．起床時刻については，「午前６時以前」

を基準とし朝食欠食のオッズ比を算出すると，「午前７時台」ではオッズ比が有意に高かった．目覚めの気分に

ついては「良い」を基準とし朝食欠食のオッズ比を算出すると，「良くない」ではオッズ比が有意に高かった． 
【Abstract】The purpose of this study was to examine relationships between sleep and skipping breakfast, and to 
obtain the basic data for nutrition education among female high school students. 
The participants of the analysis were 1,720 females in four senior high schools. 
We analyzed the relationship between skipping breakfast and sleep. The sleep was evaluated by bedtime, waking time, 
sleep satisfaction and feeling of awakening. The result of Multivariate logistic regression analysis showed that skipping 
breakfast was related bedtime, waking time, and feeling of awakening. The odds ratios of skipping breakfast were 
calculated on the basis of the group “before 10 pm or from 10 pm to 11 pm” of bedtime. In the groups with “after 1 am” 
and “not fixed”, the odds ratios of skipping breakfast were significantly high. The odds ratios of skipping breakfast 
were calculated on the basis of the group “before 6 am” of waking time. In the group with “7 am to 8 am”, the odds 
ratios of skipping breakfast were significantly high. The odds ratios of skipping breakfast were calculated on the basis 
of the group “good” of feeling of awakening. In the group with “not good”, the odds ratios of skipping breakfast were 
significantly high.

キーワード；朝食欠食，睡眠，女子高校生

Key words; skipping breakfast, sleep, female high school students
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は，第４次食育推進基本計画6) の目標にも再度盛り込ま

れている．第４次食育推進基本計画の地方計画である名

古屋市食育推進計画（第４次）では，重点的に取り組む

事項として，若い世代に対する食育の推進が掲げられて

いる7)．そして，数値目標の一つとして朝食を毎日食べ

ている20歳代女性市民の割合を90% にすることが掲げ

られている7）．

　ではこうした若い世代の朝食欠食は，いつから始まる

のだろうか．平成29年食育に関する意識調査結果による

と，習慣的に朝食を欠食することがある20～30代の女性

における朝食欠食開始時期は，20歳代が最も多く，次い

で「高校を卒業した頃から」が多かったことが報告され

ている8）．

　朝食を欠食する者が朝食を食べるためには，どのよう

なことが必要なのであろうか．国の調査によると，朝食

と睡眠の関連を示唆する結果が示されている．平成21年

国民健康・栄養調査結果によると，高校生および高校を

卒業する年齢に相当する15～19歳の女性で週2～3日以上

朝食を食べない者が回答した朝食を食べるために必要な

ことは，「早く寝る，よく寝る」という睡眠に関する事

項が最多であった9）．平成28年食育に関する意識調査結

果によると習慣的に朝食を欠食することがある20～30代

の女性において朝食を食べるために必要なことは「朝早

く起きられること」，「朝，食欲があること」が挙げられ

ている10)．

　女子高校生における朝食摂食については，平成30年・

令和元年「児童生徒の健康状態サーベイランス」調査結

果（以下，サーベイランス調査結果）によると，朝食を

毎日食べる者は82.4%，欠食することがある者は17.6%

であったことが報告されており11)，さらに女子高校生に

おいて朝食を欠食することがある者における朝食を食べ

ない理由は，「食べる時間がない」が最も多く，次いで「食

欲がない」が多かったことが報告されている11)．これら

のことから朝に早く起きられず，時間のゆとりがないこ

とは，朝食欠食の一因となることが考えられる．朝食欠

食と睡眠の関連についてはこれまで，幼児を対象とした

研究では，朝食欠食をする幼児としない幼児の起床時刻，

就寝時刻を Mann-Whitney の U 検定で比較したところ，

朝食欠食をする幼児では有意に起床時刻が遅く就寝時刻

も遅かったことを，Yaginuma らは3～6歳が対象の研究
12）で，德村らは3歳が対象の研究13）でそれぞれ報告して

いる．

　小学生を対象とした研究では，德村らは小学校1年生

では就寝時刻が午後９時半以降であること，小学校４年

生では10時以降であることと朝食欠食に有意な関連性が

認められたことを報告している13）．起床時刻についても，

小学校1年生では起床時刻が午前6時半以降であること，

小学校４年生では7時以降であることと朝食欠食に有意

な関連性が認められたことが報告されている13）．若林ら

は，小学校1～６年生において，朝食を欠食するオッズ

比は，就寝時刻午後9時前を基準とした際，就寝時刻が

午後10～11時で3.3，午後11～午前0時で3.7であったこと

を報告している14）．春木らは，小学校５年生においてこ

の１週間の朝食欠食の有無と就寝時刻の関連をχ2検定

で検討したところ有意な関連がみられたことを報告して

いる15）．しかし，この研究ではこの１週間の朝食欠食の有

無と起床時刻については有意な関連はみられていない15）．

　中学生を対象とした研究では，山田らは，朝食摂取頻

度と就寝時刻の関連，および朝食摂取頻度と起床時刻の

関連をχ2乗検定で検討したところ有意な関連がみられ

たことを報告している16）．Takasaki らは，9，12，15歳

女子において，朝食をほとんど毎日食べる者とまれに食

べる者の2群間の就寝時刻および起床時刻を t 検定で比

較したところ，ほとんど毎日食べる者の就寝時刻および

起床時刻が有意に早かったことを報告している17）．

　このように幼児や小中学生においては多くの研究で，

朝食を欠食する者ほど，就寝時刻や起床時刻が遅いこと

が報告されている．

　一方，20～30代の若い世代の一歩手前の高校生につい

てはどうであろうか．高校生における朝食欠食と睡眠の

関連については，朝食をよく食べる者のほうが睡眠問

題の出現割合が少なかったこと18）や，朝食を毎日食べ

る者ほど睡眠時間が短い者が少ないこと19），朝食を毎日

しっかり食べる者ほど起床時の気分が良いこと20）が報

告されている．また，平成26年度文部科学省委託調査の

平成26年度「家庭教育の総合的推進に関する調査研究」

－睡眠を中心とした生活習慣と子供の自立等との関係性

に関する調査－（以下，文科省の睡眠調査）結果によれば，

高校生において，起床時刻が早いほど朝食を「毎日食べ

る」と回答する割合が高い結果であったことが報告され

ており21)，また就寝時刻が午後10時以降の者に限定すれ

ば，就寝時刻が早いほど朝食を「毎日食べる」と回答す

る割合が高い結果であったことが報告されている21）．一

方で，森らは朝食摂取状況と就寝時刻，起床時刻の間

には有意な関連が認められなかった20）と報告しており，

一貫した結果はみられない．

　そこで本研究は，若い世代の一歩手前である女子高校

生を対象とした朝食摂取に着目した食育において，睡眠
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の視点を入れて取り組む必要性があるのかどうかを検討

するために，女子高校生の睡眠と朝食欠食の関連を明ら

かにすることを目的とした．高校生の朝食に関連する睡

眠の特徴をとらえるために，就寝時刻・起床時刻だけで

なく，睡眠充足感や目覚めの気分も含めて詳細に検討す

ることとした．

【方法】

１．研究対象者と調査方法

　A 市内の高等学校（4校）に通う生徒のうち，調査実

施について高校側の同意の得られた学年の生徒2,240人

を対象に調査を実施した．

　調査時期は，平成29年6月であった．調査方法は，集

合法による自記式質問紙調査であり，調査票は，高校の

教室にて配布し，その場で調査票への回答を求め，記入

後，対象者本人が調査票を封筒に入れテープで封をした

状態で回収した．

　調査は2,240人に実施した．このうち，性別・学年が

無回答の者，計４人と，本研究に必要な項目に有効回答

が得られなかった者14人，男子502人を除く，女子1,720

人を本研究の解析対象者とした．

２．調査内容と本研究の解析に用いた調査項目

　食や健康に関する質問紙の調査項目は，主観的健康感，

体力自己評価，健康や体力維持のための心掛け，運動の

必要性，体型自己評価，睡眠，食事（朝食，昼食，夕食）

の摂取頻度，栄養バランスの心掛けと自己効力感，食生

活に対する心掛け，料理実施頻度，普段の昼食の状況，

自己肯定感，充実感，基本属性であった．

　本研究では，これらの調査項目の中から，朝食の摂取

頻度（１項目），睡眠（４項目）に着目し解析を行った．

１）朝食の摂取頻度に関する調査項目

　「あなたは，朝食をとっていますか．」の問いに対し，「毎

日とっている」「週に４日以上とっている」「週に１～

３日とっている」「とっていない」の選択肢から１つ

選択してもらった．

２）睡眠に関する調査項目

　①睡眠充足感と目覚めの気分

　　服部らの先行研究22）の調査項目を参考にした．睡

眠充足感については，「睡眠は足りていると感じます

か」の問いに対し，「足りない」「少し足りない」「ちょ

うどよい」の選択肢から１つ選択してもらった．目覚

めの気分については，「目覚めの気分はいかがですか」

の問いに対し，「良い」「まあ良い」「あまり良くない」

の選択肢から１つ選択してもらった．

　②就寝時刻

　　「夜，何時ごろ寝ていますか」の問いに対し，「午後

10時以前」「午後10時台」「午後11時台」「午後０時台」

「午後１時以降」「決まっていない」の選択肢から１つ

選択してもらった．なお，「午後10時以前」と「午後

10時台」の人数が少なかったので合計して「午後10時

以前・10時台」として集計を行った．

　③起床時刻

　　「朝，何時ごろ起きていますか」の問いに対し，「午

前6時以前」「午前6時台」「午前7時台」「午前8時以降」「決

まっていない」の選択肢から１つ選択してもらった．

３．解析方法

　朝食摂取頻度の回答により，朝食を「毎日とっている」

者（以下，朝食欠食無群）と，「毎日とっている」以外

の回答をした朝食を食べない日がある者（以下，朝食欠

食有群）の２群に群分けした．朝食摂取の有無と睡眠の

関連を検討するために，まず朝食欠食有群および朝食欠

食無群の２群における睡眠充足感，目覚めの気分，就寝

時刻，起床時刻の状況をクロス集計し，x2検定および残

差分析を行った．なお，起床時刻については，「午前８

時台」と「決まっていない」を除く３項目で x2検定およ

び残差分析を行い調整済みの標準化残差を求めた．

　次に，朝食欠食に関連する要因を調べるため，単変量

および多変量ロジスティック回帰分析でオッズ比およ

び95% 信頼区間を求めた．単変量および多変量ロジス

ティック回帰分析では，朝食欠食無群（＝０）と朝食欠

食有群（＝１）の２群を従属変数とし，睡眠充足感，目

覚めの気分，就寝時刻，起床時刻の計４項目を独立変数

とした．多変量ロジスティック回帰分析では，睡眠充足

感，目覚めの気分，就寝時刻，起床時刻の計４項目と朝

食欠食の有無の関連を検討した．高校による差があるこ

とを考慮し共変量として高校を投入した．ステップワイ

ズ法を用いた．

　有意水準は5% とし，統計解析には IBM SPSS Statistics 

24を用いた．

４．倫理的配慮

　本研究は名古屋文理大学短期大学部研究倫理審査委員

会の承認を受けて実施した．対象者に対して，調査の主

旨を記した書面を配布し，調査の主旨，方法，成果の公

表，個人や高校が特定される形で情報を使用しないこと

を十分説明し，質問紙に回答をすることによって同意を
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得ることを書面に記載した．なお，高校の校長に対して

も，調査の主旨，方法，成果の公表，個人や高校が特定

される形で情報を使用しないことについて十分説明し，

同意書への同意を得た．

【結果】

１．朝食摂取頻度（表１）

　朝食を「毎日とっている」者が最も多く1,358人（79.0%）

であった．「週に4日以上とっている」は172人（10.0%），

「週に1～3日とっている」は100人（5.8%），「とってい

ない」は90人（5.2%）であった．

２．睡眠の状況（表１）

　睡眠充足感については，「少し足りない」と回答した

者が最も多く875人（50.9%）であった．「足りない」は

571人（33.2%），「ちょうどよい」は274人（15.9%）であっ

た．目覚めの気分については，「あまり良くない」と回

答した者が最も多く873人（50.8%）であった．「まあ良い」

は724人（42.1%），「良い」は123人（7.2%）であった．

就寝時刻は，「午前０時台」と回答した者が最も多く609

人（35.4%）であった．次いで「午後11時台」は480人

（27.9%），「午前1時以降」は210人（12.2%），「午後10

時以前・10時台」は193人（11.2%），「決まっていない」

は228人（13.3%）であった．

　起床時刻は，「午前6時台」と回答した者が最も多く

955人（55.5%）であった．次いで「午前6時以前」は

416人（24.2%），「午前7時台」は317人（18.4%），「午前

8時台」は2人（0.1%），「決まっていない」は30人（1.7%）

であった．

３．朝食欠食の有無別にみた睡眠の状況（表１）

　①就寝時刻

　　朝食欠食有群では，「午前0時台」が最も多く115人

(31.8%)，「午後11時台」78人 (21.5%)，「午前１時以降」

74人 (20.4%)，「決まっていない」64人 (17.7%)，「午

後10時以前・10時台」31人 (8.6%) であった．朝食欠

食無群では，「午前0時台」が最も多く494人 (36.4%)，

「午後11時台」402人 (29.6%)，「午後10時以前・10時

台」162人 (11.9%)，「午前１時以降」136人 (10.0%)，

「決まっていない」164人 (12.1%) であった．x2検定の

結果，朝食欠食の有無の２群間で有意な差が見られ

（p<0.001），残差分析の結果，朝食欠食有群では，「午

表1　朝食欠食の有無と睡眠関連要因

総数
( n=1,720 )
n  　　　 %

朝食欠食の有無 x2検定

有群 
( n=362 ) 

n  　　　 %

無群 
( n=1,358 ) 
n  　　　 %

p 値

就寝時刻

　午後10時以前・10時台 193 ( 11.2 ) 31 ( 　8.6 ) 　 162 ( 11.9 ) 　 <0.001
　午後11時台 480 ( 27.9 ) 78 ( 21.5 ) ○ 402 ( 29.6 ) ＊

　午前0時台 609 ( 35.4 ) 115 ( 31.8 ) 　 494 ( 36.4 ) 　
　午前1時以降 210 ( 12.2 ) 74 ( 20.4 ) ＊ 136 ( 10.0 ) ○

　決まっていない 228 ( 13.3 ) 64 ( 17.7 ) ＊ 164 ( 12.1 ) ○

起床時刻 a)

　午前6時以前 416 ( 24.2 ) 69 ( 19.1 ) ○ 347 ( 25.6 ) ＊ <0.001
　午前6時台 955 ( 55.5 ) 195 ( 53.9 ) 　 760 ( 56.0 ) 　
　午前7時台 317 ( 18.4 ) 88 ( 24.3 ) ＊ 229 ( 16.9 ) ○

　午前8時台 2 ( 　0.1 ) 2 ( 　0.6 ) 　 0 ( 　0.0 ) 　
　決まっていない 30 ( 　1.7 ) 8 ( 　2.2 ) 　 22 ( 　1.6 ) 　
睡眠充足感

　ちょうどよい 274 ( 15.9 ) 37 ( 10.2 ) ○ 237 ( 17.5 ) ＊ <0.001
　少し足りない 875 ( 50.9 ) 168 ( 46.4 ) 　 707 ( 52.1 ) 　
　足りない 571 ( 33.2 ) 157 ( 43.4 ) ＊ 414 ( 30.5 ) ○

目覚めの気分

　良い 123 ( 　7.2 ) 12 ( 　3.3 ) ○ 111 ( 　8.2 ) ＊ <0.001
　まあ良い 724 ( 42.1 ) 124 ( 34.3 ) ○ 600 ( 44.2 ) ＊

　あまり良くない 873 ( 50.8 ) 226 ( 62.4 ) ＊ 647 ( 47.6 ) ○

a)：「８時台」「決まっていない」を除き、x2検定、残差分析を行った．
 *  ：調整済み標準化残差において P ＜0.05で，期待値より多い．
〇：調整済み標準化残差において P ＜0.05で，期待値より少ない．
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前１時以降」と「決まっていない」者の割合が有意に

高く，「午後11時台」の者の割合が有意に低かった．

　②起床時刻

　　朝食欠食有群では，「午前6時台」が最も多く195人

(53.9%)，「午前7時台」88人 (24.3%)，「午前6時以前」

69人 (19.1%)，「決まっていない」8人 (2.2%)，「午前

8時台」2人 (0.6%) であった．朝食欠食無群では，「午

前6時台」が最も多く760人 (56.0%)，「午前6時以前」

347人 (25.6%)，「午前7時台」229人 (16.9%)，「決まっ

ていない」22人 (1.6%)，「午前8時台」はいなかった．

x2検定の結果，朝食欠食の有無の２群間で有意な差が

見られ（p<0.001），残差分析の結果，朝食欠食有群で

は，「午前7時台」の者の割合が有意に高く，「午前6時

以前」の者の割合が有意に低かった．

　③睡眠充足感

　　朝食欠食有群では「少し足りない」が最も多く168

人 (46.4%)，「足りない」は157人 (43.4%)，「ちょう

どよい」は37人 (10.2%) であった．朝食欠食無群で

も「少し足りない」が最も多く707人 (52.1%)，「足り

ない」は414人 (30.5%)，「ちょうどよい」237人 (17.5%)

であった．多かった回答の順番は２群間で同じであっ

たものの，x2検定の結果，朝食欠食の有無の２群間で

回答の割合に有意な差が見られ（p<0.001），残差分析

の結果，朝食欠食有群では，「足りない」の割合が有

意に多く，「ちょうどよい」が有意に少なかった．

　④目覚めの気分

　　朝食欠食有群では「あまり良くない」が最も多く

226人 (62.4%)，「まあ良い」124人 (34.3%)，「良い」

12人 (3.3%) であった．朝食欠食無群では「あまり良

くない」が最も多く647人 (47.6%)，「まあ良い」600

人 (44.2%)，「良い」111人 (8.2%) であった．多かっ

た回答の順番は２群間で同じであったものの，x2検定

の結果，朝食欠食の有無の２群間で回答の割合に有意

な差が見られ（p<0.001），残差分析の結果，朝食欠食

有群では，「あまり良くない」の割合が有意に高く，「よ

い」と「まあ良い」が有意に少なかった．

４．朝食欠食の有無と睡眠の状況の関連（表２）

　単変量ロジスティック回帰分析の結果，睡眠充足感が

「ちょうどよい」者に比べて「少し足りない」［オッズ比

( 以下，OR) ＝1.52，95% 信頼区間（以下，95%CI）：

1.04-2.24］や，「足りない」（OR ＝2.43，95%CI：1.64-

3.60）者では，朝食欠食あり群である確率が有意に高かっ

た．目覚めの気分は「良い」者に比べて「まあ良い」（OR

＝1.91，95%CI：1.02-3.58）および「あまり良くない」

（OR ＝3.23，95%CI：1.75-5.97）者では朝食欠食あり群

である確率が有意に高かった．就寝時刻が，「午後10時

以前・10時台」の者に比べて「午前１時以降」（OR ＝2.84，

95%CI：1.76-4.58）および「決まっていない」（OR ＝2.04，

95%CI：1.26-3.30）者では，朝食欠食あり群である確率

表2　朝食欠食の有無と睡眠との関連（ロジスティック回帰分析）

単変量ロジスティック回帰分析 多変量ロジスティック回帰分析

オッズ比
95% 信頼区間
（下限－上限）

p 値 オッズ比
95% 信頼区間
（下限－上限）

p 値

就寝時刻

　午後10時以前・10時台 1.00 1.00 
　午後11時台 n.s. n.s.
　午前0時台 n.s. n.s.
　午前1時以降 2.84 ( 1.76 - 4.58 ) <0.001 2.39 ( 1.40 - 4.09 ) 0.002 
　決まっていない 2.04 ( 1.26 - 3.30 ) 0.004 1.78 ( 1.06 - 3.00 ) 0.030 
起床時刻

　午前6時以前 1.00 1.00 
　午前6時台 n.s. n.s.
　午前7時台 1.93 ( 1.35 - 2.76 ) <0.001 1.93 ( 1.31 - 2.86 ) 0.001 
睡眠充足感

　ちょうどよい 1.00 1.00 
　少し足りない 1.52 ( 1.04 - 2.24 ) 0.033 n.s.
　足りない 2.43 ( 1.64 - 3.60 ) <0.001 n.s.
目覚めの気分

　良い 1.00 1.00 
　まあ良い 1.91 ( 1.02 - 3.58 ) 0.043 n.s.
　あまり良くない 3.23 ( 1.75 - 5.97 ) <0.001 2.83 ( 1.48 - 5.40 ) 0.002 

a)：「８時台」「決まっていない」を除き、単変量および多変量ロジスティック回帰解析を行った．

女子高校生における朝食欠食と睡眠の関連

－ 93 －



が有意に高かった．起床時刻が「６時以前」の者に比べて，

「午前7時台」（OR ＝1.93，95%CI：1.35-2.76）の者では，

朝食欠食あり群である確率が有意に高かった．

　高校の影響も調整した多変量ロジスティック回帰分

析を行った多変量モデルで有意であった項目は，目覚

めの気分，就寝時刻，起床時刻であった．目覚めの気

分が「良い」者に比べて「あまり良くない」（OR ＝

2.83，95%CI：1.48-5.40）者では朝食欠食あり群であ

る確率が有意に高かった．就寝時刻が，「午後10時以

前・10時台」の者に比べて「午前1時以降」（OR ＝2.39，

95%CI：1.40-4.09）および「決まっていない」（OR ＝1.78，

95%CI：1.06-3.00）者では朝食欠食あり群である確率が

有意に高かった．

【考察】

１．朝食摂取状況

　女子高校生における朝食を毎日食べる者の割合を先行

研究と比較すると，本研究の結果では79.0% であったの

に対し，サーベイランス調査結果では82.4%（調査時期：

2018年，2019年，調査地域：全国）11)，門田らの報告で

は93.1%（調査時期：2001年，調査地域：岡山県）23）で

あった．服部らは，岡山県で2009年と2010年に朝食摂

取状況について調査を行い，「朝食をほとんど毎日食べ

る者」は2009年の調査では96.3％24），2010年の調査では

94.9%22）であったことを報告している．これらの報告値

と比較すると，本研究の対象者における朝食を欠食する

ことがある者の割合はやや高めであったことが示唆され

た．

２．睡眠の状況

　①就寝時刻

　　本研究の結果では，就寝時刻が「午後10時以前・10

時台」は11.2%，「午後11時台」は27.9% であり，午

前0時以前に就寝する者としてこれらを合計すると

39.1% であった．就寝時刻が「午前0時台」は35.4%，「午

前1時以降」は12.2% であり，就寝時刻が0時以降であ

る者としてこれらを合計すると47.6% であった．0時

以降に就寝する者の割合は0時以前に就寝する者の割

合に比べ8.5ポイント高かった．

　　本研究の結果の就寝時刻が0時以降である者の割合

を服部らの報告22,24) と比較すると，就寝時刻「12時以

降」59.3%24)，50.3%22) より割合が低く，本研究の対

象者の方が０時以降に就寝する者の割合が低いとも考

えられる．しかし，服部らの先行研究22,24) では「決まっ

ていない」という選択肢が設定されていなかった．本

研究では「決まっていない」の回答が13.3% もいたこ

とから，結果の割合の単純比較は困難と考えられた．

サーベイランス調査結果では，調査日前日の就寝時刻

の平均は23時56分であった11）．単純比較はできないも

のの，本研究の対象者の最も多かった就寝時刻は「午

前0時台」で35.4%，次いで多かったのが「午後11時台」

で27.9% であり，サーベイランス調査結果11) とも相反

しない結果であったと考えられた．

　②起床時刻

　　本研究の結果では，起床時刻が「午前6時台」は

55.5% と，半数以上を占めていた．次いで多かったの

は「午前6時以前」で24.2% であり，「午前7時台」は

18.4% であった．

　　服部らの報告では起床時刻「6～7時」は58.9%24)，

58.1%22),「6時より前」は8.4%24)，10.1%22)，「7時以降」

が32.7%24)，31.8%22) であった．本研究の結果と比べ

ると，午前６時台が最も多かったことは共通している

が，本研究では「午前6時以前」が24.2% と次いで多かっ

たのに対し，服部らの報告では午前７時以降が次いで

多かった22,24) ことから，本研究の対象者は服部らの報

告22,24) の対象者より午前６時以前の時間帯に早起きを

する者の割合が高かったことが考えられた．サーベイ

ランス調査結果では，調査当日の起床時刻の平均は6

時30分であった11）．単純比較はできないものの，本研

究の対象者の最も多かった起床時刻は「午前6時台」

であり，サーベイランス調査結果と相反しない結果で

あったと考えられた．

　③睡眠充足感

　　本研究の結果では，睡眠充足感が「足りない」が

33.2%，「少し足りない」が50.9% であり，これらを合

計すると84.1% であり，８割以上もの高校生が大なり

小なり睡眠不足を感じている結果であった．

　　睡眠充足感についての先行研究である服部らの報

告では，「足りない」が37.6%，「少し足りない」が

47.4%，「ちょうど良い」が15.0% であり22)，本研究の

結果と類似していた．

　④目覚めの気分

　　本研究の結果では，目覚めの気分が「良い」が7.2%，

「まあ良い」が42.1%，「あまり良くない」が50.8% で

あり，あまり良くないが最も多い結果でありなおかつ

過半数を超えていた．

　　服部らの報告の「良い」9.4%，「まあ良い」54.4%，「あ

まり良くない」36.1% という既報値22) と比べると，本
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研究の対象者は，「あまり良くない」が14.7ポイント

高く，「まあ良い」が12.3ポイント低い結果であった．

　　また，サーベイランス調査結果によると，調査日

の寝起きの状況として「すっきり目が覚めた」者は

17.3%，「少し眠かった」者は57.5%，「眠くてなかな

か起きられなかった」者は25.3%（調査時期：2018年，

2019年，調査地域：全国）であったことが報告されて

いる11）．表現が異なるため単純比較は難しいが，「すっ

きり目が覚めた」の17.3%11) と，本研究の対象者にお

ける目覚めの気分の「良い」が7.2% であった値を比

較すると，本研究の対象者は，サーベイランス調査結

果と比べて，すっきり目が覚める者が少ない状態で

あったことが推察された．

２．朝食欠食と睡眠の関連

　文科省の睡眠調査結果21）と同様に，起床時刻および

就寝時刻が早いほど朝食を毎日食べる者が多いことが，

本研究の結果からも示唆された．

　多変量モデルで，オッズ比が最も高かったものは，目

覚めの気分の「あまり良くない」（OR ＝2.83，95%CI：

1.48-5.40）であった．女子高校生において朝食をしっか

り食べるグループほど起床時の気分が良いことは森らの

研究20）でも報告されており，本研究の結果も同様の結

果となった．目覚めの気分が良くないことは，食欲がな

いことにつながり，そのため朝食欠食となる可能性も考

えられた．

　次にオッズ比が高かったものは，就寝時刻の「午前１

時以降」（OR ＝2.39，95%CI：1.40-4.09）であった．必

要な睡眠時間には個人差があることが知られているが，

就寝時刻が遅くなることが朝食欠食と関連することが示

唆されたので，自らに必要な睡眠時間を確保すべく適切

な時間に就寝することが望まれる．

　単変量ロジスティック回帰分析では，睡眠充足感が

「ちょうどよい」と回答した者に比べて「足りない」と

回答した者では，朝食欠食あり群である確率が有意に高

いという結果であった．しかしながら，学校間の差を調

整した多変量ロジスティック回帰分析では，有意な関連

は認められなかった．このことは，朝食欠食の有無およ

び睡眠充足感の状況が学校間で異なることが影響してい

るのではないかと考えられた．

３．今後に向けて

　文部科学省は，睡眠を中心とした生活習慣と子供の自

立等との関係性に関する調査を行い，平成26年度「中高

生を中心とした子供の生活習慣が心身へ与える影響等に

関する検討委員会」で，「早寝早起き朝ごはん」中高生等

向け普及啓発資料及び指導者用資料を作成している25）．

　本研究の結果からも，女子高校生において，睡眠習慣

と朝食摂取には関連があることが示唆されたことから，

女子高校生を対象とした朝食摂取に着目した食育を実施

するにあたっては睡眠についても食育プログラムに盛り

込むことが必要と考えられた．

　本研究の結果から，就寝時刻，起床時刻，目覚めの気

分がどの程度の状態になると朝食の欠食リスクが高まる

のかについての知見が得られたが，これらは，今後，「早

寝・早起き・朝ご飯」に着目した食育を行っていく場合

に有用な情報となるのではないかと考えられる．
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【目的】

　食は私たちが生きていく上で欠かすことのできないも

のである．平成17年に施行された食育基本法1) では食育

とは生きる上での基本であって，知育，徳育及び体育の

基礎となるべきものと位置付けるとともに，様々な経験

を通じて「食」に関する知識と「食」を選択する力を習

得し，健全な食生活を実践することができる人間を育て

ることとされている．しかし社会経済情勢がめまぐるし

短大生から高校生へのピア・エデュケーションによる
教育効果の可能性

―コロナ禍での食育活動の実践報告―

Possibility of Educational Effect by Peer Education  
from Junior College Students to High School Students 

―Practical Report on Dietary Education Activities during COVID-19 Crisis―

松永はるな，山本ちか，小濵絵美，渡辺和代 *，冨田美菜子 **，加藤恵子 ***
Haruna MATSUNAGA，Chika YAMAMOTO，Emi OBAMA，Kazuyo WATANABE，

Minako TOMIDA，Keiko KATOU

要旨：近年，若い世代の食育が課題となっている．20～30歳代に正しい食習慣を身につけるためには社会人一

歩手前の高校生への食育が重要であると考えられる．本研究では短大生が同世代の高校生に教えるピア・エデュ

ケーションによる食育講座を実施している．本報告ではコロナ禍に実施した食育活動の教育効果を検討するこ

とを目的とした．

栄養士を目指す本学の2年生3名が高等学校2年生24名に対して「野菜摂取で食事を改善する」という趣旨の講座

を実施した．

高校生は野菜摂取の大切さを理解し，さらに自分から野菜を食べようとする姿勢が見られた．短大生は講座に

対して講座前は不安もあったが，講座後は達成感や満足感の得られた結果となった．コロナ禍により制限のあ

る中での実施となったが，ピア・エデュケーションによって高校生，短大生，双方にとって教育効果が見られ

る可能性が示唆された . 
Abstract：In recent years, dietary education for the younger generation has become an issue. In order to acquire 
correct eating habits in their 20s and 30s, it is considered important to provide dietary education to high school 
students who are just one step away from becoming adults. In this study, junior college students practiced dietary 
education for high school students of the same generation. This is a method of peer education. The purpose of this 
report was to examine the educational effects of dietary education activities were carried out during the COVID-19 
crisis.
Three second-year students of our university, who aim to become nutritionists, gave lectures to 24 second-year high 
school students on the theme of "improving diet by eating vegetables."
The high school students understood the importance of eating vegetables, and they were willing to eat vegetables 
themselves. The junior college students were anxious about the lecture, but the results gave them a sense of 
accomplishment and satisfaction. Although it was held under restrictions due to the COVID-19 crisis, it was suggested 
that peer education may have educational effects for both high school and junior college students.

キーワード：食育，ピア・エデュケーション，高校生，ピア・サポーター

Key Words：Dietary Education，Peer Education，Highschool Students，Peer Suporter
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く変化し，日々忙しい生活を送る中で人々は，毎日の

「食」の大切さを忘れがちである．食育推進会議におい

て策定された食育推進基本計画は，食育基本法に基づき

食育の推進に関する基本的な方針や目標について定めて

いる．令和3年度から令和7年度までのおおむね5年間を

期間とする第4次食育推進基本計画2) では，基本的な方

針として3つの重点事項を掲げ，国民の健全な食生活の

実現と，環境や食文化を意識した持続可能な社会の実現

のために，SDGs の考え方を踏まえながら，多様な関係

者が相互の理解を深め，連携・協働し，国民運動として

食育を推進している．近年，社会全体の食への関心は高

まってきているが，特に若い世代においては朝食の欠食

や，栄養バランスを考えた食事を実践している人の割合の

低下3)，野菜の摂取量不足4) など依然として多くの問題

を抱えている．さらに，令和元年12月に発生し，全世界

に広がった新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の

影響により，「新しい生活様式」5) への対応が求められ

ることになり，食を含めた私たちの生活は大きく変化し

た．本研究では，若い世代のこれらの問題点を改善する

ため高校生に注目した．高校生の段階では家族の支援に

より本人が意識しなくてもバランスの良い食事が提供さ

れ自然と望ましい食習慣が保たれている人が多いと考え

られる．しかし高校卒業後，大学進学や就職により自宅

を離れ自立的な食生活が要求される者が多くなるため，

高校生の時期に健康的な食生活の指導が必要であると指

摘されている6)．遠藤，小川，村上，荒木，中村7) によ

ると生活環境の変化は食事摂取状況に改善，悪化どちら

にも影響を与えるとの調査報告がある．バランスの悪い

食事は長時間かけて自分の健康に影響を及ぼすとともに

不規則な食事が習慣になるとすぐに改善することは難し

くなると考えられる．このような状況を踏まえ，社会人

一歩手前の高校生に対して，食育活動を行い，正しい食

習慣を身につけることは20～30歳代の若い世代の食生活

の問題に大きく関連してくると考えられることから，重

要な取り組みといえる．そこで名古屋市保健所西保健セ

ンターと名古屋文理大学短期大学部が協働で「食の大使

プロジェクト」を立ち上げた．高校生への食育の手段と

して，従来型の教員が講義を行う一方通行の教育ではな

く，同世代（1～2年先輩）である栄養士を目指す短期大

学生がピア・サポーターとして「食の大使」となり，食

育を実施するピア・エデュケーション（Peer Education 

仲間教育：同世代の大学生から高校生に教育する若者同

士の教育）の手法を採用した．平成28年度よりグループ

ワーク，調理実習を交えたピア・エデュケーションを

実施してきた．平成30年度には延べ34名のピア・サポー

ターが高校生31名に対して「昼食の大切さと弁当実習を

通して栄養を考える」というテーマでワークショップを

4回，調理実習を1回実施した．その結果，卒業後は自分

のお弁当を作ってみたい90.0％，自分でお弁当をつくる

ことができると思う71.0％と肯定的な意見を得た．また

講義型の授業よりも意見交換ができる，短大生との交流

が良かったなどピア・エデュケーションを用いたワーク

ショップの利点をとらえた意見が多く見られた8)．しか

し令和元年度12月より突如流行した新型コロナウイルス

感染症予防対策の観点から令和2年度の食育活動は休止

となった．本研究は，令和3年度にコロナ禍により制限

のある中で実施した，ピア・エデュケーションを用いた

食育活動が高校生，短大生に及ぼす教育効果を明らかに

しようとしたものである．

【方法】

１．対象者と実施時期

　栄養士を目指す本学の2年生3名が「食の大使」となり，

地域の高等学校2年生24名に対して食育活動を実施した．

実施時期は令和3年12月であった．

２．介入内容

　コロナ禍による感染防止対策として，従来行っていた

グループワークを個人でのワークに変更して実施し，調

理実習は実施しなかった．講座の内容は，「野菜摂取で

食事を改善する」という趣旨の講座であった．「食の大

使」である短大生が高校生に対し，資料を提示しながら

若者世代で野菜摂取量が不足している現状，野菜不足で

起きる体の変化，野菜摂取量を増やすためのポイント

の説明を行った．食事を改善する個人ワークではご飯，

汁物，魚，牛乳のイラストが描かれたワークシートに野

菜不足を改善できるような料理を追加するという内容で

行った．個人ワーク中は，短大生が巡回し適宜アドバイ

スを行った．その後，短大生から自分たちが考えた野菜

料理を追加した献立を発表し，手軽にできる野菜の摂取

方法を紹介した．講座実施に先駆けて短大生にはこの事

業の趣旨を十分理解させ，円滑に実施できるよう講座の

進め方，ワークの実施方法，コミュニケーションの取り

方の指導を行った．
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３．事前調査，事後調査の内容

(1) 高校生への調査

　本講座について5件法（1：全くあてはまらない，2：

ややあてはまらない，3：どちらともいえない，4：やや

あてはまる，5：とてもあてはまる）でたずねた．具体

的な項目は表1に示した．

　また普段の食生活について以下の点でたずねた．

①1日何食食べるかについて（１：3食，２：2食，３：1

食，４：決まっていない）の選択肢でたずねた．

②いつ野菜を食べるかについて（１：朝食，２：昼食，３：

夕食，４：その他）の選択肢でたずねた．（複数回答可）

③健康のために成人が1日に必要な野菜摂取量は350g と

されていることを知っていたかについて（１：知ってい

た，２：知らなかった）の選択肢でたずねた．

※短大生から高校生への講座の際には1日に必要な野菜

摂取目標量は350g 以上とされている旨の指導を行った

上で調査を実施した．

④野菜をとるために意識していることはあるかについて

（１：はい，２：いいえ）の選択肢でたずね，さらに「は

い」と答えた人には具体的に意識している内容をたずねた．

　最後に本日の講座に参加した感想を自由記述でたずねた．

(2) 短大生への調査

a. 事前調査

　講座実施前の意識の把握のため，以下の内容を5件法

（1：全くあてはまらない，2：ややあてはまらない，3：

どちらともいえない，4：ややあてはまる，5：とてもあ

てはまる）でたずねた．具体的な項目は表2に示した．

　その他，講座を行うことについて，今不安に思うこと

など自由記述でたずねた．

b. 事後調査

　講座実施後にも以下の内容を5件法（1：全くあてはま

らない，2：ややあてはまらない，3：どちらともいえな

い，4：ややあてはまる，5：とてもあてはまる）でたず

ねた．具体的な項目は表3に示した．

　その他，高校生に栄養の知識を伝えるために，どのよ

うな点をもっと工夫できると思うか，本日の講座に参加

した感想を自由記述でたずねた．

図１　短大生が考え発表した献立

1.野菜を摂取することが大切だと思いますか．
2.本日のワークは難しかったですか．
3.野菜を摂取するために自分自身で工夫できそうなことがわかりましたか．
4.講座の内容はわかりやすかったですか．
5.本日学んだことを日常生活に活かしたいと思いますか．
6.栄養について興味がもてましたか．

表1　講座についての項目

1.野菜を摂取することが大切だと思いますか．
2.本日のワークは難しかったですか．
3.野菜を摂取するために自分自身で工夫できそうなことがわかりましたか．
4.講座の内容はわかりやすかったですか．
5.本日学んだことを日常生活に活かしたいと思いますか．
6.栄養について興味がもてましたか．

表1　講座についての項目

1.自分の役割を果たすことができると思う．
2.自分の担当箇所を高校生にうまく伝えることができると思う．
3.ワーク中に高校生にアドバイスができるか心配である．
4.自分の栄養の知識不足が心配である．
5.緊張する．
6.やりがいがあると思う．
7.難しいと思う．
8.なんとかなると思う．
9.楽しみである．

表2 短大生の事前調査項目

10.自信がない．

1.自分の役割を果たすことができた．
2.自分の担当箇所を高校生にうまく伝えることができた．
3.ワーク中に高校生にアドバイスができた．
4.自分の栄養の知識を深めることができた．
5.頑張った．
6.やりがいがあった．
7.緊張した．
8.難しかった．
9.活動は充実した内容であった．

表3 短大生の事後調査の項目

10.機会があればこのような活動を行いたい．

1.野菜を摂取することが大切だと思いますか．
2.本日のワークは難しかったですか．
3.野菜を摂取するために自分自身で工夫できそうなことがわかりましたか．
4.講座の内容はわかりやすかったですか．
5.本日学んだことを日常生活に活かしたいと思いますか．
6.栄養について興味がもてましたか．

表1　講座についての項目

短大生から高校生へのピア・エデュケーションによる教育効果の可能性
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４．倫理的配慮

　調査に際し，調査の目的と意義，特定の高校名や個人

の調査結果を取り上げて使用することはないこと，調査

への協力は任意であること，全体の結果のみ各種学会等

で発表予定であること等，研究の目的や倫理的配慮につ

いて，口頭と書面の両方で説明を行い，同意を得て調査

を実施した．

　なお本研究は，名古屋文理大学短期大学部研究倫理委

員会の承認を受け実施した（承認番号62）．

【結果】

(1) 高校生の調査結果

　高校生に行った事後調査結果を表4，5に，講座に参加

した感想の自由記述は表6に示した．表4，5の％は小数

第2位を四捨五入したことにより合計が100％になってい

ないことがある．

　講座の内容に関する結果は「野菜を摂取することが

大切だと思いますか」ではとてもあてはまるが19人

（79.2％），ややあてはまるが5人（20.8％）で全員が野

菜摂取の大切さを理解していた．「本日のワークは難し

かったですか」ではとてもあてはまるが3人（12.5％），

ややあてはまるが4人（16.7％），どちらともいえないが

6人（25.0％），ややあてはまらないが6人（25.0％），全

くあてはまらないが4人（16.7％）と回答にばらつきが

みられた．「野菜を摂取するために自分自身で工夫でき

そうなことがわかりましたか」ではとてもあてはまるが

8人（33.3％），ややあてはまるが13人（54.2％）で肯定

的な回答が計21人（87.5％）から得られた．「講座の内

容はわかりやすかったですか」ではとてもあてはまるが

18人（75.0％），ややあてはまるが4人（16.7％）でわか

りやすかったという意見が計22人（91.7％）からあった．

「本日学んだことを日常生活に活かしたいと思いますか」

ではとてもあてはまるが13人（54.2％），ややあてはま

るが9人（37.5％）で日常生活に活かしたいという意見

が計22人（91.7％）からあった．「栄養について興味が

もてましたか」ではとてもあてはまるが13人（54.2％），

ややあてはまるが7人（29.2％）で肯定的な回答が計20

人 (83.3％）から得られた．

　また普段の食事について「1日何食食べますか」では

3食が13人（54.2％），2食が7人（29.2％），決まってい

ないが4人（16.7％）であり，計11人（45.8％）の人に

欠食がある又は食生活が不規則であるという結果であっ

た．「いつ野菜を食べますか（複数回答可）」では夕食が

15人（62.5％），昼食と夕食が3人（12.5％），朝食と昼

食と夕食が4人（16.7％）であった．夕食に野菜を食べ

るという回答が多く，朝食や昼食に野菜を食べるという

回答は少なかった．「健康のために成人が1日に必要な野

菜の摂取量が350g とされていることを知っていました

か」では知っていたが3人（12.5％），知らなかったが21

人（87.5％）で知らなかったという回答が多数みられた．

「野菜をとるために意識していることはありますか」で

は「はい」が4人（16.7％），「いいえ」が19人（79.2％）

で意識していることはないという回答が多数みられた．

意識している具体的な内容には，野菜ジュースを飲む，

汁物に野菜をたくさん入れる，手軽なカット野菜を取り

入れるとの回答であったが，回答した人はいずれも1日

に必要な野菜摂取量を知らなかったと答えた人の回答で

あった．

　講座に参加した感想の自由記述では「野菜を摂取でき

ていないことを実感した」，「今後の食事に役立てたい，

改善したい」，「野菜の大切さを知れてよかった」，「短大

生のお姉さんの説明がわかりやすかった」，「優しく声を

かけてくれてうれしかった」，「ワークが楽しかった」な

ど今回の講座について前向きな意見が多くみられた．一

方で「もう少しやることがほしかった」という意見もあっ

た．

1.自分の役割を果たすことができると思う．
2.自分の担当箇所を高校生にうまく伝えることができると思う．
3.ワーク中に高校生にアドバイスができるか心配である．
4.自分の栄養の知識不足が心配である．
5.緊張する．
6.やりがいがあると思う．
7.難しいと思う．
8.なんとかなると思う．
9.楽しみである．

表2 短大生の事前調査項目

10.自信がない．

1.自分の役割を果たすことができた．
2.自分の担当箇所を高校生にうまく伝えることができた．
3.ワーク中に高校生にアドバイスができた．
4.自分の栄養の知識を深めることができた．
5.頑張った．
6.やりがいがあった．
7.緊張した．
8.難しかった．
9.活動は充実した内容であった．

表3 短大生の事後調査の項目

10.機会があればこのような活動を行いたい．

1.自分の役割を果たすことができると思う．
2.自分の担当箇所を高校生にうまく伝えることができると思う．
3.ワーク中に高校生にアドバイスができるか心配である．
4.自分の栄養の知識不足が心配である．
5.緊張する．
6.やりがいがあると思う．
7.難しいと思う．
8.なんとかなると思う．
9.楽しみである．

表2 短大生の事前調査項目

10.自信がない．

1.自分の役割を果たすことができた．
2.自分の担当箇所を高校生にうまく伝えることができた．
3.ワーク中に高校生にアドバイスができた．
4.自分の栄養の知識を深めることができた．
5.頑張った．
6.やりがいがあった．
7.緊張した．
8.難しかった．
9.活動は充実した内容であった．

表3 短大生の事後調査の項目

10.機会があればこのような活動を行いたい．
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項目 人数 �
19 79.2
5 20.8
0 0.0
0 0.0
0 0.0
3 12.5
4 16.7
6 25.0
6 25.0
4 16.7
1 4.2
8 33.3
13 54.2
2 8.3
0 0.0
0 0.0
1 4.2
18 75.0
4 16.7
1 4.2
0 0.0
0 0.0
1 4.2

表4 講座についての回答
選択肢

ややあてはまらない
全くあてはまらない
回答の重複

2.本日のワークは難しかったですか．

3.野菜を摂取するために自分自身で工夫できそうな
　ことがわかりましたか．

とてもあてはまる
ややあてはまる
どちらともいえない
ややあてはまらない
全くあてはまらない
無回答

4.講座の内容はわかりやすかったですか．

無回答

とてもあてはまる
ややあてはまる
どちらともいえない

1.野菜摂取することが大切だと思いますか．

とてもあてはまる
ややあてはまる
どちらともいえない

とてもあてはまる
ややあてはまる
どちらともいえない
ややあてはまらない
全くあてはまらない

ややあてはまらない
全くあてはまらない

13 54.2
9 37.5
1 4.2
1 4.2
0 0.0
13 54.2
7 29.2
4 16.7
0 0.0
0 0.0

ややあてはまらない
全くあてはまらない

6.栄養について興味がもてましたか．

5.本日学んだことを日常生活に活かしたいと
　思いますか．

とてもあてはまる
ややあてはまる
どちらともいえない

とてもあてはまる
ややあてはまる
どちらともいえない
ややあてはまらない
全くあてはまらない

項目 人数 �
13 54.2
7 29.2
0 0.0
4 16.7
0 0.0
0 0.0
15 62.5
2 8.3
3 12.5
4 16.7
3 12.5
21 87.5
4 16.7
19 79.2
1 4.2

　　　・野菜ジュースを飲む
　　　・汁物に野菜をたっぷり入れる
　　　・カット野菜を食べる
　　　・無回答

表5 普段の食生活についての回答
選択肢

3食

知っていた
朝食，昼食，夕食

②いつ野菜を食べますか．(複数回答可)

朝食
昼食
夕食
その他
昼食，夕食

2食
1食
決まっていない

①１日何食食べますか．

④で「はい」と答えた人の具体的に意識している内容

いいえ
無回答

④野菜をとるために意識していることはありますか．

知らなかった
③健康のために成人が1日に必要な野菜の摂取量は350g
　とされていることを知っていましたか．

はい

表6 講座に参加した感想の自由記述
・改めて野菜を全く摂取できていないことを実感した。
・自分では野菜をいっぱい食べていると思いましたがもう少し緑黄色野菜を
　増やしたいと思います。食べるだけでなく飲むことも大切だと実感しました。
・改めて日頃の食事に野菜が足りてないなと思った。
・自分が全然野菜を摂っていないことが分かった。

13 54.2
9 37.5
1 4.2
1 4.2
0 0.0
13 54.2
7 29.2
4 16.7
0 0.0
0 0.0

ややあてはまらない
全くあてはまらない

6.栄養について興味がもてましたか．

5.本日学んだことを日常生活に活かしたいと
　思いますか．

とてもあてはまる
ややあてはまる
どちらともいえない

とてもあてはまる
ややあてはまる
どちらともいえない
ややあてはまらない
全くあてはまらない

項目 人数 �
13 54.2
7 29.2
0 0.0
4 16.7
0 0.0
0 0.0
15 62.5
2 8.3
3 12.5
4 16.7
3 12.5
21 87.5
4 16.7
19 79.2
1 4.2

　　　・野菜ジュースを飲む
　　　・汁物に野菜をたっぷり入れる
　　　・カット野菜を食べる
　　　・無回答

表5 普段の食生活についての回答
選択肢

3食

知っていた
朝食，昼食，夕食

②いつ野菜を食べますか．(複数回答可)

朝食
昼食
夕食
その他
昼食，夕食

2食
1食
決まっていない

①１日何食食べますか．

④で「はい」と答えた人の具体的に意識している内容

いいえ
無回答

④野菜をとるために意識していることはありますか．

知らなかった
③健康のために成人が1日に必要な野菜の摂取量は350g
　とされていることを知っていましたか．

はい

表6 講座に参加した感想の自由記述
・改めて野菜を全く摂取できていないことを実感した。
・自分では野菜をいっぱい食べていると思いましたがもう少し緑黄色野菜を
　増やしたいと思います。食べるだけでなく飲むことも大切だと実感しました。
・改めて日頃の食事に野菜が足りてないなと思った。
・自分が全然野菜を摂っていないことが分かった。

13 54.2
9 37.5
1 4.2
1 4.2
0 0.0
13 54.2
7 29.2
4 16.7
0 0.0
0 0.0

ややあてはまらない
全くあてはまらない

6.栄養について興味がもてましたか．

5.本日学んだことを日常生活に活かしたいと
　思いますか．

とてもあてはまる
ややあてはまる
どちらともいえない

とてもあてはまる
ややあてはまる
どちらともいえない
ややあてはまらない
全くあてはまらない

項目 人数 �
13 54.2
7 29.2
0 0.0
4 16.7
0 0.0
0 0.0
15 62.5
2 8.3
3 12.5
4 16.7
3 12.5
21 87.5
4 16.7
19 79.2
1 4.2

　　　・野菜ジュースを飲む
　　　・汁物に野菜をたっぷり入れる
　　　・カット野菜を食べる
　　　・無回答

表5 普段の食生活についての回答
選択肢

3食

知っていた
朝食，昼食，夕食

②いつ野菜を食べますか．(複数回答可)

朝食
昼食
夕食
その他
昼食，夕食

2食
1食
決まっていない

①１日何食食べますか．

④で「はい」と答えた人の具体的に意識している内容

いいえ
無回答

④野菜をとるために意識していることはありますか．

知らなかった
③健康のために成人が1日に必要な野菜の摂取量は350g
　とされていることを知っていましたか．

はい

表6 講座に参加した感想の自由記述
・改めて野菜を全く摂取できていないことを実感した。
・自分では野菜をいっぱい食べていると思いましたがもう少し緑黄色野菜を
　増やしたいと思います。食べるだけでなく飲むことも大切だと実感しました。
・改めて日頃の食事に野菜が足りてないなと思った。
・自分が全然野菜を摂っていないことが分かった。

13 54.2
9 37.5
1 4.2
1 4.2
0 0.0
13 54.2
7 29.2
4 16.7
0 0.0
0 0.0

ややあてはまらない
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(2) 短大生の調査結果

　短大生に行った調査結果を以下に示した．

ａ . 事前調査

　講座実施前の意識調査の結果は「自分の役割を果たす

ことができると思う」では全員がややあてはまると回答

した．「自分の担当箇所を高校生にうまく伝えることが

できると思う」，「楽しみである」ではとてもあてはまる

が1人，ややあてはまるが2人であった．「ワーク中に高

校生にアドバイスができるか心配である」ではとてもあ

てはまるが1人，ややあてはまるが1人，どちらともいえ

ないが1人であった．「自分の栄養の知識不足が心配であ

る」，「難しいと思う」，「なんとかなると思う」ではとて

もあてはまるが2人，ややあてはまるが1人であった．「緊

張する」ではとてもあてはまるが1人，ややあてはまる

が1人，全くあてはまらないが1人と意見がわかれた．「や

りがいがあると思う」では全員がとてもあてはまるに回

答した．「自信がない」ではややあてはまらないが2人，

全くあてはまらないが1人であった．

　講座を行うことについて今不安に思うことなど自由記

述でたずねたところ，うまく教えられるか不安との意見

が1名からあった．

ｂ . 事後調査

　本講座について「自分の役割を果たすことができた」，

「ワーク中に高校生にアドバイスができた」，「頑張っ

た」，「やりがいがあった」，「活動は充実した内容であっ

た」の5項目には全員がとてもあてはまると回答した．

「自分の担当箇所を高校生にうまく伝えることができた」

ではとてもあてはまるが1人，ややあてはまるが2人で

あった．「緊張した」ではとてもあてはまるが2人，やや

あてはまるが1人，「難しかった」ではとてもあてはまる

が2人，ややあてはまらないが1人であった．「自分の栄

養の知識を深めることができた」「機会があればこのよ

うな活動を行いたい」ではとてもあてはまるが1人，ど

表 6講座に参加した感想の⾃由記述�
・改めて野菜を全く摂取できていないことを実感した。�

・⾃分では野菜をいっぱい食べていると思いましたがもう少し緑黄色野菜を増やしたいと思います。�

・食べるだけでなく飲むことも大切だと実感しました。�

・改めて日頃の食事に野菜が足りてないなと思った。�

・⾃分が全然野菜を摂っていないことが分かった。�

・⾃分が思うより結構野菜が多く摂れていたので、これからも積極的に摂ろうと思いました。�

・⾃分が普段どれだけ野菜を食べていないかが分かり、今後の食事に役立てようと思いました。�

・⾃分の野菜の摂取量を知れてよかったと思いました。�

・⾃分の野菜の摂取量の少なさに驚きました。改めて食生活の改善をしたいと思いました。�

・とても野菜の摂取量が少ないんだと分かった。�

・野菜の大事さをよく知れた。�

・もう少し意識して野菜を摂るようにしようと思いました。肉系が家ですごい出るので少しサラダを増やしたいです。�

・食べることや野菜をしっかり食べることを大事にしていこうと思いました。�

・野菜の大切さを改めて知りました。�

・野菜を摂ることはとても大切だと思うから、これから野菜をいっぱい摂取しようと思った。�

・⾃分がどれだけ野菜を摂れていないかがよく分かった。これからは簡単にできることからでもやってみようと思えた。�

・とても分かりやすくてワークシートを使っていて楽しかった。べジチェックでは⾃分のこれからの課題も見つかり良かった。�

・短大生のお姉さんの説明が分かりやすく、とても優しかったので楽しく野菜について学ぶことができました。�

・分かりやすくて、ちゃんと野菜を摂ろうという気持ちになりました。�

・優しく声をかけてくれてうれしかったです。�

・分かりやすくて丁寧ですごかったです。⾃分ももっと野菜を食べるように心掛けます。�

・とても分かりやすかった。「野菜を加えて食事を改善しよう」のワークシートはやっていて楽しかった。�

・もう少しやることがほしかった。�

�
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ちらともいえないが2人であった．

　高校生に栄養の知識を伝えるために，もっと工夫でき

ると思う点をたずねたところ，ワークをやっている高校

生に声をかけてもっとアドバイスする，もっと人のこと

を見る必要がある，言葉だけでの説明が多かったので絵

や写真などの媒体を使うとよりよかったと思うとの意見

があった．

　講座に参加した感想では楽しかったとの意見が2人か

ら，最初声をかけるのも緊張してアドバイスどころでは

なかったが慣れてきたらいろいろ話すことができたとの

意見が1人から得られた．

【考察】

　社会人一歩手前の高校生を対象にピア・エデュケー

ションを用いた食育活動を実施し，効果を検証したとこ

ろ，講座後の高校生の意識調査から野菜を摂取すること

は大切であると全員が理解していた．また野菜を摂取す

るために自分自身で工夫できそうなことがわかった，本

日学んだことを日常生活に活かしたいと思うという回答

が90％前後の高校生から得られた．自由記述からも今後

の課題として緑黄色野菜を増やしたい，サラダを増やし

たいと具体的な意見や，野菜をもっと食べるように心が

けたい，簡単にできることからでもやってみようと思っ

たという意見から野菜摂取についてさらに意識付けがで

き，自分から取り組む動機づけとなったことが示唆され

た．またピア・エデュケーションの観点からの評価とし

て，講座の内容はわかりやすかったという意見が90％以

上得られた．自由記述では短大生のお姉さんが優しかっ

たので楽しく学ぶことができた，優しく声をかけてくれ

てうれしかった，ワークシートをやっていて楽しかった

との回答が得られ，この手法の効果が示された結果で

あった．しかし，「もう少しやることがほしかった」と

いう意見もあり，実施したワークシートについて難しく

感じた人とそうでない人の意見が分かれ個人差が見られ

た．コロナ禍であり個人ワークの発表なども控えたため

時間配分やワーク内容の検討が今後の課題と考えられ

る．

　次に短大生の効果を検証したところ，講座前にはワー

クを行う高校生にアドバイスができるかどうか，自分の

栄養の知識不足に対して心配であると回答し難しいと考

えていたものの，やりがいや楽しみといった前向きな回

答が得られた．当日の講座内容に関しては，担当を決

め，発表の練習を行うなどの事前準備をしっかり行った

ため自分の役割を果たすことができる，担当箇所を高校

生にうまく伝えることができると回答したと考えられ

る．しかし当日高校生から聞かれたことにその場で対応

しなければならないことに対しての不安があるようにみ

られた．講座後の調査ではワーク中に高校生にアドバイ

スができたと全員が回答し，またやりがいがあった，活

動は充実した内容であったと達成感や満足感の得られた

回答があった．工夫できる点として言葉だけの説明でな

く絵や写真などの媒体を使うとより良かったと思うと

いった新たな課題を短大生自身が見出していた．

　コロナ禍で制限のある中での食育活動ではあったが，

ピア・エデュケーションにより高校生と短大生，双方

への教育効果がみられ有効な手法である可能性が示さ

れた．高校生には若い世代の野菜摂取量不足について

知り，野菜摂取量を改善するための方法を学び，この講

座をきっかけに食事を改善することを考える良い機会と

なったと考えられる．また短大生も，コロナ禍により学

校行事など主体性を学ぶ機会が減っている中で実践を通

して学ぶことが重要であるだろう．自治体の名古屋市食

育推進計画（第4次）9）にも若い世代を中心とした食育推

進の1つに大学との連携による食育の推進が挙げられて

いる．今後も高大官が連携し，若い世代への食育活動を

行うことが重要であると思われる．
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【はじめに】

　小豆は，小麦粉や米粉と比較してたんぱく質，ミネラ

ル，食物繊維などが多く，炭水化物が少ない，グルテン

を含まないなどメリットが多い食材である．しかしなが

ら，日本の食文化の多様化や小豆の輸入などの要因によ

り，近年，国産小豆の需要は長期的な減少傾向を示して

おり，国内生産量も減少傾向を示している．また，乾燥

小豆の使用用途のほとんどが加糖餡の原料で，乾燥小豆

そのものの消費量は少ないのが現状である．そのため，

産地や関連業界から小豆の需要拡大が強く要望されてい

る1-3)．このような背景を受け，小豆の新しい使用用途

として小豆を粉末状にした小豆粉が開発された4)．小豆

粉は，小豆を生のまま粉砕するため，小豆の種皮成分に

含まれるポリフェノールなどの機能成分や小豆本来の持

ち味や風味を生かすことができる．最近では，小豆を一

度粉砕した後，種皮を再粉砕する「二段階製粉法」が確

立され，製菓・製パン専用の小豆粉も一般に流通するよ

うになりつつある．このように多様な加工食品用途とし

て活用可能な小豆粉末が開発されたことで，小豆を使用

した新しい食品開発や商品化が進んでいる4,5)．

小豆粉がパンの物性および官能評価に及ぼす影響

Effect of Azuki Been Powder on Physical Properties  
and Sensory Evaluation of Bread 

小濱　絵美

Emi OBAMA

要旨：近年，新しい使用用途として粉末状の小豆が開発され，製菓・製パン専用の小豆粉が流通している．小

豆粉は，生の小豆を粉砕した食品である．そのため，小豆の種皮成分や風味を生かすことができる．本研究では，

小豆粉が食パンに及ぼす物性の影響，製パン性，嗜好性について調査し，その結果をもとに，小豆粉置換率の

限界を検討した．

　物性測定の結果，強力粉を小豆粉に置換することにより，測定値が大きく変化し，パンは硬くなり，弾力性

を失った．

　一方，官能評価の結果では，小豆粉置換率30% であっても小豆の風味が許容される可能性が示唆された．た

だし，この結果の理由としては，小豆粉置換率30% の食パンの独特な食感が，食パンとしてではなく，菓子類

として捉えられた可能性が考えられる．

Abstract：In recent years, Adzuki bean powder was developed as a new application, and furthermore Adzuki bean 
powder for confectionery and bread-making was circulating in the market. Adzuki bean powder is a powdered food 
made from raw Adzuki beans. Therefore, it is possible to take advantage of the seed coat component and flavor of 
adzuki beans. In this study, we investigated the effect of mixing Adzuki bean powder on physical properties, the 
bread-making properties and the palatability. Based on the results, we investigated the limits of Adzuki bean powder 
replacement rate.
As a result of physical property measurement, by replacing hard flour with adzuki bean flour, the measured values 
changed greatly and the bread became hard and lost its elasticity.
On the other hand, as a result of sensory evaluation, it was suggested that the flavor of Adzuki beans was acceptable 
even at a replacement rate of 30%. However, the reason for this result includes the possibility that the unique texture 
of bread with a Adzuki bean power replacement rate of 30% was perceived as confectionery rather than bread.

キーワード：小豆粉，小豆粉置換率，製パン性，物性，官能評価

Keyword：Adzuki bean powder，Adzuki beam powder replacement rate，bread-making properties， 
 　   physical properties，sensory evaluation
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　本研究では，強力粉の一部を小豆粉に置換した食パン

を調整し，小豆粉が食パンに及ぼす物性の影響，製パン

性，嗜好性について調査し，その結果をもとに，小豆粉

置換率の限界を検討した．

【方法】

１．材料

　製パン材料は，強力粉：カメリヤ（日清製粉），製パ

ン専用小豆粉：十勝産エモリショウズ（アルナチュリア

株式会社），砂糖（伊藤忠製糖），脱脂粉乳：スキムミル

ク（雪印メグミルク），無塩バター（雪印メグミルク），

食塩（鳴門塩業），ドライイースト：スーパーカメリヤ（日

清フーズ）および水道水を用いた．

２．パンの作成

　表1に示す配合割合で小麦粉の0% ～50% を小豆粉に

置換したパンを作成した．

　焼成は，ホームベーカリー（もちつきベーカリー　

SPM-MP31（三洋電機株式会社））の食パン標準コース

で行った．本コースの焼成までの所要時間は，3時間30

分である．焼成後，室温まで放冷（1時間）したのち，

ビニール袋に入れて保管（24時間）したものを分析試料

とした．

３．物性測定 

　分析試料のクラム部を縦，横，高さ30mm の立方体に

調製し，テクスチャープロファイルユニット TPU-A2（株

式会社山電）を用いて測定した．

　プランジャーはφ15mm 円形プランジャーを用い，測

定条件は，圧縮量80%，圧縮回数2回，ロードセル20N，

移動速度2.5㎜ / 秒，測定点数2～3点とした．硬さに相当

する圧縮強度は，1回目圧縮時の最大荷重（N），粘弾性

に相当する凝集性は，測定により得られた2回目の積算

圧縮面積を1回目の積算圧縮面積で除した値とした．

４．官能評価

　被験者20人（短期大学部食物栄養学科栄養士専攻の女

子学生）に対し，小豆粉置換率10%，30% の食パンの嗜

好性について，外観（キメ，色調），香り，物性（弾力性，

咀嚼性），味，総合評価の7項目について評点法（7段階

評価）を用いて調査した．

　評価基準は，日常的に食している食パンを4点とし，

好ましい場合は5～7点，好ましくない場合は3～1点と評

価させた．試料間の有意差の有無については，食パンの

嗜好性に関する各項目の評価点の平均値と標準偏差を求

め，平均値の t 検定（一対の標本による t 検定）を行った．

検定には，Excel の分析ツールを使用した．

【結果】

１．製パン性

　焼成したパンの断面写真を図1に示した．食パンの色

は，小豆粉の置換率が高くなるにつれて濃くなった．ク

ラム部の気泡の大きさは，小豆粉の置換率が高くなるに

つれて小さくなった．パンの高さは，小豆粉の置換率が

高くなるにつれて低くなり，パンの膨化は悪くなった．

２．テクスチャー

　物性測定による硬さ（最大荷重）および粘弾性（凝集

性）の数値を表2に示した．

　食パンの硬さに影響する最大荷重は，小豆粉置換率が

高まるにつれて数値が大きくなり，小豆粉を配合するこ

とにより食パンは硬くなった．最大荷重の数値は，小豆

粉置換率20% 食パンではコントロールの約2倍，30% で

は約4倍，50% では約6倍になった．

　食パンの粘弾性に影響する凝集性は，小豆粉置換率が

高まるにつれて数値が小さくなり，小豆粉を配合するこ

とにより食パンの弾力が失われた．凝集性の数値は，小

豆粉置換率20% 食パンではコントロールの約8割，30%

表１　 製パン配合割合

コントロール
0%
(g)

小豆10%
(g)

小豆20%
(g)

小豆30%
(g)

小豆40%
(g)

小豆50%
(g)

ﾍﾞｰｶｰｽﾞ
ﾊﾟｰｾﾝﾄ
(%)

強力粉 280 252 224 196 168 140 ―

小豆粉 0 28 56 84 112 140 ―

ドライイースト 2.8 2.8 2.8 2.8 2.8 2.8 1.0

塩 3.5 3.5 3.5 3.5 3.5 3.5 1.25

砂糖 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 5.0

バター 10.5 10.5 10.5 10.5 10.5 10.5 3.75

スキムミルク 7.0 7.0 7.0 7.0 7.0 7.0 2.5

水 190 190 190 190 190 190 67.86
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では約５割，50% では約3割になり，小豆粉置換率 30%

以上の食パンにおいて数値が著しく減少した．

３．官能評価

　日常的に食している食パンを4点とし，小豆粉置換率

10%，30% の食パンが好ましい場合は5～7点，好ましく

ない場合は3～1点で評価した結果を表3に示した．

　小豆粉置換率10% および30% の食パンの評価点の平

均値は，どちらも4点台であった．2つの試料間の有意差

検定の結果，食パンの嗜好性に関するどの項目において

も有意差は認められなかった．しかし，自由記述では小

豆置換率10% の食パンは「ふわふわ」「モチモチしてい

た」，30% の食パンは「しっとりしている」「味が濃い」「ブ

ラウニーのような食感」などの意見が得られた． 

【考察】

１．物性測定

　物性測定の結果，硬さ（最大荷重）の数値は大きくなり，

粘弾性（凝集性）の数値は小さくなったことから，強力

粉の一部を小豆粉に置換した食パンは，硬く，弾力が失

われる傾向が示された．パンの品質に大きく関わる要因

のひとつにグルテンの作用が挙げられるが，小豆粉には

グルテンが含まれないため，強力粉の一部を小豆粉に置

換したことによりパン生地全体のグルテン量が減少し，

パンの膨化が悪くなったと考えられる．また，先行研究

では，過剰な食物繊維によるパン生地のグルテンネット

ワーク形成阻害について多くの報告がある6-9)．小豆粉

は，小麦粉に比べて食物繊維の多い食材であり，小豆粉

に含まれる食物繊維がパンの膨化を低下させた要因のひ

小豆粉
置換率

コントロール
0%

10% 20% 30% 40% 50%

断面

図１　食パンの断面写真

表２　 物性測定の結果

（平均値±標準偏差）　　　　　　　　　　　

小豆粉置換率 硬さ (最大荷重 ) 粘弾性（凝集性）

コントロール0% 5.01±0.98 0.46±0.03

10% 7.79±2.23 0.39±0.04

20% 11.06±1.40 0.40±0.05

30% 20.59±3.54 0.25±0.03

40% 23.00±6.45 0.15±0.06

50% 29.31±3.66 0.14±0.03

表３　官能評価の結果

（平均値±標準偏差）　　　　

10% 小豆粉添加食パン 30% 小豆粉添加食パン 2群間の平均値の差の検定＊

外
観

キメ 4.50±0.89 4.65±0.81 有意差なし

色調 4.80±1.28 4.75±1.21 有意差なし

香り 香り 4.35±0.93 4.45±1.05 有意差なし

物
性

弾力性 4.75±1.02 4.45±1.10 有意差なし

咀嚼性 4.60±0.68 4.25±1.07 有意差なし

味 味 4.45±0.89 4.90±1.21 有意差なし

総合評価 4.56±0.86 4.67±0.77 有意差なし

＊一対の対応のある t 検定　　　　　　
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とつと考えられる．パンの膨化改善方法としては，卵白

の添加，でん粉や増粘剤の添加，製パン用酵素の添加，

水分量や加水温度の調整などが先行研究において検討さ

れている7,10-12)．小豆粉を用いた食パンの膨化改善にお

いても，これらの食品添加や混合条件について検討する

必要があると考えられる．

２．官能評価

　官能評価の結果，2種類の小豆粉置換食パン（置換率

10%，30%）に有意差は認められなかった．しかし，パ

ネラーの自由記述では，小豆粉置換率10%の食パンは「ふ

わふわ」「モチモチ」，小豆粉置換率30% の食パンは「しっ

とり」「味が濃い」などの意見を得ており，小豆粉置換

率の相違は食感，味や風味などに影響を与えることが

示唆された．小豆粉置換食パンと普段食べている食パン

の評価点を比較すると，小豆粉置換食パンは置換率に関

わらず普段食べている食パンの評価点に近かった．先行

研究では，小豆粉置換率20% の食パンは特有の色や渋

味の強さからあまり好まれなかったことが報告されて

いる5) が，今回の調査では小豆粉置換率30% の食パンで

あってもパネラーには受け入れられた．ただし，今回の

官能評価において小豆粉置換率30% の食パンは「ブラ

ウニーのような食感」といった意見を得ており，その独

特な食感が食パンとしてではなく，菓子類として捉えら

れた可能性も示唆される．小豆置換率30% の食パンが

受け入れられた理由については，さらに調査する必要が

あると考える．また，今回は小豆置換率10% と30% の

食パンのみ官能評価を行ったが，今後はその他の置換率

の食パンについても調査する必要があると考える．

３．今後の展望

　本研究は，小豆置換率の限界点を検討することを目的

に実施したが，小豆置換率の限界点を検討するには，物

性測定および官能評価で用いる食パンの小豆置換率を細

かく設定し，さらに調査分析する必要性があると考えら

れる．

　小豆置換率を高めても食パンとしての品質を維持する

ためには，膨化の改善が必要である．今後は，膨化剤の

添加や各材料の配合割合についても検討する必要がある

と考える．
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【はじめに】

　食生活の中で，菓子類などの甘いものは，食事（朝食・

昼食・夕食）以外の間食で摂取することが多い食品であ

る．ケーキ，クッキー，チョコレートなどの甘い菓子類

は炭水化物と脂質が多く，摂りすぎてしまうとエネル

ギーの摂取過多にもつながり，肥満や生活習慣病となる

可能性が高まる１）．しかし，量や種類などを考え適切に

間食を摂ることは，食事だけでは摂取できない栄養素を

補うほか，気分転換をしたり，生活にうるおいを与えた

りすることができるとされている２）．これまでにも菓子

に対する食意識についての報告はされている．門間３）は，

中・高・大学生に対する菓子のイメージ調査において，「幸

せ」，「気分転換」，「ストレス解消」という意見が多数あ

り，菓子が気持ちに与える影響が非常に大きいことを報

告している．中村ら４) は，食物系女子大生への甘味に

対する認識について、気持ちを落ち着かせる効果がある

甘いものがもたらす心理的影響の検討

―基礎的資料の収集―

Study into the Psychological Effects of Sweet Food:
Collection of Basic Data

櫻井　瞳，山本　ちか

Hitomi SAKURAI，Chika YAMAMOTO

要旨：大学生及び短期大学生の男女127名を対象に甘いものの好き嫌いと食意識に関する調査を行った．本調査

は，菓子が人々に与える心理的影響を明らかにしていくための基礎的な資料を集めることを目的とした．調査

対象者の84.8％が甘いものが好きと回答し，頻繁に摂取していることが明らかとなった．甘いものが好きな理

由では「美味しいから」という理由が最も多かった．「幸せに感じるから」，「安心するから」などの心理的な影

響を理由とする回答は，女子で多く見られた．どのような時に甘いものを欲するかという質問では，男女とも

に「疲れたとき」という回答が多かった．甘いものを食べたときの幸福感では，甘いものが好きな人は男女と

もに96％以上が「幸福感を感じる」と回答した．甘いものが嫌い，またはどちらでもないと答えた人でも幸福

感を感じるという回答があった．

これらの結果から，甘いものの適度な摂取が人々の心に良い影響を与える可能性があることが示唆された．今

後もより多くの人を対象として，調査を続けていくことが重要であると考える．

Abstract: A survey of 127 male and female university and junior college students was conducted regarding their likes 
and dislikes of sweet food and nutritional awareness to collect basic data aimed at clarifying the psychological effects of 
sweets on people. As a result, 84.8% of the participants answered that they liked sweet food, and it became clear that 
they ate sweet food frequently. The most common reason for liking sweet food was that “they taste nice.” Many of 
the female participants mentioned the psychological effects of sweet food as the reason for liking them, such as “they 
make me happy” or “they soothe me.” When the participants were asked when they crave sweet food, many of both 
the male and female participants answered, “when tired.” Regarding the feeling of happiness when eating sweet food, 
more than 96% of both the males and females who liked sweet food answered that they “feel happy.” Even some of 
those who did not like sweet food and those who neither liked nor disliked them answered that they feel happy. These 
results suggest that a moderate intake of sweet food may have a positive effect on people’s minds. Therefore, it is 
important to conduct a further survey with more participants in the future.

キーワード：甘いもの，心理的影響，菓子

Keywords: Sweet food, Psychological effects, Sweets
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という認識が高いことを報告している．これらの研究か

ら甘いものを食べることによる心理的影響は大きいこと

が窺える．そのため，本研究で甘いものがもたらす心理

的影響について明らかにすることは重要だと考える．

　また製菓衛生師養成の際には，食の楽しさを追求する

創造性と技術を要し，食の安全性への強い意識をもった

人材の育成が重要であるが，それに加えて，人々に幸せ

な気持ちや元気を与えることができる菓子を作れるよう

になることも重要なのではないだろうか。菓子が人々の

心理に与える影響を明らかにすることは今後の製菓衛生

師の育成や研究に役立てることができると考える．

　本研究では，菓子類の中でも「甘いもの」に着目し，

甘いものの好き嫌いと食意識に関する調査を行い，甘い

ものが人々に与える心理的影響を明らかにするための基

礎的資料を収集することを目的とした．

【方法】

１．調査方法 

　令和元年10月に調査用紙を配布し，その場で回収を

行った．

２．調査対象者

　調査協力者は，127名（大学生及び短期大学生女子67

名と大学生男子60名）であった．調査対象者には，個々

の回答内容については秘密を厳守し，調査以外の目的に

使用することはないことを説明し，承諾を得て調査を実

施した．127名のうち，未回答であった2名は調査対象数

から外した．

　なお，本研究は名古屋文理大学短期大学部研究倫理委

員会の承認を得て実施された（第74番）．

３．調査内容

１）甘いものの好き嫌い

　甘いものは好きかどうかを「好き，嫌い，どちらでも

ない」から選択してもらった．そして，その理由を自由

記述で尋ねた（複数回答あり）．

２）甘いものの摂取頻度

　甘いものをどのくらいの頻度で食べるかを「ほぼ毎日，

週2～3回，2週間に1回，月数回」の選択肢から選択して

もらった．

３）甘いものを欲するタイミング

　どのような時に甘いものを食べたくなるかを自由記述

で尋ねた（複数回答あり）．

４）幸福感

　甘いものを食べたときに幸せを感じるかを「はい，い

いえ，どちらでもない」の選択肢から選択してもらった．

【結果】

１）甘いものの好き嫌い

　「甘いものは好きですか」という質問の結果について，

表1に人数，表2-1に男子の理由，表2-2に女子の理由を

示した．男子で「好き」と答えた人は56名（94.9％），「嫌い」

と答えた人は2名（3.4％），「どちらでもない」と答えた

人は1名（1.7％）であった．好きと答えた男子は「美味

しいから」という理由が多かった．心理的な理由では3

名が「幸せに感じるから」，1名が「元気になるから」，1

名が「気分が良くなるから」と回答した．嫌いと答えた

男子は「知覚過敏で歯にしみるから」，「甘いから」とい

う理由で，どちらでもないと答えた男子は「あまり食べ

たいと思わないため」という理由であった．

　女子で「好き」と答えた人は50名（75.8％），「嫌い」

と答えた人は4名（6.1％），「どちらでもない」と答えた

人は12名（18.2％）であった．好きと答えた女子は男子

と同様，「美味しいから」という理由が最も多かった．

心理的な理由では11名が「幸せに感じるから」と回答し

たほか，1名ずつではあるが「安心するから」，「癒しに

なるから」，「イライラがなくなるから」，「元気になるか

ら」，「落ち着くから」という回答があった．嫌いと答え

た女子は「食べていて気持ち悪くなるから」，「胃もたれ

するから」，「くどいから」という理由で，どちらでもな

いと答えた女子は「甘すぎるとくどくなるから」という

理由が多かった．

表１　甘いものの好き嫌い

甘いものの
好き嫌い

男子 女子 全体

人数 (％ ) 人数 (％ ) 人数 (％ )

好き 56 (94.9) 50 (75.8) 106 (84.8)

嫌い 2 (3.4) 4 (6.1) 6 (4.8)

どちらでもない 1 (1.7) 12 (18.2) 13 (10.4)

合計 59 (100.0) 66 (100.0) 125 (100.0)
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２）甘いものの摂取頻度

　「甘いものをどのくらいの頻度で食べますか」という

質問について，表3-1に男子，表3-2に女子の結果を示し

た．男女別でそれぞれの割合を示している．甘いものが

好きな男子は26名（46.4％）が「週に2～3回」，22名（39.3％）

が「ほぼ毎日」，6名（10.7％）が「2週間に1回」，2名（3.6％）

が「月数回」と回答した．甘いものが嫌いな男子は1名

（50.0％）が「週2～3回」，もう1名（50.0％）が「月数回」

と回答した．どちらでもないと答えた男子1名（100.0％）

は「月数回」と回答した．

　甘いものが好きな女子は27名（54.0％）が「週2～3回」，

20名（40.0％）が「ほぼ毎日」，2名（4.0％）が「2週間

に1回」，1名（2.0％）が「月数回」と回答した．甘いも

のが嫌いな女子は3名（75.0％）が「月数回」と回答し，

1名（25.0％）は無回答であった．どちらでもないと答

えた女子は6名（50.0％）が「2週間に1回」，3名（25.0％）

が「週2～3回」，2名（16.7％）が「月数回」，1名（8.3％）

が「ほぼ毎日」と回答した．

３）甘いものを欲するタイミング

　「どのようなときに甘いものを食べたくなりますか」

という質問について，表4-1に男子，表4-2に女子の結果

を示した．甘いものが好きな男子は「疲れたとき」とい

う回答が多く，次に「ご飯を食べた後」という回答が多

かった．甘いものが嫌いな男子2名はそれぞれ「風呂の

後」，「食べたいと思ったとき」という回答であった．ど

ちらでもないと答えた男子1名は「味が濃いものを食べ

たとき」という回答であった．

　甘いものが好きな女子も「疲れたとき」という回答が

多く，次に「ご飯を食べた後」という回答が多かった．

甘いものが嫌いな女子4名は「疲れたとき」が2名，「生

理前」が1名，「辛いものを食べた後」が1名であった．

どちらでもないと答えた女子は「疲れたとき」という回

答が多かった．

４）幸福感

　「甘いものを食べたときに幸せを感じますか」の質問

について，表5-1に男子，表5-2に女子の結果を示した．

男女別でそれぞれの群の割合を示している．甘いものが

好きな男子は54名（96.5％）が「はい」，2名（3.5％）が

「どちらでもない」と回答した．甘いものが嫌いな男子は，

2名（100.0％）が「はい」と回答した．どちらでもない

と答えた男子1名（100.0％）は「どちらでもない」と回

表２- １　甘いものの好き嫌いの理由（男子）

甘いものの
好き嫌い

内容 人数

好き

・美味しいから 24

・甘いものが好きだから 7

・疲れが取れるから 3

・幸せに感じるから 3

・集中力が高まるから 2

・ずっと食べていられるから 2

・無性に食べたくなるから 2

・元気になるから 1

・気分が良くなるから 1

・おやつにチョコレートを食べ
　たくなるから

1

・カロリーが高いから 1

・辛いものが苦手だから 1

嫌い
・知覚過敏で歯にしみる 1

・甘いから 1

どちらでも
ない

・あまり食べたいとは思わないため 1

　※複数回答あり

表２- ２　甘いものの好き嫌いの理由（女子）

甘いものの
好き嫌い

内容 人数

好き

・美味しいから 17

・幸せに感じるから 11

・疲れが取れるから 5

・甘いものが好きだから 5

・安心するから 1

・手軽に食べたりできるから 1

・癒しになるから 1

・イライラがなくなるから 1

・元気になるから 1

・落ち着くから 1

嫌い

・食べていて気持ち悪くなるから 1

・胃もたれするから 1

・くどいから 1

どちらでも
ない

・甘すぎるとくどくなるから 4

・甘すぎるのが苦手だから 3

・どちらかというと塩辛いものが
　好きだから

1

・物による 1

・昔は好きだったが今はあまり
　食べられなくなったから

1

・食す気にならない 1

　※複数回答あり
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表４- １　甘いものを欲するタイミング（男子）

甘いものの
好き嫌い

内容 人数

好き

・疲れた時 24

・ご飯を食べた後 7

・お腹が空いたとき 4

・やることが終わったとき 4

・勉強や仕事をするとき 3

・ふいに 3

・いつでも 1

・お酒を抜いているとき 1

・イライラするとき 1

・風呂の後 1

・運動した後 1

・休みのとき 1

・朝起きてすぐ 1

・家にいるとき 1

・脳を使ったとき 1

・バイト終わり 1

・辛いものを食べた後 1

・ストレスが溜まっているとき 1

・頭が回らないとき 1
・しばらく甘いものを食べて
　いないとき

1

・帰宅後 1

嫌い
・風呂の後 1

・食べたいと思ったとき 1

どちらでも
ない

・味が濃いものを食べたとき 1

　※複数回答あり

表４- ２　甘いものを欲するタイミング（女子）

甘いものの
好き嫌い

内容 人数

好き

・疲れたとき 26

・ご飯を食べた後 8

・ストレスが溜まっているとき 3

・無性に食べたくなる 3

・お腹が空いたとき 3

・イライラするとき 3

・バイト終わり 2

・勉強をするとき 2

・暇なとき 2

・辛いものを食べた後 1

・しょっぱいものを食べた後 1

・頑張ったとき 1

・家にいるとき 1

・美味しそうなものを見かけたとき 1

・寝る前 1

・生理前 1

・夜遅く 1

嫌い

・疲れたとき 2

・生理前 1

・辛いものを食べた後 1

どちらでも
ない

・疲れたとき 8

・風呂の後 1

・イライラするとき 1

・何か食べたいとき 1

・美味しそうなお菓子を見たとき 1

・内容 1

　※複数回答あり

表３- １　甘いものの摂取頻度（男子）

摂取頻度
甘いもの好き 甘いもの嫌い どちらでもない 男子全体

人数 （％）　 人数 （％）　 人数 （％）　 人数 （％）　

ほぼ毎日 22 　(39.3) 　0 　　(0.0) 　0 　　(0.0) 22 　(37.2)

週2～3回 26 　(46.4) 　1 　(50.0) 　0 　　(0.0) 27 　(45.8)

2週間に1回 　6 　(10.7) 　0 　　(0.0) 　0 　　(0.0) 　6 　(10.2)

月数回 　2 　　(3.6) 　1 　(50.0) 　1 (100.0) 　4 　　(6.8)

未回答 　0 　　(0.0) 　0 　　(0.0) 　0 　　(0.0) 　0 　　(0.0)

合計 56 (100.0) 　2 (100.0) 　1 (100.0) 59 (100.0)

表３- ２　甘いものの摂取頻度（女子）

摂取頻度
甘いもの好き 甘いもの嫌い どちらでもない 女子全体

人数 （％）　 人数 （％）　 人数 （％）　 人数 （％）　

ほぼ毎日 20 　(40.0) 　0 　　(0.0) 　1 　　(8.3) 21 　(31.8)

週2～3回 27 　(54.0) 　0 　　(0.0) 　3 　(25.0) 30 　(45.5)

2週間に1回 　2 　　(4.0) 　0 　　(0.0) 　6 　(50.0) 　8 　(12.1)

月数回 　1 　　(2.0) 　3 　(75.0) 　2 　(16.7) 　6 　　(9.1)

未回答 　0 　　(0.0) 　1 　(25.0) 　0 　　(0.0) 　1 　　(1.5)

合計 50 (100.0) 　4 (100.0) 12 (100.0) 66 (100.0)
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答した．男子全体では56名（94.9％）が「はい」と回答

した．

　甘いものが好きな女子は48名（96.0％）が「はい」，2

名（4.0％）が「どちらでもない」と回答した．甘いも

のが嫌いな女子は2名（50.0％）が「いいえ」，1名（25.0％）

が「はい」，1名（25.0％）が「どちらでもない」と回答

した．どちらでもないと答えた女子は10名（83.3％）が

「はい」，1名（8.3％）が「いいえ」，1名（8.3％）が「ど

ちらでもない」と回答した．女子全体では59名（89.4％）

が「はい」と回答した．

【まとめ・考察】

　甘いものの好き嫌いについて，男子は94.9％，女子は

75.8％，男女全体では84.8％の学生が甘いものが好きと

いう結果となった．中村ら４）は食物系女子大生925名と

服飾系女子大生310名に甘党である認識についての調査

を行い，食物系女子大生では71.3％，服飾系女子大生で

は71.0％が甘党であると回答したことを報告している．

また，川村ら５）も女子学生60名への甘味嗜好の調査で

71.7％が甘いものが好きと回答したことを報告してお

り，本研究においての甘いものを好む女子の割合と類似

していた．一方，加藤ら６）は，昭和62年～63年に家庭

専攻の女子学生50名と他領域の専攻の女子学生98名，男

子学生78名に甘味の食物の好き嫌いについて調査した結

果，男子学生は「ふつう」という回答が最も多く，女子

学生の方が有意に甘味の食物への嗜好度が高かったこと

を報告している．本調査では，男子は「好き」という回

答が94.9％と最も多かった．また，女子は「好き」とい

う回答が75.8％と最も多かったが18.2％は「どちらでも

ない」と回答していた．これは調査方法の違いや，時代

の変化など，様々な要因が考えられる．

　甘いものが好きな理由で最も多かった回答は男女とも

に「美味しいから」であったが，「幸せに感じるから」，「安

心するから」，「癒しになるから」，「イライラがなくなる

から」，「元気になるから」など，心理的な影響を好きな

理由とする回答もあり，これらの回答は女子で多く見ら

れた．笠巻７）は女性は男性に比べて気分転換を目的と

した間食を行う傾向が強いことを報告しており，今回の

結果からも男子に比べて女子の方が甘いものが心理に与

える影響が大きいのではないかと考えられる．

　摂取頻度について，甘いものが好きな人は男子の80％

以上，女子の90％以上が「週に2～3回」，「ほぼ毎日」と

回答し，頻繁に摂取していることが分かったが，嫌い，

あるいはどちらでもないと答えた19名も7名が「月数回」，

6名が「2週間に1回」，4名が「週2～3回」，1名が「ほぼ

毎日」甘いものを食べていることが分かった（1名未回

答）．

　甘いものが好きな人が甘いものを欲するタイミング

は，「疲れたとき」が男女ともに多かった．疲れたとき

に甘いものを欲しくなるのは，体や脳が失ったエネル

ギーを早く取り戻そうとする自然の欲求である８）．嫌い，

どちらでもないと答えた女子でも「疲れたとき」という

回答が多かった．また，甘いものが嫌い，あるいはどち

らでもないと答えた人は，疲れたときの他にも風呂の後，

イライラしたとき，味が濃いものや辛いものを食べたと

きなどは甘いものを欲すると回答していた．甘いものが

好きではない人でも甘いものを食べたいと思う場面があ

ることが分かった．

表５- １　幸福感（男子）

幸福感を
感じるか

甘いもの好き 甘いもの嫌い どちらでもない 男子全体

人数 　　（％） 人数 　　（％） 人数 　　（％） 人数 　　（％）

はい 54 　(96.5) 　2 (100.0) 　0 　　(0.0) 56 　(94.9)

いいえ 　0 　　(0.0) 　0 　　(0.0) 　0 　　(0.0) 　0 　　(0.0)

どちらでもない 　2 　　(3.5) 　0 　　(0.0) 　1 (100.0) 　3 　　(5.1)

合計 56 (100.0) 　2 (100.0) 　1 (100.0) 59 (100.0)

表５- ２　幸福感（女子）

幸福感を
感じるか

甘いもの好き 甘いもの嫌い どちらでもない 女子全体

人数 　　（％） 人数 　　（％） 人数 　　（％） 人数 　　（％）

はい 48 　(96.0) 　1 　(25.0) 10 　(83.3) 59 　(89.4)

いいえ 　0 　　(0.0) 　2 　(50.0) 　1 　　(8.3) 　3 　　(4.5)

どちらでもない 　2 　　(4.0) 　1 　(25.0) 　1 　　(8.3) 　4 　　(6.1)

合計 50 (100.0) 　4 (100.0) 12 (100.0) 66 (100.0)
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　甘いものを食べたときの幸福感では，甘いものが好き

な人は男女ともに96％以上が幸福感を感じると回答して

おり，幸福感を感じないと回答した人はいなかった．ま

た，どちらでもないと答えた女子の83％は幸福感を感じ

ると回答し，さらに嫌いと答えた人でも，男子は2名中2

名ともが，女子も4名中1名は幸福感を感じると回答した．

この結果から甘いものが好きではない人にも幸福感を与

える可能性があることが分かった．

　本研究の目的は，甘いものが人々に与える心理的影響

を明らかにするための基礎的資料を集めることが目的で

あった．調査の結果から，甘いものを食べることで幸せ

を感じる，元気になる，気持ちが落ち着くなどの心理を

感じている可能性があることが示唆された．甘いものの

過剰摂取は肥満や生活習慣病，虫歯などのリスクが高ま

るが，適度な摂取は人々の心に良い影響を与えることが

できると考えられる．また，笠巻ら９）は，対人ストレ

スの程度が高いほど間食（お菓子やスナック菓子類の摂

取）頻度も高くなる傾向にあることを明らかにしてい

る．本調査においてもストレスが溜まっているときに甘

いものを欲するという回答があったため，今後は甘いも

のの嗜好とストレスの関連についても調査を行っていき

たい．

　今回の調査では，対象者の84.8％が甘いものが好きと

回答しており，甘いものが好きではない人との食意識の

違いなどの比較は十分に行えなかった．また，大学生や

短期大学生では，学部の専攻による嗜好の違いがあるこ

とも考えられる．そのため，より多くの人を対象として

同じような調査も続けていくことが必要であると考え

る． 

【付記】

　本研究で使用した調査データは，本学において2019年

に行われた山本ゼミナール（笠井麻衣花さん，木戸上亜

未さん，福本莉子さん報告）で収集したものを再集計し、

まとめなおした．

　調査を行うにあたり，ご協力いただいた皆さまに心よ

り感謝申し上げます．
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